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　箱がある。

　形状はほぼ立方体、全面が艶つややかな漆しつ黒こくで、そこに星のような銀色の光点がいくつかちりばめられている。

　一見すると黒こく曜よう石せきに銀を埋め込んだような風ふ情ぜいだが、それでいて紙のように軽い。手に触れる感触はやたらに堅く、大理石にも似ている。

　娘はその箱を手に、薄うす暗ぐらい城内に立つ仲間達を見回した。

「──箱に残す石というのは、つまりはいざという時の予備だ。キャラバンとの戦いによって誰だれかが死んでも、その力と記憶、意志を他ほかの人間に宿らせることによって、我々は戦力の低下を防げる。このことについて反対意見や質問があれば聞きたい」

　ディアンドルと呼ばれる胸元の大きく開いた民族衣装に身を包み、娘はぞんざいな口調で告げる。

　周囲の仲間達の反応は様々だった。

　首を傾かしげる者、考え込む者、無関心な者、眸ひとみを輝かせる者──いずれにしても露ろ骨こつな嫌けん悪お感かんなどは見受けられない。

　仲間達の中から、でっぷりと太った〝梟ふくろう〟が手をあげた。見た目からして丸々とした梟に似ている。

「質問だ。俺おれらの能力の予備を箱の中に保存して、他の誰かに使わせられる、ってことは──それってさ、能力の使い手を二人に増やせるってことだろ？　たとえば俺が、今の俺と予備の俺とで二人になってもいいわけだ。それどころか、俺の力をまた保存し直して、それをまた別の奴やつに、って具合に、場合によっちゃ何人も──」

　仲間から向けられたこの問いに、〝記録者〟の娘は首を横に振った。

「残念ながら、これはそこまで無茶な力じゃない。まず、保存できる石は一人につき一つだけ──今日保存してまた明日保存し直すことは可能だが、その場合は上書きされて過去の石は残らない。石とはつまり、それぞれの能力を武器化したものだと思ってくれてもいい。複製はできないが、次々に持ち主を替えながら、後世に残っていく──そういう代しろ物ものだ。そして保存した者が生きている間は、その石を別の宿やど主ぬしに渡せないという制限もある」

　仲間達の半数以上が、その言葉の意味をはかりかねたように首を捻ひねった。そもそもややこしい話を苦手とする者が多い。

　ただし、勘かんの鋭するどい梟は納得したように眼めを細める。

「なるほど。原則として、それぞれの石は唯ゆい一いつ無む二にのもの、か──しかしそのルール、ちと妙だな。保存した奴が生きているか死んでいるかなんて、その箱がどうやって判定するんだ？」

　記録者は微ほほ笑えんだ。

「ああ、その点は実際に見たほうが理解が早いだろう。この箱の中には、既すでに〝将軍〟の記憶と能力を保存した石がある。これを取り出してみせよう」

　彼女は黒い箱を両手で包み込み、祈るようにその場で膝ひざをついた。

「……リコルドリク。どうか貴方あなたの加か護ごを──」

　小さな黒い箱の蓋ふたは閉じたままだった。

　しかしその蓋をすり抜けるようにして、丸く磨みがかれた紫水晶のような石がゆっくりと浮きあがってくる。

　そしてその石は、記録者がつまみ上げようとした瞬しゆん間かんに光の軌き跡せきを残して消失した。

　ぴんと伸びたロープのように直線的な光が、離れた場所に立っていた軍服姿の若い娘──〝将軍〟へとつながり、淡い光は数瞬で消える。

　わずかなざわめきが起きるなか、直立した将軍が凜りんとした声を紡つむいだ。

「見てのとおりだ。この世界に保存した当人がいる限り、石は取り出そうとした瞬間に、光へ転じてその人物の元に戻ってしまう。幾度か実験してみたが、こればかりはどうにもならなかった」

　理性的な声で語る彼女は、皇帝ブロスペクトに仕つかえる腹心の一人だった。

　軍閥の貴族の出しゆつ自じだが、両親を亡くした後、親類から嫌けん悪おする相手との結婚を強しいられそうになり、相手を殺して逃亡した過去を持つ。

　学才もあり戦略眼にも優すぐれ、世が世なら立派な軍人になっていたはずだが、この時代に女の身で軍隊に入れるはずもない。それ以前に罪人となってしまい行き場をなくしていたところを、皇帝ブロスペクトに拾われた。

　この城にいる者達は、大なり小なりそれぞれに事情を抱えている。

　その点は記録者も同様だった。

　様子を見守っていた〝詐さ欺ぎ師し〟が、小さく挙手した後に発言する。

「今のはあれかな。磁石のように引き合う性質があるということかね？」

　彼は白髪頭の穏おん和わな老紳士だった。皇帝ブロスペクトとも古くからの友人であり、仲間の内では最さい古こ参さんの一人である。ほぼ常に礼服姿で、誰だれに対しても気安い雰囲気を漂ただよわせている。

　記録者は彼に肩をすくめてみせた。

「磁石というより──そもそも石と保存者は、見えない結びつきでしっかりとつながっているらしい。そのつながりを断ち切る力は私にもない。〝マリアンヌの宝石箱〟の中に仕し舞まうことで分かれているように見えるが、実際には一つのままという解釈もできる。保存した人間が死を迎えた時、初めてこのつながりが切れ、石を他ほかの人間に宿せるようになるわけだが……つまりリコルドリクが人間の生死を判別しているわけではなく、本人の死が、石とのつながりを絶つ唯一の手段ということだ」

　詐欺師がふむと唸うなった。

「それはもう試したのかね？　つまり……石を保存した後に、わざわざその人物を死なせて実験したのですか？」

　記録者は首を横に振る。

「いや。残念ながら、これは私の推測……というより、リコルドリクから教えられた法則だ。おそらく成功すると私は信じているが、今は皆に納得のいく形で成功例を示すことはできない。誰だれか戦死者が出てからでないと実証しようがないし──」

　広間の一いち隅ぐうから、〝猟犬〟が冷たい声を寄よ越こした。

「キャラバン側の異能者でも捕まえてきて実験したらどうだ？　簡単だろ。命令さえあれば、一人くらい俺おれがさらってくるぜ」

　野の良ら仕事でもしていそうな姿に偽ぎ装そうしているが、猟犬の戦せん闘とう能力は高い。鼻も利きく上に、武器を必要としないため相手の油断を誘いやすいという利点もある。

　しかし記録者は彼の提案をすかさず拒絶した。

「それは駄目だ。この箱の中に残すのは〝仲間達〟だけにしたい。一度保存した石は、箱の中にいる限りは眠り続けるが、任意に消すことができないんだ。石とは〝記憶〟──人間の思い出も、自然に忘却されることはあっても、あえて忘れようとして忘れることはできないだろう？　箱の中に残した〝石〟は自然には消えないし、それを消す力は私にもない。遠い将来、リコルドリクが死ぬことでもあれば一緒に消えるはずだが、箱の中に残す力は厳げん選せんしたい。これは私のわがままだ」

　記録者はこの言葉に決意を込めた。

　この説明を受けて、拳けん闘とう士しの青年が精せい悍かんな眼まな差ざしを細める。

「とうの記録者が実験不要だというなら、それでいいだろう。そもそも悪い話じゃない。最前線で戦う俺は死ぬ確率も高い。無駄死には御免だが、仮に俺が死んだ後も、別の誰かが俺の力と意志を受け継いでくれるなら──そいつが〝皇帝〟のために戦ってくれるなら、願ってもない話だ。俺は乗った」

　壁かべによりかかった青年騎き士しがにこにこと笑った。

「拳闘士さんは縁えん起ぎでもないなあ……ま、僕も乗るよ。こっちに損があるわけじゃなさそうだし、死んだ後もみんなのお役に立てると思えばね。それにしても──千年王国でも作る気かい？　これって寿命で死んでも、リコルドリクの異能者がいる限り、その次の世代に自分の意志を残せるって話だよね」

　たちまち仕立屋の娘が顔をしかめた。

「……それは嫌いや。私の心と記憶は私だけのもの。私の能力は〝記録者〟を通じてリコルドリクから貰もらったものだから、死後にその力を返すって意味なら応じるけれど──記憶とか意志とか残すのは勘かん弁べんして欲しいわ。誰にも知られたくないことだってあるもの」

　その反応も記録者には想定内のことだった。

　将軍が髪に指を通しつつ、ふむと頷うなずく。

「実際問題として──記憶と意志については保存するか否いなかを本人が選べるし、そもそも保存できない場合もある。記録者、そうだな？」

　記録者はゆっくりと頷うなずいた。

「ああ。たとえば体質的に薬が効ききやすい者と効きにくい者がいるように、石の保存についても適性がある。こればかりは作業してみないと結果がわからないが、〝記憶や意志を残さない〟だけなら、かえって簡単だ。儀ぎ式しきの際に私が手を抜けばいい。そのあたりは各自の希望に応じるし、その石を後世に宿す〝宿やど主ぬし〟側の適性や性格も影えい響きようしてくるだろうから──まぁ、能力を残す点以外は、駄目で元々くらいに思っておいてもらえるとありがたい」

　そこまで告げてから、記録者は居並ぶ一同に考える時間を与えた。

　仲間達の中から、記録者と同世代の〝女王〟が言葉を発した。

「記録者と将軍の実験には私も立ち会いましたが、危険性はなさそうです。儀式といっても、記録者がリコルドリクを操あやつって、対象と〝リコルドリクの夢の中〟で接触するだけ──能力を与えられた時とほとんど同じですわ。ただ今回は、記憶や意志を読みとりやすくするために、夢の中ではそれぞれの前に関係の深い人物が現れます。たとえば家族、恩人、友人、恋人、片思いの相手等──私の場合はブロスペクト様でした」

　真紅のドレスに身を包んだ彼女は、長なが椅い子すに腰をおろしたままでゆっくりと紅茶をすする。

　その優雅な佇たたずまいは城の雰囲気とも合っていたが、周囲にいる平服で統一感のない仲間達の中では明らかに浮いていた。

　彼女は正しよう真しん正しよう銘めいの王族である。もちろん本物の女王ではなかったが、王位継承権は低いながらも姫君として敬うやまわれる立場だった。

　皇帝ブロスペクトに出会い、彼に心酔するあまり立場を捨てたが、その気高さは少しも損そこなわれていない。

「──夢の中の私は、君に失礼な真ま似ねをしなかったかな」

　玉ぎよく座ざの前にある三段ほどの短い石段。

　その真ん中に腰掛けた老人が、低く威い厳げんのある声を発した。

　皇帝、ブロスペクト──

　無む造ぞう作さに束たばねた銀色の長髪、穏おん和わで理知的な眼まな差ざし、皺しわの刻まれた彫りの深い顔立ちは、いずれも年相応の重みを漂ただよわせていたが、巨体から発せられる力強い威圧感は老人のものではない。

　記録者は彼のことを父親のように感じた。

　将軍は彼に主君としてのカリスマを見た。

　女王は彼に憧あこがれ、拳けん闘とう士しは盲従し、語かたり部べは畏い怖ふしている。

　ある者にとっては優しい上司、ある者にとっては穏和な家族、またある者にとっては敬愛する飼い主であり、そして敵は彼を魔ま王おうのように恐れている。

　いずれにしても彼には、全すべての人々に〝自分より上〟の存在だと直感させる不思議な力が備そなわっていた。

　それが神しん群ぐん由来の特殊能力なのか、あるいは気のせいと断じていいものなのか、記録者にも確証はない。

　彼女個人の推測でいえば、おそらくは前者──周囲にいる人間の心理に影えい響きようを及ぼす、特殊な力が作用しているように感じてしまう。

　ただし、皇帝の皇帝たる所以ゆえんとなった能力はそんな曖あい昧まいなものではない。

　神にも等しい彼の力を見た者の反応は、三つに分かれる。

　彼の前にひれ伏すか、その前から逃げ出すか、あるいは危険視して命を狙ねらうか──

　ブロスペクトはひれ伏し従う者に対しては優しい。

　逃げ出す者については、その危険性に応じて追い詰めて殺すこともある。

　そして、危険視して戦おうとする者に対しては──その親族まで含めて、一いつ切さいの容赦をしない。

　その容赦のなさが敵側にも団結を生み、〝キャラバン〟という組織を作らせてしまった。

　今の彼らは、その組織との戦いの渦中にある。

　仲間達が見つめる中、皇帝は和なごやかな視線のままで気の抜けた声を発した。

「記録者の提案については、もちろん私も賛成だが──これを君達に強要する気はない。そもそも成功するかどうかも曖昧な話だから、各自の判断で決めるといい」

　その場の全員を見回し、彼はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「まぁ、私が何か言うまでもなく、ほとんどの者はもう心が決まっているようだが──記録者、後は君に任まかせよう」

　敬愛する皇帝に向け、記録者は微笑んだ。

　皇帝ブロスペクトの元に集つどった異能者達──彼らは決して善人ばかりではないし、人の命を軽く考える者も多い。それぞれに事情も抱えているし、ここにいる動機や理由もそれなりに違う。

　だが、彼らは記録者にとって、間違いなく〝仲間〟だった。

　彼女の一族は、始祖マリアンヌの掟おきてと共に、宝石箱に宿ったリコルドリクを守り続けてきた。〝記録者〟の名称も、その一族に課せられた役割に由来している。




〝この世界に訪れる神々の情報を集め、記録し、後世に残すこと──〟




　女系でつながる彼女の一族は、母も祖母も曾そう祖そ母ぼも、可能な範はん囲いでその任を果たしてきた。

　その過程で権力者の庇ひ護ごを受けたこともあるが、栄えい枯こ盛せい衰すいは世の常でもあり、時代の変化は時に容赦がない。

　魔ま女じよ狩りの時代には迫害も受け、その後も国を転々とし、彼女の母親の代になって皇帝ブロスペクトの庇ひ護ごを得た。

　母は若くして病やまいで亡くなったため、彼女はまだ幼い頃ころに〝記録者〟の役割を受け継ぎ、ブロスペクト達の元で大事に育てられた。

　ブロスペクトの元にいる異能者は、大別して三種類に分けられる。

　まずは皇帝や詐さ欺ぎ師しのような、生まれついて神しん群ぐんの力を得ていた者達。しかし彼らの多くは、キャラバンとの戦いの中で命を失ってしまった。

　そして二つ目には、彼女の母たる先代の〝記録者〟を通じ、リコルドリクから異能を得た者達。梟ふくろうや猟犬、獅し子し、水鳥、見張り番など、彼女より年上の古こ参さんのメンバーがこれにあたる。

　最後に、当代の〝記録者〟たる彼女から、異能を与えられた者達。拳けん闘とう士しや仕立屋、城主、将軍、女王など、ここ数年以内に合流したメンバーばかりだが、彼らが現在の主戦力といっていい。

　彼女とリコルドリクとの相性は母親よりも上らしく、発現した能力にもより強力なものが多い。

　一派の拠点であるこの〝破鏡の城〟なども、空間を歪ゆがめて城一つを城主の意のままに出し入れできるという常識外れの力だった。

　今の記録者は天涯孤独の身の上である。

　だがそんな彼女にとって、皇帝ブロスペクトとこの城に集つどった仲間達は、まさに家族のような存在だった。

　その関係を心強く思いつつ──この時の彼女は、まだ気づいていなかった。




　家族だからこそ、間違いに気づいても、離れられない──




　彼女がその現実と向き合い苦悩するのは、この日からそう遠くない未来のことだった。
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　月つき代しろ玲音れいんにとって、その日はやたらと長い一日だった。

　午前中は一学期の期末試験最終日だった。

　そのままごく普通に一日が過ぎるかと思えば、午後は補習のために美術室へ呼ばれ──そこから、奇妙な事象が立て続けに重なった。

　街に出現した西洋風の巨大な城。

　その映像を見ておかしな記憶と能力に目覚め、争いはじめた友人達。

　幼おさな馴な染じみのクレアが妙な組織の一員だと知り、代理の美術教師、希き崎ざき心しん弥やの手で絵の中に閉じ込められもした。

　解放された後は街を逃げ回り、クレアと合流するはずだった文ふみ槻つき総合病院には〝女王〟となった妹が現れ、黒い虎とらの着ぐるみが操あやつる馬に乗ってビルの側面を駆かけ回った末に、空を飛ぶウサギ耳の少女によって昏こん倒とうさせられた。

　どこまでが現実でどこからが夢なのか、それすら怪しく感じられるほどに理り不ふ尽じんな事態だが、残念なことに全すべてが現実らしい。

　そして極きわめつけに理不尽な現実が、ちょうど今、彼の目の前に突きつけられていた。

「……し、静しず枝え、さん……？」

　凍結した夏の海。

　夜を迎えた水みな門と市し港湾地区は、眩まぶしいほどの月光に照らされていた。

　氷上より少し高い位置に浮遊した〝皇帝〟の姿を視界に収め、玲音れいんは呆ぼう然ぜんと眼めを見開く。

　彼女のエプロン姿は、アルバイトの先の紅茶屋、黒くろ猫ねこ亭ていで見慣れている。

　長く艶つややかな黒髪と清せい潔けつ感かんのある佇たたずまいだけはそのままに、彼女は玲音の知らない冷れい徹てつな表情を見せていた。

　十と和わ田だ静枝は、玲音にとって単なる雇い主ではない。

　玲音と香か恋れん、二人の兄妹きようだいを優しく見守ってくれる姉のような存在であり、羽は矢や多た寿とし宗むねと同様、玲音が心から信頼している大人の一人だった。

　優しく清せい楚そで物静かな、それでいて芯しんの強さを感じさせる彼女には、大和やまと撫子なでしこという古風な言葉も違和感なく当てはまる。

　そんな彼女が、今──

　復活した〝皇帝〟として、そこにいる。

　絶句した玲音の頭の片かた隅すみで、記録者が呻うめいた。

（……〝皇帝〟の石──やはり目覚めていたか）

　玲音は反応できない。肌を刺す猛烈な寒ささえも、今は他ひ人と事ごとのように感じられる。

　寄り添ったクレアがかすれる声を発した。

「この海も……静枝さんが凍らせたの？　そんな……こんな無茶な力って……」

　玲音の腕をぎゅっと抱きしめ、彼女は身を震わせる。

　そして静枝の出現に動揺したのは、玲音とクレアだけではなかった。

「……皓こう月げつ！　貴様、あの日、彼女を……！」

　その怒ど声せいの主は羽矢多寿宗だった。

　彼は自みずからの額ひたいを手で覆おおい、鼻筋を歪ゆがめて犬歯を剥むき出し、その険けわしい眼まな差ざしで周しゆう皓月を睨にらみつける。

　白いチャイナドレスの娘は楚そ々そと微ほほ笑えんだ。

「ええ、失しつ踪そう事件のあの日──静枝さんを紅あか街まちにご招待していました。羽矢多さんのことで大切なお話があると言ったら、お店を休んでまで来てくださいまして……でも、まさか彼女に〝皇帝〟が宿るとまでは私も思っていませんでしたわ」

　楽しげに答える皓こう月げつの笑顔は、可愛かわいらしい悪戯いたずらを成功させた子供のようだった。

　一方の羽は矢や多たは、沈痛な面おも持もちでその場に膝ひざをつく。

「……皓月……そうだったな。お前は人の急所を確実に押さえる──彼女を守るためなら、俺おれも必ず仲間になると……そう読んだか」

　呻うめくような羽矢多に対し、皓月がさも嬉うれしそうに頷うなずいた。

「はい。もっとも、想定外のお客様だったそちらの少年とクレアお嬢じよう様さまが先にその役を果たしてしまいましたけれど……これでいよいよ、羽矢多さんは裏切れなくなりましたね？」

　二人のそんな会話から、玲音れいんは羽矢多の立場を推察する。

（羽矢多さんは……あの皓月って子に脅おどされているのか？　それも俺達のせいで……）

　詳細はよくわからずとも、会話の流れからそのことは理解した。

　皓月が鉄てつ扇せんを頬ほおに添え、小首を傾かしげてみせる。

「私としては、羽矢多さんにはこのことを感かん謝しやして欲しいくらいです。敵味方に分かれるよりずっといいはずですよ？　それに──」

　彼女は羽矢多の心を見透かしたように声をひそめる。

「静しず枝えさんが自みずから戦いの中心に身を置く以上──〝私を殺して自分も死んで、厄やつ介かいな石を誰だれかに集中させた上で、なし崩くずし的に騒そう動どうを終わらせる〟なんて真ま似ねもできなくなりましたね？　彼女を守る人間がいなくなってしまいますもの」

「……皓月っ……！」

　羽矢多が顔を歪ゆがめ、自らの額ひたいを掴つかむ指に強く力を込めた。

　見開かれた眼めは動揺に揺れている。

　玲音は口を挟めない。彼もまた、羽矢多以上に今はその思考が混乱している。

（香か恋れんが〝女王〟で……静枝さんが〝皇帝〟……しかも羽矢多さんも何かの石の宿やど主ぬしって……ど、どうしたらいいんだ、これ……!?）

　記録者の声が脳内に響ひびいた。

〝落ち着け、玲音！　君がやるべきことは何も変わっていない。リコルドリクと宝石箱を見つけ出し、ばらまかれた石を回収する──それだけだ。戦う必要も倒す必要もない。今は脱出の機会をうかがおう〟

（お……おう！）

　その言葉で我に返り、玲音は気を引きしめた。

　左右にはクレアと香恋もいる。戦う力はなくとも、状況に流されて思考を鈍にぶらせれば彼女達にも危険が及んでしまう。

　皇帝の石を宿した静枝は、動揺する玲音や羽矢多を無視し、対たい峙じする作さ務む衣えの男と話しはじめた。

「翁おきな居い夢ゆめ路じ──百年前、私達は貴方あなたに負けたのですね？」

　夢ゆめ路じが鼻筋を歪ゆがめる。

「まぁ、そういうことになるんだろうが……しかしややこしいな。静しず枝えとは何日か前に会ったばかりなんだが、皇帝とは百年ぶりってことになる。お前が羽は矢や多たの無事を確認したいっていうから、便べん宜ぎをはかってやっただろうに……その礼がこれってのは、あんまりじゃないかね？」

　溜ため息いき混じりのその口調は、静枝を責めるというより、自身の間抜けさを嘲あざけるような調子だった。

「せめてまず確認させてくれ。今のお前は〝どっち〟だ？　十と和わ田だの娘の静枝なのか、それとも昔、俺おれと戦ったブロスペクトなのか──」

　この問いに、静枝は冷めきった顔で淡々と応じる。

「私は──〝皇帝〟です」

　その回答に玲音れいんは疑問を抱く。

　友人の英えい太た郎ろうも姫ひ想そ華かも、石の記憶には目覚めつつ、それでも玲音とクレアを〝友人〟として扱ってくれた。

　女王の香か恋れんも同様で、彼女は今も玲音のことを兄として認識している。

（あんなこと言ってるけど……静枝さんだって、やっぱり〝静枝さん〟のはずだ）

　玲音のその確信に対し、記録者の声が応じた。

〝玲音、君の認識は正しい。だが──人間はその精神状態によって、性格が大きく変化する生き物でもある。他人の過去に影えい響きようされている今なら尚なお更さらだ。君の妹が殺人を「気持ちいい」などと感じてしまったのは間違いなく薔ば薇らの石の影響だし、先程、病院で暴あばれていた獅し子しと拳けん闘とう士しにしても、本人の性格はあそこまで好戦的ではないはずだ。弓使いと猟犬があまり変化がないように見えたのは、当時の弓使いと猟犬もそこそこ常識的な性格をしていたからで──正直なところ、皇帝の意志と記憶がもたらす影響力は、全すべての石の中でも随ずい一いちだと思う。今の静枝は……君の知る彼女ではない。それは雰囲気から察せられるとおりだ〟

　玲音は唇を噛かみしめた。

（勘かん弁べんしてくれ！　静枝さんはな、〝優しくて綺き麗れいで面倒見のいい近所のお姉さん〟っていう、天然記念物みたいな立ち位置を地でいく人なんだよ。なんでそんな人が、よりにもよって敵の親玉みたいな立場に……！）

　内心で頭を抱える彼の苦悩をよそに、静枝と向き合った作さ務む衣えの男が溜め息を漏もらした。

「皇帝、か……わかった。そう呼んでやる。で、俺達の間に交渉の余地はあるのか？」

「ええ。貴方あなたとキャラバンが私達に降伏するなら、無用な争いは避さけられます」

　身も蓋ふたもないその返事を受けて、夢路がわずかに笑った。

「俺が降伏したら、静枝の体を殺して、その〝皇帝〟の石を俺に宿らせる気だろ？　今更、命や体を惜しむ気もないんだが──それでも貴様のような奴やつに不老不死の力なんぞ持たれると、世間様に迷惑だ。さすがにそいつは避けたい」

　静しず枝えは冷めた視線で首を傾かしげた。

「そんなつもりはありません。翁おきな居い夢ゆめ路じ、貴方あなたは勘かん違ちがいをしています。今の私達には〝石〟がある──つまりは宿やど主ぬしを替えて存在し続けることができます。貴方の体を手に入れるまでもなく、今の私達は全員、今の肉体の死の後に新たな生を約束された身です。過去の私は、貴方が持つ不老の力を追い求めましたが──今となっては、その必要すらありません」

　夢路の顔が目に見えて強こわ張ばった。

「……どうやら思っていた以上にまずい事態らしい。やるせねえ話だが……おい、皇帝。キャラバンごと降伏しろってのはさすがに無理だが、一つ、提案がある。お互いにとって悪くない話のはずだ」

　夢路が鉄煙管キセルの先せん端たんを額ひたいに添えた。

「現状、石の宿主には巻き込まれただけの一般人もいるし、キャラバンの構成員も多い。俺おれらとしてもさすがに殺すのは後味が悪い。リコルドリクと記録者さえ見つかれば、石を取り出せるってぇことなら尚なお更さらだ」

（……お？　おい、記録者。あのおっさん、何かまともっぽいぞ？）

　作さ務む衣えの男の物言いに、玲音れいんは淡い期待感を抱いた。記録者も同様だったらしく、耳を澄すます気配が伝わる。

「宝石箱絡みの事情は、残っていた資料からそこそこ把握している。お前らを殺せば石は解放されて、近くにいる別の人間に宿る。そして二つ以上の石を宿すと精神が不安定になり、それが三つ四つと重なれば錯さく乱らんしたり意識障害を起こしたり、数が増えるごとに廃人へ近づいていく──つまり、お前らがこうして集まっている時にまとめて殺せば、後は生き残った奴やつに石が集中して終わりだ。その場合、被害はここにいる奴らだけで済む──」

　端はたで聞いていた将軍、周しゆう皓こう月げつが眼めを細めた。

「とてもキャラバンらしい素敵な判断ですわ。脅きよう威いになるものは有無を言わせず全力で排除──そういう暴力的な考え方、私も大好きです」

　物ぶつ騒そうな意見に対する物騒な感想に、夢路が鼻筋を歪ゆがめた。

「だから早まるな。そういう馬ば鹿かげた事態を避さけるために、俺がわざわざ交渉役を買って出たんだ。今のまま放っておくと、うちの馬鹿共は大量殺さつ戮りく兵器でも持ち出しかねん」

　彼は皓月を一ひと睨にらみした後、静枝に視線を据え直した。

「……皇帝、そこで提案だ。〝記録者〟と〝リコルドリク〟を見つけるまでの間、互いの戦せん闘とう行為を極力避けるってのはどうだ？　つまり──戦争のルールについて交渉したい。最終的に戦いは避けられないにせよ、たとえば俺達の側で記録者とリコルドリクを確保できれば、捕虜として捕まえた奴は石を抜き出した上で元の生活に戻してやれる。お前達の側に記録者達が渡れば、石の出し入れが自由になってより人材を管理しやすくなる。そういう状況が整うまで、互いに逃げる相手や生活しているだけの相手は襲おそわない──リコルドリクと記録者絡みの争奪戦でのみ、限定的な戦いを許容する。そういう案だ」

　玲音れいんは思わず感かん嘆たんの息を漏もらした。

　彼の提案そのものについて感心したわけではない。あまりに都合の良い案を、さも正論のように自信満々に言い放つ、その神経の図太さに感心した。

　当然のように皓こう月げつが笑い出す。

「いくら時間稼かせぎをしたいからといって、そんな間の抜けた提案……夢ゆめ路じさん、また一段と耄もう碌ろくされましたね。そんな嘘うそをついてまで騙だまし討うちの機会が欲しいのですか？　私達を油断させて、皇帝や女王、私のような幹部をまず殺す気でしょうか。それとも、こっそりリコルドリクと記録者を確保した上で研究する余裕が欲しいとか……」

　夢路が首を横に振った。

「そこまで深い理由はない。こいつはもっと単純で切実な話だ。こっちの事情で悪いが──今回の件にどう対応すべきか、キャラバンの内部でも意見が割れている。この提案が通らなかった場合、俺達も強硬派を抑えられない。交渉が通って時間的な猶ゆう予よができれば、連中も多少は冷静になるだろう。せめて一週間なり二週間なり、期限付きでもいい。全面戦争に入る前に時間をくれ」

　彼の言葉には真情が籠こもっていた。

　そしてその提案内容は、玲音の希望とも合致している。

〝ふむ……悪くない。我々に必要なのも、リコルドリクを探し出すための時間だ。どちらの勢力が彼を見つけるにせよ、リコルドリクと意志をかわせるのは基本的に私だけ──それまで戦いを避さけられるなら、無用の被害を出さずに済む。あとは皇帝の反応次第だが……〟

　記録者の言葉も肯定的ではあったが、その反面、まるで諦あきらめたような響ひびきも同居していた。

　玲音がその理由を問う前に、静しず枝えが──〝皇帝〟が、穏おん和わな声を紡つむぎはじめる。

「今のキャラバンが一枚岩でないことはもちろん理解しています。でも、夢路さん──そもそも貴方あなたの知る〝皇帝〟は、そうした小手先の交渉が通じる相手でしたか？」

　夢路の顔が強こわ張ばった。

　静枝はあくまで淡々と、暴力的な言葉を続けた。

「──必要なものは力ずくで確保する。邪じや魔まする者は蹴け散ちらし、逃げる者は追い立て、従わない者は徹てつ底てい的てきに蹂じゆう躙りんする──それが皇帝ブロスペクトの覇は道どうです。神より与えられた我々の力は、即すなわち神の意志でもあります。せっかく与えられたその加か護ごを行使しないことは、神々への冒ぼう涜とく……私達はこの力を最大限に活用し、異能者による異能者のための秩序をこの世界にもたらすつもりです。そんな方針で動く私達を相手に、貴方は〝戦争のルール〟がどうのと、些さ末まつなどうでもいい交渉を試こころみるつもりですか？」

　玲音は絶句した。

　声こわ音ねこそ不自然なまでに穏おだやかだったが、その苛か烈れつな言葉が、あの優しい静枝の口から紡がれたことが信じられない。

（ちょ、ちょっと待て！　さすがにおかしいだろ！　いくら皇帝の石が入ったからって、あれは……あんなこと、静しず枝えさんが言うわけない！）

　妹の香か恋れんは女王と薔ば薇らの石を宿しつつも、玲音れいんのことを兄だと認識していた。

　猟犬の英えい太た郎ろうや弓使いの姫ひ想そ華かも、キャラバンとの戦いには積極的だったが、玲音やクレアのことをきちんと友人扱いしていた。

　それらの例に比して、静枝の変化は明らかに度を越している。以前の彼女の優しい気配が今は微み塵じんも感じられない。

　記録者が唸うなった。

〝皇帝の石は……特別だ。私が特別なことをしたわけではないが、彼は能力も精神力も桁けた外はずれだった。保存した石も当然、その影えい響きようを受けている。本音を言えば──彼が本当に人間だったのかどうかさえ、私には確証がもてない──〟

　緊きん張ちようのために玲音の頬ほおがひきつった。

（おいおい……人間だったのかどうか、って……）

〝……すまん、紛まぎらわしいことを言った。もちろん人間には違いない。そもそも彼は寿命で死んだんだ。より正確には、キャラバンに仕掛けられた嫌いやがらせじみた長期戦の中、老衰ゆえの心臓発作でな──つまりは無理が祟たたっての自滅だった〟

（それって…………なんか、ラスボスらしからぬオチですね……？）

　玲音の率直な感想に、記録者が嘆たん息そくを重ねた。

〝裏を返せば、当時のキャラバンの戦力では、それ以外のまともな手段では皇帝に太た刀ち打うちすらできなかったということだ。それこそ……まさに人間離れした強さだった。おそらく皇帝は全すべての異能者の中で別格だ。この時代にいる異能者がどの程度のものかは知らないが、皓こう月げつの余裕ぶりを見る限り、皇帝に匹敵する者はおそらくいないのだろう。保存した石についても他ほかの石とは格が違う。つまり──宿やど主ぬしの意志や性格を、より大きく変質させてしまいやすい〟

　記録者の見解を聞きながら、玲音は呆ぼう然ぜんと恩人を見つめた。

　海面より高い位置に浮遊した静枝は、悠々と夢ゆめ路じを見下ろしている。その表情には嘲あざけりも余裕も怒りもなく、ただただ空虚な気配を漂ただよわせていた。

「──翁おきな居い夢路。私達と貴方あなた達の間にある交渉の余地は、〝降伏〟か〝戦せん闘とう開始〟か、それだけです。もちろん、キャラバンの総意でなくて構いません。彼らにも彼らの選択があるでしょう。まず、貴方個人がどうするつもりなのか──それを聞かせてください」

　鉄の煙管キセルで額ひたいを叩たたき、夢路が低く唸った。

　──何な故ぜかたまらなくなって、玲音は思わずその場に立ち上がる。

　キャラバン側とブロスペクト側の双方の視線が彼に集中したが、そのことすら気にはならない。

　思考を整理するまでもなく、言葉が自然に口から溢あふれ出た。

「なんで……どうしてそんなこと言うんですか、静しず枝えさん！　皇帝とかブロスペクトとかキャラバンとか異能者とか、そんなの今更、どうでもいいでしょ？　普通に毎日、真ま面じ目めに平和に生きていければ、それで充分じゃないですか。過去の誰だれかの記憶とか恨みとか、そんなもの背負わされて戦うなんて……馬ば鹿かげてます。悪い夢ですよ、こんなの──」

　声はわずかにかすれ、拳こぶしに力が籠こもった。

　静枝は顔色も変えず、割り込んだ玲音れいんに冷めきった声を返す。

「……貴方あなたは〝占星術師〟でしたね。当時の仲間ではなくとも、女王の兄ならば丁重に扱います。貴方は共に来なさい。そのつもりがないなら──この地を離れることです」

　玲音の頭の隅すみで、記録者がふと戸と惑まどう気配がした。

　それには構わず、彼はなおも言い募つのる。

「どっちも嫌いやです、静枝さん。俺おれは貴方のことを〝皇帝〟なんて呼びませんから。さっき、そこの作さ務む衣えの人も言ってましたよね。人はどこまでいっても、自分以外の存在になんかなれないって……貴方は皇帝でもブロスペクトでもない。綺き麗れいで、優しくて、面倒見がよくて、ちょっと天然入ってる黒くろ猫ねこ亭ていの静枝さんです。少なくとも俺の眼めには──今でもそうとしか見えていません」

　左右に控えたクレアと香か恋れんが、それぞれに玲音の腕を掴つかんだ。ただし、そこに込められた感情には相違が大きい。

「玲音……」

「お兄ちゃん、そんなこと言わないで。お願いだから一緒に来て。私、お兄ちゃんがいないと……壊こわれちゃう……」

　クレアの声には同意の響ひびきが、香恋の声には翻ほん意いを促うながす懇こん願がんの響きがある。

　腕にしがみついた香恋の哀かなしげな表情が、玲音の眼にはあまりに痛ましい。

（早く石を取り除いて、こいつを……いつもの香恋に戻してやらなきゃ）

　彼のそんな決意に水を差す形で、記録者が控えめに囁ささやいた。

〝……念のために言っておくが、精神が不安定なのは石のせいだが、君への好意はその前からのものだぞ？　今は石の影響で抑制が利きかなくなっているだけだ〟

　玲音の頬ほおがわずかにひきつる。

（……記録者さん。ただでさえいっぱいいっぱいなのに、このタイミングで更に追い打ちかけなくてもいいじゃないスか……）

〝…………すまない。今のは私が悪かった〟

　特に反応を示さない静枝の冷たい視線、傍かたわらで縋すがる香恋の熱い視線、更には心配と不安で揺れるクレアの視線、それら全すべてが、玲音の心労を容赦なく加速させる。

　ともすれば膝ひざから崩くずれ落ちそうな玲音に、周しゆう皓こう月げつが楚そ々そと微ほほ笑えみかけた。

「占星術師さんはずいぶんと呑のん気きなことを仰おつしやいますね？　石の宿やど主ぬしである以上、貴方あなたも〝こちら側〟の人材だと思いますけれど……さて、皇帝のご意志です。交渉は決裂ということで、せっかくですから、夢ゆめ路じさんの身柄はここで押さえさせていただきますね」

　皓こう月げつが鉄てつ扇せんを夢路に向けた。

　彼は数歩を退しりぞきながら声を張る。

「悪いが、一応はまだやることがあってな。全員、この場は撤てつ退たいしろ！　命が惜しい奴やつは俺おれに近づくな！」

　夢路は作さ務む衣えの懐ふところから、黒い液体の詰まったペットボトルを取り出した。

　たちまち羽は矢や多たが血相を変える。

「まさか……！　皓月、周囲の連中を下がらせろ！　夢路さんは〝腐食〟の力をここで使わせる気だぞ！」

　その言葉を聞くなり、玲音れいんの隣となりでクレアがびくりと身をすくませた。

　彼女にその理由を問う余裕もなく、夢路はペットボトルの蓋ふたを開け、中に詰まっていた黒い液体をその場にまき散らした。

　ガスでも発生するのかと玲音が身構えた矢先、液体のかかった部分で、舗ほ装そう路ろが白い煙と共に蒸発しはじめる。

　ざわりと現場の空気が一変した。

（さ、酸？　てか、どんだけ強力な……！　ペットボトルごと溶けるだろ、あんなの!?）

　頭の隅すみで記録者の声が震えた。

〝いや、単なる薬物とは違う！　おそらくは神しん群ぐんに由来する力だ。あの液体、生きているぞ！〟

「え？」

　思わず声に出して反応した玲音の視界で、ばらまかれた黒い液体は跳ね回りながらその絶対量を倍増させていた。

　小さなペットボトル一本分の液体が、バケツをひっくり返したような量に転じ、すぐにドラム缶ほどの量になり、そこから先は地下水が溢あふれ水道管が破裂したような勢いで増えはじめる。

　ほんの数すう瞬しゆんを経ただけで、逃げる夢路と皓月達の間には、侵食されたアスファルトによる広い溝みぞができていた。

　その溝が、そのまま追つい撃げきを遮さえぎる境界線となる。

　ぐつぐつと沸ふつ騰とうしながら、黒い液体は腰丈ほどの高さまで波打ち、まるで地下水が溢れたかのように爆ばく発はつ的てきな勢いで増殖していった。

〝玲音、もっと距離をとれ！　あれはやばい！〟

　記録者に言われるまでもなく、玲音は周囲の宿主達と同様に後ずさる。

　小走りにその場から逃げていく夢路は振り返りもしない。

　鉄扇をかざし、皓月が叫んだ。

「銃士！　撃うちなさい！」

　袈け裟さ姿の若い坊主が、膝ひざ立だちでマスケット銃を構える。

　直後に打ち出された弾だん丸がんは石かコンクリートの破片のようだったが、夢ゆめ路じの背に届くことなく、黒い液体から上がった濃こい煙の中で入浴剤のように溶け去った。

「な、なんなんだ、あれ!?　怖っ！」

　動揺する玲音れいんに対し、すぐ傍そばに控えていた白衣の青年が舌打ち混じりに応じた。

「〝小さき者達の王、パスミオ〟──その異能者が操あやつる〝パスミオの兵隊〟だ。鉄だろうと石だろうと、もちろん人体だろうと、あるゆる物を腐食させ食い尽くし、爆ばく発はつ的てきに増殖する神しん群ぐん由来の微生物……わずかでも触れたら最後、まとわりつかれて骨すら残らない──」

　その医師の名は神かみ竹たけといった。玲音達が、皓こう月げつによって最初に拘束された時にもその現場にいたが、つまりは宿やど主ぬしになる前からキャラバンの関係者だったらしい。

「つ、つまり生物兵器とか化学兵器とか、そっち系の能力ってことっすか……？」

「概おおむねその理解でいい。ただ生物兵器と違って、異能者の意志である程度まで制御が可能だ。とはいっても、進む方向の指示と、侵食の発動、停止の切り替えしかできない大おお雑ざつ把ぱな力だが……乱戦の現場で派手に動かすと味方を巻き込みやすいから、〝有効な人質〟さえいればさほど怖くはない」

　神竹が、眼鏡めがねの奥の鋭するどい眼まな差ざしでクレアを一いち瞥べつした。

　将軍の周しゆう皓月もクレアのことを人質扱いしていたが、彼女の伯お父じはどうやらよほどの有力者らしい。

（でも俺おれ、こいつの伯父さんて会ったことないんだよなあ……）

〝文ふみ槻つきという名は私の記憶にもない。皇帝亡き後、キャラバンと合流した勢力だろうな。しかし……彼女、何か思い詰めているように見えないか？〟

　傍かたわらのクレアはすっかり青ざめていた。

　彼女の肩を掴つかむ手に力を込め、玲音は耳元で呟つぶやく。

「クレア、ゆっくり深呼吸しろ。肩の力も抜いとけ。あの黒い液体って、伯父さんの関係者の力なんだろ？　それならこっちにまでは来ないって」

　クレアが息を詰まらせた。

　不安げにまごつきながら、彼女は胸の前で組み合わせた指をきゅっと握り込む。

「れ、玲音……あのね……あれは……その……なんていうか……」

　苦しげなクレアの呟きとは無関係に、煙の向こうから夢路の声が響ひびく。

「パスミオの兵隊が連中を足止めしている間に、全員、この場から退しりぞけ！　相手のヤバさはもう充分にわかっただろ！」

　敗色濃のう厚こうだったキャラバン側の人員は、既すでにそこかしこで撤てつ退たいを始めていた。

　あわせて皓月も指揮の声を張る。

「腐食を避よけつつ追つい撃げきを！　可能なら夢ゆめ路じ翁おうだけでも捕らえなさい！」

　本人もそれが難むずかしいとわかっているのか、先程までの余裕がその声からは欠けていた。

　黒い液体は爆ばく発はつ的な増殖を続けながら、宿やど主ぬし達の進路を遮さえぎる。その動きは蛇がのたうつのにも似ていたが、あっという間に大蛇どころか小川程度の太さに達し、道を塞ふさいだ。

「……将軍。夢路の追撃は必要ありません。それより、この機会にキャラバンへの挨あい拶さつも兼ねて肩慣らしをしますから──皆を退ひかせてください」

　玲音れいんのすぐ背後で、囁ささやくような声が聞こえた。

　びくりとして振り返れば、そこには静しず枝えが無表情で立っている。

「し、静枝さん……？」

　返答はない。

　彼女の細い右腕が、そっと水平にあがった。

　たちまち正面の空間に、真一文字の亀裂が走る。

「……はい？」

　見間違いかと動揺する玲音の前で、何もないはずの空間が写真のように裂け、その向こう側に天の川を思わせるきらきらとした星ほし屑くずの輝きが覗のぞいた。

　同時に大気が震える。

　裂けた空間から吹き出した風が小さな竜巻となり、黒い液体を巻き込んだ。

　アスファルトすら腐食させていた凶悪な微生物の群れは、あっという間に竜巻の内側へと吞のみ込まれ、竜巻はそのままキャラバン勢を追いかけていく。

　退治したというよりは移動させただけだが、目の前の脅きよう威いはひとまず去った。

　玲音は頬ほおをひきつらせる。

（え？　あれ……？　記録者、〝皇帝〟の力ってなんなんだ？　海面が凍ってたから、てっきり冷気を操あやつるとか、そういうのかと思ってたんだけど……？）

　気づけば夜空には赤黒い雲が満ちていた。

　記録者の返答を待たずして、そこかしこで紫色の雷らい光こうが縦じゆう横おうに走りはじめる。

　轟とどろく雷鳴が周辺を支配し、同時に宿主達からは喝かつ采さいがあがった。

　慌てふためく玲音とは裏腹に、皓こう月げつや香か恋れんも雷光が支配する夜空を見上げ、まるで花火でも見物するようにうっとりと眼めを細めた。

　玲音の脳裏に記録者の沈痛な声が響ひびく。

〝──皇帝の能力は、『彼方かなたへ向かう船乗り・リュティエ』という迷めい宮きゆう神しん群ぐんの力に由来している。過去には気候や雷かみなりを操る能力と誤解され、東洋圏の異能者からは『候帝』、あるいは『雷帝』などとも恐れられたが……その本質は、異界につながる門を自在にこじ開ける力だ〟

（異界につながる……門？）

　予想していなかった答えに玲音は戸と惑まどった。

　解説の最中にも、複数の雷かみなりがまるで蜘く蛛もの巣のように上空でつながりあい、その交差した部分から次々と地上へ稲妻が降り注ぐ。

　それらの変化は自然現象と呼ぶにはあまりに唐突で、なおかつ激はげしすぎた。毒々しく紫がかった雷の色からして、玲音れいんの知る地球上の天候とは明らかに様子が違う。

　記録者が神妙に唸うなった。

〝……ブロスペクトは空間に亀裂を作り、異世界で起きている自然現象をこちらに召喚し、ある程度まで操あやつることができる。たとえば海中に、海を凍らせるほどの冷気を流入させたり、異界の雲を召喚して激しい雷を雨のように降らせたり──他ほかにも都市を覆おおうほどに巨大な竜巻や、鉄をも溶かす硫酸の雨、音速に近い速さの突風など、超常的な現象を自身の周囲へ自在に呼び出せる。いずれも制御は大おお雑ざつ把ぱで、乱戦の中で特定の個人だけを狙ねらうような戦い方はしにくいが、広い範はん囲いでほぼ無差別に蹂じゆう躙りんする分には何の支障もない。個人的な見解を言えば……その力はもはや、神の領域に片足を突っ込んでいるようにさえ思う〟

　玲音の全身に、どっと冷や汗が浮いた。

（いやいやいや！　いくらなんでも滅め茶ちや苦く茶ちやすぎるだろ！　どんなチートだよソレ!?）

　記録者の話が事実なら、おそらくは近代兵器ですら役に立たない。

　戦せん闘とう機きは巨大な竜巻に遮さえぎられ、戦車は硫酸の雨に溶かされ、潜せん水すい艦かんは凍った海に動きを封じられる。

〝皇帝が開く異界の門はあくまで一方通行だ。向こう側から自然現象を召喚できるが、こちら側の世界の物が向こう側へ行くことはできない。ただし──それはつまり、亀裂を「絶対の盾たて」として活用できるという意味でもある。弾だん薬やくやミサイルの類たぐいもほぼ防げるだろう。少なくとも私には……寿命以外の理由で皇帝が負ける姿など、想像がつかなかった〟

　玲音は絶句したまま、皇帝の石を宿してしまった静しず枝えを凝ぎよう視しした。

　アスファルトさえ食い散らす凶悪な微生物を退しりぞけた彼女は、激しい落らく雷らいが続く中、その場で祈るように両手を組み合わせる。

「──船乗りリュティエ。この不浄の地に、あなたの御ご加か護ごを──」

　凍結した海面がひび割れた。

　それと同時に発生した複数の竜巻が、割れた氷を巻き込みながら一いつ斉せいに埠ふ頭とうへと上陸する。

　竜巻の中で鈍どん器きと化した氷塊が建ち並ぶ倉庫を破は壊かいし、撤てつ退たいするキャラバン勢を更に追い立てた。

　風に吹き飛ばされた屋根には雷が直ちよく撃げきし、その破片が玲音達の周辺にまで飛んでくるに至り、周囲は大災害の様相を呈ていしてくる。

　呆あつ気けにとられたままの玲音をよそに、宿やど主ぬし達の喝かつ采さいが続いた。

　撤退していくキャラバンの人員を、異界の雷と風は容赦なく追撃していた。

　離脱できないままに雷にうたれ、倒れ伏す者がいた。

　仲間を庇かばおうとして氷塊に身を砕かれる者、逃げようとして風に追いつかれる者、腰が抜けて座り込んだまま崩くずれた倉庫の下した敷じきになる者──いずれにしても、一方的で凄せい惨さんな破は壊かいの光景が広がりつつある。

　その非情な行動と、心優しい日ひ頃ごろの静しず枝えの姿とが、玲音れいんにはどうしても結びつかない。

　気づけば彼は、再度、震えそうな声を張り上げていた。

「静枝さん、やめてください！　貴方あなたはそういう人じゃないでしょ!?」

　妹の香か恋れんとクレアが、まるで示し合わせたかのように玲音の両手を左右から押さえようとした。

　しかしその制止を振り切って、彼は静枝の背を追ってその肩に手をかける。

　それまで固まっていた羽は矢や多た寿とし宗むねが、我に返ったように声をあげた。

「……れ、玲音君!?　よせ！　もういつもの彼女とは違う！」

　玲音は振り返りもせず、その声に応じた。

「羽矢多さんまで馬ば鹿かなことを言わないでください！　石の宿やど主ぬしだろうとなんだろうと、静枝さんは間違いなく静枝さんです！　こんな優しい人にこれ以上、こんな馬鹿な真ま似ねをやらせちゃだめですよ！」

　十と和わ田だ静枝は単なるアルバイト先の店長ではない。

　心根が優しく面倒見が良い彼女には、玲音も香恋も世話になっている。多忙な羽矢多にはなかなか会えないため、身近な大人の相談相手はほぼ彼女だけだった。

　その彼女が、敵とはいえ人をいたぶる姿など見たくはない。それが石に操あやつられた結果ならば尚なお更さら、止めなければならないと切実に思う。

（この人を……こんな馬鹿な騒さわぎに巻き込んじゃだめだ！）

　それは他ほかの多くの宿主達に対しても言えることだったが、ことに静枝と〝皇帝〟の組み合わせはどうしても容認できない。

　玲音は静枝の正面に回り込み、その肩を揺さぶった。

「静枝さん！　戦うのをやめてください！　貴方は……！」

　静枝が眼めを細める。

　妙に優しげな目つきのままで、彼女は雷らい鳴めいにかき消されがちな言葉を紡つむいだ。

「……邪じや魔まをしないで、玲音くん。私は、キャラバンを野放しにするわけにはいかないの」

「それは〝皇帝〟の意志でしょ!?　静枝さんは……！」

　静枝は──困ったように、そっと玲音の頬ほおを撫なでた。
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「──いいえ。私も……キャラバンを壊したいの」




「……え？」

　玲音れいんは耳を疑った。

　静しず枝えの眸ひとみが虚こ空くうに向く。

「私はキャラバンが嫌きらい。大っ嫌い。お母さんを殺して、私を人質にお父さんまで従わせて……いろんな人の人生を食い潰つぶしながら、さも当然のように暴走し続けている──玲音くん、あなたは知らないの。キャラバンのことも、そこにいる人達のことも──悪い人ばかりじゃないけれど、悪い人達が強い権力を持っているせいで、普通の人達は彼らに従わないと生きられない。今、誰だれかが壊こわさないと……いつか取り返しがつかなくなる」

　玲音は反応できない。

　見上げたその顔はあくまで静枝のものだったが、いつもの彼女とは明らかに違う凄すごみを帯びていた。

　絶句する彼の脳裏で、記録者が呻うめく。

〝この娘が抱えていた潜せん在ざい的てきな欲求と、皇帝の石が共鳴してしまったのか……君が何を言ったところで、石を取り出すまで翻ほん意いさせるのは無理だろう。たとえ本来の彼女自身に迷いがあったとしても、皇帝の強烈な意志がその行動を後押ししてしまう〟

　戸と惑まどう玲音の肩に、背後からそっと細い手が添えられた。

「……貴方あなたは、少し突発的な行動が目立ちます。しばらくの間、おとなしくしていてくださいね？」

　漂ただよってきた甘く蠱こ惑わく的てきな匂においに、玲音れいんはぞっとする。

　将軍、周しゆう皓こう月げつ──

　耳元に響ひびくその声は優しげだったが、肉食の獣けものが餌えさを前に舌なめずりをしているようにしか聞こえない。

　玲音が振り返った時には、真正面に彼女の端たん整せいな顔があった。

　唇と唇の距離が一線を越えつつある。

「ひっ……！」

〝まずい！　将軍の力で操あやつられ……！〟

　将軍がもつ特殊能力──それは唾だ液えきや爪つめ、髪の毛など、自身の体の一部を対象に飲ませることで、その人物を意のままに操るというものだった。

　魔ま性しようの口づけまであと数ミリと迫ったところで、別の手が皓月を押しとどめ、更に別の手が玲音の体を背後から引き倒す。

　危ういところで尻しり餅もちをついた彼の頭上には、真剣な顔つきのクレアと香か恋れんがいた。

「……こ、皓月さん、玲音には、手出ししないでください──」

「……将軍。そこまでする必要はありません」

　気づけば彼は、泰たい然ぜんと佇たたずむ静しず枝えと合わせ四人もの娘に囲まれていた。

　玲音は座り込んだままで頬ほおをひきつらせる。

（……うわぁ。こんだけ可愛かわいい子達に囲まれてるのに全然嬉うれしくないって、俺おれ、すげぇ贅ぜい沢たく者ものかもしんない……）

〝……この状況下でそういう冗談を言える君の余裕は、私も見習いたい。が、現実逃とう避ひしている場合ではなさそうだぞ〟

　記録者に言われるまでもなく、玲音は慌ててその場に膝ひざをついた。

「ちょ、ちょっと待って！　クレアと香恋は落ち着け！　でもって皓月さん、すみませんでしたっ！　俺、童貞だからそういう展開に慣れてなくてですねっ……！」

　たとえ理り不ふ尽じんな事態であっても、素直に素早く謝あやまるのは彼の処世術である。

　皓月がにっこりと玲音を見下ろした。

「貴重な個人情報をありがとうございます。ただ私、売っていただいた喧けん嘩かはきちんと購こう入にゆうすることにしていまして──商売は信用が大切ですものね？」

　皓月の鉄てつ扇せんが閃ひらめいた。

　玲音は弾はじかれたような勢いで立ち上がり、クレアと彼女の間に割り込む。

　間かん髪はつをいれず、側頭部を強烈な打だ撃げきが襲おそった。

「ぐっ……！」

　視界が激はげしく明滅し、衝しよう撃げきで顔が横に向く。

　かろうじて倒れなかったのは気合のおかげではなく、背後のクレアに受け止められたためだった。

「れ、玲音れいんっ!?」

「お兄ちゃ……っ！」

　左右の耳元で響ひびいた甲かん高だかい悲ひ鳴めいによって、どうにか意識を保つ。殴られた側頭部に手を添えると、ぬるりとした血の感触があった。

　それを無視して、玲音は皓こう月げつにへこへこと頭を下げる。

「や、どうもすみません！　こいつらには後で言ってきかせますんで、ここは一つ穏おん便びんに──あ、扇おうぎに汚れが」

　自分の血で汚れた鉄てつ扇せんをハンカチで拭ふきながら、彼は目一杯の愛想を振りまき、同時に背後のクレアと香か恋れんを背中で押しとどめた。

　皓月もまた、上うわ辺べだけはにっこりと微ほほ笑えみ返す。

「……失礼。お嬢じよう様さまの鼻先をかすめるだけのつもりだったのですけれど……貴方あなたは、羽は矢や多たさんに似ていますね。親しい人間が傷つくことには敏びん感かんで、なのに自分が傷つくことには無む頓とん着ちやく。つまらないプライドは無視して、守るべき対象のことを最優先に考える──車中で頭突きをされた時にも驚おどろきましたけれど、貴方は見た目よりもずっと、誠実で狡こう猾かつで、肝きもが据わっています」

　玲音は冷や汗と共にへらへらと笑う。

「そ、そんなんじゃないっスよ？　さっきの車の中での件は、馬ば鹿かなことをしたなー、と反省してまして……」

　皓月の視線が、玲音の後ろに立つクレアに向こうとした。

　玲音は咄とつ嗟さに、よろけたふりをしてその視線の前に身をずらす。もはや皓月の視界にクレアを入れたくない。

　その時、玲音の肩をごつごつとした大きな手が掴つかんだ。

　顔を見上げるまでもなく、巨体が放つ存在感だけで、誰だれが傍そばに来たのかを悟る。

「……皓月。これが最後の警けい告こくだ。彼らに手を出すな。この約束を守れないというなら──俺おれとお前とで命のやりとりになるぞ」

　押し殺した声には殺気すら宿っていた。

　後見人、羽は矢や多た寿とし宗むね──

　助け船はありがたかったが、今まで知らなかった彼の一面に、玲音はぞっとしてしまう。

　外見こそ堅かた気ぎには見えないものの、彼は温厚で優しく面倒見もいい。その認識自体は今も変わっていないが、〝キャラバン〟という組織における彼には別の顔があることも意識せざるを得ない。

　皓月が何か言いかけるのを察した玲音は、話がこじれるのを恐れ、慌てて口を開いた。

「あ、あの！　ところでホラ、キャラバンの人達もあらかた撤てつ退たいしたみたいで……夢ゆめ路じさんて人も、逃げちゃったっぽいですよ？」

　玲音れいんは皓こう月げつの肩の向こうを指さした。

　そして皓月が振り返った直後、彼の言葉に反して、その視界の隅すみを異様な風体の人ひと影かげがふっとよぎる。

　逃げ遅れたキャラバンの人員──ではない。

　背丈の低い、それでいて妙に肩幅の広い、どこかアンバランスな体型の男がそこにいた。

　鳥を模したものと思おぼしき、嘴くちばしの飛び出た仮面をつけている。雅楽に使われる迦か楼る羅ら面にも似ているが、造ぞう作さくはずっとシンプルで、安価で素朴な民芸品を連想させた。

　細身の体にまとった白い装しよう束ぞく、足まわりと腕まわりを固める金属製の防具、いずれもが時代がかった意い匠しようで、少なくとも街で見かけるような格好ではない。

　指をさしたままで玲音は固まった。

「……なんだ、アレ？　鳥のお面……？」

　怪しすぎて現実感に乏とぼしいものの、彼は竜巻や落らく雷らいに怯おびえることなく、悠々と近づいてくる。

　その姿に気づいた他ほかの宿やど主ぬし達がざわめく中、皓月がわずかに眉まゆをひそめた。

「あらあら──もう来日していたのですね。〝燕えん人じん〟張ちよう燕えん……」

　皓月が鉄てつ扇せんを広げ、口元を隠した。

　羽は矢や多たがぐっと唇を引き結ぶ。緊きん張ちようする彼の面おも持もちを見ただけで、相手が手て強ごわいことは容易に知れた。

　皓月は楽しげに呟つぶやく。

「キャラバン相手に皇帝の力を示したところで、そろそろこちらも引き上げる予定だったのですけれど──せっかくご足そく労ろういただいたことですし、少しだけ遊んでいきましょうか」

　嘲あざけるような言葉の割に、その声にだけは不似合いなほど鋭するどい気迫が籠こもっていた。〝張燕〟という中国風の名前からして、どうやら彼女にとって因いん縁ねんの深い相手らしい。

　玲音は頭の中で記録者に問いかける。

（脱出の機会……来るかな？）

〝無理をする必要はない。しかし──身構えておくことについては賛成だ。この惨状を見た上でなおも一人で向かってくるあたり、どう考えても尋じん常じような相手ではない〟

　玲音は小さく頷うなずいた。

　キャラバンの異能者や宿主達と違い、今の自分には戦う力がほとんど何もない。そんな身で何ができるというわけでもないが、背後に寄り添うクレアと香か恋れんの身はなんとしても守らなければならない。

　今は慎重に事態を見み極きわめ、機をうかがう──そう心に決めた途と端たん、こんな状況にもかかわらず、玲音の心音はほんの少しだけ落ち着いた。
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　その手術室には、〝神医〟がいた。

　目の前には胸を開かれた患者──

　しかしその傷口に血はほとんど見えない。

　そして老齢の医師はメスも持っていない。

　つい先程、彼は自身の指だけで患者の肉体を裂き、その心臓へと到達したばかりだった。

　傷から血がほとんど出ない理由は、その医師が持つ特殊な〝指〟にある。




　迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝寝ぼけ眼まなこの人形遣つかい・ラタリエヌ〟──




　その影えい響きようを受けた彼の指は、人体を自在に変形させる。

　皮膚や筋肉をただ切るだけでなく、血管をつなぎ、骨を曲げ、病巣を取り除くことも容易だった。

　メスによる切りすぎの心配もなく、傷をつけてもすぐに止血が可能で、必要とあらば血管や組織の形状すら容易に変えられる。

　彼にとって、人体は自由自在にいじれる粘土とさして変わらない。

　その威力を今日、初めて目まの当たりにした若い医師は、手術台の傍そばで小刻みに震えていた。

　老いた施術者、〝神医〟の有う楽らく原ばら紀き元げんは、そんな後こう輩はいへマスク越しににっこりと笑いかける。

「ね？　僕の助手は概おおむね暇ひまだと言ったでしょう？　ああ、でも汗はちゃんと拭ぬぐってください」

　それは気安く人ひと懐なつっこい声だったが、若い医師は青ざめたまま、頷うなずくことすらできずに患部へ見入っている。

　ほとんど鼻歌混じりに、有楽原は患者の露ろ出しゆつした心臓を指先で撫なでた。

　心臓の一部が裂け、指を飲み込んだ後に傷口が塞ふさがった。

　そのまま彼は、患者の心臓が抱えていた構造的な欠陥を、文字どおりの〝手作業〟で修復していく。

「ここをこうして……ん？　血管が細いかな。ついでに少し太くしておきましょう。で、肥大した部分をちょっと取り除いて──」

　有楽原の指が、心臓の一部分を摘つまみ出した。

　拡張型心筋症に対するバチスタ手術──肥大化した心臓の一部を切除するという難なん度どの高い手術だが、有楽原の指にかかれば、何も難むずかしいことはない。少しくらい間違ったところで、粘土細工の形を整えるようにして何度でもやり直しが利きく。

　肥大した部分を切除した後、その傷口はあっという間に塞がり、術前とは形状の違う心臓がそこにできあがった。

　助手の医師や看かん護ご師し達が、その手て際ぎわをじっと見守る。

　彼らの眼めには期待と不安、感動と恐怖、羨せん望ぼうに敬意と、様々な感情が揺れていた。当然、その手術は参考になどならない。

　とはいえ、彼の手術能力にも限界はある。

　病巣を切除したり形状を変化させたりといった治ち療りようは問題ないが、さすがに臓器そのものを再生させることはできない。たとえば末期の肝硬変のように、肝臓全体が変質してしまった場合には治療できないし、患部が脳だった場合には記憶障害をはじめ問題が起きやすい。傷口を塞ふさぐ、出血を止める、形状を変えるといった処置については完かん璧ぺきだが、それで全すべての難なん病びようが治せるわけでもない。

　臓器移植に関しても、移植そのものは通常の外科手術より遥はるかに容易だが、術後の拒絶反応までは防ぎようがなかった。

　その意味で、彼は自分の能力を過大には評価していない。人は彼に〝神医〟などという大おお仰ぎような二つ名をつけたが、この呼び名には若じやつ干かんの違和感を持っている。

　そんな思いをよそに、有う楽らく原ばらはマスクの下で軽く口笛を吹いた。

「……よし、こんなものですかね。それでは胸を閉じますよ」

　患者の心臓から指が抜けた。

　血が少しこぼれたものの、有楽原の指がなぞるだけで、傷口はあっという間に塞がってしまう。

　心臓に至る道で裂いた筋肉の組織も、まるで磁石のように傷が吸いつきあって再生されていった。

　途切れていた血管が元通りにつながり、邪じや魔まだからと曲げておいた肋ろつ骨こつが元の位置に戻り、皮膚までもがあっという間に塞がっていく。

　患者の体には傷一つ残っていない。

「じゃ、後はよろしくお願いします。針仕事は苦手なもので」

　有楽原はここでようやく、助手達に仕事を投げた。

　助手達の仕事は単純である。

　有楽原の力で一度は塞がった皮膚を、あえてメスで切り、露骨に縫ぬい合わせることで、患者の体に不自然でない程度の〝手術跡〟を刻む──

　それはいわば、有楽原の能力を患者に気づかせないための隠いん蔽ぺい工作だった。

　神医の有楽原は水道の前に立ち、悠々と手を洗う。

　その指に爪つめはない。指紋もなく節も関節もない。軟体動物の触手にも似ているが、色だけは人間の皮膚と同じ肌色である。

　そのプラスチックのようにつるりとした手が、有楽原にとっては生せい来らいのものだった。

　日ひ頃ごろは人の皮膚を模した特殊な手袋で隠しているが、それはいちいち注目されるのが鬱うつ陶とうしいからで、有楽原自身はこの奇妙な手を気に入っている。

　ラタリエヌの異能を受け継ぐ者は有楽原の家系に幾人かいるが、その多くは「数時間をかけてじっくりと傷口を塞ふさぐ」程度のものだった。

　彼のように、数秒単位で人体の組織を変形させる者は他ほかにいない。そもそも神しん群ぐんラタリエヌは集落単位で崇あがめられていた神ではなく、有う楽らく原ばらの屋や敷しきに安置されていた家の守り神であり、その異能者も家系に連なる者だけに限定されていた。

　位い牌はいほどの大きさの、小さな薬やく師し如によ来らい──その中のごくわずかな空洞に、〝寝ぼけ眼まなこの人形遣つかい・ラタリエヌ〟はダンゴ虫のような姿で丸まって眠っていた。

　ぼんやりと光る金色で、眷けん属ぞくたる家系の者以外が如来像に触れると瞬しゆん時じに昏こん倒とうさせるという妙な特徴はあったが、そのおかげで盗とう難なんに遭あうこともなく守られてきた。

　そして──有楽原紀き元げんが子供の頃ころ、キャラバンによってその存在を嗅かぎつけられた。

　ラタリエヌは今、有楽原の元にはいない。当時のキャラバンによって処分されたということになっているが、これも実際には〝紛失〟だったらしい。

　その行方ゆくえについては有楽原にも薄うす々うすと察しがついているが、なかなか手出しができない。

〝満月のフェルディナン〟──迷めい宮きゆう神群の保ほ護ご者しやを気取るその存在が、おそらくは事態に関かかわっている。確証はないが、考え得る可能性の中では最も高い。

　人間の皮膚を偽ぎ装そうした手袋をつけ、有楽原は手術室の外へ出た。

　そこには患者の家族が待っていた。

「有楽原先生！　手術は……」

　まだ若い患者の妻が不安げに駆かけ寄る。ベンチでは就学前の子供が眠たげに眼めをこすっていた。

　有楽原はマスクを外し、にっこりと満面の笑みを返す。

「大丈夫、手術は成功ですよ。旦だん那なさんの心臓はもう問題ありません。意識が戻ったら、いたわってやりなさい」

　患者の妻はたちまち、口元を覆おおって安あん堵どに咽むせび泣く。

「……せ、先生っ……！　ありっ……ありがとう、ございま……！」

「はいはい。さ、貴方あなたも疲れたでしょう。今夜はぐっすり休めますね」

　有楽原は彼女の肩をぽんぽんと撫なで、早々にその場を立ち去った。

　病院の廊下を歩くその背後に、腹心の医師達が続く。

「有楽原先生、お疲れ様でした」

「今回も見事な手て際ぎわで……」

　賞賛の言葉は、彼にとってはどうでもいい。

「私の唯一の取とり柄えですからね。それで手術中、外では何か動きがありましたか？」

　有楽原は穏おん和わに問いかける。

　部下の一人が緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずいた。

「はい。例の〝城〟の出現後ですが──軟禁していた羽は矢や多た氏の行方は、依然としてわかっていません。それから神かみ竹たけ先生が宿やど主ぬし側に回ったらしいと、文ふみ槻つき派から連絡が来ました。皓こう月げつと共に〝心眼の心しん弥や〟を襲おそったそうで、有う楽らく原ばら先生が敵側に潜せん入にゆうさせたスパイではないのかと、文槻派が確認を求めていましたが……」

　有楽原はくっくっと吹き出した。

「それはないよ。神竹君はああ見えてやんちゃ者だからねぇ……おもしろそうな方向へどんどん行ってしまう子です。しかしそうか……神竹君が向こうに流れたなら、向こう側もきっと、それなりにおもしろいところなんでしょうねぇ──」

　有楽原の声に、少しばかり羨うらやむような響ひびきが宿った。

　それを察した部下が慌てて言い募つのる。

「周しゆう皓月に宿った〝将軍〟という石の力で、操あやつられている可能性もあるようです。また、本人がどこまで事態を把握しているかも疑問で……」

　有楽原は彼の背を軽く叩たたいた。部下はびくりと身をすくませる。有楽原の手は、その能力を知る者にとっては凶器も同然だった。

「心配しなくても、〝裏切り者はみんな殺せ〟なんて言いませんよ、僕は。甲こう院いん派、ガムナ教団と似たようなものです。最初はいがみあっても、じきに内通者が出て、最終的にはキャラバンの一派閥に収まるか、あるいは主あるじを失ってバラバラに瓦が解かいするか──神竹君が向こうにいるなら話は早い。窓口になってくれるかもしれませんよ」

「しかし夢ゆめ路じ氏の話では、相手はキャラバンを明確に敵視しているはずだと……」

　有楽原は微ほほ笑えんだ。

「時代が変われば状況も変わる。それは先方もこちらも同じことです。夢路さんも君も、戦いは避さけられないと思っているようですが……向こうの方針はこれから決まるでしょうし、皓月は若いながらも老ろう獪かいです。ついでに僕にしてみれば、あえてキャラバンを守ることに執着する必要もない。向こうの仲間に入れてもらって、新しい環かん境きようで自分を試すというのも楽しそうですよ……と、これはまずい発言でしたか？　忘れてくださいね」

　冗談のようににこにこと紡つむがれた発言の物ぶつ騒そうさに、部下の男がぶるりと肩を震わせた。

　有楽原は今、〝場合によってはキャラバンを裏切る〟と明確に告げた。

　そもそも彼は組織に愛着を持っていない。現状で便利だから利用しているだけで、もっと居心地の良い居場所があるのなら、そちらに移ることにも抵抗がない。

　ただ、キャラバンの一員としての自覚を持つ部下は、そう簡単には割り切れないらしい。

「またそのようなご冗談を……相手は百人に満たない小規模なグループと予想されます。キャラバンの規模とは比べものになりません。一ヶ月後には殲せん滅めつされているでしょう」

　有楽原は眼めを細めた。

「そういう台詞せりふは、規模の差で圧倒できた後に言うものです。もしも我々がただの肥えた豚の群れなら、どんなに規模が大きくとも、少数の精せい鋭えいによって蹴け散ちらされる──僕を含め、キャラバンがそこまで堕おちていないことを祈りましょう」

　他ひ人と事ごとのように言って、有う楽らく原ばらは病院内に用意された自分の個室へと入った。

　有楽原は、ここでは一介の医師ということになっている。現実には院長も理事長も彼の忠実な部下であり、他ほかにも複数の企業を裏で束たばねる身だが、自身があまり表に出る気はない。

　目立ちすぎると自由が損そこなわれるし、面倒事も増える。特に名誉や金が欲しいわけでもない。

　患者の体を治ち療りようするのは趣しゆ味みのようなもので、これは手て頃ごろなパズルを解く感覚にも似ている。加えて、人の体をいじくり回すこと自体が純粋に楽しい。

　できれば治療だけでなく、ちょっとした〝悪戯いたずら〟をしたくなることもあるが、それはあくまで希望者か、あるいは見せしめとしての懲ちよう罰ばつのみに限定していた。

　有楽原の本質は酔すい狂きよう者ものである。

　おもしろそうなものに目がなく、混乱が起きればそれを最大限に楽しもうとする。

　自分がどう動けば〝楽しい〟ことになるか、それを最優先に考えるのが彼の特性だった。

　手早く着替えを済ませた後で、彼は専用の執務室にて部下達の報告を受けはじめた。

「で、覚かく醒せいした〝石〟の確認は進んでいますか？」

「はい。文ふみ槻つき総合病院で敗走した者達は、〝騎き士し〟〝拳けん闘とう士し〟〝獅し子し〟と思おぼしき宿やど主ぬしと遭そう遇ぐうしたようです。宿主は他にもいたようですが、そちらの能力は確認できず──他は戦せん闘とうに向かない者達だったのかもしれません。それから別の部隊は、陽動と思われる〝弓使い〟〝猟犬〟に遭遇しています。こちらの指揮官は皓こう月げつ配下のモニカだったようで、宿主としての能力とは別にオミュティレットの力も──」

　有楽原は鷹おう揚ように頷うなずいた。

　モニカという娘のことは知っている。皓月の腹心で、爆ばく発はつ物ぶつを駆く使しして炎を自在に操あやつる異能者である。影えい響きようを受けた神しん群ぐんの名は、〝篝かがり火びに寄り添う鼠ねずみ・オミュティレット〟──欧州に生息していたため、その異能者はカーマイン派に多い。移い籍せきした理由までは知らないが、大方、皓月に魅み入いられたのだろうと察しはつく。

　別の部下が口を挟んだ。

「紅あか街まちから〝マリアンヌの宝石箱〟を盗み出したのも、爆発物の痕こん跡せきからして、モニカの仕し業わざである可能性が濃のう厚こうとのことです。その場合、箱を開封できたという時点で、彼女の血筋に〝金の記憶の彫金師リコルドリク〟の影響が混ざっていたとも推察できます」

　異能者はその境遇ゆえか、異能者同士で関係を結びやすい傾向がある。

　大概は両親のどちらかに能力が似るが、たまに複数の神の影響をそのまま受け継ぐ者も現れる。隔かく世せい遺い伝でんで古い異能に目覚めることもあり、そのあたりはまさに神の見えざる手が影響しているともいえた。

　有楽原は思案する。

　彼の私兵の多くは、異能者としてはさほど強くはない。そもそも強力な異能者ならば、末まつ端たんの兵隊ではなく、幹部の腹心や幹部そのものに出世していく。有う楽らく原ばらの部下でいえば羽は矢や多たや神かみ竹たけなどがこれにあたるが、彼らと末まつ端たんの兵士達とでは戦う力に明確な差があった。

　その差を埋めるのが〝数〟であり、戦術や装備ということになるが、それも宿やど主ぬし相手には及ばなかったらしい。

　それはつまり、宿主達の持つ石の力が、有楽原が求めるに足るものだという事実を示している。

　好奇心は否いや応おうなく刺し激げきされるし、叶かなうことならその戦力を手中にしたい。

　場合によっては──強力な石を、〝自分自身〟に移し換えてみたいとさえ思う。

（宿主を殺せば石は解き放たれ、近くにいる別の人物に宿る……か）

　その情報は幹部会で得たものだった。真しん偽ぎはまだ怪しい上、手に入れる石によっては自分も誰だれかに狙ねらわれてしまいそうだが、老い先短い身でもあり、試す価値は十二分にある。

「文ふみ槻つき総合病院での戦せん闘とう記録は、監視カメラの映像に残っていました。薄うすく煙幕が残っており、あまり鮮明ではないのですが、御ご覧らんになりますか」

　頷うなずいた有楽原の前に、部下がノートパソコンを広げる。

　動画ファイルには、フルフェイスのヘルメットと防刃、防ぼう弾だん装備で身を固めた戦闘部隊が映っていた。

　突入直後の彼らの前には、丸みを帯びた黒い巨体が見える。

　突き出た耳。

　黄色い眼め。

　丸々とした肉球──

　太い手足で少年と少女を庇かばいつつ、その着ぐるみはエビのような尻尾しつぽを左右に振っていた。

　有楽原はしばし無言で動画を見つめる。

「………………なんですか、これは？」

「は。その……紅あか街まち中華街のマスコットのくろとらく……もとい、〝騎き士し〟のようです。中の宿主がスーツアクターか何かだったのかもしれません」

　部下の返答の直後、画面の中の着ぐるみは、自みずからの影かげから湧わき出した黒馬にまたがっていた。

　有楽原はほうっと息を吐く。見た目はともかくとして、その不可思議な能力には興味を引かれた。

（神しん群ぐんから人間に与えられる異能は、肉体を変化させたり、肉体から異物を生成したり、あるいは精神面に作用する力を付加するものがほとんどですが──この力はむしろ、〝魔ま法ほう〟とでも言ったほうがしっくりくる。我々の力とはそもそも質が違うもののような……）

　有楽原は研究者としての思考の末、そんな感想を得た。

　画面の中では黒馬が跳ね回り、戦闘要員の攻こう撃げきを器用に避よけていく。やがてそこには、スーツ姿の若い娘と、ボクシンググローブをはめたトレーニングウェアの娘が加わり、あっという間に有う楽らく原ばらの私兵を蹴け散ちらしていった。

　眼めを見開く有楽原に、部下が小声で補足を加えた。

「顔は確認しにくいのですが……スーツ姿の娘は、羽は矢や多た氏の部下の西さい条じよう雪ゆき菜なという娘に年格好が似ているそうです。おそらくは〝獅し子し〟だと思われます。もう一人の〝拳けん闘とう士し〟は、アナウンサーの清せい家け翼つばさという娘なのですが──キャラバンの異能者ではなく、ただの一般人です」

　有楽原は素直に唸うならされた。

　獅子の爪つめは防ぼう弾だんベストごと敵を切り裂き、拳闘士のグローブはヘルメットごと敵を叩たたきのめしていく。中にはアッパーで打ち上げられ、そのまま天井の石せつ膏こうボードに突き刺さってしまう者さえいた。

　彼女らの動きは確かに人間離れしていたが、ぶつかる異能者次第では対処可能なレベルである。ただ、肉体的には常人のはずの清家翼という娘が、石を宿しただけでそれらの動きを見せていることには瞠どう目もくさせられた。

（……有り得ない、と言いたいところですが──これは、もしかしたら……）

　有楽原の脳裏には、ある可能性が浮かんでいた。

　騒そう動どうの発ほつ端たんとなった〝金の記憶の彫金師・リコルドリク〟という神については、よくわからないことが多い。

　皇帝ブロスペクト達がその神から得た能力は、記録によればあまりに多彩すぎる。

（まるで、彼らは……〝神の力〟をそのまま借りているようだ）

　有楽原はつい、にやりと笑った。

　その嫌いやな気配を察したか、部下達がわずかにたじろぐ。

「……これはまだ、推論ですが……」

　有楽原はノートパソコンを閉じた。

「〝石〟とはもしかしたら、リコルドリクと人間をつなぐただの端末なのかもしれませんね。宿やど主ぬしは石を通じて、その石の種類に応じたリコルドリクの力を発現させているだけ──あの魔ま法ほうのような黒い馬も、清家翼という娘に突然宿った身体能力も、個人の力ではなく〝リコルドリクが人間を媒介として発現させている力〟だとすれば、不可思議な力が多いことにも納得がいきます。むしろブロスペクト達の記憶も、石ではなくリコルドリクの本体に保存されているのかもしれません。リコルドリクがシステムとハードディスク、石はそこにアクセスするための端末、あるいは個人認証キーに過ぎない──百年前にはなかった概念のはずですが、それを実現させた〝記録者〟というのは、よほどの才の持ち主だったのでしょう」

　部下達はわかったようなわからないような顔で曖あい昧まいに頷うなずいた。

　彼らは有楽原の言葉の意味を理解していない。だからどうした、あるいはその推論になんの意味があるのかと、呆あつ気けにとられている。

　彼らの愚おろかしさに冷めつつ、有う楽らく原ばらは思案を続けた。

（もしもこの推論が正解なら、リコルドリクを殺すか異界送りにした時点で、宿やど主ぬし達の力は全すべて一いつ斉せいに使えなくなる。この騒そう動どうは案外、収めるだけなら簡単かもしれませんね……）

　当然、別の見方もある。

　行方ゆくえ不明のリコルドリクを押さえ、その力をもしも制御できれば──ブロスペクト達と同じ力を得るどころか、更に強い戦力を得られる可能性がある。

　その甘美な誘惑は、有楽原の脳のう髄ずいを痺しびれさせた。

　そうした力を何のためにどう使うかはまったく問題ではない。常じよう軌きを逸いつするほどに強大な力には、それだけで有無を言わせぬ魅み力りよくがある。

　不意に部下の携けい帯たいが鳴った。

「前線からの報告です。ちょっと失礼を……」

「構いません。ここで話してください」

　有楽原の許可を得て電話に出た部下の顔は、見る見るうちに青ざめていった。その顔色だけで、有楽原は通話の流れを理解する。

　通話を終えた部下は、その場でうなだれた。

「……戦せん闘とう班からです。港湾区画に集結した宿主達を追いつめたものの、返り討ちに遭あい撤てつ退たいしたと──夢ゆめ路じ氏や文ふみ槻つき派の介入もあったようです。現在、現場では海面が凍結し、落らく雷らいと竜巻とで地じ獄ごくのような有あり様さまだと……重傷者が多く、逃げ切れなかった者もいるようですが、夢路氏の指示で、生存者は最も寄よりの文槻総合病院に収容中と──」

　責任追及を恐れて立ち尽くす部下に対し、むしろ機き嫌げん良く笑いかけ、有楽原はゆっくりと席を立った。

　皇帝の能力も、古い記録を裏付ける形で復活に成功したらしい。

　手術にかまけて現場には出で損そこねたが、むしろそのおかげで命拾いをしたかもしれない。

「ブロスペクト達については、相手を刺し激げきしない程度の情報収集を続けてください。我々の当面の目標を〝リコルドリクと記録者の探索〟に変更します。最優先で見つけてください。ただし──決して〝殺さず〟に、潜せん伏ぷく場所を見つけ次第、まず私へ知らせるように。それでは、負傷した部下達の治ち療りようと引き取りに向かいましょうか」

　白衣を翻ひるがえし、有楽原は揚々と立ち上がった。

　治療という名目で、また人体をいじり回せる。それはそれで楽しい時間になるだけに、決して面倒とは思わない。

　ある意味では面倒見のいいそんな有楽原を、部下達はほぼ常に恐れているが、それは彼が決して〝怒り〟を見せないままに制裁を加えることも影えい響きようしていた。

　怒っているのか機嫌がいいのか、傍はた目めには判断がつかない。部下の中にも誤解している者がいるが、そもそも有楽原は、怒りに任まかせて制裁を加えたことは一度もない。

　彼が制裁を下す基準は〝それが必要か否いなか〟だけである。

　たとえば裏切り者がいたとして、その人物を罰することで利があると思えば笑顔で躊ちゆう躇ちよなくそれを為なす。

　他派閥への牽けん制せい、自身に及ぶ利害、派閥の引きしめ──理由はその時の状況によって変わるが、怒りを見せないままに迷いなく裁断を下すその様が、部下達の眼めには空恐ろしく映るらしい。

　病院を出て用意された車に乗り込みながら、有う楽らく原ばらは部下達から事態の続報を受けた。

　港湾区画における、皇帝一派と山やま之の内うち派の構成員との衝しよう突とつ──

　有楽原の私兵も交ざったその闘たたかいの動画が、先程の緊きん急きゆう連絡から数分遅れで届いた。

　移動中の車内において、有楽原は渡されたタブレット端たん末まつの画面にじっと見入る。

　夜だけに画面は暗く、カメラの性能の問題もあって、周囲の人物の顔までは判別できない。

　それでも、凍りついた海上に漂ただよう美しい娘の姿だけは確認できた。彼女だけは、その画面の中にあってぼんやりと淡い光をまとっている。

　やがて皇帝と思おぼしきその娘を中心として、紫色の雷らい光こうが雨のように降り注ぎ、いくつもの竜巻が生まれた。

　逃げ惑まどうキャラバン側の兵達が悲ひ鳴めいをあげ、その周囲では宿やど主ぬし達が喝かつ采さいを送る。

　撮さつ影えい者しやが早々に離脱したために、その様子はさほど長くは録画されていなかったが、有楽原にとっては一目で充分だった。

（この力は──素晴らしい……）

　うっとりと動画を見つめる有楽原は、宿主達と同様、その光景に心の中で喝采を送っていた。
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　皇帝対キャラバン──港湾区画において唐突に起きたその緒戦は、あっという間に皇帝側の勝利に終わった。

　皓こう月げつの傍そばに控えていた羽は矢や多た寿とし宗むねは、そのことにひとまず安あん堵どする。

　十と和わ田だ静しず枝え、月つき代しろ玲音れいんと月代香か恋れん、文ふみ槻つきクレア──この場には、彼にとって守らなければならない対象が多すぎた。

　だが、この安堵がごく一いつ瞬しゆんのものでしかないことも、彼ははっきりと理解している。

　事態は解決するどころか、今も悪い方向へと転がり続けている。

　大切な人間が死んでいないという意味で、〝最悪の事態〟にはまだ遠いが、そんな事態を想定して胃痛を覚える程度には彼も切せつ羽ぱ詰つまっていた。

　現在──

　威力偵察も兼ねたキャラバン先行部隊を退しりぞけたものの、羽矢多達の前には新たな刺し客かくが迫りつつある。

　相手は鳥の面をかぶった、小柄な割に肩幅の広い男だった。

　皓こう月げつは彼を〝燕えん人じん・張ちよう燕えん〟と呼んだ。

　その名は羽は矢や多たも知っている。

　キャラバン祭さい夏か老ろう派における最強格の異能者──派閥の長たる祭夏老の後継者としても噂うわさされていた。

　皇帝が召喚した落らく雷らいにも竜巻にも動じず、彼は悠々と歩いてくる。

　現実問題として、雷かみなりが当たった程度では彼にダメージを与えられない。

〝燕人〟張燕は、「ただ純粋に強い」という厄やつ介かいな異能者だった。

　異能の元となった神の名は、〝遥はるか高き嶺みねの小鬼・ニュイ〟──その異能者は、彼の一族を中心として祭夏老派の主戦力となっている。

　大半は常人より少し強い程度だが、張燕は母親が別の神しん群ぐんの異能者だったことも影えい響きようしたのか、桁けた外はずれの能力を獲かく得とくしていた。

　彼の肉体は、何の防具も身につけない素すの状態でも銃じゆう弾だんを跳ね返す。

　皮膚に鉄のような分泌物をまとうパナンゾロン系の異能者も銃弾程度は防げるが、張燕の防御力は彼らの比ではない。

　その肉体には電気も効きかず、数千度程度の炎に対しても耐性を持ち、逆に液体窒ちつ素そを浴びても支障がない。破は壊かい用の鉄球をぶつけられても潰つぶれることはなく、高所からの落下にさえ耐たえる。

　パナンゾロン系の異能者は「鉄の外装に身を包んだ生身の人間」に過ぎないが、張燕の体はもはや内部も含めて「鉄よりも強きよう靱じんな塊かたまり」にも等しかった。

　まずダメージを与えることが容易ではない。

　そんな彼の一族にも弱点はある。

　力の代だい償しようとして、そもそもの寿命が短いこと──また、メスさえ通さない強靱な肉体ゆえに、一般的な外科手術が困こん難なんなことも短命の傾向に拍車をかけていた。

　とはいえこの弱点は短期の戦いにおいてはあまり影えい響きようがない上、一族の中でも特異な存在である張燕に、この弱点が当てはまるのか否いなかも怪しい。

（何な故ぜ、こいつが日本に……!?）

　羽は矢や多たが最初に抱いた疑問はそれだった。

　祭夏老派に属する有力者たる張燕は、滅多なことでは国外へ出ない。

　静しず枝えが皇帝として目覚めたのは、おそらくはつい昨日今日のことである。皓月が〝破鏡の城〟を用いて多くの宿やど主ぬしの覚かく醒せいを促うながしたのも、ほんの数時間前のことで、さすがに中国から飛んでくるには早すぎた。

　たまたま別件で来日していたか、あるいはこの騒そう乱らんを予見していたか──いずれにせよその思考を読むために、羽は矢や多たは〝語かたり部べ〟の力で彼を凝ぎよう視しする。

　たちまちその思考が脳内に流れ込んできたが、その結果は羽矢多に想定外の動揺をもたらした。

（……ちゅ、中国語……!?）

　張ちよう燕えんから流れ込んできた言葉は、そもそも日本語ではなかった。

　語り部の能力は、相手の思考を〝言語化〟して脳内に届ける。

　皓こう月げつのように日本語が堪たん能のうな相手ならば、羽矢多の元に届く思考も日本語にできるが、中国語しか話せない相手の場合はその言語に固定されてしまうらしい。

　この間の抜けた欠点は、過去の語り部自身も把握していたものだった。

　欧州にももちろん、英語、仏語、独語などそれなりに言語の違いがある。当時は語り部自身が西洋各国の言語を覚えることで、この問題を解決していたらしいが、羽矢多は中国語などまともに話せない。

　せめて張燕が英語を使えれば、羽矢多にも英語で彼の思考が伝わったはずだが、生あい憎にくと相手はそうした語学力を一いつ切さい持っていない様子だった。

　祭夏老派随ずい一いちの刺し客かくを前に、彼は困惑する。

（……ええい！　事情はともかく、どのみち足止めするしかない！）

　皇帝の力は中距離から遠距離で多数を相手にするなら極きわめて有用だが、近距離の個人を狙ねらい撃うちするには向かない。周辺全体を無差別に巻き込んでもいいならば話は別だが、ここにはまだ宿やど主ぬしたる仲間達がいる。

　その中には実戦に向かない者も多い上、張ちよう燕えんの能力をまともに知っている者は更に少ない。

　大多数の宿主達をここから遠ざければ、皇帝も巻き添えを恐れずに、より凶悪な気象を召喚できる──羽は矢や多たはそう判断した。皇帝の周囲に残る人数は、せいぜい十人以下に抑えたい。

　羽矢多は、皓こう月げつとその傍そばに佇たたずむ青年医師、神かみ竹たけ真しん悟ごに向けて声を張った。

「皓月、俺おれが奴やつの足を止めるから、戦せん闘とうに向かない連中をすぐに避ひ難なんさせろ！　神竹、援えん護ごを頼めるか？」

　皓月が頷うなずき、神竹も素早く羽矢多の隣となりに移動した。

「司祭、凍った海面を渡って、船まで皆を先せん導どうしてください。この場に残るのは、近この衛え兵へいと銃士と……ああ、あと玲音れいん、貴方あなた達も残りなさい。逃げる気満々みたいですけれど、ダメですよ？」

　彼女の判断も、羽矢多とほぼ似たようなものだったらしい。玲音達を残したのは逃亡防止のためと、もう一つ──羽矢多に手を抜かせないためだった。

　羽矢多が〝語かたり部べ〟の力で心の声を読んだ限りでは、玲音もまだ逃亡を企くわだてていた。

　彼にはどうやら、〝記録者〟が宿っているらしい。「らしい」と推測の域を出ないのは、羽矢多には今の記録者の思考までは読めないためだった。

　語り部の能力はあくまで〝人間〟相手にしか通用しない。

　記録者が玲音相手に語った言葉については、玲音の記憶から把握できる。ただし、玲音の中にいる別人格としての〝記録者〟自身にまではアクセスできない。

　他ほかの宿主のように、石と宿主が完全に融ゆう合ごうしていれば問題なく読めるが、記録者はわざと〝融合〟を避さけたらしい。

　理由はある程度まで推察できる。

（記録者は石の特性を熟じゆく知ちしている。もしや、〝語り部〟に心を読まれるのを避けるためか……？）

　融合さえしなければ〝見張り番〟にも見つからない。

　もしも〝記録者〟が、復活したブロスペクト達とは別の目的のために動いているとしたら、その真意が気にかかった。

　皓月の指示で、黒いドレス姿の〝司祭〟が仲間に肩を貸されながら動きはじめた。

　ゴシックロリータという、羽矢多の眼めには奇妙に映るファッションの彼女は、キャラバンとの戦いで女王によるブースト能力を発動し、今は疲労困こん憊ぱいしていた。

　他にもキャラバンとの戦いで軽傷を負った者がそこそこおり、撤てつ退たいの足は決して早くはない。

　隣に立った神竹が小声に呟つぶやいた。

「皇帝が全力を出せるだけの距離をとるまで、少し時間がかかりそうですね。張燕の前に今から催涙ガスを撃うちます。それでいいですか？」

「ああ。奴やつには効ききにくいだろうが、視界を少し遮さえぎって、意識をこっちに向けさせればそれで充分だ」

　張ちよう燕えんは恐ろしく打たれ強いが、〝攻こう撃げき力りよく〟に関してはそこそこでしかない。

　打撃は鉄筋コンクリートをぶち抜く程度、射程はその身が届く範はん囲いで、飛び道具の投とう擲てきナイフにさえ気をつければ、距離をとり続けることである程度は対応できる。

　この場合の〝対応〟とは、〝少しの間だけ逃げ続ける〟という意味であって、間違っても〝勝てる〟わけではない。

　肩を並べた神かみ竹たけもそれは承知のはずで、眼鏡めがねの青年医師は忌いま々いましげに舌打ちを漏もらした。

「奴が本気になったら、いくら羽は矢や多たさんでも逃げ回れるのはせいぜい数分でしょう。しかも夜では──」

「俺おれと君が組めば五分程度はいけるだろう。頼りにしているぞ」

　羽矢多の言は誇張ではない。

　異能者としての神竹の力は、〝曇どん天てんを巡る煙突掃除・バウルドール〟という神しん群ぐんに由来していた。

　煙草たばこや有毒ガスなどを自身の体内に取り込み、それらの成分を変化させて吹き出すという変わった力だが、応用の幅が広く、威力を加減しやすいという利点もある。

　加えて彼の場合、様々な薬物を日ひ頃ごろからサプリメントのように摂取することで、実戦時の効果をより高めていた。

　身構えた神竹が、まるで吹き矢を吹くように鋭するどく息を吐いた。

　圧あつ縮しゆくされた灰色の気体が、ピンポン玉ほどの大きさで口から放たれる。

　その気体は速球に近い勢いで前へ進みつつ、拡散してピンポン玉からスイカほどの大きさへと広がり、張燕の眼前へと到達した。

　警けい戒かいして飛び退のいた張燕は、埠ふ頭とうの路地の片側に寄る。その彼にめがけ、羽矢多は走りながら腕を向けた。

　彼の血統である〝蔦つたをまとった僧兵・ナシュレイ〟の力は、自身の体を苗なえ床どことして植物を生成し、それらを武器や防具に変えて操あやつることができる。

　優すぐれた異能者ほど、より速く、より大量の植物を生成できるが、人間が無限に汗をかくことができないように、使いすぎれば体力が尽きて昏こん倒とうする羽目になる。

　また光合成の有無が影えい響きようしているのか、夜間は消耗が激はげしいという欠点もあった。

　語かたり部べの力は役に立たず、自前の能力も時間帯の都合で本来の力を発揮しにくい。

（泣き言を言う気はないが……鬱うつ陶とうしい状況だな！）

　八つ当たり気味に腕から放った植物の矢が、張燕の腹を正面から直撃した。

　羽矢多が読み勝ったわけではない。

　銃じゆう弾だんも効きかない張ちよう燕えんに対し、植物製の矢など刺さるはずもなく、つまりは「避よけるまでもない」と判断されただけだった。神かみ竹たけの吐いたガスのほうが、効果がわからないという点でまだ彼を警けい戒かいさせたことになる。

（どうせ効かんのは折り込み済みだ。だが、これで奴やつの注意を引きつけられれば……）

　まさか前に立つ敵対者を無視して、背後の面々を襲おそうことはない──羽は矢や多たのその予測は、しかしあっという間に覆くつがえされる。

　張燕は向かってきた羽矢多と神竹を完全に無視し、夜空に飛び上がった。

　その跳ちよう躍やくは四階ほどの高さにも達し、そこから急降下して狙ねらう先には〝将軍、周しゆう皓こう月げつ〟がいる。

　その時、羽矢多は彼の心の声を聞いた。




〝皓月ハオユエ！〟




　激はげしい憎悪が籠こめられたその単語は、紛まごうことなき中国語の発音だったが、さすがに皓月の名前くらいは羽矢多にもわかる。

　張燕は彼女一人をめがけて襲いかかったが、すぐ傍そばには皇帝の静しず枝えや玲音れいん達もいる。巻き添えを食いかねない勢いに、羽矢多は慌てた。

「おい！　向かってくる奴を無視して、真っ先に女子供を狙う奴があるか！」

　注意を引きつけるどころか、張燕は羽矢多達を意にも介さない。

　大急ぎで引き返す羽矢多をよそに、皓月達の傍に控えていた初老の警官が両手を天に掲げた。〝近この衛え兵へい〟たる彼は、アクリルのように透明な巨大な手を出し、攻こう撃げきに防御にと活用できる。

　落下してきた張燕はその手によって弾はじき飛ばされ、ひとまずは急きゆう襲しゆうをしのいだ。

　離れた場所に着地した張燕を、袈け裟さ姿の〝銃士〟が狙そ撃げきしたものの、こちらはまるで効果がない。

　羽矢多は張燕に向けて走りながら思案した。

（あの男、俺おれや神竹を無視して、皓月だけを狙った──）

　所しよ詮せんは雑ざ魚こだと侮あなどられた──とは感じない。

　むしろ張燕は頭に血がのぼっているのか、怒りに任まかせて突っ込んできただけのようにも思える。

　張燕と皓月との間に、何か遺い恨こんがあることは間違いない。

「皓月！　お前、いったい何をやらかした!?」

　問われた皓月がにっこりと眼めを細めた。

「私の邪じや魔まをした彼の部下を、ほんの五人ほど──どうせ戸こ籍せきのない人達でしたから、問題にもなりませんでしたわ」

　事も無げに言う彼女に向けて、羽は矢や多たは鼻筋を歪ゆがめる。

　張ちよう燕えんの部下、それはつまり祭さい夏か老ろう派の実戦部隊である。その中には、黒孩子ヘイハイズと呼ばれる戸こ籍せきを持たない民がそれなりに含まれていた。

　一人っ子政策の影えい響きようで、出生後に届け出を出されなかった二人目、三人目の子供達──彼らはその出しゆつ自じゆえに真っ当な仕事に就つきにくく、必然的に人身売買の対象となったり、あるいは裏社会へと流れやすい。皓こう月げつや張燕がそうした人材を多く飼い慣らしているとは聞いていた。

　ただし、張燕にとっての彼らは「仲間」であり、皓月にとっては「使い潰つぶしやすい駒こま」であるという大きな違いはある。

（山やま之の内うち派の内紛も大概だが──祭夏老派の中身も酷ひどいものだな）

　気づいてはいたことだが、羽矢多は改めてその事実を重く受け止めた。

　キャラバンはもう、組織として腐っている。それを壊こわそうとしているのが、むしろ腐っている側の皓月だというのはなんとも皮肉な話だが、羽矢多はふと疑問を覚えた。

（皓月は〝キャラバンを壊す〟と言ったが……それはそもそも皓月の意志なのか？　それとも──目覚めた〝将軍〟の意志なのか？）

　その根本的な疑問に気づいた瞬しゆん間かん、羽矢多はぞっとした。

　皓月は当初、あくまで自身の派閥の戦力強化のために宝石箱を求めたのかもしれない。だが自身が宿やど主ぬしとなって、その方針に変化が生じ、大それた野心を抱くに至った可能性がある。

　この騒そう動どうの黒幕は〝周しゆう皓月〟だとばかり思っていたが──その彼女が石に操あやつられていないという保証はどこにもない。

（キャラバンを倒そうなど、まともな神経では出てこない選択肢だ。皓月は酷こく薄はくだが馬ば鹿かじゃない。もしこの戦いの動機すら石の影えい響きようなら、あまりに馬鹿げているが──）

　しかし、今の羽矢多にゆっくりと考える時間などあるはずもなかった。

　近この衛え兵へいの腕が張燕を捕らえようとしたが、彼はまた空高くへ跳ちよう躍やくした。

　その落下地点付近に、神かみ竹たけが放射状に煙幕を吐く。

　麻ま痺ひ性のガスも致死性のガスも、体質の強い張燕にはあまり効きかない。しかし視界を遮さえぎる煙幕は体質とは無関係に有効である。

「羽矢多さん！」

「任まかせろ！」

　余計な思考を中断し、羽矢多は張燕の着地点へ走り込んだ。

　皓月や玲音れいん達が素早く場を空ける。

　煙幕の立ちこめる頭上に向けて、羽矢多は片腕を掲げた。

　そこへ降ってきた張燕が、眼下の羽矢多に向けて短刀を振り下ろす。

　ざくっと乾いた音を伴い、刃は深々と〝樹じゆ皮ひ〟に食い込んだ。

　羽矢多の腕は今、分厚い木の盾たてに覆おおわれていた。

　同時に羽は矢や多たは、着地した瞬しゆん間かんの張ちよう燕えんの〝眼め〟を狙ねらい、反対側の腕から植物の矢を飛ばす。

　その一いち撃げきは彼の顔を覆おおう仮面によって阻はばまれた。外見は木製の仮面だが、その内側には金属を仕込んであるらしい。

　肉体には銃じゆう弾だんさえ通じずとも、眼はそこまで頑丈ではない──それが羽矢多の推察だった。張燕が仮面で顔を護まもっているのも単なる酔すい狂きようではなく、おそらくは数少ない弱点を護るためである。

（そうそう上う手まくはいかんか。だが……近づけた以上、無視はさせん！）

　羽矢多は樹皮をまとった拳こぶしで、張燕の頭をめがけ殴りかかった。

　ハンマーのようなその一撃を張燕はかわしもしない。

　ごいん、と金属の塊かたまりを殴りつけるような音が響ひびいたのみで、まったくダメージにはならない。せめて体が揺れるくらいの変化はあるかと思ったが、張燕は平然と羽矢多を盾たての上から殴りつけてきた。

　刃物を防いだ樹皮の盾がへし折れ、その衝しよう撃げきで羽矢多の身が真後ろへ大きく吹っ飛ぶ。

「うおっ……!?」

　全身に痺しびれるような衝撃が走ったものの、辛かろうじて骨折は免まぬがれた。

　羽矢多がこの一撃に耐たえたことは、張燕にとっても意外だったらしい。言葉はわからないながらも、戸と惑まどうような響ひびきの心の声が聞こえた。

　そして痛烈な打撃を放った張燕の腕に、羽矢多はすかさず植物の蔦つたを絡める。

　蔦そのものの強度はさほどでもない。だが伸しん縮しゆくの限界が広いため、絡みつくとひきちぎることが案外に難むずかしい。鬱うつ陶とうしい上に、ここぞという時には羽矢多が力を込めることで行動を邪じや魔ますることもできる。

　張燕が仮面の下で舌打ちを漏もらした。

　鉄甲をまとったその拳が、羽矢多の鳩尾みぞおちをめがけて唸うなりをあげる。

　鉄筋コンクリートをぶち抜くその一撃は、まともに食らえばもちろん命はない。生成した樹じゆ皮ひでガードするにも限界はあるし、おそらくは背中まで拳が突き抜ける。

　だが、羽矢多も無策ではなかった。

　短い気合の声と共に、彼は張燕の足下に蔦を絡ませ真後ろへ跳ぶ。

　先程まで皇帝が召喚していた嵐あらしと冷気の影えい響きようで、埠ふ頭とうは薄うすく凍っていた。

　追いすがる張燕は、蔦と氷で足を滑すべらせ体勢を崩くずし、拳を空振りしてしまう。

　羽矢多はこの機を逃さない。

　彼は両手を広げ、その腕から伸びた蔦を激はげしくしならせた。

　狙ねらいは過あやまたず、鋭するどく堅く変質したその先せん端たんが、張燕の左右から〝耳の穴〟へと突き刺さる。

　鼓膜を貫つらぬき、場合によってはその先の脳まで掻かき回すその暗殺技は、羽矢多が祖父から学んだものだった。滅多なことでは使う機会もない奥の手である。

　張ちよう燕えんの心の声が、絶叫となって聞こえた。
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　羽は矢や多た寿とし宗むね対張ちよう燕えんの一戦を、玲音れいんは離れた場所から呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　その視界で、羽矢多の腕から伸びた蔦つたが張燕の側頭部に突き刺さり──ほぼ同時に、張燕が大きく飛び退のく。

　相手の反応が早く、どうやらぎりぎりのところで致命傷にはならなかったらしい。

　離れた位置に着地した張燕は、膝ひざをつき、背を激はげしく上下させている。

　その顔からは、たった今の攻防により仮面が外れていた。

　そこにいたのは、羽矢多よりも少し年下と思おぼしき中年の小男だった。

　鋭するどい目つきを憎ぞう悪おに歪ゆがめ、耳から血を滴したたらせながら、彼は中国語で何事かを呟つぶやく。

　一度しか通じない奇き襲しゆうだと弁わきまえているのか、羽矢多は追つい撃げきに移らない。その間にも宿やど主ぬし達は海上への避ひ難なんを続け、そろそろ皇帝の〝本気〟の力を行使しやすい環かん境きようが整いつつある。

　しかし何よりもまず玲音が驚おどろいたのは、旧知の後見人のその実力についてだった。

（は、羽矢多さん、強つええ……！）

　記録者も唸うなる。

〝強いというより、能力の使い方が上う手まい。あの体格で、木の盾たてでの防御や樹じゆ皮ひをまとった一撃を見せつけ、ごり押しのパワータイプと思わせておいて──本当の武器は、あの速度で動く敵の「耳」を狙ねらえる命中精度のほうだ。君の後見人は外見に似ず、繊せん細さいな神経の持ち主らしい。皇帝も──驚いたようだな〟

　玲音は視界の端はしに静しず枝えの姿を認める。

　彼女は立ち尽くしたまま、無言で羽矢多のことを見つめていた。

　その視線には驚きの様子もあるが、同時にどこか寂しげで、引き結んだ口元には沈痛な気配も漂ただよう。

　その姿には皇帝としての威い厳げんよりも、玲音の知る優しい静枝の面おも影かげが強い。

（石が宿ってもやっぱり……静枝さんは静枝さんだよな）

〝どうかな……私の知る皇帝も、よくあんな寂しげな表情をしていた。誤解を受けやすい立場ではあったが、皇帝は仲間にとっては決して暴君ではなかった。ただ──仲間以外の人間を殺しすぎたことは否いなめない。ある意味では、そうした二面性が皇帝の特徴ともいえる──〟

　あまり嬉うれしくない分析を聞きながら、玲音は視界に映るもう一人の娘へと意識を向けた。

　将軍、周しゆう皓こう月げつは鉄てつ扇せんで口元を隠し、その美しい眼めをしばたたかせている。

「……いくら頭に血がのぼっていたにせよ、まさかあの張燕を劣勢に追い込むなんて……驚きましたわ。本当に、どうして有う楽らく原ばらごときの下に甘んじているのか、わからない人ですね」

　彼女の言葉に反応はせず、玲音はこそこそとクレアと香か恋れんの肩を支え、その場から数歩動いた。

　皓月が背中を向けたままでくすくすと笑う。

「……逃げそびれましたね、玲音？　張燕がもうちょっとこちらを掻かき回せていたら、その機会もあったと思うのですけれど──今から逃げるのは、さすがに諦あきらめてください」

「……はい。すんません……」

　玲音れいんはおとなしく両手をあげる。香か恋れんがじっとりとその顔を睨にらみ上げ、クレアは観念したように俯うつむいた。

　そもそも女王たる香恋は逃亡に同意しないはずで、状況的には逃げられる局面ではない。警けい官かんの〝近この衛え兵へい〟や、袈け裟さ姿の〝銃士〟もまだこの場に控えている。

　記録者が嘆たん息そくを漏もらした。

〝……これは無理だな。玲音、ここは観念しよう〟

（それはそれで賛成だけど……もしかして、あっちはまだ観念してないんじゃないか？）

　苦く闘とうの末に膝ひざをついた張ちよう燕えんは、小刻みに体を震わせていた。

　耳から血をこぼしつつ、彼はこの場の面々を睨みつけ──

　その直後、声こわ高だかに吠ほえた。

　口から発せられたのは言語ではない。まさに獣けものを思わせる咆ほう吼こうそのものであり、玲音は思わず両手で耳を塞ふさいだ。

　憎ぞう悪おを隠そうともしないその険けわしい敵意は、この場の全員に向けられている。

　それは安あん穏のんと暮らしてきた玲音にとって、初めて感じる質のものだった。瞬しゆん間かん的に呼吸が止まり、膝ががくがくと震え出す。

　路地裏で不良に絡まれるような状況とはわけが違う。

　絶対的な強者の怒ど気きに対する、本能的な恐怖──初めてそれに晒さらされた玲音は、日ひ頃ごろの軽口も忘れて身をすくませた。

　香恋やクレアも同様だったらしく、玲音の腕をきつく掴つかんだまま硬直してしまう。

（やばい……！　殺される……！）

　母親から虐ぎやく待たいされていた幼い頃にも、そうした危機感を覚えたことはある。ただしその頃は、〝死ぬかもしれない〟という感覚の一方で、〝きっと今回もなんとかなるだろう〟という予測の入り込む余地があった。

　張燕という男が放った確固たる殺気は、そんなレベルを遥はるかに越えて、玲音の精神を一瞬で圧倒する。

　皓こう月げつや羽は矢や多た、神かみ竹たけ達が身構える中──

　玲音はぶるりと肩を震わせた。

　右側には香恋が、左側にはクレアがいる。

　男らしく彼女達を護まもろう──などとは、今の玲音は微み塵じんも考えていない。かといって、自分だけが助かろうと思っているわけでもない。

　本当に切せつ羽ぱ詰つまった時、人は何も考えられなくなる。

　階段を踏ふみ外して落ちそうになった時。

　熱湯の入ったやかんを取り落とした時。

　思いがけない方向から殴られ倒れた時──

　人の体は反射行動を起こして、無意識のままに動く。

　そして玲音れいんの反射行動には、つい先程、彼も詳細を知らないうちに新しい選択肢が加わっていた。

　どくん、と心臓が跳ねる。

　口から臓器が飛び出すかと錯さつ覚かくしそうなほど、その鼓動は大きく異質だった。

　それを合図に、玲音の鳩尾みぞおちがもぞもぞと疼うずく。

　腹の中に何かがいる──

　薄うす気き味み悪いその現象に、玲音はぞっと総毛立った。

（な、なんか出てきそうな……!?）

〝いや、何を馬ば鹿かな──〟

　記録者の言葉の途中で、玲音の制服のシャツが内側からもこりと大きく膨ふくらんだ。

　半はん袖そでシャツの胸元が不自然に盛り上がり、布地の隙すき間まから黒い物質が覗のぞく。

「ひっ!?」

　腹部とシャツの間で、何かがじたばたと暴あばれている。

　慌てた玲音は、ボタンをいくつか引きちぎりつつシャツの前を開いた。

　その直後──

　ぼてん、と、黒い塊かたまりが地に落ちる。
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　丸々とした体たい躯くから、四本の太く短い足を投げ出し、見覚えのあるその生き物はうつぶせに転がっていた。

　彼はいかにも怠惰な動きでゆっくりと頭をあげ、金色の眸ひとみで玲音をじっと見つめる。

　一方で玲音は、その生き物と自身の体とを交互に見た。

　玲音の腹部には黒く丸い穴が開いていた。

　その穴は体の内側にはつながっていない。血も出ず痛みもなく、まるでぽっかりとその部分だけが消失してしまったかのように、黒い空間が口を開けている。

　そこから出てきた黒い生き物が立ち上がるのにあわせて、玲音の体に開いた穴は見る見るうちに塞ふさがっていった。

「……れ、玲音？」

「……お兄ちゃ……？」

　クレアと香か恋れんがそれぞれに戸と惑まどいの声を漏もらしたが、最も戸惑っているのは玲音本人だった。

　他ほかの面々も言葉を失い、玲音の腹部から現れた珍妙な乱入者を見つめる。

　長い毛に覆おおわれたその獣けものは、周囲の視線を意にも介さず、二本脚で悠々と立った。

　皓こう月げつが鉄てつ扇せんの下で訝いぶかしげな声を漏らす。

「…………猫？」

　玲音れいんの体から出てきたその生き物は、何ど処こからどう見ても一匹の黒猫だった。

　柔らかく膨ふくらんだ黒い毛並み、ぴこぴこと動く三角の耳、短めの四し肢しと爪つめを隠した肉球──獲え物ものを狩る鋭するどさと愛あい嬌きようを併せ持つ金色の眸ひとみは、今もらんらんと光っている。

　体つきはぬいぐるみのように丸く、猫にしてはでっぷりと太りすぎている感もあるが、少なくとも一目で猫とわかる程度には特徴が一致している。

　見方によっては〝くろとらくん〟を縮ちぢめたような姿でもあるが、着ぐるみにしては小さく、背丈も玲音の膝ひざ程度までしかない。

　しばしの沈ちん黙もくの後、神かみ竹たけが叫んだ。

「……ト……〝トライハルトの化け猫〟か!?　皇帝、皓こう月げつ、離れてください！　そいつはまずい！」

　他ほかの面々が呆あつ気けにとられている中、白衣姿の神かみ竹たけだけは何な故ぜかひどく取り乱していた。

　黒猫らしき生き物は大きな金色の眸で彼を一いち瞥べつした後、何食わぬ顔でぼりぼりと腹を掻かく。

　皓月が眉まゆをひそめた。

「化け猫、と言われましても……ふてぶてしい感じはありますが、特に害はなさそうな……」

「そいつはエスハの差し金です！　彼は──エスハの用意した駒こまだ！」

　神かみ竹たけのその一言で、緩ゆるみかけた場の空気が一変した。

（あ、あれ？）

　猫に向いていた全員の視線が、たちまち玲音れいん一人に集中する。手を出しあぐねている状況は変わらないが、緊きん張ちよう感かんの質は大きく変わった。

　記録者が頭の中で忌いま々いましげに呟つぶやく。

〝あのクソ占い師……！　玲音、この猫はエスハと関係しているらしい。君も警けい戒かいしろ！〟

　その言い様に、玲音は違和感を覚えた。

　奇妙な猫からは敵意をまるで感じない。

　それどころか──どこか自分とつながっているような感覚さえある。

「……あの、玲音……これ、何？」

　傍かたわらのクレアが、その細い指を恐る恐る玲音の腹部に添えた。

　夜の闇やみに紛まぎれて気づかなかったが、シャツがはだけて露あらわになった玲音の腹部からは、黒く細い線が臍へその緒のように一本だけ生えていた。

　指で触ろうとしてもすり抜けるばかりで触れないが、その先は黒猫の尻尾しつぽにつながっている。

　ふと思いついて、玲音は軽く片手を挙げた。

　それに連動して、正面に立った黒猫も片手を挙げた。

　次いで彼は片足を持ち上げる。

　黒猫も同じように足を上げたが、バランスを失ってこてんと真横に倒れ、のそのそと起き上がって同じポーズを取り直した。

（……なんか俺おれ、こいつと意志が通じてる気がする……）

〝……そのようだが、しかしこれがエスハの悪戯いたずらとなると、ここから何が起きるか──〟

　その様子をうかがい合う空気の中で、まず最初に動いたのは張ちよう燕えんだった。

　羽は矢や多たとの戦いで受けたダメージが落ち着くのを待っていたかのように、彼は唐突に走り出す。

　その向かう先はもちろん周しゆう皓こう月げつだったが、同時に彼は、まるで牽けん制せいするように玲音や神かみ竹たけに向けて短刀を投げ打ってきた。

　彼の眼めには、おそらく玲音の姿も〝皓月の仲間〟として映っている。玲音達の込み入った事情など把握しているとは思えない。

　神竹は素早く身を避よけさせ、玲音の前では黒猫が太く短い両腕を天に掲げた。

　その頭上に、一抱えほどもある黒い球体が出現する。どうやらガス状の塊かたまりらしく、その表面は空気の流れに沿ってわずかに蠢うごめいていた。

　張燕が放った短刀はその球体に吸い込まれ、突き抜けることなく消失する。

　呆あつ気けにとられた玲音達の前で、黒猫は玲音とつながった長い尻尾をゆらゆらと振り、掲げた両腕を軽快に振り下ろした。

　その黒い球体が向かう先は──張燕でも皓月でもなく、玲音達である。

「はいっ!?」

〝おい！　意志なんか通じてないだろう!?〟

　驚おどろく玲音れいんと慌てる記録者をよそに、球体はあっという間に眼前へ迫ってきた。

「女王！　こちらに！」

　護ご衛えい役やくとして控えていた初老の警けい官かん、〝近この衛え兵へい〟が、咄とつ嗟さに巨大な手で玲音達を掴つかもうとした。

　最も近くにいた香か恋れんだけはその手に掴まれたものの、玲音と彼にしがみついたクレアは間に合わない。

「お兄ちゃんっ!?」

　香恋の悲ひ鳴めいじみた声を聞きつつ、玲音とクレアは何もできずに、ただ黒い球体の中へと呑のみ込まれていった。
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「うわっ!?」

「きゃあっ!?」

　声が重なった直後、玲音とクレアの二人は、黒猫が放った球状の黒い〝何か〟に吞み込まれた。

　香恋だけは、傍そばにいた近衛兵の手によってぎりぎりで救われる。

　玲音がその気になれば妹の手を引くこともできたはずだが、彼がわざわざ、妹を危険な目に遭あわせるはずはなかった。

　むしろクレアを突き飛ばしてでも避よけさせるべきだったが、彼女は彼女で、玲音に頑かたくなにしがみついていた。

　玲音達の全身は、妙にぬるりとした重い空気に包まれた。

　ただしそれはごく一いつ瞬しゆんのことで、すぐに二人の周囲は通常の空気を取り戻す。

　埠ふ頭とうとは異なり、潮しおの匂においがしない。

　その代わり、妙に慣れた匂いがする。

　うっすらと眼めを開けた玲音は、思わず頬ほおをひきつらせた。

「……あれ？　……え？　……ここって、もしかして……」

　クレアを抱えて座り込んだまま、彼は手て探さぐりで頭上の〝スイッチ〟を探した。

「……電気、電気と……あ、あった」

　ぱちりとスイッチをいれる。

　四畳半の狭い部屋に、見慣れた寝台と安物の机──

　小さな本棚には家か計けい簿ぼや生活関係の書類と参考書、問題集にレシピブックの類たぐいが詰め込まれ、目立たない最下段にはクレアや香か恋れんには見せられない類たぐいの本が隠されていた。

　見み紛まがうはずもなく、そこは玲音れいんの寝室である。

「……俺おれの部屋……？　え？　なんで!?」

「ま、また失しつ踪そうしちゃったとか……!?」

　二人は寝室の扉を背に座り込んでいた。

　埠ふ頭とうに立っていた時のまま、足には学校の上うわ履ばき代わりのスニーカーを履いている。

　恐る恐る眼めを開けたクレアはもちろん、玲音もしばし呆ぼう然ぜんとした。

　先だっての失踪事件が脳裏をよぎったが、今回は一いつ瞬しゆんたりとも意識が途切れていない。つい先程まで、玲音は確かに潮しおの匂においがする埠頭で、海面凍結による冷気を感じていた。

　その名残なごりを示すように──

　玲音達の真正面には、二本足で直立する丸々と太った〝黒猫〟がいた。

　玲音とクレアは無言のまま、彼をじっと見つめる。

　黒猫も金色の眼で玲音をじっと見る。

　いかにも無表情で、感情がまったく読めない。そこはかとなく漂ただよう不気味さと丸い体型は、紅あか街まち中華街のマスコット、くろとらくんともやはり似ている。

　頭の中で記録者が唸うなった。

〝空間転移能力……か？　さっきの球体はワームホールの一種かもしれん。玲音、念のためにテレビをつけてみろ。番組表で日付を確認できるはずだ〟

（お、おう！）

　携けい帯たい電話は、美術室での騒そう動どう時から鞄かばんの中に入れたままで手元にない。時計は部屋にもあったが、日付まではわからない。

　二人は靴をその場に脱ぎ、居間に移動した。

　夜のニュース番組は平和そのもので、騒動に関する速報はまだ届いていない様子だった。

　番組表を開いて確認した日付にも異常はない。

「……時間はそのまま……ってことは、今もあの埠頭で、羽は矢や多たさんとあの鳥のお面が戦ってるのかな……？」

　玲音の呟つぶやきに、クレアが口元を覆おおった。

「だと思うけど……れ、玲音は戻っちゃだめだよ!?」

「いや、でも香恋が……！」

　妹がまだ、あの場所にいる──そのことに焦あせった玲音を、記録者が脳内で諭さとした。

〝向こうには皇帝も羽矢多もいる。彼女の身柄は大丈夫だろう。むしろ……女王の石を宿し皇帝側についているから、今の我々と行動を共にするのは難むずかしい。私達はこの隙すきにリコルドリクを探索すべきだ〟

（それは……まぁ、正論か）

　玲音れいんは歯は噛がみしつつも頷うなずいた。最終的に、香か恋れんや静しず枝え達の体から〝石〟を取り出せなければどうにもならない。

「とりあえず……クレア、病院まで送っていく。少しは状況もわかると思うし、ここにいるよりは安全だろ？」

　クレアがほっとしたように頷いた。

「うん。だけど……この猫さんはどうしよう？　一緒に連れていけばいいのかな……？」

　クレアのこの疑問には、玲音も安易に答えられない。

（なぁ、記録者。もしかして、俺おれが〝あの場から脱出したい〟って思ったから、こいつが助けてくれたのか？）

　ぴくぴくと動く黒猫の耳を見下ろし、玲音は記録者に見解を求めた。

〝……彼は一言も喋しやべらないが、人の心が読めるのかもしれん。避ひ難なん先さきが君の自室だったことも、心を読んだ結果なら納得できる。というより……それ以外の解釈が思いつかん〟

　記録者の声は興味深げだったが、まだ警けい戒かい心しんは抜けていない。

　この黒猫は、玲音の体内から出てきた。今も玲音の腹部から伸びた臍へその緒のような黒い線が、猫の尻尾しつぽとしっかりつながっている。

　その線は手で触れることができず、まるで形をもった〝影かげ〟のようだった。

　一応は恩人らしいだけに、玲音は彼に謝しや意いを示す。

「えーと……猫さん、とりあえずサンキュな。で、悪いけど俺、こいつを送らないといけなくて……」

　帰り道を示すように、玲音は玄関をちらりと見た。

　玄関から出ていく様子は見せないまま、黒猫が軽く片手をあげる。

「ん？」

　握手でも求めているのかと思ったが、様子がおかしい。

　その爪つめの先から黒く細い煙が立ち上り、空中に文字を描いた。

　最初にアルファベットのＹのような字が見えたものの、真ん中付近がわずかに乱れている。

　数すう瞬しゆん後ごにはっきりと浮かび上がった文字は──〝￥〟だった。

　玲音とクレアはしばし沈ちん黙もくする。

「……え。何？　金よこせ……？」

　黒猫がぶんぶんと首を横に振った。表情にはまったく変化がない。

　そして彼は、我が物顔で居間の隅すみにあった戸棚を漁あさりはじめた。そこには玲音達兄妹きようだいの当面の生活費が入っている。

　黒猫は爪の先で財布を取り出し、玲音に向けて放り投げた。

　そのまま彼はてくてくと玄関に向かい、玲音達を手招きする。

　玲音は首を傾かしげてしまう。意志が通じているようで、微妙に通じない。黒猫は玲音の意志を汲くみ取っているようだが、玲音れいんの側では黒猫が何を考えているのか、さっぱりわからなかった。

「……もしかして、〝その財布を持ってついてこい〟って言ってるんじゃないの？」

　クレアが恐る恐るそんな指摘を口にする。

　怪しい黒猫はぱたぱたと肉球を叩たたき合わせ、拍手で応じた。
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　得体の知れない猫のような生物に導みちびかれ、玲音とクレアは近所の道を歩いていた。

　見下ろした後頭部に、とがった耳がぴこぴこと動いている。

　その様子をじっと見つめつつ、クレアが耳元で囁ささやいた。

「……玲音、やっぱり、この子って猫だよね……？」

「まあ、見た目もサイズも猫ではあるけど……中の人とかいそうだな」

　二足歩行の黒い毛玉は、闇やみ夜よに紛まぎれてしまい思ったほどには目立たない。仮に四足歩行であればまさに単なる猫だが、いかんせん歩き方があまりに堂々としていた。

　悠々と胸を張り、でっぷりとした丸い腹を誇示しながら、彼は猫背になることもなくすたすたと先へ進む。

「……冬毛だね」

「……モフいな」

　あまり意味のない会話は、動揺の裏返しでもあった。

　二人はただ猫についていく。クレアの住居である文ふみ槻つき総合病院と方向は同じだが、猫の目的地がそこかどうかは疑わしい。

　ボタンの弾はじけ飛んだ制服の代わりに、今の玲音はＴシャツに着替え、クレアも仕立屋の能力で袖そでなしのブラウスとネクタイ、スカートの私服に着替えていた。

　隣となりできつく腕を絡めた彼女は少しも離れようとしない。

　しばらく前に失しつ踪そうから戻ってきた直後、中学校の保健室からの帰り道でも、彼女は今と似たような状況だった。

　ただ、その時は冗談半分だったその表情が、今はどこか思い詰めたように強こわ張ばっている。

　役得を喜ぶどころかいたたまれなくなって、玲音はどうにか声を絞り出した。

「……クレア、あのさ。さっきの港で、あの作さ務む衣えのおっさんが黒い液体みたいなのをばらまいた時……妙に緊きん張ちようしてたけど、あれのこと、何か知ってるのか？」

　絡めた腕に痛いほどの力が籠こもった。胸の感触がどうこう以前にみしみしと関節が軋きしむ。

「うおおっ!?　クレア!?　ギブ！　ギブ！」

「……あ。ご、ごめん！　ついっ！」

　クレアがぱっと腕を離した。

　地じ雷らいを踏ふんだと察した玲音れいんは、あえて話題を転じる。

「お前の通ってるスポーツジムって、まさか格かく闘とう技ぎ系じゃないよな……？」

　つい先程、玲音は文ふみ槻つき総合病院で暴あばれ回る二人の美女を目もく撃げきしたばかりだった。キャラバン側の人員を圧倒した鬼き神しんの如ごときその戦いぶりは嫌いやな意味で印象に残っている。

　クレアが慌てた様子で首を横に振った。

「ち、違うよ！　普通のフィットネスクラブだから！　私が通ってるのはレディースタイムだけど、嘘うそだと思うなら玲音も来てみる？」

　彼女のあられもないトレーニングウェア姿を連想して、玲音は思わず唸うなった。

「…………いや、さすがにちょっと刺し激げきが強そうで……」

「だから、そんなにハードなトレーニングはしてないってば。美容と健康のために、って感じのところだし、インストラクターさんも優しいし、やってみれば楽しいと思うけど──」

　クレアは玲音の言葉の意味を勘かん違ちがいした様子だったが、わざわざ訂正する理由もない。

「参考までに……どんな格好で？」

「え？　普通のジャージだよ？」

　夢ががらがらと崩くずれたものの、反面、少しだけ安心もした。

「でもまあ、俺おれはバイトがあるし──」

　そう言いかけてから、玲音は額ひたいを押さえる。

「あー……静しず枝えさんがあんなことになっちゃったら、もう店どころじゃないよな……」

「う、うん……それはそうだよね……」

　クレアも頷うなずき、再び無言に転じる。

　今日、しかもつい先程──玲音達の日常は壊こわれてしまった。

　キャラバンとブロスペクト、どちらからもマークされている以上、もはや学校にも行けないし、香か恋れんや友人達を放っておいて普通の日々を送れるはずもない。

　それどころか──彼らはこの水みな門と市しを戦場にしかねない勢いだった。

　すれ違った少数の人々から若じやつ干かんの奇異の視線を向けられつつ、先せん導どうの黒猫が立ち止まった。

　どうやら目的地に着いたらしい。

　玲音とクレアの目の前には、眩まぶしい蛍光灯に照らされたガラス張りの店があった。

「……え？　コンビニ？」

「……俺、なんかすっごい嫌いやな予感がしてきた……」

　玲音のこうした予感は、概おおむね当たる。

　年中無休の二十四時間営業、現代日本を象徴するかの如ごときその店てん舗ぽには、たまたま他ほかの客の姿はなかった。

　戸と惑まどう玲音達をよそに、黒猫は迷いのない足取りで悠々と店内に入っていく。

　慌てて二人も後を追った。

　店員に咎とがめられるかとも思ったが、運良く作業に集中している。

　黒猫は勝手を知った様子で買い物カゴを一つ取り、頭の上に載のせて器用に両手で支えつつ、とてとてと店の奥に向かった。

　彼が立ち止まった場所はペット用品コーナーだった。

　玲音れいんとクレアが呆ぼう然ぜんと見つめる中、黒猫はカゴを床に置き、棚に並ぶ猫の餌えさを物色するように眺め回す。

　その視線が一点で止まった。




〝風味豊かな猫缶の極きわみ・特上まぐろ至高の逸いつ品ぴん〟──




　一缶二百五十円。棚に並ぶ猫缶の中では一番に高い。

　黒猫は無言のまま、容赦なくその缶詰をカゴにぶち込みはじめた。

「ちょ、ちょ、ちょっ！　え、何、こっちの安いのじゃだめなの!?　ほら、内容量はほとんどおんなじだしっ！」

　慌てた玲音は、八十円程度の一般的な猫缶を横から握らせる。

　黒猫はそれをじっと見つめ──そっと元の棚に戻し、ふたたび高価な猫缶を買い物カゴへ放り込み続けた。

　交渉の余地など微み塵じんも感じさせないその態度は、ふてぶてしいのを通り越してもはやすがすがしい。

　玲音はがっくりと肩を落とす。

　クレアが気き遣づかうようにその背を撫なでたが、懐ふところへの打だ撃げきは確定的だった。

　眼下の黒い悪あく魔まは、玲音とつながる長い尻尾しつぽをゆらゆらと揺らし、高級猫缶を次々に回収していく。

　やがて二十個ほども確保して棚が空からになると、黒猫は重い買い物カゴを軽々と頭に担かつぎ、意気揚々とレジへ移動した。

　玲音も諦あきらめて、その背後で財布を取り出す。

　会計の間、背の低い黒猫は、店員から死角になるカウンターの陰に立ち、何食わぬ顔でボリボリと腹を掻かいていた。

　その頭越しに、玲音は死んだ魚の眼めで大量の猫缶を買い込む。

　高級猫缶二十個、計五千円──

　臨りん時じの出費として決して安い金額ではない。

　中身以上にずっしりと重く感じる二つのビニール袋を受け取って、玲音達はコンビニを出た。

　人ひと気けの少ない路地に入り込み、玲音は黒猫に問う。

「……で、次はこれをどこにお運びすればいいんでしょうか……？」

　黒猫がじっと玲音れいんを見上げた。

　何を考えているのかわからないその金色の眸ひとみに、玲音はついたじろぐ。

「な、何？　まさかここで全部食うわけじゃないだろ？」

　黒猫がちょいちょいと手招きをした。

　呼ばれるままに、玲音はその場にしゃがみ込む。

　そして黒猫は素早く玲音のＴシャツをめくり、胸元に肉球をあてた。

「……はい？」

　嫌いやな予感を覚えた直後、体の中心線に衝しよう撃げきが走る。

「うわっ!?」

　思わずへたり込んだ玲音の腹部へ、黒猫は猫缶の詰まったビニール袋を押しつけた。それらは肌に触れず、玲音の体を通した別の空間へと吸い込まれる。

「ま、またさっきの……!?」

　慌てる玲音をよそに、黒猫はクレアへ軽く手を振ってから、自みずからも玲音の腹部へ頭を突っ込んだ。

　Ｔシャツの裾すそで一いつ瞬しゆん詰まってじたばたと尻しりを振りつつ、彼の体も〝向こう側〟へと消えていく。

　後に残された玲音とクレアは、その場に呆ぼう然ぜんとしていた。

　頭の中で記録者が呟つぶやく。

〝……つまり、今の猫は……召喚するごとに、高級猫缶二十個分のコストがかかる出で稼かせぎの傭よう兵へいという解釈でいいのか……？〟

　玲音はぞっとした。

（出入り口が俺おれなのはともかくとして──一回呼ぶごとに財布に五千円のダメージ……？　……なんて恐ろしい能力だ、あの野郎！）

　フードの占い師の嘲あざけるような笑い声が聞こえた気がした。懐ふところ具合にダイレクトで響ひびく特殊能力など、玲音にとっては悪夢以外の何物でもない。

　脱力すると同時に、足下がふらついた。

「……と、とりあえず……タクシーでも拾おう。なんか……すげえ疲れた」

　不意に襲おそってきた猛烈な睡すい魔まに耐たえかねて、玲音は欠伸あくびを漏もらした。

　今すぐにでも眠ってしまいそうだったが、クレアの手前、さすがにそこは気合で堪こらえる。

　そして大通りで無事にタクシーを拾い、座席に座った瞬間──

　玲音はそのまま、深すぎる眠りに落ちていった。
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「……トライハルトの化け猫──ですか」

　紐ひもなしのチューブトップ水着に身を包んだ皓こう月げつは、夜のプールを人魚のように漂ただよいつつ、くすくすと笑みを漏もらした。

　若い娘のあられもない姿から、羽は矢や多たは故意に視線を逸そらし続ける。その理由は照れでも良識ゆえでもなく、容姿の美しさと暗く淀よどんだ思考とのギャップがあまりにも酷ひどすぎて、目眩めまいを覚えるためだった。

　ここは周しゆう皓月が所有する豪華客船の甲かん板ぱん上のプールである。

　日ひ頃ごろは観光客と共に世界を周航している船だが、今回の騒そう動どうに合わせ、オーナーである皓月が流用を決めた。表向きには長期メンテナンスということになっているらしい。

　皓月はいかにも優雅に泳いでいるが、つい先程まで、彼らは水みな門と市しの港湾区画で激げき戦せんを繰くり広げていた。

　特に〝燕えん人じん・張ちよう燕えん〟との接近戦までこなした羽矢多は、プールサイドですっかりへばっている。

　突然に出現した黒猫が、黒い球体をぶつけて玲音れいんとクレアを消し、自みずからもその球体の中に消えた後──

　多くの仲間達が氷結した海上からこの船に撤てつ退たいし、身内を巻き添えにする危険がなくなったところで、皇帝が〝本気〟を出した。

　その反動で今、静しず枝えも疲れて眠っている。

　張燕は撤退したのか死んだのか、羽矢多達にもよくわからない。死体を確認できる状況ではなかったし、仮に撤退したとしても瀕ひん死しの重傷を負っていることが予想できた。

　そして〝女王〟の香か恋れんは、兄が消えてしまったことに取り乱したため、今は神かみ竹たけが放った催眠ガスで眠らされている。

　羽矢多自身、本音を言えばもう今夜は眠ってしまいたかったが、港湾区画から離れて陽動任務についていた鷹たか丸まる達が、まだこの船に着いていない。

　夜中のプールサイドには、他ほかにも幾人かの宿やど主ぬしがたむろしていた。

　船室で休んでいる者、食堂で食事中の者、それぞれの部屋でかつての旧交を温めている者と、時間の過ごし方は様々だが、さしあたって問題は起きていない。

　そもそもここに集つどった者達の多くは〝破鏡の城〟を見て目覚め、自らの意志で合流している。当時の記憶も鮮明な者が多く、皇帝に対する忠誠心も高い。その意味では、記憶のない神竹や、記憶が曖あい昧まいな羽矢多のような者はこの場において少数派である。

　また宿主以外では皓月の部下も多く乗り込んでいるが、こちらは異能者とそうでない者が半々程度に混ざっていた。

　キャラバンは異能者の組織だが、異能の有無は血統と個人の才能によるところが大きい。親が優すぐれた異能者であっても子供にその才が受け継がれるとは限らないし、更にその次の世代では隔かく世せい遺い伝でんによって異能が復活することもある。

　キャラバンが拡大するにしたがって、異能を持たない構成員も増えてきた。

　──〝皇帝〟の石を宿した十と和わ田だ静しず枝えなどは、まさにその例である。

　彼女の父親は、羽は矢や多たの上司であり優秀な異能者だった。

　愛まな娘むすめにその物ぶつ騒そうな力が受け継がれなかったことを、彼はむしろ喜んでいたが──何の因いん果がか、彼女は今回の騒動によって、世界を滅ぼせるレベルの力に目覚めてしまった。

　彼女だけではない。

　月つき代しろ玲音れいん、月代香か恋れん──彼らの両親はもちろん、異能を何も持たないただの一般人だった。

　両親の離婚と再婚によってややこしい境遇にいる兄妹きようだいだが、それぞれの母方父方、どちらの家系も異能者とは無む縁えんである。

　玲音の母と香恋の父は、薬の研究者として組織に属していたが、こんな世界に踏ふみ込まなければ──あるいは上層部を挑発する裏切り行為などをしなければ、天寿を全まつとうできていたのかもしれない。

　神しん群ぐんに関かかわる者は、それがどんな形であれ、少なからず人生を狂わされる。

　デッキチェアでよく冷えた緑茶をあおりつつ、羽矢多は嘆たん息そくした。

「つまり、月代玲音が召喚したアレは……猫によく似た異界の生き物という解釈でいいのか？」

　羽矢多の問いに、白衣のままでビーチチェアに座った神かみ竹たけが唸うなる。

「正直なところ、〝生き物〟なのかどうかという点では疑問があります。私が知っているのは、約一年前の情報になりますが……中東方面で神群の調査中だった現地のスタッフが、たまたま武装した盗賊に襲おそわれたんです。そのスタッフの中に、かつてエスハと接触のあった者がいました。どうも気に入られていたようで、エスハが気まぐれに助けたらしいのですが、その時の手段というのが──」

「あの黒猫だったのですね？」

　水面でビーチボールを抱えた皓こう月げつが、神竹に愛想を振りまいた。グラビアにでも載のりそうなポーズだが、生あい憎にくと羽矢多に猛もう獣じゆうを鑑かん賞しようする趣しゆ味みはない。

　神竹も気にしていないようで、彼の心の中はただひたすら、先程の異変に関する興味と思考とで埋め尽くされていた。

「もちろん厳げん密みつに〝同じもの〟だという確証はありませんが、しかし現れたのが二足歩行の黒猫で、何か得体の知れない黒いものを操あやつっていたという無視できない共通項があります。エスハはそれをトライハルトの眷けん属ぞくと呼んでいたようですが、見た目がまさに猫そのものだったことから、目もく撃げき者しやは〝化け猫〟と形容していまして──なにせ銃じゆう弾だんもナイフもすり抜ける、火は燃え移らない、爆ばく発はつ物ぶつは丸まる吞のみしてげっぷ一つで済まし、ロケット弾はワームホールらしき穴で射手の傍そばに転移させるという化け物ぶりだったと……先程のあれと、容姿は一致しています」

　その説明を聞きながら、羽は矢や多たは頬ほおをひきつらせた。

「ろくでもないな、まったく……エスハの差し金なら、猫の姿に擬ぎ態たいしているだけで、眷けん属ぞくどころかそれこそ神しん群ぐんの一種かもしれん。あるいは本体が異界に隠れていて、こちらの世界に溢あふれたその力が猫の姿に化けているだけなのか──そういう仕組みだとすれば、攻撃が通じないのも道理だ」

　羽矢多はそんな推測を口にした。

　水道から出てくる水をいくら攻撃したところで、蛇口を締しめない限りは水が流れ続ける。この場合、玲音れいんがその〝蛇口〟であり、水を流しているのは異世界にいる〝何か〟だった。

「ええ、基本的には相手にするだけ無駄と考えたほうがいい。召喚主が意識を失った場合──これは睡眠状態も含まれますが、その場合にはまるで霞かすみのように消えたそうです。また召喚主にも負担がかかるようで、危機を切り抜けた後、猛烈な睡すい魔まに襲おそわれたという報告もありましたが……これは召喚のせいなのか、それ以前の騒そう動どうで本人が疲れていただけなのか、判然としません。また、その行動にはある程度まで召喚主の意向が反映されるようです。彼の場合、〝あの場所からの離脱〟を優先していたんでしょう。もしも彼の意志が、自身の離脱ではなく敵の排除に向いていた場合──私達もこうして呑のん気きにくつろいではいられなかったはずです。いずれにせよ……月つき代しろ玲音はキャラバンでも皇帝でもない、〝第三勢力〟の要かなめになる可能性を持っています」

　この行きすぎた見解に、羽矢多は慌てて首を横に振った。

「いやいや、それは大おお袈げ裟さだ。俺おれは彼のことを子供の頃ころから知っているが、そういう馬ば鹿かげた野心を持つタイプじゃない。人生は堅実が一番、コツコツと地道に努力して、普通の生活を程々に楽しめればそれで充分って性格だ。誰だれかに祭り上げられる可能性はあるが、本人は至って無害な常識人だぞ」

　神かみ竹たけが眼鏡めがねの奥で眼めを細めた。

「羽矢多さん、確かに〝今まで〟はそうだったのかもしれません。しかし彼は、恋人や妹が騒動に巻き込まれてなお、そういった事情から眼を背そむけて自分の人生を謳おう歌かできるタイプの人間ですか？　──違うでしょう。むしろああいう子供には、何をしでかすかわからない怖さがあります。確か皓こう月げつも車中で、彼から頭突きを受けたと言っていましたね？」

　羽矢多はぐっと言葉に詰まった。この指摘には反論のしようがない。

　皓月がプールから上がり、部下の手渡したバスタオルで髪を拭ふきながら応じる。

「そうですね。彼はおそらく、女王とクレアお嬢じよう様さまのためなら、およそできることはなんでもすると思います。ああいう無鉄砲な子、私は好きですよ。見ていて飽きませんから」

　皓こう月げつは婉えん然ぜんと微ほほ笑えむ。

　水に濡ぬれた四し肢しの曲線が月光に映はえ、異様なまでの神こう々ごうしさを醸かもし出していたが、羽は矢や多たの眼めには内面とのギャップが際きわ立だつばかりでもはや失笑すら浮かばない。

「星ほし詠よみの介入はある程度、予測していましたわ。むしろ──あの玲音れいんという子をこちらの味方にできれば、キャラバンとの戦いが更に有利になります。もちろんキャラバン側も彼を抱き込もうとするはずですから、早めに動いたほうが良さそうですね」

　楽しげに策を練る皓月の姿が、羽矢多にはエスハと重なって見えた。騒そう動どうをおもしろがる性格は共通しているようにも思う。

　祭さい夏か老ろう派には、人外の存在たる〝星詠みのエスハ〟に対する信仰がある。確立した教義や制約はなく、ただ単純に神聖視しているという程度の緩ゆるい信仰だが、幹部の中にはエスハからの指示を最優先で遵じゆん守しゆする者達までいるらしい。

　水着姿を誇示しつつ、皓月が羽矢多の隣となりに座し身をすり寄せた。

　羽矢多は彼女をじっとりと睨にらむ。

「……湿っぽい。離れてくれ」

「あら、冷たいのですね。羽矢多さんも泳いだら気にならなくなりますよ」

　皓月はわざとらしく羽矢多の腕に頬ほおをすり寄せた。

　からかわれていることを百も承知で、羽矢多は鼻筋を歪ゆがめる。

「あのな……俺おれはもう張ちよう燕えんの相手で疲れ切っている。それでなくとも今日は混乱続きで、もうまともに頭が働かん……ああ、神かみ竹たけ。肝心なことを聞いていなかった。消えた月つき代しろ玲音と文ふみ槻つきクレアは、水みな門と市し内ないにいると思うか？　君の推論を聞きたい」

　神竹が軽く肩をすくめた。

「正直に言ってわかりません。場合によっては地球の裏側か異世界か……ただいずれにせよ、あの黒猫は彼らの〝味方〟のはずですから、そうそう危険な目には遭あわせないでしょう。とりあえずあの埠ふ頭とうから避ひ難なんさせただけだとすれば、水門市内の何ど処こかにいる可能性も高いとは思います。というより──そもそも彼は、女王や皇帝を放って遠くに逃げようなどとは考えないんじゃないですか？　あの黒猫がその意志を汲くんだとすれば、行き先もある程度まで絞れそうです」

　神竹の推論は的確で、根拠は薄うすくとも納得のいくものだった。限られた情報から鋭するどい推測を導みちびき出す彼の才には、羽矢多も信頼をおいている。

　考え込む羽矢多の耳元に、傍かたわらの皓月がふうっと吐と息いきを吹きかけた。




「ところで、羽矢多さん。彼が──月代玲音が、〝記録者〟ですよね？」




　──心の底から、ぞっとした。

　羽は矢や多たの否定も肯定も待たずに、皓こう月げつは話し続ける。

「だからこそ、エスハもあんな化け猫の力を貸したのでしょう？　記録者はエスハのお気に入りでした。もちろん、記録者の側はエスハを毛け嫌ぎらいしていましたけれど……それがかえって、エスハの眼めには無ぶ遠えん慮りよなペットのように可愛かわいらしく見えたのでしょうね。彼女は──私達にとっても特別な存在でしたから」

　皓月の声は確信に満ちていた。

　羽矢多は観念する。もはや嘘うそで事態が好転する状況でもない。

　ここで羽矢多が嘘をついて隠しても、おそらく彼女は信じない。そして嘘だったと証明された時、皓月は羽矢多に対する〝落とし前〟として、羽矢多が大事にしている人間に苦痛を与えるはずだった。

　その対象が捕ほ縛ばくされた玲音れいんやクレア達になるか、あるいは会社の部下達になるか、そこは今後の状況次第で変化する。

「……ああ、そうだ。さっき彼の心を読んだ。月つき代しろ玲音の中には確かに〝記録者〟がいる。ただ──どういうわけか融ゆう合ごうするのは避さけたらしい。我々とは違って、彼は一つの体に自分と記録者という二つの自我を持っている。相談しながら事態にあたっているようだが……そのせいで、記録者の心は俺おれにも読めん」

　語かたり部べの能力は、あくまで〝人間〟相手に限定される。

　記録者が玲音に話したことは玲音の記憶から探さぐれるが、記録者自身の思考は読めない。

　──おそらくは、語り部に読まれると困る〝何か〟があり、記録者はあえて宿やど主ぬしとの融合を避けたのだろう。見張り番の目を誤ご魔ま化かす意図もあったと思われる。

　正直に答えてから、羽矢多は大きく息を吸った。

「皓月、彼らの捕ほ縛ばくについては俺に一任して欲しい。他ほかの奴やつには任まかせたくない」

　少しごねられるかとも思ったが、皓月はあっさりとこれを請うけ合った。

「もちろんです。羽矢多さんが説得されたほうが、彼もこちらに来やすいでしょう。彼らの捜索と説得は、まず羽矢多さんと……あと、彼らの友人である猟犬と弓使いが適任だと思います。それから一応、監視役兼戦力として、拳けん闘とう士しと騎き士しも同行させますわ。羽矢多さんの任務は、まず最優先で月代玲音と記録者の確保──その過程で、リコルドリクの探索も可能な範はん囲いで手伝ってください」

　羽矢多は一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。複数の仕事を任されることに異存はないが、そのメンバーにやや問題がある。

　猟犬と弓使いは高校生で、拳闘士も若い娘とあって扱いにくい。その上であの目立つ着ぐるみの〝くろとらくん〟までがついてくるとなると、さすがに胃のあたりが重くなった。

「せめて鷹たか丸まるや剣けん護ご達をつけてくれんか？　気心の知れた連中のほうが、俺もやりやすいんだが……」

　皓こう月げつがにっこりと微ほほ笑えんだ。

「すみません。〝梟ふくろう〟の鷹たか丸まるさんには別の任務がありまして──空を飛べる方は少ないので、戦力としても貴重なんです。私達もこれから忙しくなります。キャラバンへの対応、リコルドリクの捜索、どちらにも手を抜けません。まだ覚かく醒せいしていない宿やど主ぬしの保ほ護ごも必要です。剣けん護ごさんと時とき緒おさんについては、石の種類が確認できていませんから……まず見張り番と合流して、その特性がわかってからの判断になりますね」

　星ほし詠よみのエスハから余計な力を得ているとはいえ、相手は一介の高校生でもある。これ以上の人員要求は難むずかしいと察して、羽は矢や多たは早々に頷うなずいた。

「わかった。一応、もし問題ないようなら、後からでも剣護と時緒を回してくれ。付き合いが長い分、あいつらがいると綿密な作戦を組みやすい」

　特に剣護については、彼が就職する前からの付き合いでもある。

　国くに代しろ剣護は、羽矢多のかつての同僚の息子だった。その同僚は剣護がまだ高校生の頃ころ、キャラバンの任務で離島へ神しん群ぐんの調査に向かい、その日を境に行方ゆくえ不明となっている。

　羽矢多よりも年上だったが、気性の荒い無鉄砲な男で、長生きはできないだろうと常々思ってはいた。

　それでも、その威勢の良さが羽矢多は嫌きらいではなく、仕事を通じて学んだことも多い。

　死体すら見つかっていないもののおそらくは死んだはずで、戦友の遺い児じたる剣護とその母親を、羽矢多は折に触れて見守ってきた。

　月つき代しろ玲音れいんと違い、剣護には母親がいたため、後見人を頼まれるといったことはなかったが、キャラバンが主体となった遺族年金の手続きで口くち利ききをした経けい緯いもある。

　剣護が羽矢多に懐なついているのも、羽矢多の背に死んだ父親の面おも影かげを見ているせいかもしれない。

　正直なところ、彼をこんな事態に巻き込んでしまったことについて、羽矢多は亡き同僚にも負い目を感じている。

　とはいえ皓月は、こうした感情を笑い飛ばすはずだった。

「追加の人員は、必要があればもちろん融ゆう通ずうしますわ。見張り番にも手伝わせますから、探索期間は五日もあれば充分でしょうか？　それで捕まえられなければ、状況を見て作戦を立て直すか、あるいは捜索そのものを一時中断します。それでいいですよね？」

「了解だ。それでいい」

　もしも玲音達が水みな門と市しどころか海外にでもいれば、とても五日では探せない。それ以上の探索自体が無駄な作業といえる。

　しかし水門市内の近所にいるようならば、〝見張り番〟の索敵能力が役に立つ。石と融合していない玲音は探せないにしても、彼の傍そばには〝仕立屋〟のクレアがいるはずで、こちらはおそらく見つけやすい。

　先にキャラバンに保ほ護ごされた場合には厄やつ介かいなことになるが、その場合には皓こう月げつもすかさず追加の人員を投入するだろう。

　要するにこの五日とは、羽は矢や多たが自身の裁量だけで動くことを許された猶ゆう予よ期間ともいえる。皓月なりの譲じよう歩ほには違いない。

（そういえば……肝心の〝見張り番〟は、結局どいつなんだ？）

　その石は、今回の騒そう動どうにおいて重要な存在感を示していた。宿やど主ぬしを探索し、能力を見み極きわめるだけの地味な力だが、他ほかに代用が利きかない。

　もしもその石の宿主が皓月の傍そばにいなければ、宿主達の覚かく醒せいと合流に関かかわる計画はもっと遅延していたはずだった。

　ちょうどその時、皓月の傍に部下の黒服が駆かけ寄り、中国語で何かを耳打ちした。

　皓月が羽矢多の隣となりから立ち上がり、甲かん板ぱんの端はしに歩み寄る。

「羽矢多さん。陽動に回っていた鷹たか丸まるさんや、別働隊が帰ってきましたわ。一緒に出迎えてください」

　月光に照らされた穏おだやかな海に、ボートの小さな明かりが見えた。

　海の氷結はこの客船にまでは及んでいない。羽矢多達も、撤てつ退たい時には別のボートでここまで来た。

　宝石箱から放たれた石の一つ、〝幻術師〟の力により、この客船は五メートルも離れると周囲から見えなくなる。

　原理としては光学迷彩の膜で覆おおわれているようなものらしいが、その上でレーダーにすら映らないという特性も備そなえており、ＧＰＳの座標を正確に知らせなければ合流すら覚おぼ束つかない。

　まずは〝梟ふくろう〟の石を持つ鷹丸が、眼下のボートから飛び立った。羽矢多にとっては付き合いの古い戦友だが、空を飛ぶ姿を見るのは初めてのことである。

　その背には翼つばさのような形状の淡い光が生えていた。

　彼は左右の手に、拳けん闘とう士しの清せい家け翼と獅し子しの西さい条じよう雪ゆき菜なを掴つかまらせ、悠々と客船に向かってくる。

　そして海面には、影かげから滲にじみ出た黒馬に颯さつ爽そうとまたがる、黒い虎とらの着ぐるみもいた。

　馬の背には、羽矢多の部下である国くに代しろ剣けん護ごと陣じん内ない時とき緒おも同乗している。

　黒馬は波打つ水面を高速で駆かけ抜け、船体を垂直に駆け上がり、あっという間に羽矢多達の元へ辿たどり着いた。

　二人をぶら下げてのんびりと空を飛んでくる鷹丸よりも、彼の馬のほうが圧倒的に速い。

「ちゃお。お晩ですー」

　甲かん板ぱんに降り立ったくろとらくんが陽気に片手を掲げた。

　同乗した時緒はいつも通りの無表情だが、剣護の顔色が冴さえない。

「どうした、剣けん護ご。何かあったか？」

　心を読む前に羽は矢や多たはまず問いかけた。

　しかめ面つらをした剣護の説明が、心の声とほぼ同時に流れ込む。

「すみません、社長──！　気を失った希き崎ざきと、がちゃがちゃうるさい貴たか音ねを運河から引き上げた後、急に出てきた竜巻や雷かみなりを避よけて少し距離をとったんですが……」

　埠ふ頭とうでの騒そう動どうの直前──

　キャラバンの部隊に先駆けて、翁おきな居い貴音と希崎弓ゆみが、月つき代しろ香か恋れん救出のために強きよう襲しゆうをかけてきた。

　そちらはあっさりと退しりぞけ、羽矢多は彼女達を見逃したが、逃げていくその背を〝銃士〟と〝薬くす師し〟の麻ま酔すい弾だんが狙そ撃げきした。

　騎き士しと剣護達は羽矢多の指示でその確保に向かったが、その後、キャラバンの襲撃や皇帝の登場によって事態が急変してしまった。

　以降の経過は羽矢多もまだ把握していない。

　くろとらくんが両腕を掲げ、お手上げのポーズをとった。

「えっとねー。運悪く、キャラバン側の伏兵にあたっちゃって……ちょー強かったので、エビのしっぽを巻いて逃げてきました。つまり貴音ちゃんと希崎さんは取り返されちゃった。てへ」

「てへ、じゃねえよ！　俺おれは戦おうとしたんですよ！　だけどコイツが……！」

　剣護がくろとらくんの頭を軽く小こ突づいた。

　困惑しつつ、羽矢多は内心で安あん堵どする。元々、貴音達を撃うったのは皓こう月げつの判断であり、羽矢多は彼女達を見逃すつもりだった。

　もちろん、その安堵を顔に出すことはない。

「伏兵だと？　相手は誰だれだ？」

　陣じん内ない時とき緒おが、眠たげに眼めをこすりながら首を傾かしげた。

「んと……見えたのは榊さかき真砂まさごと、フローラと……あと暗がりに何人か隠れてた。二人さえ置いていけば見逃すって言われて、騎士があっさり降参して──そんな感じ？」

　羽矢多は眉まゆ根ねを歪ゆがめた。これは騎士の判断を責められない。

　榊真砂は、かつて山やま之の内うち派に属していた凄すご腕うでの異能者だった。現在は榊糾ただすというフリーの神しん群ぐん研究者の養よう子しとなり、各派閥とは距離をおいている。

〝千界の鍛か冶じ師しルールーブ〟の加か護ごを受けた彼の手指は、あらゆるものを切り裂く強力な武器であり、パナンゾロン系の装甲さえ役には立たない。

　不満げな剣護の肩を叩たたき、羽矢多は唸うなった。

「飛び道具の援護なしで奴やつの相手をするのは無茶だぞ、剣護。気に病やむな。騎士の判断で正解だ」

　異能者の戦いには相性の問題も大きい。剣けん護ごも時とき緒おも接近戦向きの能力しか持っていないが、こと接近戦において、榊さかき真砂まさごと真正面からやり合える異能者などそう多くはない。羽は矢や多たでさえ、仮に戦うとなればまず距離を確保する。

　皓こう月げつが細い指を顎あごに添えた。

「榊真砂……確かフローラ達と同じ〝実験室の子供〟ですよね？　貴たか音ねを保ほ護ごしに来たのでしょうか」

　フローラと貴音は、翁おきな居い夢ゆめ路じのケーキ屋、点てん心しん華か心しんで昔から生活を共にしている。真砂も紅あか街まち中華街で細工物の店を経営しており、それぞれ関係は親密なはずだった。

　それに加えて、彼らが動く理由はもう一つある。

「確かに貴音の保護も目的だろうが……皓月、根ね黒ぐろを捕らえたと言っていたな？」

「はい。あ……そういえば、彼も甲こう院いん派の実験室出身でしたね」

　根黒桂けい──彼は少し前まで、羽矢多の警けい備び会社にも出向していた。

　失しつ踪そう騒さわぎには巻き込まれず脱出し、本来の上司の元に戻った彼は、その後は玲音れいん達の監視任務についていたらしい。

　その護送中に皓月が彼らを襲おそい、現在、根黒は虜りよ囚しゆうの身となっている。

　件くだんの真砂やフローラ達と根黒の間には、一つの共通点があった。

　かつて彼らは、甲院派という派閥の中で理り不ふ尽じんな人体実験を受けていた。

　多くの子供が実験の失敗によりあっさりと殺されていったが、そのあまりの惨状を見かねたキャラバンが甲院派を粛しゆく清せいし、根黒や真砂達は危ういところで命を拾った。

　幼くして共に生死の境をくぐり抜けた彼らの間には、歪いびつなまでに強固な絆きずながある。

　おそらく彼らは、埠ふ頭とうで根黒桂の捜索をしていて、その最中に剣護達と鉢合わせしたのだろう。

　続いて鷹たか丸まる達も空から甲かん板ぱんに降り立った。

　拳けん闘とう士しの翼つばさと獅し子しの雪ゆき菜なはどちらも涼しい顔をしていたが、その心中はキャラバンへの闘とう志しで燃え上がっている。

　少し暴あばれたことで往年の勘かんを取り戻したのか、今は年格好に似合わぬ風格さえ漂ただよわせていた。

　どちらも接近戦向きの能力だが、この両者の立場にはちょっとしたずれがある。

　獅子は基本的に皇帝直属の護ご衛えいであり、ブロスペクトに対する忠誠心が異常なまでに強い。

　一方、拳闘士は闘たたかうことに人生の意義を見いだす根っからの戦士である。

　獅子は皇帝の命令ならばどんな内容にも従う。女子供を殺せと言われれば、それこそ飢えた猛もう獣じゆうさながらに容赦をしない。同時に気が短く、ことに〝皇帝に敵意を持つ者〟に向き合うと、我を忘れて相手を殺してしまいやすい。

　しかし拳闘士は、皇帝のために死ぬことは恐れないが、たとえ命令を無視してでも非戦闘員相手には手加減をする。場合によっては正々堂々と勝負をするために、相手にあわせた戦い方をすることさえある。

　皓こう月げつが羽は矢や多たの部下だった雪ゆき菜なを外し、あえて〝拳けん闘とう士し〟を羽矢多につけたことには、二つの意味があった。

　一つには、拳闘士ならば、たとえ玲音れいん達が抵抗しても殺すことはないという判断がある。

　もう一つの理由は、皓月がこれから五日間のうちにとる作戦にあった。

　キャラバン内の、非戦闘員の襲しゆう撃げきと殺害──

　これはキャラバンの戦闘力の大半を、〝非戦闘員の護ご衛えい〟に縛しばり付けるための措そ置ちだった。

　非戦闘員が無差別に襲おそわれれば、キャラバンは組織として、彼らを守るための戦力を割さかざるを得ない。何もしなければ組織としての求心力を失うし、そもそも〝互助組織〟たるキャラバンの存在意義すらなくなってしまう。

　護衛に割く戦力が増えるほど、皇帝一派に対する追跡能力は落ち、リコルドリクの探索も手て薄うすになる。家族がいる異能者の中には、組織の指示よりも家族の安全を優先する者も多いだろうし、自衛のために水みな門と市しを離れる者も出るはずだった。

　そうした組織を下で支える人間達が大量に離脱すれば、キャラバンの組織力はがた落ちとなる。どう転んでも、皓月にとって損はない。

　守る者がいれば人は強くなるなどとまことしやかに言う者もいるが、逆にそれらが足あし枷かせとなり、敵にとっては狙ねらうべき弱点になることも往々にしてある。

　弱い部分を狙うことは、作戦としては定番だが、拳闘士はおそらくいい顔をしない。任務に忠実な獅し子しとは違い、場合によっては任務をボイコットする可能性すらあり、それゆえに彼女は羽矢多の手伝いに回された。

　それぞれ違った意味で物ぶつ騒そうな二人を運んできた鷹たか丸まるは、肩こりをほぐすようにゆっくりと首を回した。

「いやまったく──この船の女性陣はおっかないのばっかりだな。まさかお前のいかつい顔にほっとするとは思わなかった」

　彼も陽動任務の最中、獅子と拳闘士の戦いぶりを間近で見てきたのだろう。

　以前の鷹丸なら言わない類たぐいの冗談だったが、羽矢多もつい真顔で頷うなずいてしまう。

　皇帝の静しず枝え、女王の香か恋れん、将軍の皓月──この三人に加え、拳闘士に獅子の石までもが若い娘に宿ってしまった。

　世間のほぼ半分が女性であり、宿やど主ぬし全体で見れば男女比にさほど大きな差はないはずだが、目立つ石に女性が集中してしまった感はある。

　そして、もう一人──

　鷹丸達より遅れて、眼下のボートから梯はし子ごを伝い、甲かん板ぱんに登ってきた若い娘がいた。

「皓月姉ねえ様さま！　ただいま戻りました！」

　甲かん高だかく媚こびた声と共に、その小柄な娘は羽矢多達を無視して真っ先に皓月へと飛びつく。

　ショートカットの銀髪、海兵のような長ズボンに無骨なブーツ、無地のタンクトップにサバイバルベストという出いで立たちで、服装だけは軍人のようだがあまりに若い。

　周囲の眼めをまるで気にせず、彼女は皓こう月げつのビキニの谷間に頬ほおをすりよせ、子猫のように甘えだした。

　皓月も手慣れたもので、その頭を撫なでながらにっこりと微ほほ笑えむ。

「お疲れさま、モニカ。陽動任務、大変だったでしょう？」

「ちっともです！　キャラバンの連中、あたふたしちゃって見み物ものでした！」

　傍はた目めにはいかにも仲なか睦むつまじい様子だったが、うっかりその心中を見てしまった羽は矢や多たは、目眩めまいの末によろけてプールへ落ちそうになった。

（こ、この娘……！）

　何はともあれ──モニカという娘は、この機に乗じて皓月の胸の感触を楽しむことしか考えていない。

〝プールあがりで水着の姉ねえ様さま！　姉様さいこー！　姉様かわいいぃ！　あーもう、なんでこんなに素敵なの、皓月姉様ってば！　肌はつやつやだし胸は柔らかいしどこもかしこもいい匂においだし夜は優しいし愛あい撫ぶは丁てい寧ねいなのに責める時はドＳだし、もう姉様だけいればいいっていうか、なんか他ほかの連中マジいらねー！　私の姉様に近づくな！〟

　羽矢多は目め頭がしらをぐっと押さえる。

　疲れ切った頭に、このテンションの高さは堪こたえた。

　モニカという娘は皓月の腹心だと聞いていたが、この様子を見る限り、単なる上司と部下ではなく爛ただれた関係にあるらしい。

　他人の趣しゆ味み嗜し好こうをとやかく言うほど羽矢多も野や暮ぼではないが、しかし物事には程度というものがある。

（よりにもよって、この娘が……〝見張り番〟か──）

　頭の痛いことに、心の声がそう語っていた。

　石としての過去の記憶も残っているようだが、皓月に対する好意が、皇帝に対する忠誠心を完全に凌りよう駕がしてしまっている。

　モニカの頭を抱えるようにして撫でながら、皓月が羽矢多に流し目を送った。

「羽矢多さん、明日からの私達の仕事は、主に三班に分かれます。まずは、キャラバンの非ひ戦せん闘とう員いんを襲おそい、相手に防戦を強しいるための戦闘班。それから、金の記憶の彫金師リコルドリクと、まだ覚かく醒せいしていない宿やど主ぬし達を捜索し保ほ護ごするための探索班。羽矢多さんは、この探索班の管かん轄かつで〝記録者〟の捕ほ獲かくを進めるための別働隊という扱いになります。戦闘班の指揮は私が、探索班の指揮は神かみ竹たけ先生に任せますわ」

　神竹が横から口を挟む。

「本当は羽矢多さんにお願いするはずだったんですが……月つき代しろ玲音れいん達の捕ほ縛ばくを優先するということで、私が代役になりました。彼らの捕ほ縛ばくが済み次第、交代してください」

「いや、指揮は君がそのまま続けてくれ。途中で交代しても混乱を生みそうだ」

　白衣の青年は申し訳なげな苦笑いを返した。

「すみません、羽は矢や多たさん。私はリコルドリクが見つかった後は、その研究に回りたいんです。それが皓こう月げつへの協力を決めた理由でもありまして……私の本分は、あくまで迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究です。探索班の指揮は、水みな門と市しの地理とキャラバンの……特に山やま之の内うち派の内情の両方に精通していないとまずいんですが、この条件を満たしてなおかつ指揮能力もある人員となると、後は鷹たか丸まるさんくらいしか……」

　ニヤニヤと流れを見守っていた鷹丸が、ここでびくりと反応した。

「いきなり俺おれに振らないでくださいよ、神かみ竹たけ先生。そもそも俺は第三班です」

「ああ、そういえば三つに分かれると言ったな？　戦せん闘とう班と探索班、もう一つは──」

「〝皇帝〟の安全確保も兼ねて、キャラバン主要幹部の動きを見張る諜ちよう報ほう班です。燕えん人じん・張ちよう燕えんや腐食のメリアのような、化け物じみた異能者が今後も皇帝を狙ねらってくるはずですから、その動きをきちんと把握しておく必要があります。基本的には宿やど主ぬし以外の、私の部下達や内通者が主な任務にあたりますが、鷹丸さんは山之内派と文ふみ槻つき派の内情に詳しいですし……緊きん急きゆう時には空も飛べて、なおかつ元々の異能も役立ちます。その真価は、羽矢多さんが一番よくご存知でしょう？」

　鷹丸の本来の力は、喉のどの奥に相互に連絡が可能な〝通つう信しん球きゆう〟を生成するという地味なものだった。瑠る璃りの都の鐘かね打ち・レティスマという神群からの影えい響きようで、要するに自前のトランシーバーに近い。

　小型の携けい帯たい電話が普及してしまった現代では、もはや時代遅れの能力だが、電波を利用しないために盗聴が不可能で、なおかつアンテナ圏外の地域でも使用可能という利点は残っている。

　羽矢多の警けい備び会社で経理を担当する鷹丸は、「なにより最大の利点は基本使用料と通話料がかからないこと」とも自じ虐ぎやく的に言ったが、機械と違って故障がなく、どんな環かん境きようでも安定して使える上に通話記録も残らないとあって、裏の仕事では今も重宝されていた。

　その能力の都合上、鷹丸宝ほう泉せんもキャラバンの仕事では諜報的な役割をこなすことが多い。宿主達の中では、おそらく彼と皓月が最もその道に精通している。

「つまり、戦闘班の指揮は皓月、探索班は神竹、諜報班は鷹丸ってことでいいのか？」

「馬ば鹿かを言え。諜報班は皇帝がそのまま指揮をとる。俺はその補佐だ」

　羽矢多は眼めを剥むいた。

「いや、待て。静しず枝えちゃんにそんな技能は……」

「〝皇帝〟ですわ」

　じゃれつくモニカをあやしながら、皓月が薄うすく笑った。

「羽矢多さんは、語かたり部べとしての記憶が曖あい昧まいなようですが──かつての〝皇帝〟なら、諜報活動の指揮くらいは難なんなくこなします。そろそろ認識を改めてくださいね？　今の静しず枝えさんは、貴方あなたの助けを必要とする女の子ではなく……私達の〝主あるじ〟です。少なくとも私は、彼女に臣下としての礼と忠節を尽くす覚悟ですわ」

　羽は矢や多たは背筋に寒気を覚えた。

　静枝の変化を強調されたためではない。

　むしろ羽矢多が恐怖を感じたのは、皓こう月げつのその言葉が、紛まぎれもない〝本音〟だったためだった。

　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな周しゆう皓月が、本気で静枝を主として認めている──語かたり部べの能力によって、羽矢多はその事実を否いや応おうなく察してしまう。

　以前の皓月を知る者にとって、それは有り得ないことだった。

（皓月が他人に仕つかえるなど……石の影えい響きよう力りよくというのは、ここまで強いものなのか!?）

　宿やど主ぬし達の多くが、安あん穏のんたる生活を捨てていとも容た易やすく合流してきた理由に、羽矢多は今更ながら合点がいった。

　石の本当の力は、それによって付加される能力だけではなく──むしろ〝人の意志〟をも変質させてしまうことにある。剣けん護ごや時とき緒お、神かみ竹たけ、あるいはクレアの石のように、記憶が残っていない石にはその効果もなさそうだが、少なくともこの船に乗り込んでいる大半の者はその影響を大きく受けていた。

　全すべての首しゆ謀ぼう者しやに見えた皓月ですら、その実体は〝石〟による操あやつり人形なのかもしれない。

（俺おれは……俺は正常だと、言い切れるか？）

　羽矢多は自問する。

　語り部の石には、おぼろげながら過去の記憶がある。その影響を自分が受けていないとは限らない。

　モニカよりも更に遅れて、ボートから別の宿主達も梯はし子ごを登ってきた。

「英えい太た郎ろう、上見たら殺すわよ？」

「わかってるって。玲音れいんじゃあるまいし、こんなことに命をかけてたまるか」

　その二人のことを羽矢多は知っている。

　猟犬・宗むな方かた英太郎と、弓使い・胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華か──どちらもキャラバンとは無む縁えんの高校生だが、今は石の力に目覚めてしまった。

　猟犬の嗅きゆう覚かくはこれから玲音達を追う上でも役に立つはずで、その意味では心強い。

　それでも、羽矢多にとって彼らはあくまで〝高校生〟であり、認識としてはまだ子供だった。間違ってもキャラバン相手に殺し合いなどさせたくはない。

　甲かん板ぱんにあがってきた制服姿の二人と、羽矢多の目が合った。

　英太郎は苦笑を見せたが、姫想華はじっと睨にらみを利きかせてくる。

「あ、どーも。聞きましたよ。玲音とクレアに逃げられたって──」

「玲音れいんはともかく……クレアまで逃がしちゃうってどうしてですか？　貴方あなたが連れて行ったはずでしょ？」

「……返す言葉もない。想定外の事情が重なった」

　英えい太た郎ろうが気さくに笑った。

「いいじゃないすか、別に。玲音はいい奴やつですから、ちゃんと話せばわかってくれますよ。玲音さえこっちに来るなら、クレアもついてくるはずですし──」

　英太郎の言葉に、姫ひ想そ華かが不ふ機き嫌げんな舌打ちを漏もらす。

「……あんなエロ坊主の何ど処こがいいのかしら……別に悪い奴じゃないっていうのは認めるけど、クレアには釣り合わないわ。野球部やサッカー部のエースやら大金持ちのボンボンやらのアプローチを断りまくって、よりにもよってあんな普通の──付き合いが古いってだけじゃない」

　辛しん辣らつな言葉の背景には、玲音に対する嫉しつ妬とがある。彼女はクレアのことが好きらしい。

　皓こう月げつとモニカの爛ただれきった関係を目まの当たりにした後では、むしろ甘あま酸ずっぱく健全な青春のようにも感じてしまうが、よくよく考えてみればこちらもやや歪ゆがんでいる。

　英太郎は苦笑しつつ、彼女の肩を軽く押さえた。

「そう言うなよ。玲音はいい奴だぜ？　セクハラまがいの冗談は飛ばしても浮気とかしないタイプだし、境遇に愚ぐ痴ちを言わずに前向きに努力できるってのは、それだけで凄すごいと思うけどな」

「……名前のことでグチグチ言ってたのは何？　あれって境遇への愚痴じゃないの？」

「あれはまあ……地味な持ちネタみたいなもんだろ」

　そんな軽口の応酬に、この事態への悲壮感などは欠片かけらもない。彼らの精神もまた、自我は残しつつ石の影えい響きようによって〝猟犬〟と〝弓使い〟に変容していた。

　羽は矢や多たは改めて考え込む。

　──今の自分が〝静しず枝え〟を心配しているのか、それとも〝皇帝〟を心配しているのか。

　あるいは〝玲音〟を案じているのか、〝記録者〟を案じているのか。

　どちらの比重がより重いのか、はっきりとはわからない。

　心の表面では、まだ静枝や玲音のほうが圧倒的に大切だと思い込んでいる。しかし深層心理では、〝皇帝〟と〝記録者〟に対する親愛の情も否定できない。

　──そんな〝優柔不断さ〟こそがかつての語かたり部べの性格だったことに、今の羽矢多寿とし宗むねは、まだ気づいてすらいなかった。
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　小学生の頃ころ、月つき代しろ玲音れいんには初恋の相手がいた。

　ただし名前は知らない。

　それどころか顔も声も知らず、それが果たして恋と呼んでいいものだったのかどうか、玲音自身にもよくわかっていない。

　その〝誰だれか〟との些さ細さいな交流は、妹の世話で忙しい彼のちょっとした日課になっていた。

　きっかけは偶然だった。

　両親が亡くなり、祖父母に引き取られた後、玲音は用心のためにと携けい帯たい電話を持たされた。

　あまり使う用事もなくしばらく持て余した末に、彼の元に一通の間違いメールが届いた。

　最初の文面はよく憶おぼえている。




〝パパ、今度はいつ帰ってくるの？〟




　玲音のメールアドレスは、当時よく聴いていた曲のタイトルに、自身の生年を組み合わせたものだった。

　間違いメールが届いたことには驚おどろいたが、後になって思い返せば人とかぶりやすいアドレスではあった。

　もう少し年を重ねていれば、それが迷惑メールや詐さ欺ぎの第一段階かと疑っただろうが、その頃の玲音にはまだそうした知識もなかった。

　相手に間違いであることを知らせようと、玲音は即座に返信した。




〝メールアドレスがちがうみたいです。お父さんは仕事が忙しいのかな？　はやく帰ってくるといいね〟




　それから三十分ほども経たってから、次のメールが届いた。




〝ごめんなさい。パパはもういません〟




　幼い身ながら、玲音はその短い文面からいくつかのことを悟った。

　差出人の父親は死んだか、あるいは離婚したのか──いずれにせよ、傍そばにはいない。

　そして最初の間違いメールは、その寂しさを紛まぎらわせるための、返信が来ないことを前提にした慟どう哭こくのようなメールだったらしい。

　しばらく迷った末に、玲音はまた返信し、その日から互いの素性を知らないままの奇妙なメール交換が始まった。

　玲音のメールアドレスと間違いメールの正確なアドレスとは、ハイフンの有無しか違いがなかった。

　曲名が一致したのは偶然、数字の部分は娘の生年だったらしく、つまりメールの相手は玲音れいんと同年代だということもわかった。

　相手がわからない気安さも手伝って、互いにちょっとした相談相手になり、学校のことや日々のこと、友人のこと、いろいろな話題で他愛のないやりとりが続いた。

　少女のほうは特に、友人が少ないことや体が弱いこと、母親との接し方などプライベートな悩みを多く抱えていた。

　その悩みを吐と露ろされた玲音も同年代だけに、たいした返答はできなかったが、かえってそれで良かったのかもしれない。彼女の悩みは回答を求めてのものではなく、誰だれかに吐き出すことで自分の思考を整理しているような節もあった。

　彼女は玲音のことを、メールアドレスの頭文字から〝Ｋくん〟と呼んでいた。

　玲音は彼女のことを、同じくメールアドレスの頭文字から〝Ａさん〟と呼んでいた。

〝Ｋくんはやさしいね。私、男の子って苦手だけどＫくんは好き。貴方あなたみたいな人が傍そばにいてくれたらいいのに〟

　そんな赤面しそうな、子供にしては背伸びしすぎた内容のメールも届いた。

　相手がわからない上に、自分のことも知られていないからこその内容だったが、文面から伝わる相手の繊せん細さいさや優しさに、玲音もいつしか淡い好意を持つようになっていった。

　ただ、当時の彼にとって一番に大切なのは二つ年下の妹の世話だったこともあり、その初恋はあくまで淡いまま、いつしか相手からのメールが途絶える形で終わった。

　そのメールが途絶えた前後のこと──

　彼の周りで、一つ奇妙な事件があった。

　ある秋の日の夕刻。

　足の悪い祖母に代わって夕飯の買い物に出た玲音は、人ひと気けのない公園で、同級生の文ふみ槻つきクレアを見かけた。

　彼女はハーフの美少女として目立つ存在だったが、交友関係は狭く、数人の女子としか話さない子供だった。

　そもそも容姿が整いすぎていて近寄り難がたい印象もあり、玲音もさほど親しくはなかった。何度か話しかけたことはあるが、必要最低限の短い受け答えは成立するものの、まともに視線も合わないままで会話が途切れた。ほとんど敵視されていたようにも思うが、それは玲音に限ったことではなく、大半の男子が似たような扱いだった。

　その少女が公園のブランコに座り、携けい帯たい電話からメールを打っていた。

（あ、文槻さんだ……今日は車じゃないんだ）

　いいところのお嬢じよう様さまらしく、彼女は小学校の行き帰りはいつも車で送迎されていた。さすがに日曜日はそこまでしていないらしい。

　携けい帯たい電話を覗のぞき込みながら、彼女は文面に迷うようにしきりに打ち直しをしていた。遠くから見ていても、首を傾かしげ、文面を読み返し、削除する動きがはっきりとわかる。

　どことなく冷たい雰囲気の漂ただよう日ひ頃ごろの彼女とは違い、思い悩む様が妙に可愛かわいらしい。

　見み惚とれそうになった玲音れいんが、ふと立ち止まった時──

　ブランコに座ったクレアに、ゆっくりと近づく者達がいた。

　風体は怪しくない。サラリーマン風の中年男と、Ｔシャツにジーパンの若者で、街を歩いていれば誰だれも気にしない格好である。

　ただ、彼らが向かう先にはクレアがいるだけで、公園の出入り口も方向が違う。

　玲音は咄とつ嗟さの判断で、彼女に声をかけた。

「文ふみ槻つきさーん！　こんなとこで偶然だね！」

　近づく者達がクレアの知り合いならば、顔をあげた彼女がそう気づくだろう。

　相手がただの不ふ審しん者しやならば、玲音という目もく撃げき者しやの眼めを避さけて逃げるかもしれない。

　玲音は携帯電話を握りしめ、いざという時に備えつつ、公園の出入り口から彼女に手を振った。

　玲音の存在に、男達はびくりと反応した。

　互いに顔を見合わせた後、素早く別方向へ視線を逸そらす。

（この人達……変だ）

　少なくとも文槻クレアの知り合いではないらしい。

　呼ばれて携帯電話から顔をあげたクレアは、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔で玲音を睨にらみつけた。

「……月つき代しろくん？　……何か用？」

　思考の邪じや魔まをされたことに腹を立てている様子だったが、玲音は構わず、彼女に駆かけ寄った。

「文槻さん、そろそろ夕方だよ。帰るなら送るけど──」

　クレアが眉まゆをひそめた。

「え？　……いいよ、そんなの。一人で帰れるし、放っておいて」

　声こわ音ねは冷たい。だが、玲音にしてみればそれどころではない。

　行動に迷う男達の脇わきをすり抜け、玲音はブランコに座ったクレアの腕を掴つかんだ。

「そう言わずに、ちょうど話したいこともあったし……一緒に来てよ」

「や……！　ちょっ……！　触らないで！」

　手をふりほどこうとするクレアに辟へき易えきしつつも、玲音はとりあえず彼女を立たせ、公園を出る方角へと誘ゆう導どうしはじめた。

（ただの変質者なら……きっとこれであきらめ……）

　サラリーマン風の中年男が、意を決したように玲音の前に立ち塞ふさがった。

　同時にジーパン姿の若者が二人の背後に回る。

　クレアもようやく気づいて、不安げに声を漏もらした。

「え……な、何？　月代くんの……知り合い？」

「違う！　文ふみ槻つきさん！　走って！」

　声をあげると同時に、玲音れいんはクレアの手を引いて横方向に走り出した。

　その方向に公園の出入り口はないが、遊具の鉄棒を抜けた植え込みの向こう側が、そのまま道路になっている。

「このガキ！」

「こっちは命がけなんだ！　邪じや魔まをするな！」

　男達が荒々しく喚わめいたのと同時に、玲音の背中に焼けるような痛みが走った。

　鞭むちのようなもので打たれた──と知ったのは後日のことで、何が起きたのかわからないままに、玲音はその場で転ばされる。

　それでも転びながら、彼はクレアの背中を必死に押した。

「ふ、文槻さん、逃げて……！」

　唐突な事態に、彼女は驚おどろき立ちすくんでいた。

　クレアが持っていた携けい帯たい電話を取り上げつつ、ジーパンの男が彼女を捕まえる。

「携帯はＧＰＳ付きだ。ここに捨てていけよ」

「わかってる。おい、こっちのガキは？」

「連れて行く理由もないし、警けい察さつを呼ばれると面倒だ。殺……」

　騒さわぎを聞きつけたか通りがかりか、道路側から主婦らしき中年女性が怒ど声せいを張った。

「ちょっとあんた達！　子供相手に何を……！」

　舌打ちと共に、男がクレアの携帯電話をその場に叩たたきつけ踏ふみ折る。

「逃げるぞ！　もうそいつは放っておけ！」

「おう！」

　倒れ伏した玲音を無視して、二人の男は硬直したクレアを担かつぎ、公園の外に停とめてあった車へと運び込んだ。

「誘拐！　誘拐よ！　誰だれか来て！」

　主婦が叫んだが、車は素早く走り去る。

　そして玲音はその場に伏したまま、激げき痛つうに耐たえつつ警察が来るのを待った。




　──結果として、この誘拐劇げきはあっという間に解決した。

　クレアが男達に捕まる直前。

　玲音は彼女の背中を押したと同時に、その服の隙すき間まに〝自分の携帯電話〟をこっそりと滑すべり込ませておいた。

　クレアの携帯を壊こわした男達も、この二台目の携帯電話にまでは気づかず、そのＧＰＳ機能から潜せん伏ぷく場所が発覚した。

　すぐ近くの文槻総合病院に担ぎ込まれた玲音はそのまま入院となり、夜になってから保ほ護ごされたクレアとも再会した。

　彼女の母親とも、その時に初めて会った。

　電動車くるま椅い子すに座った美しい金髪の女性で、一児の母親とは思えない若さだったが、確かにクレアとよく似ていた。

　事件のために怪け我がをした玲音れいんに対し、彼女は涙ながらに感かん謝しやの言葉を紡つむいだものの、誘拐を防げなかった玲音にしてみれば、むしろ心苦しい気分だった。

　母親と一緒に現れたクレアは、玲音が仕込んだ携けい帯たい電話を震える手で握りしめ、消え入りそうな小声で呟つぶやいた。

「あ、あの……ありがとう。あと……ごめんなさい。私のせいで怪我……」

　──彼女の無事な姿に、玲音は心底ほっとした。

　気の利きいたことは何も言えず、その場はあたふたと応対したが、クレアの側も態度が不ふ審しんだったことを憶おぼえている。

　特に携帯電話を返される直前、彼女は小声で再度謝あやまった。

「えっと……ごめん。携帯、少しだけ見ちゃって……ち、違うの！　さっき車の中で、ちょっとだけ借りて月つき代しろくんの家族の人にお礼とおわびの連絡をしようとしたら、うっかり履り歴れきが出てきちゃって……」

　さほど恐きよう縮しゆくするようなこととは思えない。そもそも携帯を預けたのは玲音自身であり、見られて困るものも特になかった。

「ああ、うん。別に気にしないよ」

　寝台に半身を起こした玲音は気安く応じたが、クレアは真っ赤になって俯うつむいている。

「それで……あの……そ、その……月代くんは、知ってたの……？」

　彼女の声は震えていた。何のことかと首を傾かしげつつ、玲音は反応を返す。

「知ってたって何を？　……ああ、相手が身代金目的の誘拐犯だったってこと？　いや、見かけた時に怪しい人だとは思ったけど、さすがにそこまでは……」

　つい先程、玲音は病院のスタッフからそんな事情説明を受けた。

　クレアはもじもじと落ち着かない。

「そ、そうじゃなくて、その……私のことで……」

「ああ、文ふみ槻つきさんがここの病院の子だって話？　そりゃ、有名だったし、そんなに多い名字でもないから知ってたよ。ていうか、学校じゃ知らない人とかいないんじゃないかな」

　彼女の金髪と端たん整せいな顔立ちは、学校どころか街の中でも目立つ。

　玲音のこの答えを受けたクレアは、思い悩むように視線を惑まどわせた後、決意したように深く一礼した。

「あの……助けてくれてありがと。本当に──」

「……むしろ助けるどころか、こんな体ていたらくで逆に申し訳なくて……」

　ベッドの上の玲音れいんは苦笑いしか返せない。

　クレアの母親がにこにこと笑いつつ、涼やかな声を紡つむぐ。

「何言ってるの？　玲音くんは命の恩人よ。貴方あなたの機転のおかげで、この子の居場所をすぐに把握できたんだもの。もしも貴方があの瞬しゆん間かん、あの場所を通っていなかったら、本当にどんなひどいことになっていたか……玲音くん、ありがとう。できれば……これからもうちの子と仲良くしてあげてね」

　今まではまったく親しくなかったため、「これからも仲良く」というよりは「これからは仲良く」といったほうが正しいはずだが、そこは社交辞令として流す。

「あ、はい。ていうか……文ふみ槻つきさん、疲れてるんじゃない？　なんかいつもと雰囲気が違……」

「そ、そんなことないよ？」

　声を裏返らせるその様子は、つんと澄すましたいつもの彼女とは明らかに違う。

（学校では不愛想な性格だと思ってたけど……意外に表情豊かな子なのかな……？）

　そんな感想すら湧わいてきた。

　クレアと彼女の母親が去った後、玲音は深夜の病院から、いつもの相手にこっそりとメールを打った。

　返信は来なかった。
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　窓の外からチュンチュンと聞こえるスズメの鳴き声によって、玲音はうっすらと眼めを覚ました。

　空気が妙に優しい。

　自室とは違う快適な温度と湿度、それによく知っている甘やかな匂においが、通常時と比べて有り得ない濃のう度どで玲音をほのかに包んでいる。

　外は既すでに明るく、室内の様子ははっきりと見えた。

　自室ではないが、いつぞやの保健室でもない。もちろん香か恋れんの部屋でもないが、どことなく見覚えがないわけでもない。

　気づけば、腕にあたった柔らかい感触がやけに生々しい。

「ん……んん……」

　すぐ耳元で聞こえた可愛かわいらしい寝ぼけ声に、玲音は頬ほおをひきつらせた。

　つい数日前にも、似たような状況で目が覚めた。この猛烈な既き視し感かんが気のせいであるはずはない。

「……ク、クレア!?」

　二度目はさすがに学習していた。

　慌てて跳ね起き、玲音れいんはベッドの上を確認する。

　そこにあった光景はしかし、彼の予測を斜め上の方向に突き抜けていた。

　横向きに寝ていた真っ白い肌の少女が、朝日に金髪を輝かせ、ゆっくりと身を起こす。いつものポニーテールではなく、今の彼女は髪を解ほどいていた。

「ふぁ……玲音？　おはよ……」

「ちょ……！　おま……！　いや、落ち着け！　だめだろ！　さすがにヤバいだろそれ!?」

　いつぞやの保健室と状況こそ酷似していたが、あまりに大きく違う点が一つ──

　文ふみ槻つきクレアの上半身は、一いつ糸しまとわぬ裸だった。

　他ほかの部分を確認する前に玲音は真っ赤になって視線を逸そらし、毛布で彼女の体を隠そうとする。

　寝ぼけていたクレアも、ここでようやく自身のあられもない姿に気づいた。

「あれ…………？　え？　────!!」

　あまりのことに声が出ず、クレアは硬直する。

　直後、部屋の戸が開いた。

　そこには二人にとって見慣れた顔があった。

　小柄な体たい躯くと童顔のせいで後こう輩はいに見える同級生、小こ泉いずみ亜あ里り亜あ──

　彼女はやけにじっとりとした眼まな差ざしで、ベッドの上で慌てふためく玲音とクレアを見ていた。

　クレアの細い両腕では隠し切れない豊満な胸と、くびれた腰のラインを凝ぎよう視しした後、亜里亜は抑揚のない声で呟つぶやく。

「……ユウベハ、オタノシミデシタカ……？」

　たちまちクレアが真っ赤になって弁明を始めた。

「ち、違うの！　誤解なの！　ほんとに！　パジャマがちょっと古くなってきてたから、玲音に見られたら恥ずかしいかなって思って！　仕立屋の能力でパジャマ着て寝たはずなのに、起きたら裸になってて……！」

　玲音の頭の中で、記録者が他ひ人と事ごとのように深々と嘆たん息そくした。

〝……当たり前だ。眠ったら仕立屋の能力は解ける。落ち着いて新しい服を出せば良かろうに……いつまで裸でいる気だ、この娘は？〟

「ていうかそもそもここ何ど処こだ!?　クレアの部屋!?　どうして俺おれ、こんなとこに……！」

　唐突に現れた亜里亜の眼差しはあくまで冷たい。

「玲音ー。いいからお前も観念しとけー。来年の今いま頃ごろには無事に生まれてるといいな？　場合によっちゃ赤ん坊抱えて卒業式かー。いやー、リア充怖こええわー。超怖えわー……」

「だからそういうやましい真ま似ねはしていない！　クレアもなんか着ろ！　ほら、仕立屋の力で！」

「いきなり言われても……！　え、えと、服、服──」

　彼女が咄とつ嗟さにまとった衣装は──裸にワイシャツ姿だった。

「ぶっ!?」

　肌は隠れたものの、ぱんぱんに張った胸元のラインは下へ手たをすると裸よりも劣情を煽あおる。

　思わず動揺した玲音れいんと、じっとり眺める亜あ里り亜あの温度差も酷ひどい。

「……おめー、もうわざとやってんだろ？　それもう明らかに狙ねらってんだろ？　朝チュンの直後にその格好ってあざといの通り越していっそすがすがしいわマジで──何か言い訳できるか？　あ？」

　クレアは羞しゆう恥ちで真っ赤に頬ほおを染めつつ、ぷるぷると震えていた。
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「ら、らって……！　き、昨日の騒そう動どうの負傷者で病院のベッドが全部埋まってて……！　玲音は起きてくれないし、仕方ないから私のベッド使うことにして、私はソファとかで寝るつもりだったんだけど、ちょっとだけ試しに横になってみたらそのまま……」

「朝までしっぽりかー」

「違うっ！　ぐっすりだ！」

　少なくとも玲音の記憶は昨夜ゆうべ、タクシーに乗った時点で途切れている。勿もつ体たいないにも程があるが、途中で起きていたら理性を保てたかどうか疑わしい。

「じ、事情はなんとなくわかったけど……てか、亜里亜、なんでこんな朝からクレアの部屋にいるんだよ？　いや！　そもそも昨日、お前ら大丈夫だったのか!?」

　思い起こせば、玲音れいん達が希き崎ざき心しん弥やの〝絵〟の向こう側に閉じ込められた後──亜あ里り亜あ達の乗った車が襲おそわれ、玲音達はそこで皓こう月げつ達に捕まった。

　あの時、希崎心弥はそこそこの重傷で、亜里亜や鉄てつ舟しゆうも道路脇わきで気絶していたように記憶している。

　希崎心弥との〝約束〟を守って、神かみ竹たけは彼らを解放した。

　たった一日しか経たっていないのに、様々なことがありすぎて、やけに久しぶりのようにも思える。

「鉄さんはどうした？　あと希崎先生も……」

　亜里亜が唇を尖とがらせた。

「あー……うん。鉄舟は今、手術が終わって麻酔が切れるの待ってるとこ。希崎先生もだいたいそんな感じ」

「手術!?　そんな重傷だったのか!?」

　蒼そう白はくになった玲音に向け、亜里亜がひらひらと手の甲を振った。

「あ、違う違う。軽い骨折程度だったんだけど、そういうの治せちゃう人がいてさー。希崎先生はもう立って歩いてるし、鉄舟もすぐ起きてくると思うから心配すんな」

　ざっくばらんに応じ、亜里亜はぼふんとクレアのベッドに腰掛けた。

「……つーか私的にはこっちのほうが衝しよう撃げきだわ。飛ばしてんなー、クレア……年とし頃ごろの娘の部屋に男泊まらせて気にしない文ふみ槻つき一族も大概だけど、それをいいことに裸で朝まで抱きついてるとか、もうどんだけ欲求不満なんすか……？　昼休みに飲み物分け合うふりした毎度の間接キスだけでもこちとら食傷気味だってのに、騒そう動どうにかこつけてチャンスを逃さないその貪欲さ、幼おさな馴な染じみはかませ犬なんていう世間の風ふう潮ちようとは無む縁えんのアグレッシブなクレアさんが、私にはもー眩まぶしくて眩しくて……」

「ち、違うからっ！　間接キスとかそんなんじゃないからっ！　今日のこれも狙ねらってたとかじゃなくて……！」

　一転して、亜里亜がにっこりと優しげな微笑を浮かべた。

「天然だったらそんな狙いまくった格好しねーんだよ、ボケ♪」

「……あう」

　裸ワイシャツ姿のクレアが反論に詰まったところで、いつにも増して切れ味鋭するどい亜里亜に、玲音は恐る恐る話しかけた。

「……えーと……クレアの能力の件、もう知ってるんだな……？」

　仕立屋の力は、亜里亜の前ではまだ見せていないはずだった。

　亜里亜は鼻を鳴らして頷うなずく。

「ま、ね。希崎先生から聞いたのよ。絵に入っていった時は制服姿だったのに、絵から出た時は何な故ぜかチアガールの格好だったって。そういうことができる〝石〟は仕立屋だけなんだって？　今、偉い人達が宿やど主ぬしと能力のリストを作ってて、それを元にして作戦立てる気みたい。で、玲音れいん。あんたは〝占星術師〟だよね。その石については記録がないらしくて、能力を確認したいって、文ふみ槻つき先生……ああ、クレアの伯お父じさんが呼んでるんだけど……」

　美術室でついた嘘うそは、キャラバンにまだバレていないらしい。

「いや、能力っていわれても──」

「隠さないほうがいいわ」

　亜あ里り亜あの声が不意に低くなった。

「そもそもね。あんた達が昨夜ゆうべの港湾区画にいたことはもう確認済みなの。クレアは目立つし、キャラバンの中じゃ有名人だから。なのにあんた達は、皇帝一派から逃れて、こうして今、ここにいる──どうやって逃げたの？　あんたの能力、使ったんでしょ？」

　クレアはそのあたりの事情を話していないらしい。憶おぼえていないとでも言って誤ご魔ま化かしたのだろうが、玲音としても説明に困る。

「んー……えーと……亜里亜さん、参考までにうかがいたいんですが、たとえば〝通りすがりの猫さんが助けてくれた〟とか答えたら、俺おれこのまま心しん療りよう内科とか脳の検査とかに回されたりしない？」

「玲音。私は真ま面じ目めな話をしたいんだけど、伝わってない？」

　亜里亜の眼めが鋭するどさを増した。

　玲音はがっくりと肩を落とす。

「……正直、俺もあれって夢だったんじゃないかと思いたいんだけど……埠ふ頭とうに行く途中で、〝星ほし詠よみのエスハ〟って奴やつに会ったんだ……そいつから、星詠みの加か護ごとかいうのを貰もらって──よくわからないうちにその力を使ったっぽい。皇帝の仲間にいた神かみ竹たけって医者は、その猫のことを〝トライハルトの化け猫〟とか呼んでいたけど、まあ……信じられないよな」

　亜里亜がぱちくりと眼をしばたたかせた。

「……ごめん。もしかして、マジ話？」

「うん。マジ話……立って歩いてたけど、見た目は本当に黒猫っぽかった。そいつが黒いでっかい球みたいなのを投げつけてきて──気づいたら、クレアと揃そろって自分の部屋にいたんだよ。で、その後、大量の猫缶を買わされた……」

　玲音は財布からコンビニのレシートを取り出した。

　猫缶二十個分の記き載さいを見て、亜里亜はいよいよ眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……それを信じろって言うの？　いくらなんでも……」

「ほ、ほんとだよ！　私も見たし、玲音は嘘うそなんて……」

　亜里亜がクレアを一いち瞥べつした。

「ごめんね、クレア。貴方あなたのことは信用しているけれど、〝玲音の不利になることは絶対に言わない〟ってことも確信してるから、貴方あなたの証言はあんまり意味ないの。だから──玲音れいん、ちょっと一緒に来て。今の話をもう一度、文ふみ槻つき先生に……クレアの伯お父じさんに話してくれる？　年長者の意見が聞きたいわ」

「それは別にいいけど……」

　玲音はあっさりと頷うなずいたが、頭の隅すみでは記録者が唸うなっていた。

〝キャラバンの幹部か……曲くせ者ものだろうな〟

（俺おれ、クレアの伯父さんて会ったことないんだよな。ここの院長先生で、政財界にも顔が利きく大物らしいんだけど……）

　単なる一病院の院長ではないらしい。それでも、クレアや亜あ里り亜あが信頼している相手ならば玲音も相応には信頼できる。

「クレア、あんたは着替えてから来なさい。仕立屋の能力なんかで横おう着ちやくしないで、ちゃんと普通の服を着てこないと──人前で裸を晒さらす羽目になりかねないからね？」

「う、うん……気をつけます……」

　しおらしくなったクレアを部屋に置き、玲音は亜里亜に導みちびかれ、玄関の扉を抜けた。

　そこはマンションの廊下などではなく、文ふみ槻つき総合病院の一いち隅ぐうである。

　関係者以外立ち入り禁止の区画に、クレアと彼女の母親は専用の居住空間を得ていた。クレアの母親は不在なのか、別室でまだ眠っているのか──いずれにしても気配はない。

「クレアのお袋さん、留守にしてるのかな？」

「文槻先生のところだと思う。あんたらのところに行く前に、さっきすれ違ったから」

　その亜里亜の声には、ほんのわずかな緊きん張ちようが籠こもっていた。

　早朝にもかかわらず、病院の中は妙にざわついていた。

　昨夜ゆうべの港湾区間での、常じよう軌きを逸いつした戦い──その負傷者達が、廊下のそこかしこに置かれた簡易寝台の上に横たわっている。ベッドが満床というのは事実らしい。

　眠る負傷者達の間を行き来する医師と看かん護ご師しには、明らかに疲労の気配が漂ただよっていた。

　亜里亜は、クレア達の部屋から程近い院長室に玲音を連れてきた。

　ノックの後に、いつもよりも真剣な声で名乗る。

「文槻先生、小こ泉いずみです。月つき代しろ玲音を連れてきました」

「ああ、ちょうど話していたところなんだ。どうぞ」

　院長室から響ひびいた声はいかにも気さくだった。

　扉を開けると、そこには五十そこそこの年齢と思おぼしき、とりたてて特徴のない中肉中背の男がいた。

　清せい潔けつな白衣、地味な眼鏡めがね、印象に残らない程度の、美形でも不細工でもない平均的な顔──没個性的な気配すら漂わせるその男が、この病院の院長であり、クレアの伯父らしい。

　彼とテーブルを挟んだ位置には、電動車くるま椅い子すに座ったままのクレアの母親もいた。

　顔立ちはクレアにそっくりで、こちらはいかにも若々しい。四十歳近くにもなって、今でもクレアと並ぶと姉妹に見えてしまいそうな容姿だが、上品なブラウスにロングスカートという落ち着いた服装のおかげで辛かろうじて大人びて見える。

　彼女は玲音れいんの顔を見ると、にっこりと優しげに微ほほ笑えんだ。数年後のクレアを見るようで、玲音はどきりとする。

「おはよう、玲音くん。お正月以来かな？　また背が伸びたね」

　涼やかな声に、玲音は愛想笑いを返した。

「どうも、おばさん。ご無ぶ沙さ汰たしています」

　クレアの母親が不思議そうに小首を傾かしげる。

「んー……玲音くん、私ね。前から思ってたんだけど、その呼び方ってあんまり好きじゃないかも？」

「あー……はい、わかりました。えと、じゃあ、お姉さんで──」

　見た目の若さからして、おばさんと呼ぶには玲音も確かに抵抗がある。

　クレアの母親は、反対側に首を傾げ直した。

「そういうことじゃなくて……〝お義か母あさん〟って呼んでくれていいんだよ？」

　意図がよくわからず、玲音はしばし逡しゆん巡じゆんした。

「あ、はい……じゃ、クレアのお母さん、お久しぶりです」

　クレアの母親が続けて何か言おうとしたが、院長が苦笑混じりにこれを遮さえぎる。

「メリアさん、その話は後でいいかね。やあ、玲音君。久しぶりだ」

（あれ……？）

　親しげに挨あい拶さつをされて、玲音は一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられた。

（あ。そうだ……文ふみ槻つき先生ってこの人か。なんで今まで気づかなかったんだろ）

　玲音は慌てて頭を下げ直す。

「ど、どうも、お久しぶりです、文槻先生。その節はお世話になりまして……」

（その節……その節って、どの節だっけ……？）

　肝心のそこが思い出せず、玲音はわずかに焦あせった。

　目の前にいる白衣の医師は、確かに玲音の〝恩人〟だった。それもかなり親しい間柄で、親しん戚せき以上に世話になっている。もはや父親代わりも同然で、そんな人間を今の今まで忘れていた自分に愕がく然ぜんとした。

　文槻は満面の笑みで立ち上がり、玲音の両肩をぽんぽんと叩たたく。

「いや、すっかり大きくなって見違えたよ。憶おぼえているかね？　君が小学生の時、ほら、うちの庭先で一緒にバーベキューをして──」

（え？　あれ？　あ！　そういえば……）

　玲音が頷うなずきかけた矢先に、傍かたわらの亜あ里り亜あが深々と嘆たん息そくした。

「玲音れいん、返事する前によく考えな。あんたそもそも、バーベキューとかやったことあんの？」

　問われて玲音は自問する。

　──記憶にはないが、忘れているだけのような気もする。

「そ、そりゃもちろん……」

　具体的に何があったかを思い出せないまま、玲音は肯定しようとした。

　たちまち亜あ里り亜あに背中をひっぱたかれる。

「いてっ!?」

「文ふみ槻つき先生も、悪戯いたずらはそのくらいにしてください。こいつ成績はいいけど馬ば鹿かですから、本気で騙だまされます」

　混乱する玲音の前で、文槻が苦笑と共にそっと頭を下げた。

「いや、すまない。からかったわけじゃなくて、私の〝能力〟を知ってもらうには一番手っ取り早い方法なものだから。じゃ、改めて──はじめまして、玲音君。私がクレアの伯お父じで、この病院の院長、文槻雅まさ臣おみだ。君と私は、間違いなく初対面だよ。思い出せないのは当然だ」

「……へ？　あ、あれ……？」

　玲音は素すっ頓とん狂きような声を漏もらした。

　自分は確かに、〝彼〟を知っている──つもりだった。

　子供の頃ころから何度も世話になってきたはずで、具体的にどう世話になったのかはどうしても思い出せないが、ともあれ親しい関係であることは間違いない。

　戸と惑まどう玲音の手をぎゅっと握り、文槻雅臣が片目を瞑つむった。

「混乱しているな。これはね、玲音君。私の体質というか、迷めい宮きゆう神しん群ぐんから与えられた能力なんだ。神群の名は、〝思念の鎖くさり・ラドゥーティ〟──一族の人間はせいぜい、近くにいる相手に漠然とした好意や安心感をもたせる程度で、要するに〝人から好かれやすい〟という小こ狡ずるい力なんだが、私の場合、これが極きよく端たんに発現してしまってね。初対面の相手にさえ、自分が古くからの知人や友人だと錯さつ覚かくさせることさえできる。たった今、実証して見せたとおりだ」

　玲音は唖あ然ぜんとした。

　種明かしをされてもその言葉が信じられず、頭の中で記憶の引き出しを片かたっ端ぱしから探してしまう。

「この力のおかげで、私は初対面の政治家や財界人からも信用を得やすい。今みたいに嘘うそをつかずとも、〝はじめまして〟と挨あい拶さつしただけで、相手はまるで旧知の親友に会ったように錯覚し、ほとんど警けい戒かい感かんをもたれない。面識さえ得てしまえば、後はじっくり交こう誼ぎを結ぶこともできる。とはいえ……あまり人脈を増やすと厄やつ介かい事ごとも増えてしまうから、普段はなるべく地味に生きているけれどね。とりあえず座ってくれ。昨日からずっと、君の話を聞きたかったんだ」

　文槻に勧すすめられるまま、玲音はソファに腰を抜かしたように座り込んだ。

「あの──一族ってことは、クレアにももしかしてこういう力が……？」

　この疑問に、文ふみ槻つきは困ったように首を傾かしげた。

「それがね……この力、私の場合は極きよく端たんだが、今も言ったとおり、本来はもっと地味で目立たない力だ。数値化して測定できるようなものでもないし、正直に言ってクレアにこの力があるかどうか、親族の我々にもわからない。そもそもあの子……素すであれだけの美人だから、もてるのは当然だろう？　どこまでが能力のせいで、どこからが容姿のせいなのか、分けて考えられる話でもない」

　彼の見解は正論だった。

　能力が及ばないはずの写真などを見ても、美的感覚がずれていたり、あるいは特殊な性せい癖へきでも持っていない限り、クレアを見ればほぼ誰だれもが〝可愛かわいい〟と感じる。

　姫ひ想そ華かなどはまさにその例で、初対面の時などは完全に見み惚とれていた。

「ただ、ちょっと人見知りが激はげしいのは……本人もこの力のことを気にしているからだろうな。人から好意をもたれても、素直にそれを信じられない。その点、君は彼女の外見をよく褒ほめてくれるみたいだから、能力云うん々ぬんとは関係なくその好意を信じられるという面もありそうだ。普通は〝外見ばかりでなく中身を見て欲しい〟と言うべきなんだが、ラドゥーティの異能者の場合、その好意が能力への反応なのか本当に中身を見た結果なのか、判別ができない。しかし〝外見〟には能力が介在する余地はないからね。もちろん、君達の仲がいい理由は他ほかにもいろいろあるんだろうが……信じられる要素が複数あるというのは、大事なことだと思う」

　これまでの数々のセクハラ発言──もとい馬ば鹿か正直な発言の多くに、クレアがやけに寛容だった理由を、玲音れいんは初めて意識した。

　隣となりに座った亜あ里り亜あが裏うら拳けんで玲音の肩を小こ突づく。

「余計な気ぃ回すなよ？　あんたならわかってると思うけど、クレアはそういうので同情されたり態度変えられたりすると落ち込むから。絶対に、今までどおりで」

「お、おう……いやでも、そんな大事なこと、なんで俺おれなんかに──」

　文槻が頷うなずいた。

「いずれは知っておいてもらいたいことだったし……こういう騒そう動どうが起きて、我々も会うことになってしまったから、ちょうどいい機会だと思った。君とクレアはそのうち結婚する予定だとも聞いているから、後から知るよりは今のうちに話しておくのがフェアだろう」

「ははあ、なるほ……ど？」

　発言の一部に、聞き流せない単語が混じっていた。

「……すみません、いま、〝結婚〟って言いました？」

「いや？　〝けっこう仲がいいらしいから〟って言ったんだよ？」

　文槻がにっこりと訂正し、玲音は自分の意識過剰な聞き間違いに赤面する。

「す、すみません！　自分ごとき平民がたいへん失礼なことをっ……！」

　騒動が片づいたら耳鼻科に行っておこうと決意しつつ、玲音は慌てて頭を下げる。友人付き合いだけでも恐れ多いというのに、まさに釣り合うはずがない。

　亜あ里り亜あがその背を妙に優しく撫なでた。

「……あんたもちょっと意識改革が必要そうだわ。騒そう動どうが片づいたら覚悟しとけ。ビシバシいくからな」

　何な故ぜかぞっとして、玲音れいんは全身に冷や汗をかく。

　文ふみ槻つきがソファに座り直した。

「で、玲音君。昨日のことなんだが……」

「は、はい。皓こう月げつに捕まった後のこと……ですよね？」

　亜里亜にも話したこれまでの経過を、玲音は改めて文槻に話した。

　たどたどしい説明ではあったが、記録者のことだけは伏せつつ、あらかたの事情を話していく。

　すぐ傍そばではクレアの母親もじっと耳を傾かたむけていた。

「……で、その黒猫がいなくなった後、タクシーの中で寝ちゃったみたいで、そのままここに運ばれて朝まで……ついさっき、起きたところです」

　クレアがどんな状態だったかについては黙だまっておく。

　玲音の説明が終わると、文槻が思案げに唸うなった。不ふ審しんな顔つきの亜里亜に向け、彼は眉まゆをひそめながら片目を瞑つむってみせる。

「亜里亜君。君は知らないだろうが、この不可思議な事例、実は初めてじゃない。つい去年──彼の話とよく似たケースがあったんだ。中東で神しん群ぐんの調査をしていたキャラバンのスタッフが、現地の武装した盗賊に襲おそわれた。運悪く実戦向きの異能者が不在のタイミングだったんだが、その時に突如、妙な黒猫が現れて盗賊団を潰かい走そうさせ──その後、この猫にキャンプの備び蓄ちく食しよく糧りようを根こそぎ持っていかれ、調査継続が困こん難なんとなり帰き還かんした。生還したスタッフは、〝要するにどっちも盗賊だった〟とか言っていたが、これはまあ、命を助けられておいて言う台詞せりふじゃないな」

　最後の付け足しは冗談のように言って、文槻は肩をすくめた。

「ほぼ間違いなく、〝エスハ〟の介入だ。あの占い師の悪戯いたずらは今に始まったことじゃないが……玲音君、災難だったね」

　玲音はなんとも答えられない。どうせ信じてはもらえないだろうと思いつつ話したことが、あっさりと信じられてしまった以上、他ほかに言うべきこともない。

　亜里亜が真顔で文槻に問いかけた。

「ガチなんですか、それ……中東でその猫を召喚したのって、誰だれだったんですか？」

「それは機密だ。答えられん」

「……その人、今も生きているんですよね？」

「それも機密だ。答えられん」

　文ふみ槻つきは苦笑いで同じ返事を繰くり返した。

「わかってくれ、亜あ里り亜あ君。これはあくまで特殊な事例なんだ。キャラバンの異能者は、迷めい宮きゆう神しん群ぐんから血統の影えい響きようを通じて能力を得ている。しかしエスハは、その力を持たない一般人に対し、まるで便利な武器でも与えるようにして〝特殊な力〟を託した。この話が下へ手たに広まると……エスハの信奉者が増えかねん。そういう馬ば鹿かげた事態は避さけたい」

　その言葉に、玲音れいんは妙に納得してしまう。

「わかります。なんかこう……カルト宗教っぽい胡う散さん臭くささが満まん載さいですよね、あの人──」

　文槻が手を叩たたいて笑った。

「同感だ。決して悪いだけの存在ではないんだが、まあ、ああいうのをトリックスターというのかな。いつからこの世界に干渉しているのかわからないが、世界に残るいくつかの民話や伝承はあれの仕し業わざかもしれない。平へい穏おん無事な人生を送る上では関かかわらないのが一番なんだが──君、向こうから眼めをつけられるようなことを何かしたのかな？」

　玲音はぎくりとした。エスハが力をくれた理由はわかっている。

　玲音の中に〝記録者〟がいること。

　また妹の香か恋れんが女王の石に目覚めたことと、片思いの相手であるクレアがキャラバン幹部の親族である点も関係している。

　板挟みともいえるこの状況下で、混乱し行動に迷う玲音の滑こつ稽けいさを少しでも長く嘲あざ笑わらうための〝加か護ご〟だろうが、それらの事情を話してしまうことには抵抗があった。

　特に〝記録者〟が自分の中にいることはまだ隠しておきたい。

「ええと……俺おれの石が〝占星術師〟っていうヤツなんで、親近感があったんじゃないですかね？　ちょうどいい手て頃ごろな駒こまだと思ったとか……」

「ふむ……エスハにはそういう酔すい狂きようなところが確かにある。まあ、ともあれ君はここで離脱だ。君とクレアには、午後から他県に移動してもらう。場所は秘密だが、うちの派閥の保ほ養よう所じよに、騒そう動どうが終わるまで一時避ひ難なんという形だ。亜里亜君と鉄てつ舟しゆう君にも護ご衛えいとして同行してもらう。距離が離れれば、〝見張り番〟とやらの索敵からも逃げられるらしいからね。騒動が長引くようなら、そこから海外へ逃げるのもありだろう」

「えっ!?」

〝それは困る……！　私がここにいなければ、リコルドリクを見つけても石の回収が──〟

　玲音と記録者は揃そろって慌てた。

　もちろん水みな門と市しを離れるわけにはいかない。香恋や静しず枝え、羽は矢や多た、英えい太た郎ろうに姫ひ想そ華かと、放ってはおけない身内が複数いる。

「い、いや、ちょっと待ってください！　クレアはそれでいいとして、俺はその……あ、ほら、学校とかありますし！」

　いくら切せつ羽ぱ詰つまったとはいえ、あまりに酷ひどい言い訳だと発言の後に気づいたが、文槻は不思議そうに応じた。

「ああ、まだニュースを見てないのか？　休校に決まっているだろう。ええと……ほら、読んでごらん」

　差し出されたスマートフォンには、ニュースサイトの記事が表示されていた。

「真夏の異常現象……海面氷結に竜巻、落らく雷らい……水みな門と市し大混乱──う、うわぁ……」

　それらは間違いなく、昨夜ゆうべ、〝皇帝〟が為なしたことだった。

「道路が結構な規模で寸断され、鉄道も一部、破は壊かいされた。時間的に見て、本格的に被害が広がったのは君らが逃げた後だろうな。いやはや……凄すごかったぞ。今の港湾区画は地形まで変わってほぼ廃はい墟きよと化している。ああも派手にやられてしまうと、キャラバンでも情報操そう作さのしようがない。今、各派閥の幹部連中が血相を変えて対策を協議中だ」

　亜あ里り亜あが眉まゆをひそめた。

「文ふみ槻つき派としては、どういう対応をとるんですか？」

「迷っている。一応、夢ゆめ路じさんと歩調を合わせる予定だが、真正面から戦いたくはないな。さすがにあの皇帝の力は規格外だ。うちの最大戦力まであっさり無効にされた」

　夢路という名は玲音れいんも知っている。昨夜の埠ふ頭とうで皇帝の説得にしゃしゃり出てきて、そのまま撤てつ退たいしたよくわからない男だが、記録者の話では彼こそが〝キャラバンの創設者〟らしい。

　電動車くるま椅い子すの上で、クレアの母親が微ほほ笑えんだ。

「あら、本気は出していません。夢路さんが逃げるまでの足止めだけと言われましたし、あの場にはうちの娘と玲音くん達もいましたから、むしろ加減するのが大変だったくらいです」

「強がらないでくれ、メリアさん。殺すわけにはいかない相手には、貴方あなたの力は分が悪い。殺せば石が解放され、近くにいる別の人間に宿る──そんな命を無駄にするようないたちごっこは、私の立場ではとても容認できない」

　メリアと文槻医師のそんなやりとりに、玲音は頬ほおをひきつらせた。

　会話の流れからして──

「あの……違っていたらすみません。昨日の夜の、アスファルトを溶かしながら物もの凄すごい勢いで増殖していた黒い液体って……あれって、まさか──」

　メリアが、クレアにそっくりな顔で首を傾かしげた。

「あら？　クレアったらまだ話していなかったの？　そうよ、玲音くん。あれはパスミオの兵隊。私は、〝小さき者達の王・パスミオ〟の異能者、〝腐食のメリア〟……見てのとおり、あの微生物を遠隔操作するのが私の力。やっぱり……怖い？」

　クレアが妙に青ざめていた理由にも、玲音はようやく得心がいった。

　彼女はおそらく、このことを知られたくなかったのだろう。母親も自分も、化け物扱いされたら──そんな懸け念ねんがあったことは想像に難かたくない。

　だが今の玲音にしてみれば、これはむしろ「朗報」だった。少なくとも、危き惧ぐしていた最悪の事態へ至る可能性が一つ潰つぶれたことになる。

　玲音れいんはすかさず首を横に振って応じた。

「いえ、むしろほっとしました。あんな危ない力、ヤバい人に使われたら大惨事ですけど……クレアのお母さんなら、無茶な使い方は絶対にしませんから。たとえば皇帝が寝ている時に、アレで奇き襲しゆうをかけられたりしたら、香か恋れんや羽は矢や多たさん達をとても助けられません。クレアのお母さんなら、そういう有無を言わせないやり方に走る心配はなさそうですし……もう昨日から、そのことがすげー心配で──」

　玲音の安あん堵どは嘘うそではない。

　これから彼は記録者と共にリコルドリクの探索に移るが、その間に「皇帝一派の全滅」などという形で決着がついてしまっては元も子もなかった。

　クレアの母親なら、娘に危害が及ばない限り無茶なことはしない──そう確信できる。

　文ふみ槻つきが驚おどろいたように眼めをしばたたかせた。

「……そうか。怖くないか……君は、物事の本質を見るタイプなんだな。エスハに気に入られたのも、あるいはそのあたりか──」

　一方で、メリアは華のように微笑する。

「やっぱり玲音くんてば超可愛かわいい……ね、そろそろ本当にうちの子になっちゃわない？　私、玲音くんみたいな息子が欲しいって前から思っ……」

「ママ！　何言ってるの!?」

　扉を開けて飛び込んできたのは、私服に着替えたクレアだった。

　あたふたと混乱した顔色を見る限り、少し前から聞き耳を立てていたらしい。むしろ院長室に入ろうとして、母親の異能の話が出ていたために立ちすくんでしまったのかもしれない。

　愛まな娘むすめに向けて、メリアが首を傾かしげる。

「親子だもの。好みって似ちゃうわよね？」

「いや、何言ってんですか。そういう冗談はいいんで、さっきの件なんですけど……」

　クレアの母親が玲音の前で妙なことばかりを言うのは、基本的に昔からのことだった。

「余よ所そに避ひ難なんって話、クレアはそうすべきだと思いますけど、俺おれは勘かん弁べんしてください。その──妹の香恋を助けないことには避難とかできないです。あと他ほかにも知り合いが何人かいるんで、申し訳ないんですが……」

　文槻が困ったように眉まゆを寄せた。

「しかし、君がいても何もできんだろう？　エスハの加か護ごがあるとはいえ、君は一介の高校生だ。姪めいの大切な友人でもあるし、こちらとしては安全策をとりたいんだが……」

　これ以上、引き留められないうちにと、玲音はソファから立ち上がった。

「あ、すみません、ちょっとお手洗いに……」

　逃げる気満々で嘘をつくと、Ｔシャツの襟えり首くびを亜あ里り亜あに掴つかまれた。

「玲音れいん、そう言わずにゆっくりしていけって──あんた、まだ状況がわかってないわ。もう現時点で、あんたはいろんなヤツに眼めぇつけられてんの。皇帝一派はもちろん、女王の兄で野放しの宿やど主ぬしって時点で、あんたを人質にしたいって連中や、人体実験の材料にしたいって連中までいる。クレアと違ってキャラバン幹部の親族とかでもないから、後うしろ盾だても特にない──昨日の夜はまだだったみたいだけど、今朝はもう自宅もマークされてるはず。わかる？　文ふみ槻つき先生はあんたを保ほ護ごするって言ってるのよ。妹ちゃんや英えい太た郎ろう、姫ひ想そ華かのことは……私と鉄てつ舟しゆうに任まかせて。なんとかするから」

　文槻がひきつった笑顔を見せる。

「いやいや、亜あ里り亜あ君、それもちょっと……クレアの護ご衛えい役が他ほかにいないんだ。別の人員を割さける状況じゃないし、学生同士、君らが一番適任だろう。ここはおとなしく──」

　廊下から、それなりに大人数の足音が近づいてきた。ざわざわとした話し声も聞こえる。

　文槻が言葉を止め、玲音達も同時に黙だまった。

　扉にノックの音が響ひびく。

「文槻君、有う楽らく原ばらです。部下達の治ち療りようが概おおむね済みましたので、お詫わびとお礼にうかがいました」

　それは穏おだやかで人ひと懐なつっこい老人の声だった。

　文槻の目め配くばせを受け、亜里亜が内側から扉を開ける。

　背広姿の部下達を従えた白衣の老人が、にこやかに微ほほ笑えみつつ片手を軽くあげていた。

「や、どうもどうも。メリアさんにクレアお嬢じようさんまでご一緒でしたか。ええと、そちらの少年は……」

　クレアが身を強こわ張ばらせ、同時に亜里亜がさっと玲音の前に立った。

　有楽原という老人は苦笑いし、自身の背後に一いつ瞬しゆんだけ視線を送る。

「山やま路じ君、君のお友達がいますよ」

　呼ばれてぬっと顔を出したのは、玲音の友人、山路鉄舟だった。亜里亜の言っていた手術が終わったらしい。

「鉄さん!?　もう動いて大丈夫なのか!?」

　どんな手術だったのかは知らないが、鉄舟の体には包帯が巻かれている様子もなく、顔色もいつもと変わらない。

　バンダナの下の眼まな差ざしは例によって険けわしいが、これはいつものことである。

「ああ、問題ない。麻酔が完全には切れてないから、少しふらつくが……亜里亜にも、心配をかけた。すまん」

「……ん。まあ、許す」

　珍しく亜里亜が皮肉を言わない。

　文槻医師が歩み寄り、有楽原という老人と親しげに握手をかわした。

「有楽原先生、こちらの怪け我が人にんの治ち療りようまでありがとうございました。なんだかんだで徹てつ夜や仕事になってしまって……さすがにお疲れでしょう。部屋を用意しておりますが……」

「いやいや、それには及びません。こちらこそ、うちの部下達がたいへんご迷惑をおかけしまして──申し訳ない限りです。昨日の病院内での騒さわぎについては、完全にこちらの手落ちでした。治ち療りようのお手伝い程度ではそのお詫わびにもなりませんが、どうかご容赦ください」

　有う楽らく原ばらという老人は、文ふみ槻つきに対してやたらと腰が低い。また文槻のほうでも、その老人のことを丁重に扱っている。

　それでいてクレアや亜あ里り亜あは愛想も見せずに身を堅くし、母親のメリアに至っては無表情で彼らのやりとりを注視していた。

　また、有楽原の背後に控えた背広の男達にも、妙に緊きん張ちようした気配がある。

　二人の医師の穏おだやかなやりとりをよそに、その周りにいる関係者の間では見えない火花が散っているかのようだった。

「そうそう。例の〝皇帝〟の件ですが──十と和わ田だ君の娘だったそうですね。皓こう月げつの暴走に巻き込まれただけとも聞きますが、因いん果がなものです。十和田君の部下だった羽は矢や多た君まで、今は向こう側についているとか。私も上司として頭が痛い限りですよ」

　声が楽しげなせいであまり大変そうには見えなかったが、彼の口から紡つむがれた名前の数々に、玲音れいんはぴくりと反応した。

（この人が……羽矢多さんの上司……？）

　羽矢多の会社、水みな門と警けい備び保ほ障しようには、社長である羽矢多寿とし宗むねの上には誰だれもいないはずだった。

　しかも目の前の老人は、文槻との会話から医者だとわかる。

　記録者が脳内で囁ささやいた。

〝キャラバンにおける上司ということだろう。この有楽原という男は有力な幹部らしい。だが……〟

（……うん。なんか、妙に怖そうな感じだよな……？）

　それは玲音の直感だった。

　本人の物腰は丁てい寧ねいだが、引き連れている部下達にも威圧感がある。また、クレアや亜里亜が見るからに警戒している点も気になった。

（……有楽原って名前、思い出した。昨日、騎き士しの〝くろとらくん〟が言ってただろ？　病院のロビーで俺おれと香か恋れんが襲おそわれた時、有楽原さんの私兵がどうのこうのって……）

〝ああ、拳けん闘とう士しと獅し子しに蹴け散ちらされた連中だな。そうか、あの兵士達の親玉か──見た目より武ぶ闘とう派かもしれん。あまり関かかわりたくないな〟

　その警戒心を察したのか、有楽原が玲音に微ほほ笑えみかけた。

「君は、もしかして──昨日、この病院のロビーにいた子かな？　着ぐるみに連れて行かれたと報告を受けていましたけれど、よく無事に戻ってこられたねえ」

　それは何気ない世間話をするような声こわ音ねだったが、玲音は寒気を覚える。

　クレアの母、メリアが車くるま椅い子すから静かな声を紡つむいだ。

「有う楽らく原ばら先生、彼に御用でしたら、私を通してください。もしも彼に何か危害が及んだ時には──きっとろくでもない光景を見ることになりますわ」

　にこりともしないメリアに対し、有楽原がわずかに肩をすくめた。

「これは怖い──〝腐食のメリア〟のご機き嫌げんを損そこねないうちに、早々に退散いたします。文ふみ槻つき君、また近いうちに夕食でも……それでは失礼」

　穏おだやかな笑みを最後まで崩くずさないまま、有楽原は深々と頭を下げて部屋を退出した。

　その足音が遠ざかった後で、クレアがほっと息を吐く。

「よかった、何もなくて──」

　同様に肩の力を抜く亜あ里り亜あや鉄てつ舟しゆうを見て、文槻医師が笑った。

「君らは警けい戒かいしすぎだ。有楽原先生は、今までに数千人の患者を救ってきた立派な医者だぞ。昨夜ゆうべだって、あの人のおかげで多くの命が救われた」

　メリアが深々と嘆たん息そくする。

「部下を死地にけしかけておいて、それを助けるのは当たり前です。そして助けた命を、また死地に追いやる──あの人にとって、部下は修理しやすいおもちゃの兵隊と一緒でしょう？」

「そういうドライな点も含めて、立派な人だよ。人間的にはとても尊敬できないが、キャラバンには必要な人だ。多くの命を救っていることは事実だし、汚れ仕事をきちんとこなせる人材はいつも貴重だからね」

　擁よう護ごしているかと思えた文槻医師にも、思うところはあるらしい。

「さて……困ったな。玲音れいん君、今の人が、実験用の宿やど主ぬしを欲しがっている怖い人だ。皇帝一派だけでなく、ああいう人達からも君やクレアを守る必要がある。それでも水みな門と市しにとどまりたいかね？」

（なんかもう……この人達にはバラしちゃってもいいかな？　俺おれが記録者だって……）

〝悩ましいところだな。情報が漏もれれば、より一層狙ねらわれることになる。せめてリコルドリクが見つかってからにして欲しいところだが……〟

　記録者と相談の上、玲音は卑ひ屈くつに愛想笑いを返した。

「とりあえず、クレアには先に脱出してもらうとして──俺のほうは、せめて三日か四日ほど待ってもらえませんか。状況の推移を確認したいというか、とにかく昨日、騒そう動どうが起きたばっかりで、まだ混乱していて……冷静になって考える時間が欲しいです」

〝結論を先延ばしにしての時間稼かせぎか。なかなかいい判断だ〟

（いや、どうかなー……自分で言っておいてなんだけど、こういうのって状況が悪化するフラグだよな……）

　文槻は考え込んでしまったが、鉄てつ舟しゆうが背後から玲音の肩を叩たたいた。

「妹を助けたいってことなら、俺はお前に付き合う。文槻先生、物は考えようです。こいつは無理に避ひ難なんさせようとすれば逃げて単独行動をとります。無む謀ぼうな真ま似ねをさせて死なせるか、あるいは皇帝側に持っていかれるくらいなら、最初からこっちの戦力として扱ったほうがいいはずです」

「……鉄てつさん！　心の友！」

　日ひ頃ごろ、口数の少ない男だけに、たまにする発言には重みがある。

　感かん激げきして腕を掴つかんだ玲音れいんに、鉄てつ舟しゆうが睨にらみを利きかせた。

「だからお前も単独行動はやめろ。それから妹を助けた後、他ほかはキャラバンに任せろ。皇帝の静しず枝えさんや羽は矢や多たさんについては、どう考えても俺おれ達の手には余る」

　玲音は言葉に詰まった。

　鉄舟の意見はおそらく正しいが、そもそも玲音の目的は〝宿やど主ぬし達から石を取り出すこと〟にある。

　自分がすべきことの第一は、皇帝一派の拠点から香か恋れんを連れ出すことではなく、まず〝金の記憶の彫金師・リコルドリク〟を探すことだった。その順番を間違えるつもりはない。石を抜いてからでなければ、香恋は皇帝の元へ戻ろうとするだろう。

　どう説明したものかと玲音が思案していると、院長室の机で内線電話が鳴りはじめた。

　文ふみ槻つきが素早く受話器を取る。

「ああ、私だ。どうしたね？」

　会話が進むうちに文槻の顔色は青ざめ、次いで怒りのために赤く転じた。

　緊きん迫ぱくした状況を察し、玲音を含む面々は沈ちん黙もくする。

　電話を切るなり、彼は鼻筋を歪ゆがめて重い声を発した。

「……真ま名な井い製薬の社宅や紅あか街まち他ほか、市内の各所で、複数の死体が見つかったらしい。被害の規模は確認中だが、少なくとも既すでに十数人……連中、無差別に末まつ端たんの構成員を襲おそい始めた──」

　クレアが息を詰まらせ、メリアの眼めからは感情が消えた。

「どういうことですか？　末端を襲うって、何の目的があって……！」

　怒りの声をあげた亜あ里り亜あに、文槻が苦い声で思案げに応じる。

「推測としては……こちらを混乱させたいんだろう。幹部を守るなら少数であっても精せい鋭えいを護ご衛えいにつければいい。しかし、末端の構成員を一人一人守る人的な余裕などキャラバンにもあるわけがない。そして、そうした構成員を見捨てればキャラバンは組織としての求心力を失う──」

　話しながら、文槻は得心したように額ひたいを叩たたいた。

「さすが皓こう月げつ、きっちりとこちらの弱点を突いてきたな。我々に末端の構成員まで守る余裕は確かにない。しかし、彼らは情報収集や組織の運営面において欠かせない存在だ。リコルドリクの探索においても、その数的な優位は揺らがないはずだったが──皇帝一派がその末端を狙ねらうとなれば、話は別だ。彼らの多くは自身を守るような異能を持たない。当然、命がけで任務にあたるつもりもない。当然だ。こんなことで殺されるくらいなら、水みな門と市しを出てほとぼりが冷めるのを待つ──私だってそうする。命あっての物もの種だねだ」

　亜あ里り亜あが絶句した。

　溜ため息いき混じりに、メリアが冷めた声で続きの見解を述べる。

「お義に兄いさんの言うとおり──たぶん二、三日のうちに、水門市内でのキャラバンの組織力は瓦が解かいして機能不全に陥おちいるわ。この街に残れるのは、何も知らない一般市民と、覚悟を決めた構成員だけ──その後に始まるのは、戦える力を持った異能者と宿やど主ぬしの闘たたかいよ。しかも向こうはこちらを好きに殺せるけれど、こっちは宿主を殺しても、石が別の人間に宿って復活される──それを防ぐには、まとめて複数を殺すか、生きたまま捕まえるしかない。哀かなしいけれど、きっと理り不ふ尽じんな闘いになるわ。玲音れいんくん、貴方あなたはそういう覚悟を友達にも強しいるの？」

　玲音は歯は噛がみした。

　クレアの母親になんと言われても、〝記録者〟たる自分が、妹を助けずにこの地を離れるつもりはない。

　だが、その事情に鉄てつ舟しゆう達を巻き込んでいいのか──それを思うと、言葉が出なかった。

　鉄舟が玲音の肩を小こ突づいた。

「なんて顔してるんだ、馬ば鹿か野郎──覚悟は〝お前〟がするんじゃない。〝俺おれ〟がするんだ。メリアさん、ガキだからって舐なめないでください。玲音は人がいいから気づいてませんが、こいつはそもそも、俺達キャラバンの不祥事です。玲音に土下座して詫わびて、こいつの希望に添って協力することはあっても、不本意な選択を強いる権限なんかありません。こいつは妹を助けたい。それなら俺は、命がけで玲音に協力します。クレアお嬢じようさんと亜里亜だけ、確実に避ひ難なんさせてください」

　鉄舟の無愛想な声には、確固たる決意がみなぎっていた。

　その気迫に、玲音と記録者は揃そろって圧倒される。

〝君の友人は……凄すごいな。尊敬に値する〟

（……俺も思った。鉄さん、惚ほれるわ……ていうか、クレア達がヤバいな、コレ）

　ふと女性陣の反応が気になり、玲音はクレアと亜里亜を見た。

　──クレアは案の定、鉄舟の漢おとこ気ぎにあてられて、その眸ひとみに妙な決意をみなぎらせている。

　玲音は内心で頭を抱えた。

（……やっぱりだ。コイツ、避難する気なくなってる……！　すぐに自分も残るって言い出すぞ。場の空気に流されやすいからなぁ──）

　一方の亜里亜は、まだ幾分か冷静だった。幼い顔に困惑を浮かべ、いつもの切れ味鋭するどい口調で鉄舟を諫いさめる。

「ちょい待て、鉄舟。あんたの気合は買うけど、現実的に考えて勝算ねーだろ。まともな戦力、お前だけじゃん。だいたい昨日の美術室でも、英えい太た郎ろうや姫ひ想そ華かをどうにかしてくれたのって心しん弥やさんや桂けいさんで……あ」

　亜あ里り亜あが言葉を止め、鉄てつ舟しゆうと目め配くばせをしながらしばし黙もつ考こうした。

　今の二人には何か腹案があるらしい。

　その内容を確かめようとした玲音れいんの前で、文ふみ槻つきが手を叩たたき合わせた。

「ああ、なるほど……〝彼ら〟と共同作戦を取るという手もあったか。希き崎ざき君なら、奥さんに付き添ってまだ病室にいるはずだ。相談してみよう」

　文槻が席を立つ。

　それに合わせて、メリアも電動車くるま椅い子すを指先で操あやつり動かし始めた。

　玲音も亜里亜や鉄てつ舟しゆうに促うながされ、理由がわからないままにその後へついていく。

　ふと盗み見たクレアの横顔は、玲音の懸け念ねんどおり、堅い決意に満ちたままだった。
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　希崎心しん弥やがいるらしい病室に向かいつつ、玲音はかの美術教師のことを思い返していた。

　会ったのは昨日が初めてで、もちろん親しい間柄とは言い難がたい。だが、どういうわけか彼には信じられる何かを感じる。

　その理由を考えながら歩いていると、頭の中で記録者が呟つぶやいた。

〝私の見たところ……彼には野心がない。他人を蹴け落おとしたり、あるいは自分が得をしようという意識がない。その上で、自分にできることをこなそうとしている。私が思うに、彼は──過去に何か、人生を投げ出すほどの喪失感を味わったのかもしれん。そこから立ち直った今は、達観して物事を見ている──的まと外はずれかもしれないが、そんな印象だ〟

（おお。占星術師っぽい分析……まあ、ちょっとただ者じゃない感じはするよな。絵の中に人間を閉じこめる力とか、明らかにチートだろ。昨日の張ちよう燕えんってヤツとかも隔離できるんじゃね？）

〝後は餓が死しするまで待つだけ、か──確かに使い方次第では危険すぎる力だ。文槻氏が彼を重用している理由も頷うなずける〟

　脳内で記録者と会話しつつ、玲音は病院の廊下を歩いていく。

　そのＴシャツの裾すそを、ふと後ろから掴つかむ者がいた。

　振り返ると、クレアの細い指が不安げに震えている。

「あ、あの……玲音……その、今更なんだけど……いろいろ、黙だまっていてごめんね……お母さんのこととか、能力のこととか、あとキャラバンのことも……」

　かすれそうな声で謝あやまるクレアに、玲音はへらへらと笑い返した。

「ああ、別に気にすんな。人に言いにくいことくらい誰だれにでもあるって。タイミングってものもあるし……そんなことより、お前はあんまり思い詰めるなよ？　何かあったら抱え込まないでちゃんと吐き出せ。まぁ、話しにくいことは亜あ里り亜あ相手でもいいけど──」

　亜里亜がジト目で振り返った。

「うん。実際いろいろ聞いてる。あんたが英えい太た郎ろうと話してる時に〝めがねっこかわいい〟とか舐なめたこと言ったから、そのせいで伊だ達て眼鏡めがねかけはじめたこととか、ちょくちょく胸見てくるけど貧乳派なのか巨乳派なのか気になるとか、鉄てつ舟しゆうと仲良すぎるけどもしかして潜せん在ざい的てきにそっち系なんじゃないかとか、このアホはまあ次から次へと埒らちもないことばっか……」

「あ、亜里亜っ!?　そういうのは言っちゃだめって……！」

　声を裏返らせて慌てるクレアに、亜里亜はべっと舌を出して応じていた。

　歩きながら、玲音れいんは真剣に考え込む。

「いや、めがねっこは確かに可愛かわいいけど、クレアは眼鏡がどうこう以前に最高に可愛いし、胸は男なら視線がいくのは普通で、大きかろうが小さかろうがそれはそれでいいものだし、鉄さんは男の俺おれから見ても超かっこいいとは思うけど……特にそういうのはないよな？」

　鉄舟が眉み間けんを押さえた。

「当たり前だ。真顔で何を言っている……クレア、お前、俺らのことをそういう眼めで見ていたのか……？」

　鉄舟から素すで呆あきれられ、クレアが慌てふためいた。

「ち、違うよ!?　万が一っていうか、まさかとは思ったから、亜里亜に一応、念のために確認をとってみただけで……！」

「てか、クレア、伊達眼鏡も俺に気を使ってくれてたのか……？　俺の〝めがねっこかわいい〟は〝バニーガールかわいい〟とか〝うちの妹かわいい〟とかと同レベルの妄言だから、適当に聞き流してくれていいぞ……？　お前の可愛さはもうそういう次元じゃないし、ぶっちゃけ素材が良すぎて小道具に頼る必要ないから安心しろ」

「あ、あう……」

　クレアが観念したように、真っ赤になって俯うつむいてしまう。

　車くるま椅い子すのメリアがくすくすと笑った。

「そのくらいで勘かん弁べんしてあげて、玲音くん。でも……学校でもそんな感じなの？　楽しそうで安心したわ。私は通うどころじゃなかったから、クレアにはちゃんと学校に通って欲しくて──港こう誠せい高校はキャラバンが運営してるっていっても、一般の生徒さん達もいるし、実は少し不安だったの。だけど、玲音くんがいるなら大丈夫かな、って」

「ん……？　え？　港誠高校って……キャラバンが？　ええ!?」

　驚おどろいた玲音に、亜里亜が呆れた口調で応じた。

「いや、そこは気づけよ……希き崎ざき先生が代理教員で来たの、偶然だとでも思ってたの？　ちょうど美術の先生に産休の予定も入ってたから、それを早めて文ふみ槻つき先生がねじ込んだのよ」

　鉄舟が淡々と後をつなぐ。

「港こう誠せい高校は、文ふみ槻つき一族がキャラバン構成員のために建てた学校だ。表向きは大口寄付者ってことになっているが、たとえば学内で能力絡みの騒そう動どうが起きても揉もみ消しやすい態勢が整っている。教員も半数以上はキャラバンの関係者だし、生徒の中にも親が各派閥に属している奴やつは珍しくない。俺おれ達のクラスが一緒なのにも、メリアさんや文槻先生の意向が働いている」

「マ、マジで……？」

　動揺する玲音れいんの脳裏を、ある記憶がかすめた。

「……つかぬことをおうかがいしますが、一年の時、クレアにしつこく言い寄ってた金持ちのボンボンいたよね？　年が明けたら転校してたけど、あれってもしかして……」

「ああ、あれはキャラバンは関係ない」

「ガチのクズだったから、私が弱み握って、鉄てつ舟しゆうと一緒に脅おどしたら逃げてった」

　それはそれで怖い話だった。

　文槻がわずかに肩を揺らして笑った。

「貴重な青春を謳おう歌かしているようで何よりだ。君達の会話を聞いていると──緊きん迫ぱくした事態もなんとかなりそうな気がしてくる。若いというのはそれだけで強いな。恐れを知らないから前を見ていられる……危なっかしくもあるが、大事なことだ」

　文槻が立ち止まり、病室の扉を静かに開けた。

　そこは少し広めの個室だった。

　壁かべ際ぎわにある寝台の上で、一組の男女が熱烈なキスをかわしている。
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　女性のほうは寝台に半身を起こし、男性のほうはその隣となりに腰掛けた姿勢で、互いに眼めを閉じ、完全に二人の世界に没入していた。

　舌を絡め合う音がわずかに聞こえる中、文槻は何も言わず、扉をそっと閉める。

　上部のレールで吊つられた高性能な引き戸は、ほとんど音をたてずに元の位置へ戻った。

　真っ赤になったクレアと、ニヤニヤ笑う亜あ里り亜あ、それに肩をすくめる鉄舟らと顔を見合わせ、玲音は気まずい空気を共有する。

　少し時間をおいて、文槻が扉をノックした。

「希き崎ざき君、いるかね？　ちょっと失礼するよ」

　たちまち室内から、派手な衣きぬ擦ずれの音と共に希崎心しん弥やの声が返ってきた。

「ふ、文槻先生ですか？　いますよ、どうぞ──」

　再び扉を開けると、男女の位置は変わっていた。

　娘のほうはベッドに横たわり、鼻のあたりまで毛布を引っ張り上げている。

　青年のほうは窓まど際ぎわのパイプ椅い子すに腰掛け、愛想良く一行を出迎えた。

「あれ？　メリアさんや皆さんもお揃そろいで……ど、どうしたんです？」

　何もない様子を装よそおっているが、クレアや玲音達の顔色を見るなり、希崎心弥の声が上うわ擦ずった。

　亜里亜がニヤニヤと笑う。

「その前に心しん弥やさん、玲音れいんとクレアにも奥さん紹介してやったら？　初対面ですよね？」

　希き崎ざき心弥が照れたように笑った。

「ああ、そうだね。化粧してないから恥ずかしいみたいだけど……弓ゆみ？」

「は、はい」

　促うながされて、若い娘がベッドからおずおずと身を起こす。

　恥ずかしげに微ほほ笑えむ彼女は、はっと眼めを引くほどの美人だった。一見して清せい楚そな雰囲気だが、先程の熱烈なキスシーンが印象に残っているためか、やけに艶つやっぽくもある。

　希崎心弥の大人びた雰囲気と比べると、彼女は数歳、年下に見えた。女性の年齢はよくわからないが、おそらくは二十歳前後と見当をつける。

「希崎弓です。あの──夫がお世話になっています」

　はにかんで一礼する様子が初うい々ういしい。

（若っ！　しかも凄すごい美人……！　希崎先生、やるなぁ……）

〝ああ、そういうことを口にしない分別はあったんだな……言わないで正解だ。隣となりのお嬢じようさんの機き嫌げんが悪くなる〟

　記録者の妙な突っ込みを不思議に思いつつ、玲音はもう一つ、違和感を覚えた。

　目の前の若すぎる人妻をついまじまじと見つめたが、それは見み惚とれたためではない。

「あの、月つき代しろ玲音です。はじめまして……じゃないかもしれないんですが、もし違っていたらすみません。奥さん、昨日……ウサミミの子を抱えて、空飛んでませんでした……？」

　我ながら頭の具合を疑いたくなる質問内容だったが、彼女の姿を見て、玲音れいんは昨日の不可思議な現象を改めて思い出していた。

　香か恋れんと共にくろとらくんの黒馬に乗せられ、ビルの屋上や側面を走り回っていた時──

　翁おきな居い貴たか音ねというウサミミ娘の精神波によって、玲音と香恋は一時的に昏こん倒とうさせられた。

　その貴音を支えて空を飛んでいたのが、おそらくはこの希き崎ざき弓ゆみである。夢の中で会った奇妙な占い師、星ほし詠よみのエスハも〝彼女は希崎心しん弥やの奥方だ〟と言っていた。

　挨あい拶さつから続けて発した玲音のその問いに、希崎弓は一いつ瞬しゆん、驚おどろいた顔をした。

「え？　あれ？　……もしかして、香恋ちゃんのお兄さんの……？」

「やっぱり、妹を知ってるんですか？」

　玲音は思わず勢い込んだが、彼女は慌てて首を横に振った。

「ううん、違うの。私が香恋ちゃんを見たのは昨日が初めて。一緒に飛んでいたウサミミの子、貴音っていうんだけど……香恋ちゃんの同級生でね。その貴音に頼まれて、香恋ちゃんを助けに行ったんだけど……」

　弓が言葉に詰まり、夫の心弥が後を引き取った。

「君達の保ほ護ごに失敗して、引き返す時にちょっと怪け我がをしたんだ。まったく……弓、もう勝手に動かないでくれよ。真砂まさご達に運ばれてきた時、本気で心臓が止まるかと思った──」

「ごめん……でも、心弥ちゃんだって──怪我してるの見て、私もすっごいびっくりしたんだから。お互い様だよ？　今回のお仕事、危ないことがあるかもなんて全然聞いてなかったもの」

　夫婦の会話には、互いを思いやる心が満ちていた。

「それは……うん。隠していたわけじゃなくて、僕もただの監視任務だと思って、少し油断してた。ごめん──」

「私も……貴音が困ってたから、なんとかしてあげなきゃって思って、つい……」

　見つめ合う視線が熱っぽい。

　二人の世界に突入しそうな気配を察したか、文ふみ槻つきが軽く咳せき払ばらいをした。

　夫婦は慌てて居住まいを正す。

　亜あ里り亜あが小声で囁ささやいた。

「見たか？　クレア、玲音。これがリア充のお手本だ」

「う、うん……勉強になる……」

「いや、どうだろ……スペック高すぎて参考にならなくね……？」

「あら、クレアと玲音くんもはたから見たらこんな感じよ？　周りからどう見えるかって、本人達には意外とわからないのよね」

　クレアの母親、メリアのとち狂った妄言を聞き流し、玲音は脳内の記録者に問いかけた。

（で、この人にはお前のこと、バレてそうだよな？）

〝私が記録者であることまで見抜かれているかどうかは怪しいが……他ほかの石と違うことには気づかれている。とはいえ、キャラバンには報告していないようだ。まぁ、現時点では味方という認識でいいだろう〟

　文ふみ槻つき医師が、玲音れいんの肩を押した。

「実はね、希き崎ざき君。彼とクレア達を、水みな門と市しから避ひ難なんさせようと思ったんだが……彼がどうしても、〝妹を助けるまでは街を離れられない〟と言うんだ。それで、ちょっと君に相談したいことがあるんだが……君、〝榊さかき真砂まさご〟と親しいだろう？」

　心しん弥やがしばらく無言に転じた。

　文槻が自じ嘲ちよう混じりに嘆たん息そくする。

「私から連絡を入れると、文槻派からの指示や依頼と受け止められてしまいそうでね。そうなると彼らも警けい戒かいするだろう。しかし、君が個人的に連絡するという形なら問題も起きにくい。彼らは昨夜ゆうべ、弓ゆみ君と貴たか音ねをわざわざ病院まで送り届けてくれた。偶然にその場に居合わせたわけではないだろう？　彼らは──友人たる〝根ね黒ぐろ桂けい〟の救出に向けて、もう動きはじめているんじゃないかな？」

　その名は玲音にも聞き覚えがあった。

　つい昨日、美術室で覚かく醒せいした英えい太た郎ろうや姫ひ想そ華かと一戦を交えた銀髪の青年である。車での移動中、皓こう月げつに襲おそわれ捕ほ縛ばくされたらしいが、その後の動向はわからない。

「希崎君。根黒君のことを、いち早く真砂達に知らせたのも君だね？」

　心弥が頷うなずいた。

「そうです。事故の後、すぐに連絡しました。結果的には──そのおかげで、弓と貴音を助けてもらったようなものです」

　寝台の弓が申し訳なげに視線を落とした。

　心弥はすかさず彼女の頭を撫なでながら、文槻に視線を向ける。

「彼らに……玲音君の妹さんの救出を依頼する気ですか？」

「そういうことだ。こちらもできる限りの便べん宜ぎは図はかる」

　心弥が眉まゆ根ねを寄せて唸うなった。

　話すべきか否いなか、しばし迷った末に、彼は決意したように口を開く。

「──文槻先生。わざわざ頼むまでもなく、月つき代しろ香か恋れんはもう彼らの救出対象に入っています。彼女は貴音の友人です。その貴音が、かなり強硬に交渉したみたいで……昨日の夜中、弓と一緒に保ほ護ごされた後に、〝助けてくれなきゃ邪じや魔ましてやる〟くらいのことは言ったみたいです。それになんだかんだ言って、フローラやファウナも貴音には甘いですから──今、貴音は真砂達と一緒に行動しているはずです」

　玲音は素直に驚おどろかされた。

（おお!?　あいつにそんな痛々し……もとい、頼もしい友達がいたなんて！）

〝……まあ、制服にウサミミはな。さすがにどうかと私も思うが。しかしこれは天啓かもしれん。今の我々は皇帝一派の拠点すら知らない上、並行してリコルドリクも探す必要がある。自由を保ちつつスムーズに協力できるなら、そのほうがいい〟

　記録者の同意を得た上で、玲音れいんは心しん弥やに向き直った。

「希き崎ざき先生、その人達に会わせてもらえませんか？　足手まといは必要ないとか言われるかもしれませんけど、俺おれも宿やど主ぬしの一人です。向こうの戦力のこととか、知っている範はん囲いでなら情報提供もできると思うんで──」

　希崎心しん弥やは思案げに手を口元へ添えた。

「……わかった。彼らがどう判断するかはわからないけれど、とりあえず聞いてみよう。その代わり──文ふみ槻つき先生。彼らの動きについては他ほかの派閥には内密に。それと見返りとして、キャラバン側で掴つかんだ情報はきちんとこちらに流してください」

「もちろんだ。それじゃクレア、お前は……」

　文槻医師が姪めいに視線を向けた。

　たちまちクレアは、ぎゅっと玲音に腕を絡める。

「ごめんなさい、伯お父じさん。私、玲音と一緒に行く」

　予想どおりの発言に、玲音は目眩めまいを覚えた。取り急ぎ、深刻にならない範囲で翻ほん意いを促うながす。

「……クレアさーん。無理ですよー」

「無理じゃないもん！　足手まといになんかならないし！」

　玲音は苦笑いで応じた。

「じゃなくて……あのな？　お前ほら、〝仕立屋〟の石を持ってるだろ？　さっき、文槻先生もちらりと言ってたけど、皓こう月げつの部下に〝見張り番〟って石を持ってるヤツがいてさ。そいつには、一定の範囲内にいる宿主の位置がわかるんだ。俺の石は皇帝一派とは別件だから関係ないらしいんだけど、お前と一緒にいると、こっちの位置がバレバレになるっていう困った状況が……」

　クレアがびくりと身を堅くした。

　石の記憶に目覚めていない彼女には、その自覚が欠けていたらしい。

「もしかして……私、邪じや魔ま……？」

　クレアが声を落とす。

「そんなことないよ!?　だけど……」

「うん。邪魔ー」

　フォローをいれようとした玲音を遮さえぎり、亜あ里り亜あがバッサリと斬きり捨てた。

「亜里亜さん!?　ちょっ……！」

「玲音も甘いこと言ってんなよ。事実は事実なんだし、そのあたりの情報を曖あい昧まいにしたら、こいつも危ない真ま似ねするに決まってんだろうが。まぁ……この病院にいる限りはメリアさんの勢力圏だから、向こうもそうそう手出しはできないだろうけど、あんたは今のうちにおとなしく避ひ難なんしとけ。見張り番の能力って、遠くに離れれば利きかないんでしょ？　真砂まさごさん達だって、皓こう月げつに居場所知られながら行動するのはキツいはずよ」

「でも……でも！」

　亜あ里り亜あとクレアの会話をよそに、心しん弥やが首を捻ひねった。

「真砂達に迷惑がかかるって点については、気にしなくていいというか、あまり意味がない。真砂も──彼も〝失しつ踪そう者しや〟だ。普段は紅あか街まちに暮らしているから騒そう動どうに巻き込まれたけれど、キャラバンが隠いん蔽ぺいした。だから見張り番には、もうその位置を捕捉されているはずだ」

　心弥の言葉に、玲音れいんは呆あつ気けにとられた。

「石の宿やど主ぬし……？　いや、まずいですよね、それ!?」

「確かに宿主だけど、君と同様、皇帝に対する忠誠心はない。というより……記憶に目覚めていない。能力は、水を浄化できるようになったとかで……」

〝ああ、水道技師か。無害だ。というより──汚れていても水さえあれば飲み水を確保できるという点で、仲間内では欠かせない力だったんだが、今のこの国では今一つありがたみのない力だな。確か……そもそも記憶を残していない石だ〟

（……記録者さん。強い石と弱い石の差が激はげしすぎやしませんか？）

　玲音の指摘に、記録者からは苦笑いが返ってきた。

〝それは仕方ない。リコルドリクが与える力は、あくまで本人の夢が軸になる。つまり心から欲している力や、関かかわりの深い力でなければ能力として発現しない。皇帝の力はリコルドリク由来ではないが、たとえばより強くなろうとした拳けん闘とう士し、本物の梟ふくろうと暮らしていた梟、ライオンを狩ったことのある獅し子し、軍閥の貴族だった将軍──いずれも、本人の才や思い入れと関係の深い力を得ている。たとえば君が将軍と同じ力を得ようとリコルドリクに願ったところで、その望みは叶かなわない。適性があるんだ。誰だれも彼もが戦せん闘とう能力を求めているわけではないし、そこは現実の世界でも似たようなものだろう？　第一──「戦う人間」だけでは組織は成り立たない。軍隊にだって、補給や整備、作戦の立案や広報、資金管理の人員が必要だ。むしろそうした部分がまともに機能してこそ、実戦部隊も力を発揮できる〟

　一応は納得しつつ、玲音は文ふみ槻つき達の顔色をうかがった。

　真砂という人物が宿主であることは彼らも把握しているらしく、特に驚おどろいた様子はない。玲音やクレアと同じく、皇帝には与くみしない宿主の存在を、キャラバン側も認識しているようだった。

　希き崎ざきが淡々と話し続ける。

「しかし、避難ですか……お嬢じようさんの安全を確保したい気持ちはわかりますが、かえって危なくないですか？　お嬢さんがメリアさんに対する人質になる以上、皓月達も優先的に狙ねらってくると思いますが──」

「だからこその避ひ難なんだ。当然の措そ置ちだろう」

　文ふみ槻つきが意外そうな声で反応した。希き崎ざき心しん弥やが、姪めいの避難に懸け念ねんを示すとは思っていなかったらしい。

「通常なら当然の措置ですが、〝見張り番〟の精度と範はん囲いがもしもこちらの想定以上だとしたら──たとえばの話ですが、ヘリや飛行機で上空から、眼下の数十キロを索敵範囲にできるとしたらどうです？」

　心弥の指摘に、文槻とメリアが顔を見合わせた。

「皓こう月げつは文槻派の拠点を把握しているでしょうから、隠れる場所も慎重に選ぶ必要があります。当然、警けい護ごの人数もそれなり以上に必要ですから、水みな門と市し側の戦力も落ちます。もう一つ、不確定な要素になりますが……〝女王〟には、全すべての石の効果を増幅する力があるそうですね？」

　玲音れいんの頭の中で、記録者が唸うなった。

「玲音君、君には当時の記憶が少しあるみたいだけれど……見張り番の場合、どの程度まで増幅されるかわかるかな？」

「え？　ええと……」

　質問を振られて、玲音は戸と惑まどった。

（記録者、どうなんだ？）

〝うむ……確かに、女王の件は厄やつ介かいだな──見張り番が単独で石の位置を把握できるのは、だいたい半径十キロ前後までだ。この時点では石の種類までは把握できないが、姿を見れば種類まで判別できる。で、女王の力でブーストした索敵範囲についてだが……正直に言って、どこまで広がるかわからない。いや、一応は実験もしたんだが、索敵範囲が広くなりすぎて、限界を把握できなかった。半径三百キロ程度までは試したが、それ以上はさすがに必要あるまいということになって……ブーストの過程で見張り番の体力を消耗するから、一回の索敵につき半日程度の休きゆう養ようが必要になるが、この情報は気休めにもならないな〟

（……うわぁ……）

　玲音は脱力しつつ、記録者から得られた情報を披ひ露ろうする。

「……上限がどのくらいかはわからないです。少なくとも……半径三百キロくらいまでは索敵範囲が広がるみたいですが……あとブーストの影えい響きようで、一回の索敵につき半日程度の休養が必要になるはずです」

　メリアが目をしばたたかせ、文槻が唖あ然ぜんとして言葉を失った。

　北海道の東端から西端までが、およそ五百キロである。仮に有効半径三百キロと仮定しても、女王と見張り番を組み合わせれば日本列島を隈くま無なく探すのにほんの数日で事足りてしまう。もっと広い範囲の索敵が可能なら、それこそ一日で見つかりかねない。

（い、いくらなんでも、極きよく端たんすぎないか……？）

〝見張り番の能力は、石の位置を把握することだけに特化している。基本的に常時発動が可能な燃費のいい力だ。それを女王の力で一いつ瞬しゆんだけ爆ばく発はつ的に強化するわけだから、相応の威力にはなる。仕組みは違うが、使い勝手としては、通常時の力がレーダー、強化時の力は潜せん水すい艦かんのソナーみたいなものだ〟

（ソナーは三百キロとか索敵できないと思います……！　よく知らないけど）

　玲音れいんのぼやきにもキレがない。

　希き崎ざき心しん弥やも顔つきを改めた。

「彼の言葉が事実なら──文ふみ槻つき先生。海外を視野に入れての逃亡ならともかく、日本国内への逃亡は意味がなさそうです。おそらく現時点でも、皓こう月げつはお嬢じようさんの居場所をもう把握しています。移動を始めれば追跡され、メリアさんから遠ざかったタイミングで襲しゆう撃げきされるでしょう。運良く逃げ延びてもいずれ見つかります。仮に海外へ飛んでも、飛行機を襲おそわれでもしたら周囲を巻き込んでしまいますし……このタイミングでの逃亡は、かえって向こうの追撃を誘発しそうです」

　室内が無言に転じた。

　さすがに心細く感じたのか、クレアが玲音の腕をぎゅっと握り直す。

　玲音は努つとめて明るい声を出した。

「それってつまり……〝女王〟の香か恋れんをさらってきて、香恋とクレアを両方とも避ひ難なんさせちまえば解決ですよね？　ついでに、〝見張り番〟の身柄も確保できれば万全ってことで」

　室内の空気が少し軽くなった。

「それは……そのとおりだな。なるほど。女王がネックなら、その女王をこちらで確保すればいい。実に簡単な話だ」

　文槻が納得顔で頷うなずき、亜あ里り亜あも玲音の背中を軽く叩たたいた。

「クレアを避難させる前に、妹ちゃんを奪だつ還かん──そのまま離脱、ってことか。よし、それでいこ」

（でもって俺おれは、合間を縫ぬってリコルドリクの探索もしろ、と……おい！　無理ゲーになってきてんぞ、これ!?）

〝……すまん。いざとなったら私が記録者だとばらしていい。しかし君の妹を救出するといっても、そう簡単にはいかないだろう。皓月は拠点を隠しているはずだから、拠点探索にかこつけて、同時にリコルドリクの探索もできる。一応……リコルドリクの習性から、目星はいくつかつけているんだ〟

（お？　じゃ、教えてくれよ！）

〝いや。君に話すと、語かたり部べが近くに来た時に記憶を読まれてしまう危険性がある。相手の心や記憶を読む石だが、人間の脳にしか通じないから、石の状態の私には効きかないんだ。今はまだ安全策をとって秘密にしておこう。ここを出て、タイミングを見てから話す〟

　彼女の言葉に、玲音は素直に従う。

　文ふみ槻つきが深々と嘆たん息そくを漏もらした。

「しかし、クレアの避ひ難なんすらままならんとはな……メリアさん、不安だろうが、クレアはあなたの傍そばにいたほうがまだ安全かもしれん。八年くらい前にも実感したことのはずだったが……」

　メリアが車くるま椅い子すから澄すんだ声を返した。

「クレアが誘拐されて、玲音れいんくんの機転で助けられた時ですよね。甲こう院いん派が、私を事態に介入させないようにと……」

（ん？）

　その指摘は玲音の記憶と微妙に食い違っている。

「あの……あれって、身代金目的の誘拐だったんじゃ……？」

　文槻が首を横に振った。

「表向きにはそういう形で処理した。今だから言うが、あれはキャラバンの内紛に伴う誘拐でね。結果的には末まつ端たんの暴走か、あるいは陽動作戦の一いつ環かんだったらしく、こっちが混乱している間に、その派閥の上層部は欧州に逃げてしまったんだが……」

　クレアが唇を引き結んだまま、組んだ腕に力を込め直した。

（……あれ？　俺おれ、もしかして、けっこう昔から変な組織の騒そう動どうに巻き込まれてる……？）

　ふと窺うかがったメリアの眼まな差ざしは、ひどく冷たい色を湛たたえていた。

「……パスミオの血統で生き残っているのは、もう私とクレアだけ……クレアにだけは、誰だれにも手出しなんてさせない──」

　ぞっとするほどの凄すごみに、玲音は一いつ瞬しゆん、眼めを疑った。

　その視線に気づくなり、メリアの表情はあっという間にいつもの微笑へと戻る。

「あ……玲音君はいいのよ？　気が向いた時に手を出してくれて」

「いえ。恐れ多いです」

　冗談にしては直前の目つきが物騒すぎた。

（クレアのお袋さん、いい人なんだけど、やっぱりなんか抱え込んでるもんがあるんだろうなぁ……心配性っていうか……）

〝……というか、今の目つき、かなり怖くなかったか？　むしろ私は君の平静さに驚おどろいているんだが……〟

（え？　だってクレアのお袋さんって能力とか外見の若さ以外は全然普通じゃん。うちの親なんて凄かったぞ。正直、俺も香か恋れんもいつ殺されてもおかしくなかったし……事故がなかったら、今いま頃ごろこうして生きてなかったと本気で思う）

〝…………そういう凄せい惨さんなことをさらっと言わないでくれ。君は妙なところで肝きもが据わっているが、なんというか……少し壊こわれているようにも思えてきた〟

（人を異常者みたいに言うな！　失礼だな！）

　文句を返しつつ、玲音も自分のおかしな点を多少は自覚している。

　虐ぎやく待たいする母親の顔を見ないように、その服を見ていた──エスハに指摘されたそんなコスプレ趣しゆ味みの由来も、今まで意識したことはなかったが、言われてみればそうかもしれないと思う。

　玲音れいんだけでなく、香か恋れんの性格が少し歪ゆがんでしまったのも──幼少期の経験が尾を引いている可能性は高い。

（まあ……ヤンデレも軽度なら可愛かわいいっていうし、香恋はそもそも可愛いから大丈夫だよな？）

〝……君は本当に、良くも悪くも意外に大物だな……悲観してもどうにもならないことではあるが、その軽さは見習いたい。それより、結局、クレアの同行を許可するのか？　避ひ難なんは取りやめになったようだが、君と一緒に来させるか、病院で母親と待機させるか──〟

（悩ましいところだよな、それ……どっちがいいと思う？）

〝どちらの案も一長一短だ。君と一緒に来る場合、いざという時には例の黒猫に助けてもらえる可能性が高い。あの空間移動能力は逃亡にうってつけだ。メリアの傍そばにいた場合、敵からは襲しゆう撃げきされにくいはずだが、もしも敵が本気でメリアを攻めてくるとしたら、規模の大きい戦いに巻き込まれることになる。私見だが……君と一緒のほうが、捕まるリスクは高いが、死のリスクは低くなる。メリアと一緒の場合、捕まるリスクは低いが、激げき戦せんに巻き込まれて死ぬリスクは逆に高い。考えたくない事態だが、仮にメリアが死亡した場合、もうクレアも用無しだからな。爆ばく発はつ物ぶつなどでまとめて吹き飛ばすという策もある。メリアや文ふみ槻つき医師がクレアと君を避難させようとまず考えたのも、そうした巻き添えを恐れてのことだろう──だが、大人として口にはできない。彼女にも君にも無用の心配を与えることになるし、そんなことを聞いたら、クレアはそれこそ母親の傍から離れないはずだ〟

　玲音はぐっと言葉に詰まった。

　皓こう月げつ一派が、もしも軍事力と呼べるレベルの火器を使用した場合、クレアが巻き添えを食う危険性は充分にある。皇帝たる静しず枝えが乗り出す事態に至っては、想像したくもない。

（一緒に行動したほうが、まだ安全か……？）

〝敵の出方次第だ。わからんとしか言いようがないが、今の状況下で、リスクを完全に避さける道はおそらくない〟

　思案の末、玲音は決意を固めた。

「……よし。クレアは俺おれと一緒に来てくれ」

「え!?」

「おいぃー……」

　驚おどろくクレアとげんなりする亜あ里り亜あの反応は両極きよく端たんだったが、その一方で文槻とメリアが安あん堵どしたのを玲音は見逃さなかった。

「亜里亜、俺もない頭でいろいろ考えたんだよ。連中の目的は何かって──推測なんだけど、〝時間稼かせぎ〟じゃないのか？　リコルドリクと記録者を探索するまで、キャラバンを守勢に追い込みたい──それが奴やつらの狙ねらいだとしたら、このまま逃げてちゃダメなんだ。クレアがここにいたら、メリアさん達も戦いにくい。避ひ難なんさせるにも戦力がいる。だったら……友達の俺おれらが代わりにクレアを守ればいい。そういうことじゃないのか？」

　亜あ里り亜あが言葉に詰まった。

　鉄てつ舟しゆうがその頭をぽんぽんと叩たたく。

「珍しく一本取られたな。前にも言っただろう。玲音れいんは土ど壇たん場ばに強い──追い詰められれば追い詰められるほど機転を発揮する。本気になった時のこいつは冴さえるぞ」

「……やかましいやい。こいつに言い負かされるとか、くそ忌いま々いましい──」

　むくれつつも、具体的な反論はないらしい。

　クレアがおずおずと片手をあげた。

「あ、あの……なんか結局、私って足手まといっぽい扱いなの……かな？」

「外見重視のヒロインなんてそんなもんだろ。諦あきらめろバーカバーカ」

　亜里亜の酷ひどい八つ当たりを見かねて、玲音は慌ててフォローを入れる。

「そういうわけじゃなくて！　それだけ大事っていうか、ほっとけないっていうか……」

　弁解じみたその言葉の最中に、希き崎ざきが玲音の肩をそっと押さえた。

「クレアお嬢じようさん。心配しなくても大丈夫です。この場にいる中で、お嬢さんを守ろうとする意志が一番強いのは──玲音君ですから」

　心しん弥やの落ち着いた眼光が、玲音をじっと見据えていた。

　思わず気け圧おされて、玲音は知らず知らずのうちに拳こぶしを握り込む。

「え？　……や、やだなー、希崎先生……俺はそこまでは……」

　卑ひ屈くつな笑いで誤ご魔ま化かそうとすると、希崎心弥はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「そうだね。メリアさんとはいい勝負だ。だけど、僕から見れば似たり寄ったりだよ。メリアさんにはまだ余裕がある。君は文字どおり、〝命いのち懸がけ〟だ。軽い態度で誤魔化しても、僕の眸めには──そういう部分が視みえるから」

　希崎心弥は玲音の背を軽く叩いた。

「保証するよ。〝君達〟の想おもいは、本物だ。そのまま、曲がらずに進めばいい」

　腕を組むクレアの顔が真っ赤になったことには気づかず、玲音は呆ぼう然ぜんと心弥を見つめた。

（この人……本業はカウンセラーか何か？）

〝絵え描かきだろう。しかも──観察力が卓越している。それこそ、人間離れしたレベルでな〟

　記録者が自じ嘲ちよう気味に応じた。

（あ。そうか。〝君達の想い〟って、要するに俺と記録者の……？）

〝私と君、クレアと君──二重の意味があるだろう。ともあれ、彼は明確に味方になった。この巡り合わせには感かん謝しやしておこう。彼は──頼りにして良さそうだ〟

　玲音は頷うなずき、心配げに夫を見つめる寝台の希崎弓ゆみへ、こっそりと頭を下げておいた。
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　文ふみ槻つき総合病院近くの駐車場にて、羽は矢や多た寿とし宗むねはしかめ面つらのまま固まっていた。

　ライトバンの車内には、〝猟犬〟の宗むな方かた英えい太た郎ろう、〝弓使い〟の胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華か、〝拳けん闘とう士し〟の清せい家け翼つばさ──それに後部座席を平らに倒した状態で偉そうに寝転がった〝騎き士し〟のくろとらくんが待機している。

　制服姿の高校生二人の存在感だけでも頭が痛いが、眼めのやり場に困るトレーニングウェアの若い娘が助手席に陣取り、更に海え老びの尻尾しつぽを持つ怪しい獣けものが背後を押さえているため、車内のビジュアルは異様なことになっていた。

　ことに巨大な着ぐるみの圧迫感は容赦がない。

「羽矢多さん、羽矢多さん。テレビ見ていい？」

「……好きにしろ」

　我が物顔で寝そべったまま、くろとらくんは後部座席に据え付けられた液晶モニターのスイッチを入れた。

　不格好な手の何ど処こにそんな器用性が隠されているのかと疑わしくなるほど自然に、彼は手元に抱えた袋から花か林りん糖とうを口元へ運び、着ぐるみの口の向こうでポリポリと囓かじっている。

「……お前、この状況でもなおそれを脱ぐ気はないのか……？」

「え？　中の人とかいないよ？　いるわけないよ？」

「いや、いるだろう。しかも相当、暑いだろうに──」

「ところがどっこい、新素材とオーバーテクノロジーを駆く使ししたこの外装、何も着ていない状態よりも素晴らしく快適性が高いのです。あ、中の人とかいないけどね！」

　元気に片手を上げてみせるその姿は、痩やせ我が慢まんをしているようには見えない。

　英太郎が失笑と共に問いかける。

「オーバーテクノロジーって、具体的にはどんな技術だよ？」

「んとねー。肌触りがすべすべー。あと通気性が抜群ー」

　肉球で頬ほお肉にくをぷにぷにと持ち上げつつ、くろとらくんが愛あい嬌きようを振りまいた。

　着ぐるみとしては確かによくできているが、未来の技術というほどのものはさすがに感じない。

（こいつも何かの異能者か？　体温調節が可能な体質か、暑さが苦にならない体質か、あるいは冷却能力でも持っているのか……）

　着ぐるみの性能がどうこうよりは、中にいる人間の能力が快適さの理由だろうと羽矢多は見当をつける。

　携けい帯たい電話をいじっていた姫想華が、不意にくすりと笑みを漏もらした。

　隣りん席せきの英太郎がくろとらくんから視線を転じる。

「どうした、姫想華？　なんかおもしろいメールでも来たか？」

「妹からよ。〝城主〟の妃ひ奈な乃の。お母さんが心配してるから、私にもメールしておけって。いつもはほったらかしなのに、こういう時は人並みに心配するんだなぁって……」

　運転席から、羽は矢や多たは彼らを振り返った。

「そういえばお前達、家族にはなんて説明したんだ？　いきなりだっただろう」

　英えい太た郎ろうが肩をすくめた。

「本当のことを言っても信じないだろうし、信じられても困るんで──姫ひ想そ華かと妃ひ奈な乃のちゃんは、学校も休みになったから姉妹で傷心旅行に行ってくるって話にしたみたいですよ。勝手に決めて親御さんは怒ってるはずですけど、居場所を教えなければ探しようがないですし。水みな門と市しが危なくなったら、遠くの地名を教えて迎えに行くように仕向けて、避ひ難なんさせるそうです。うちは割といいかげんなんで……〝しばらく友達の家に泊まる〟ってことにしてます」

「嘘うそをつかざるを得ないというのはわかるが……このまま皇帝の元で闘たたかうなら、その嘘はすぐにバレるだろう。意味がないんじゃないか？」

「今だけ誤ご魔ま化かせればいいんですよ。バレたらバレたで別に構いませんし、俺おれらはもう──基本的には〝猟犬〟と〝弓使い〟ですから。親にも生き残って欲しいですけれど、優先するのは皇帝です」

　石によって歪ゆがめられたその価値観に、羽矢多は改めてぞっとした。

　乏とぼしい知識を下した敷じきにした羽矢多のイメージでは、皇帝ブロスペクトという存在は恐怖で部下を縛しばり、力ずくで従わせていた暴君のはずだった。

　しかし宿やど主ぬし達の多くにとって、皇帝とはもっと身近で、なおかつ尊崇の対象だったらしい。

　百年以上も昔の人物である上、表の歴史に登場するわけでもなく、まともな研究もされていない。調べようにも史料さえ少なく、重要な情報はキャラバンの上層部によって秘ひ匿とくされている。

　羽矢多の立場であれば、その気になれば詳しく知ることもできただろうが、生あい憎にくと彼は研究者ではない。

　助手席に座った拳けん闘とう士し、清せい家け翼つばさが、退屈そうに拳こぶしと掌を叩たたき合わせた。

「君のほうは、仕事はいいのか？　確かアナウンサーだったな。今更、干渉する気はないが……」

　羽矢多の問いに、翼はにこりともせずに淡々と応じた。

「今の私には、皇帝のために戦うことが全すべてです。子供の捕ほ縛ばくなんて趣しゆ味みじゃありませんが……それが〝記録者〟なら話は別です。本気で捕まえますから、ご心配なく」

　しなやかな肢し体たいから溢あふれる暴力的なまでの戦闘への欲求に、羽矢多は懸け念ねんを抱いた。

「いや、手加減はしろよ？　彼に怪け我がされると俺も女王も困る。可能なら説得で済ませたいくらいだ」

　羽矢多の胸ポケットで、無色透明なビー玉によく似た通つう信しん球きゆうが音声を発した。瑠る璃りの都の鐘かね打うち・レティスマの異能者が、自みずからの喉のどで生成するその球は、トランシーバーの要領で相互に通信ができる。その異能者はキャラバンの山やま之の内うち派に多く、羽は矢や多たが今もっているそれは、同僚の鷹たか丸まる宝ほう泉せんから借り受けている品だった。

　ただし通話の相手は、その鷹丸ではない。

〝羽矢多さん、モニカです。仕立屋と思おぼしき宿やど主ぬしが移動を開始しました。文ふみ槻つき総合病院の正面にある大通りを西に走っています。こちらからではわかりませんが、メリアが同行している可能性もありますから、どうか慎重に〟

　皓こう月げつの腹心、モニカは〝見張り番〟の石を宿している。拠点に陣取った彼女は、敵味方の宿主の位置を把握し、各部隊に次の指示を通達する役割を担になっていた。

　昨夜ゆうべ、皓月に甘えていた時とは打って変わって、その声は冷れい徹てつそのものである。あるいは単に寝不足で眠気を堪こらえているだけかもしれない。

「了解した。追跡を開始する」

　羽矢多はカーナビに注意を向けつつ、アクセルを緩ゆるく踏ふんだ。

　画面には二つの点がついている。一つは羽矢多達の車で、もう一つは見張り番が把握した〝仕立屋〟の位置情報を、人力により数秒遅れで反映させたものだった。

　無論、今日のために作った物ではなく、皓月が日ひ頃ごろから裏の仕事で活用しているシステムである。

　タクシー会社における車両の位置管理システムと似たようなものだが、羽矢多の警けい備び会社でもほぼ同じものを使用しているため、使い方はわかっている。ネットの話題や流行語には疎うとくとも、彼は仕事に必要な道具はそれなりに使いこなす。

　くろとらくんが紅茶のペットボトルから、長いストローでずるずると中身をすすった。

「ぷはー。玲音れいん君もクレアちゃんと一緒かな？」

「おそらくはな。もし別行動だとしても、お嬢じようさんを捕ほ縛ばくすれば月つき代しろ玲音ものこのこ出てくるだろう──彼はそういう人間だ」

　羽矢多のそんな評価に、姫ひ想そ華かが鼻を鳴らして応じた。

「どうかしら？　怖くなって逃げ出すんじゃないの？」

「怖くなって逃げ出すふりくらいはするかもな。でも芯しんの部分はブレない──姫想華、お前は玲音のことが嫌きらいだから厳きびしい評価になるんだろうけど、あいつはクレアのことになると確変起こすからな？　油断してると、あっさり足をすくわれるぞ」

　英えい太た郎ろうのほうは、羽矢多と似たような認識らしい。

　羽矢多の目から見ても、月代玲音は本質的に賢かしこい。学業の成績がどうこうではなく、大事なものを見定めた後、それらを守るためにどうするべきかの判断力がきちんと備そなわっている。

　おまけに今は──〝記録者〟という助言者までついていた。

　語かたり部べとしての曖あい昧まいな記憶が、彼女の存在に対して警けい鐘しようを鳴らしている。

　記録者は、皇帝一派の中ではやや異質な存在だったらしい。

　多くの仲間からの信任を得つつ、彼女はどこか皇帝一派に馴な染じみきれない部分を持っていた。

　皇帝とその部下達がキャラバンとの徹てつ底てい的てきな対決を選ぶ中、彼女だけはその道に疑問を抱いていた節もある。

　かつて彼女が心の内で漏もらした一言が、語かたり部べの記憶には刻まれていた。




〝生存競争の果てに待っているのは、自滅なのかもしれない──〟




　彼女がどういう意図でそんなことを考えたのか、語り部の力で心を読んでもなお、理解しきれない部分だったらしい。それは単なる思考ではなく、思想というべきものだった。

　言葉をかわせば人は理解し合えるなどというのは、あくまで幻想にすぎない。個々の思想における対立はどうあがいても否定しきれないし、それらの違いを強制的に排することは精神の自由を奪うことにもつながる。

　理性的な話し合いをと訴える者が、否定的な意見をぶつけられた途と端たんに罵ば声せいで相手を黙だまらせる光景など珍しくもない。

　そうした断絶の原因は、理解力と思考力の差だけではない。

　現実に対する認識、これまでの経験、それらも多少は影えい響きようする。

　しかし最も大きな差は、〝その人物が何を大切にしているのか〟という点だった。

　家族を大切にしているとしても、その対象が妻なのか息子なのか娘なのか親なのか兄弟姉妹なのか、あるいは全すべてを同格に置いているのか、はたまた〝家族〟という括くくりそのものを大切にしているのかによっても、話は違ってくる。

　資産を大事にしている者であっても、それが現金なのか株なのか土地なのか設備なのか、あるいは人脈を資産として捉とらえているのか、単純に預金だとしても自国の通貨なのか外貨なのかによっても、現実への向き合い方が変化する。

　多種多様な〝何か〟を、どんな優先順位で考えるかによって、個々の思想は大きく変化する。

　将来における可能性を重視するか、現在における安定を重視するかに至っては、そもそも時間が進まなければその正誤がわかりにくい。両方の道が破滅につながっていることもままある。

　記録者と語り部との関係は、互いに否定し合うほど対立するものではなかったが、心が読めてもなお〝相手の考えがよくわからない〟と感じる程度には断絶していたらしい。

　そんな相性の悪さが、残された記憶の曖あい昧まいさにもつながっている印象だった。

　カーナビに導みちびかれるまま車を走らせつつ、羽は矢や多たは出口の見えない思案を重ねる。

　その背に、くろとらくんがあっけらかんと声をかけて寄よ越こした。

「羽矢多さん、ちょっとコンビニ寄って、お昼ごはん買っていっていい？」

「……正直、お前のそのふてぶてしさを羨うらやましいと思わないでもない」

　昨日のビル街を駆かける騎き士しの姿は、目もく撃げき者しやの多さから、早くも都市伝説のような話題になりつつあった。

　ただし街の監視カメラに収められた映像は、どれも動きが早すぎてぶれてしまい、よくわからない黒い影かげが通り過ぎるだけのものになっている。

　文ふみ槻つき総合病院の監視カメラには静止した姿も映っているようだが、こちらはさすがにキャラバンが公開していない。

「昼飯は後回しにしろ。日数の猶ゆう予よはまだあるが、メリアさえ同行していなければ今日中に彼らを捕ほ縛ばくする。しかし──何ど処こに向かう気だ？」

　カーナビの画面でクレアの位置を示す点は、再開発区画に入っていった。まだ新しいショッピングモールや大型の店舗が建ち並ぶ人気の商業地域でもある。

　光点は羽は矢や多た達が追いつく前に停止した。

　地図上には、〝フィットネスクラブ・アクアスみなと〟の表記がある。そこは文槻総合病院から車でほんの数分の近所だった。

　後部座席から覗のぞき込んだ英えい太た郎ろうが軽い口笛を吹く。

「おお、クレア余裕だな。こんな時に運動か。気分転換のつもりかな？」

「それはさすがにないだろう。ここは文槻派の出資で建てられた施設だ。しばらくここに潜せん伏ぷくする気か……いや、〝見張り番〟のことは知っているだろうしな。こちらの出方を見る誘いのつもりか──？」

　くろとらくんがばふばふと両手を叩たたいた。

「わー。羽は矢や多たさん、ぼく、プール入りたーい」

「……溺おぼれるぞ。やめておけ」

　羽矢多は路肩のコインパーキングに車を停とめ、一同を振り返った。

「英太郎、姫ひ想そ華か、一緒に来い。騎き士しと拳けん闘とう士しはひとまず待機だ。必要になったら通つう信しん球きゆうで連絡する」

　どちらも連れ歩くにはあまりに目立つ。フィットネスウェアはともかくとして、清せい家け翼つばさは有名人でもあるし、くろとらくんに至っては論外だった。

　だが、清家翼が首を横に振る。

「むしろ私が一人で先行すべきだと思います。貴方あなた達はここで待機していてください」

　戸と惑まどう羽矢多の脳裏に、翼の思考が流れ込んできた。

　その最中にも英太郎が反論する。

「拳闘士、あんたの腕は信用しているけど、一人で突っ込む場面でもないだろ？　ここは俺おれ達も……」

　羽矢多は彼の意見を制止した。

「……いや、いい。まずは拳闘士だけを行かせよう」

「ええ？　……羽矢多さん、本気か？」

　ごねる猟犬の英えい太た郎ろうに、翼つばさが真顔のままで片目を瞑つむってみせた。

「ここは内部のセキュリティが充実していますから、無理に押し入ろうとすれば騒さわぎになります。でも、私はそもそもこのジムの常連ですから──顔パスでスムーズに入れますし、スタッフもみんな顔見知りです。まずは私が先行して、内部のどこに仕立屋がいるか、それから仕立屋以外の誰だれがいるかを知らせます。もしも内部にキャラバンの伏兵がどっさり──なんてことになっていたら、相応の対策が必要でしょうから」

　平日の午前中とあって、施設が混雑するような時間帯ではない。もしも客が多くいれば、それこそキャラバンの伏兵と見ていい。

　もし伏兵がおらずとも、入館前に騒ぎを起こして、クレア達に逃げられては元も子もない。昨夜に続き〝トライハルトの化け猫〟が玲音れいん達を逃がす可能性もあり、静かに偵察ができるならそれに越したことはなかった。

　おそらく今回の皇帝復活の件について、末まつ端たんにまではまだその正確な情報が伝わっていない。

　各派閥の実戦部隊はさておき、フィットネスクラブのスタッフなどほぼ一般人と変わらない上、今はまだ騒そう動どうから一夜が明けたばかりである。

　単独で訪れた翼の姿を見て、彼女が〝宿やど主ぬし〟だと気づく者はほとんどいないはずだった。

　翼が所持していたジャージを羽は織おり、多少は目立たない格好になる。

「よし、拳けん闘とう士し。まずは向こうの戦力確認を優先しろ。メリアがいるようなら一いつ旦たん引く。クレアによく似た車くるま椅い子すの美人だから、いればすぐにわかるはずだ。いない場合にも戦せん闘とう行為は極力避さけろ。向こうが先に仕掛けてきたらやむなしだが、俺おれ達の役割はあくまで〝説得〟だ。状況を確認でき次第、俺達も館内に踏ふみ込む」

「わかっています。戦うのは好きですが──戦闘系の異能者ならともかく、ただの子供相手では燃えません」

「子供には違いないが、ただの子供とは思わんほうがいい。クレアは仕立屋で、月つき代しろ玲音は記録者だ。少しおかしな状況にはなっているが、状況次第で味方になる人材だということは忘れるなよ」

　念を押す羽は矢や多たに頷うなずきを送りつつ、ジャージ姿の翼が車外に降り立った。

　くろとらくんが後部座席から肉球を振る。

「拳闘士さん、気をつけてねー。ついでに売店でヤキソバパン買ってきてー」

「わかりました」

　突っぱねるかと思いきや、翼は間をおかずに応おう諾だくした。

（そういえば、騎き士しと拳闘士はそこそこ仲が良かったか……）

　エントランスに向けて歩き出す翼の後ろ姿を見送り、羽矢多は座席に背を預ける。

　高校生二人は呑のん気きに家族へメールを送っていたが、その中身は実戦経験も豊富な猟犬と弓使いであり、そのことが羽矢多には今も釈然としていない。

　彼らは玲音れいんやクレアの友人でもあるが、この理り不ふ尽じんな事態にあまりに素早く適応しすぎている。

　後部座席のくろとらくんが、むくりと体を起こし、寝転がる向きを変えた。

　こちらの着ぐるみについても今一つよくわからない。くろとらくん自体の公式設定は雄おすだが、その中身が男か女かすらまだ判然としていない。

　声からして女かもしれないとは感じつつ、甲かん高だかい声の男、声変わりする前の少年という線もなくはない。どうにも中性的な声ではある。

「おい、騎き士し。お前のその着ぐるみ──何か意味はあるのか？　正直なところ、目立つばかりで利点がなさそうだが……」

　羽は矢や多たはそう問いかけてみた。

　実際には大きな利点がある。

〝心を読む語かたり部べの力が通じない〟──これは間違いなく利点だが、それはつまり、〝仲間内で信頼を得にくい〟という欠点をも併せ持っていた。

　皓こう月げつが騎士を羽矢多に託したのも、あるいは不確定要素を作戦の中ちゆう枢すうに置きたくなかったからかもしれない。

　くろとらくんが着ぐるみの中で唸うなった。

「利点……利点……んー。〝かわいい〟？」

　愛あい嬌きようたっぷりに呟つぶやいたが、見開いた眼めが微妙に怖い。

「……そうか。可愛かわいいのか……」

　世間のセンスがわからず、羽矢多は目元を押さえて考え込む。

「俺おれはそっちの業界に疎うといから、参考までに聞きたいんだが……人気のあるマスコットなのか？」

「はい。女子高生に大人気です！」

「嘘うそよ。紅あか街まちによく行っている人でもないと基本的に知らないわ」

　姫ひ想そ華かの突っ込みが氷点下だった。

　凍りつくように硬直したくろとらくんに対し、英えい太た郎ろうが即座にフォローを入れる。

「いやまあ、着ぐるみだってできたばっかりだろ？　知名度が上がるのはこれからだって！　姫想華は流は行やり物ものに厳きびしいだけだから気にするな」

「……いえ。フォローとかいいんで……現実厳しいって知ってるし……」

　背を丸めていじけてしまったくろとらくんを横目に、羽矢多はこの珍ちん獣じゆうの〝中身〟について改めて思案を巡らせた。

（紅街のマスコット……ならば中身は祭さい夏か老ろう派の一員か？　皓月の知り合いだとしたら、こんなふざけた格好が許されているのも道理だが……）

　隙すきを見て頭を外してやりたい思いもあるが、現時点で羽矢多に対する敵意を感じないだけに、機き嫌げんを損そこねることになっては今後に支障が出そうだった。

　理由はもう一つある。

　くろとらくんの中身が、羽は矢や多たの思う〝万が一〟の人物であった場合──喧けん嘩かを売るには相手が悪すぎた。

（〝満月のフェルディナン〟……こんな状況下で、あの女め狐ぎつねがまだ事態に介入している気配がない。無関係のままならいいが、もしもこの着ぐるみの中身が、奴やつだとしたら……）

　それはキャラバンに古くから関かかわる〝吸血鬼〟の名だった。

　幽ゆう霊れいのようなエスハとは違い、あくまで実体を持った存在ではある。だが、おそらく〝人間〟ではない。

　血を吸った相手に化け、自分に関わる記憶を消すことで暗あん躍やくを重ね、時には横合いから全すべてをかっさらっていく──もしもくろとらくんの〝中身〟が彼女だとすれば、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度にも、着ぐるみを苦としない体質にも納得がいく。

　それでもあえて着ぐるみを着ているのは語かたり部べの力を警けい戒かいしてのことだろうが、それは〝心を読まれる〟ことを懸け念ねんしてなのか、あるいは〝心を読めない＝人間ではない〟と見破られることを恐れてなのか、そこまでは判断できない。

　語り部の能力は人間にしか通用しないらしいが、それを試すにもフェルディナンを直接に見る必要がある。

　この点を気にし始めてから、羽矢多はくろとらくんに警戒心と併せて期待を持つようになった。

　満月のフェルディナン──彼女の思想は単純明快である。




〝汚らわしい人類から、純粋な迷めい宮きゆう神しん群ぐんを保ほ護ごする──〟




　彼女は迷宮神群の守護者だった。

　その彼女がもしも、行方ゆくえ不明のリコルドリクを発見し保護してくれたなら、それがこの騒そう動どうを解決に導みちびく糸口となるかもしれない。

　羽矢多のそんな思いを知ってか知らずか、くろとらくんは後部座席を猫のようにごろごろと転がり、感情のない眼めでぶつくさと呟つぶやきはじめた。

「……女子高生が食いつかないというだけで終わコン扱いされる残酷で美しきこの世界……ぼく達はどこで道を間違えてしまったのでしょーね……もうみんな滅びればいいのに……リア充とか爆ばく発はつ物ぶつとして解体されればいいのに……そして肉片を猫缶に混ぜて新たな食物連れん鎖さの鎖くさりを構築すればいいのに……だいたい女子高生なんて体重的にはビンナガマグロと似たようなものじゃないですか。ねえ羽矢多さん？」

　──中身の予想については、ただの考えすぎだったかもしれない。

「……猟奇的な妄言への同意を求めるな。人気が欲しかったらそういう発言も控えておけ。あと……もう少し真ま面じ目めに任務にあたってくれ」

　いなした羽は矢や多たの視界で、清せい家け翼つばさがエントランスからフィットネスクラブの館内へと入った。

　監視の眼めは感じないが、キャラバンを相手に油断する気はない。

　羽矢多は周辺の様子に気を配りつつ、翼からの報告をじっくりと待った。
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　フィットネスクラブ、アクアスみなと──

　近代的で清せい潔けつ感かんのあるその大型施設は、一介の高校生に過ぎない玲音れいんにとって、明らかに敷しき居いが高すぎた。

　床材は大理石か人工大理石かわからないが、一流ホテルかと見み紛まがうような磨みがき抜かれた広いロビーに、間接照明でライトアップされた坪庭、どこぞの芸術家の作と思おぼしき風景画などが花を添えている。

　件くだんの榊さかき真砂まさごという人物とは、ここで落ち合うことになっているらしい。

　制服の受付嬢じように、希き崎ざきとクレアが話を通している間、玲音は傍かたわらの鉄てつ舟しゆうに耳打ちした。

「セレブってすげーな……運動するためだけにこんなとこ通うって、どんだけだよ……」

　豪華な施設を建てるほうも建てるほうだが、玲音の立場では通う人間がいることに驚おどろかされる。

　鉄舟が真顔で玲音を見下ろした。

「……そうか。一応、冗談として聞き流してくれてもいいんだが……この施設、文ふみ槻つき先生が可か愛わいい姪めいのために建てたものだと言ったら信じるか？」

　玲音は聞き流すことにした。

　──が、鉄舟はそのまま訥とつ々とつと話し続ける。

「パスミオの異能者は思春期の体調が不安定になりやすいらしい。専門のメディカルスタッフがいないと、運動系の部活どころか体育の授業さえ危ういってことで、ほぼクレアのためにここが建てられた。キャラバン関係者の雇用の受け皿という面もあったんだろうが、なんだかんだで黒字化しているあたり、抜け目がないな」

「……ちょっと待った。全力で聞き流すつもりだったけど、雇用の受け皿ってことはつまり、ここの職員てまさか全員そっち系の力を持ってたり……？」

　亜あ里り亜あが肩をすくめてにやにやと応じた。

「うんにゃ、異能者は数人だけ。あとのほとんどは一般人。ただ、キャラバン関係者の親族とか、キャラバンのことを知ってる一般人がそこそこ紛まぎれてるけどね」

「ん……？　迷めい宮きゆう神しん群ぐんの能力って遺い伝でんするんだろ？　関係者の親族なら異能者なんじゃないのか？」

　亜あ里り亜あが馬ば鹿かを見る眼めで玲音れいんを見た。

「あんたとクレアが結婚したら、あんたとあんたの親しん戚せき連中は異能者になれるの？」

「……二重の意味で有り得ないですよねすみませんでした」

　さすがにこの質問は馬鹿だった。

　鉄てつ舟しゆうが小声で呟つぶやく。

「能力についてもな。遺い伝でんといっても、能力に目覚めない人間もそこそこいるんだ。特異体質で変な発現の仕方をする人間もいる。そのあたりは個人差が大きい」

「鉄舟とか実はエリートだからな？　パナンゾロン系の中でも攻こう撃げきの速さと精密さが群を抜いてる。その分、防御力は少し落ちるらしいけどね」

　鉄舟が自じ嘲ちよう気味に声を落とした。

「……能力が多少あったところで、所しよ詮せんは裏切り者の息子だ」

「だからお前はそういうこと言うなって！」

　亜里亜が鉄舟の臑すねを蹴け飛とばした。

　聞いてもいい話なのかどうか、玲音が迷っていると、鉄舟は珍しく気の抜けた顔で話しはじめた。

「お前には話しておく。さっき文ふみ槻つき先生が〝甲こう院いん派〟がどうこうって言っただろう？」

「ああ、小学生の頃ころ、クレアを誘拐しようとした連中だっけ？」

　鉄舟が頷うなずいた。

「甲院派ってのは、俺おれらが生まれるよりも少し前に一度は壊かい滅めつした派閥だ。で、八年くらい前に、今回のブロスペクトみたいに急に復活した。うちの親おや父じは元々は甲院派の一員で、その後は別の派閥で世話になっていたんだが──甲院派が復活した後、俺とお袋を捨てて昔の上司についていっちまった。で、欧州まで行った挙あげ句くに戦死した」

　玲音は口を噤つぐむ。鉄舟の家が母子家庭だという事実は知っていたが、その理由については初めて耳にした。

　亜里亜が不快げに舌打ちを漏もらす。

「……こいつの親父さん、いまどき珍しい忍者の末まつ裔えいでさ」

　聞き間違いかと思い、玲音は問い返した。

「忍者……？　コマンドーとかコンバットとかウォーリアーズとかのアレ？」

「それは何言ってんだかわからんけど、忍者は忍者よ。〝焔えん鉄てつ衆しゆう〟っていう集団だったらしいけど──息子にも〝鉄舟〟なんて名前つけたくらいだから、相当愛着があったんでしょ」

　亜里亜が鉄舟を険けわしく睨にらみ上げた。

「だけどね、鉄舟。親は親、あんたはあんた。裏切り者がどうこうなんて、あんたが気に病やむことじゃない」

　鉄てつ舟しゆうが、いかつい手で亜あ里り亜あの頭を撫なで回した。亜里亜は機き嫌げんの悪い猫のように唸うなったが、その場からは動かない。

「俺おれが気にしなくても、気にする人間は当然いる。そのことから眼めを背そむけるつもりもない。ただ、だからこそ──微妙な立場だった俺とお袋を拾ってくれた文ふみ槻つき先生には、本気で感かん謝しやしている。玲音れいん、俺は文槻先生に返しきれない恩義がある。今回の騒そう動どうでは少しでも恩返しをするつもりだ。だから──お前にもクレアにも生き残ってもらわないと困る」

　鉄舟が鋭するどい視線を天井に向けた。

「……実際のところ、俺は非力だ。守れる範はん囲いなんざたかが知れている。だから玲音、危なくなったら逃げ時を間違えないでくれ。お前らさえ無事でいてくれたら、俺は面めん目もくが立つ」

「……おう」

　数呼吸の間、鉄舟の言葉を噛かみしめてから、玲音は深々と頷うなずいた。

　玲音の脳内で記録者が囁ささやく。

〝君の友人は、義理堅い男だな──〟

（中学の頃ころから、鉄さんは何か覚悟決めて生きてる感じでなぁ……ただの学生とは違うよなー、って思ってたから、むしろいろいろ納得できた気がする）

「何？　三人とも真剣な顔してどうしたの？」

　受付から戻ってきたクレアが、不思議そうに玲音達を見た。

　亜里亜が皮肉な笑みを返す。

「このジム、金かかってんなーって話。んで、しばらく待機でいいの？」

「うん。真砂まさごさん達は相手の拠点探索で離れてて、もうちょっとしないと戻ってこられないみたいだから──それまで休きゆう憩けい室しつで待っててくれって」

　クレアが玲音の手を引いた。

「玲音も行こ。あ、ついでに見学していく？」

　こんな事態だが、彼女は少し楽しげだった。むしろ明るく笑うことで、わずかでも場を和なごませようとする健けな気げさも感じられる。

　つい先日にも、玲音はクレアからこのジムへの入会を誘われた。

　株主優待券で無料になるとも説得されたが、そもそも家事とアルバイトと学業とで、玲音の日常はほぼ手一杯である。

「いや、それはまたいずれ……もとい、なんかお客さんの気配が少なくないか？　たまたま空すいてる日？」

　時間帯のせいとは思えない。

　クレアが苦笑いを見せた。

「うん。今、受付の人から聞いたんだけど……平日の午前中だから空いてるっていうのももちろんあるけど、それに加えて昨日の海面凍結とか竜巻とか……あれの影えい響きようで、今日は朝からテレビやネットに張り付いている人が多いんじゃないかって。私達は間近で見てたし原因も知ってるけど、そうじゃなかったら気になるよね」

　同じく受付から戻ってきた希き崎ざき心しん弥やが、ネクタイを緩ゆるめながら続けた。

「大地震の前触れじゃないかとか、デマも飛び交かっているらしいよ。特にここは異変のあった埠ふ頭とうにも近い区画だし……なんとなく来にくいのもわかるかな。僕らにとってはちょうどいい」

　希崎は玲音れいん達を先せん導どうして歩き出した。

　金属製の棒で塞ふさがれたゲートを仮の入館証で通り抜け、妙に愛想のいい警けい備び員いんに会え釈しやくしつつ、玲音は周囲を見回した。

　どこもかしこも磨みがき抜かれ、観葉植物の葉っぱすら光こう沢たくを放っている。

「なぁ、クレア。ここって高校生が通うとこじゃないと思うんだけど……」

「そうかな？　まぁ、フィットネスクラブ自体、高校生って少ないかもね。でもレディースタイムでは私より年下の子もいるよ？　大半は二十代から三十代、四十代の人達だけど……」

「同学年は？」

　これには横合いから亜あ里り亜あが応じる。

「クレアと私と姫ひ想そ華か、三人だけ。玲音の言うとおり、そもそもガキの通うとこじゃねーんだよ。姫想華の家もセレブだから気にしてないだろうけど、私なんか優待券がなかったらとんでもねーわ。玲音も拒否して正解だぞ？　レディースタイムだからきっちりガードできるけど、野郎と一緒の時間帯になったら変な虫がわらわら寄ってきそうだし、正直言って面倒見きれん。しかもこいつ無自覚にたゆんたゆんさせてるから、玲音もどうせ運動どころじゃねーからな、マジで」

　亜里亜の懸け念ねんは正論すぎて、玲音には乾いた笑いしか出てこなかった。

　クレアが慌てて反論する。

「い、いかがわしい言い方しないで！　普通に二人で走ったりウェイト使ったり、プールで泳いだりはできるでしょ？　玲音がちゃんと傍そばにいてくれれば、変な人とかも寄ってこないだろうし……」

「なるほど。周りがドン引きするくらいイチャつく様を見せつけたいと……お前もう私の知ってるクレアじゃねーよ……性的な波動に目覚めたクレアだよ……冗談で言っててなんかだんだん怖くなってきたよ……」

　亜里亜の本気の口調に対し、クレアからも本気の泣きが入った。

「だから本当にそういうのじゃないからっ！　亜里亜、玲音が引いてるから適当なこと言うのやめて！」

　玲音の脳裏に、記録者の冷めきった声が響ひびく。

〝君、引いてるか？〟

（いや……揺らしながら運動してるクレアをふと思い浮かべたら、なんかこのまま悟りが開けそうな境地に……）

〝うん。確かに君は、そういうタイプだと思った〟

　マシントレーニング用の広いフロアを横目に通り過ぎつつ、玲音れいんの耳にふと懐なつかしいメロディが聞こえてきた。

「あ、この曲……〝黒猫音おん頭ど〟？」

　それは玲音がまだ小学生の頃ころに、一世を風ふう靡びした童謡だった。

　テンポのいい和風のメロディに乗せて、アニメで描かれた黒猫達が盆踊りを踊る曲で、学校行事や町のイベントでもよく使われていた記憶がある。

　当時のメールアドレスにもそのタイトルを使用していた程度には好きだったが、懐かしいのと同時に、少しばかり甘あま酸ずっぱい思い出もあった。

　傍かたわらのクレアも、話題が切り替わったことにほっとした様子で微ほほ笑えむ。

「あ、ほんとだ。懐かしい。うちのパパも大好きだったなぁ、この曲……」

「流は行やってたからなぁ。俺おれ、この曲のタイトルをメールアドレスにしてたんだ。踊りはじめは一匹で、だんだん増えていくところが好きでさ。最後のほうなんか、もう〝黒山の猫だかり〟って感じで──」

　亜あ里り亜あが眼めを細めた。

「憶おぼえてる。増えすぎて若じやつ干かん、気持ち悪かったよね」

「あれ？　認識が違う!?」

　亜里亜のドライな感想に戸と惑まどう玲音をよそに、希き崎ざきが音の出所になっていた休きゆう憩けい室しつの扉を開けた。

　フローリングの室内には、フィットネスウェアの女性インストラクターが二人──

　かたや黒髪のポニーテール、かたやセミロングの娘で、どちらもさすがにスタイルがいい。健康的な雰囲気もさることながら、採用基準が顔だったのではないかと疑いたくなるほどの美人でもある。
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　しなやかに引きしまった腕や腹筋、太ふと股ももに見み惚とれかけた玲音の頭を、鉄てつ舟しゆうがすかさず小こ突づいた。〝セクハラは自じ粛しゆくしろ〟という有あり難がたい無言の忠告に、玲音も我を取り戻す。

　希崎心しん弥やが彼女達へ親しげに片手をあげた。

「由ゆ姫きさん、冬ふゆ華かさん、こんにちは。着くのが早かったかな」

「あ、心弥さん。大丈夫です、ちょっと時間を潰つぶしてただけなので……」

「お久しぶり。昨日の件、聞きましたよ。弓ゆみが無事で良かったですね」

　由姫と呼ばれたポニーテールの娘がステレオを消し、冬華と呼ばれたセミロングの娘が愛想良く玲音達の前へ歩み出た。

　どうやらエクササイズに使う曲の振り付けを検討していたらしい。双方、軽く汗をかいている様子で、上気した肌が妙に艶つやっぽい。

　鉄てつ舟しゆうに再度突っ込まれるまでもなく、玲音れいんは不自然に視線を逸そらす。

　しかし、冬ふゆ華かという娘は気にする様子もなく無防備に歩み寄ってきた。

「貴方あなたが玲音君よね？　クレアからいつも聞いてるよ。よろしく、ここのインストラクターの水みず本もと冬華です」

「ど、どうも……」

　自然体で握手を求められ、視線が交差するなり、玲音はどきりとさせられた。

　間近に見た彼女の顔立ちは凜りんとして、いかにも意志の強そうな眸ひとみが美しい。

　単純に顔の造りが繊せん細さいなだけではなく、内面から滲にじみ出るような存在感がある。

　思わず引き込まれそうになりながら、玲音は同時に違和感を持った。

（あれ？　この人、何ど処こかで……）

　その抜群のプロポーションは、直じかに見ればそうそう忘れられないはずだが、それでもなかなか思い出せない。

（もしかして文ふみ槻つき先生と同じかな？　昔からの知り合いと錯さつ覚かくさせるっていう……）

　玲音の訝いぶかしげな視線に気づいたのか、亜あ里り亜あが横から囁ささやいた。

「名前で気づけよ。何年か前に引退した、元タレントの水本冬華──テレビの時じ代だい劇げきとかで見たことあんだろ？」

「あ！」

　驚おどろいて固まる玲音れいんに、冬ふゆ華かが楚そ々そと微ほほ笑えみかける。

　気丈で包容力のある大和やまと撫子なでしこそのものの笑顔に、玲音は今度こそ完全に魅み入いられた。

　──腕が痛い。

「……玲音、見とれすぎ」

　にっこりと微笑んだクレアが、かすかに爪つめを立てていた。

「い、いや、なんでこんなとこに芸能人が……!?　ていうか、え……キャラバンの関係者……!?」

　驚く玲音に、冬華が苦笑混じりに頷うなずいた。

「芸能界とか向いてなかったみたいでね。二十代になっちゃったし、早めにと思って、切りのいいところで引退したの。で、体を動かすのも好きだったし、ちょうどここのオープニングスタッフの求人があったから──あと、私はキャラバンの関係者っていうか……うん、たぶん君と同じ」

　目の前の美人との間にまともな共通項を見つけられず、玲音は戸と惑まどった。

　冬華は玲音の髪をそっと撫なでる。

「私も、元々はキャラバンのこととか知らなかった一般人──ちょっとした事件に巻き込まれて、組織のことを知って……その時に、大事な人を亡くしちゃったの。だから君のことを他人とは思えないし、私みたいな思いもして欲しくない。何か協力できることがあったら遠えん慮りよなく言ってね。能力とかないただの一般人だから、あんまり役には立てないかもしれないけど──」

　親身に呟つぶやく彼女の眼めには、上うわ辺べだけの同情ではない優しさが溢あふれていた。

（この人も、キャラバン絡みの騒そう動どうに巻き込まれたのか……）

　それがどんなものだったのか、玲音は知らない。だが、大事な人間を亡くしたという言葉は殊こと更さらに重く響ひびいた。

　次いで、もう一方の由ゆ姫きという娘が玲音の前に立つ。

「私もよろしくね、玲音君。榊さかき由姫です」

　控えめに挨あい拶さつをする彼女は、左手の薬指に指輪をつけていた。洗練された女優としての美しさを持つ冬華に対し、こちらは同世代のような可愛かわいらしさと年上相応の魅み力りよくとが同居している。

　通とおり一いつ遍ぺんの挨拶を返した後で、玲音は問いかけた。

「あの、違っていたらすみません。名字が榊さんってことは、これから合流する予定の真砂まさごさんって人の……？」

「はい。妻です」

　はにかんで答えるところを見るに、まだ新婚らしい。

　亜あ里り亜あが補足を加える。

「玲音は知らないだろうけど、フリーの迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究者で榊糾ただす先生って人がいてな。由姫さんはその娘さんで、真砂さんはその婿むこ養よう子しって関係。これから世話になるんだから、一応把握しとけ」

「榊さかき……糾ただす？」

　玲音れいんはその名に憶おぼえがあった。

　亡き両親の遺い品ひん──その書類を整理していた時に、両親の研究内容を責める手紙が複数あった。

〝すぐにその研究をやめるべきだ〟

〝やっていいことと悪いことがある〟

〝私は協力できない〟

〝リスクは貴方あなた達が考えているよりも遥はるかに大きい〟

　研究者だった両親が真ま名な井い製薬で何をしていたのか、幼かった玲音はもちろん知らない。

　それらの手紙が印象的だったのは、印刷物ではなく丁てい寧ねいな手書きで、シリアスな内容とは裏腹に可愛かわいらしいカピバラや精せい悍かんなハシビロコウなど、バラエティ豊かな動物系の便びん箋せんに書かれていたせいだった。

　その人物にも両親の死を連絡すべきかと祖父母は迷っていた様子だが、差出人としての名前はあっても住所の記き載さいがなく、結局は伝える手段がなかった。

　よくある名前とは言い難がたい。同姓同名でないとしたら──

（うちの両親って、製薬会社勤めだったけど……そんな人から手紙が来てたってことは、まさか神しん群ぐん関係の研究者だったのか？　羽は矢や多たさんとも知り合いだったわけだし──）

　知識と自覚がなかっただけで、自分もあるいは、昔からキャラバンの関係者だったのかもしれない。

　改めて気づいた事実を整理しようとして、玲音はしばらく固まった。

　傍かたわらのクレアが腕を引く。

「玲音？　どうしたの？　考え事？」

「あ、いや。なんでもない」

　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かし、玲音は由ゆ姫きとも握手をかわす。

　顔合わせが済んだところで、希き崎ざきや彼女達は細かな情報交換を始めた。

　キャラバン内部の幹部の動向などを話し合っているらしいが、下地となる知識を持たない玲音にはまるで理解できない。

　彼らやクレアを交互に見た後、玲音は隣りん席せきの亜あ里り亜あにこっそりと耳打ちした。

「亜里亜さん、亜里亜さん。勝ち組の周りには勝ち組が集まるんですかね……？」

「……私から見りゃあんたがその最たる例だけどな。自覚してねえあたりがすげぇ腹立つわ」

　返ってきたのは理り不ふ尽じんな罵ば倒とうだった。

　心しん弥や達の情報交換が一段落したところで、二人のインストラクターにクレアが慣れた口調で会話を振る。

「由ゆ姫きさん、さっき流してた曲って黒猫音おん頭どですよね？　もしかしてエクササイズに使うんですか？」

「うん、キッズタイムでね。古い曲だけど、定番でしょ？」

「キッズ……？　え、子供がこんなセレブなとこに通うんですか？」

　玲音れいんのそんな疑問に、冬ふゆ華かが曖あい昧まいな微笑を返した。

「子供がっていうか、子供連れの若奥様に通ってもらうためのプログラムなの。キッズタイムに合わせて一緒に来て、子供達をこっちのクラスに預けている間に、自分達も好きな運動をするって流れ。これなら保育園とか幼稚園が休みの日でも来やすいでしょ？　それに、子供がマシンの周囲を走り回ってたりすると危ないし……」

「そういう狙ねらいだから、運動っていうよりお遊ゆう戯ぎみたいな方向性かな。割と評判いいんだよ」

　冬華と由姫の説明に納得しつつ、玲音は彼女達を見てしみじみと思う。

（……子供の眼めには刺し激げきが強すぎないか、この二人……？）

〝そういう邪よこしまな眼で見ていると、またクレアに怒られるぞ。それより──ちょうどいい機会だ。そろそろリコルドリクの探索を開始しよう〟

　唐突な申し出に玲音は焦あせった。

（今から!?　いや、こっそり出るわけにはいかないだろ。せめて真砂まさごって人に会ってからじゃないと、さすがに鉄てつさんに申し訳が……）

〝逃げ出せと言っているわけじゃない。このフィットネスクラブは、私が想定していたリコルドリク探索の目星の一つだ。そろそろ話してしまうが──リコルドリクには、湖や池などの、流れの少ない淡水を好むという習性がある〟

　玲音は記録者の言葉に集中した。

〝リコルドリクにとって、大量の淡水は居心地のいいソファやベッドのようなものだ。必須な環かん境きようというわけではないが、彼は数日単位で水場を渡り歩く。実は君の高校のプールも、私にとっては監視対象だったんだが──さすがにあそこには来ていなかったな。川のように常に流れのある場所には留とどまらないから、他ほかには銭湯や貯水池、浄水場なども探索の候補になる〟

（いや、ちょっと待て。リコルドリクって、そもそもどんな姿をしてるんだ？　大きさとか形とか……何か変なものがプールに浮いてたら騒さわぎになるだろ？）

　記録者がくすりと笑った。

〝リコルドリクに決まった外見はない。というより……彼には実体がない。姿はいかようにも変えられるし、消えることも可能だ。宝石箱が開いた時、紅あか街まちの空に浮いた満月──あれもリコルドリクの擬ぎ態たいだな。少なくとも眼で見て探す行為にはあまり意味がないから、キャラバンも皓こう月げつも捜索には難なん儀ぎしているだろう。見つけたところで、どう捕まえる気だか──ああ、だから皓月達は、記録者たる私を優先的に探しているわけだが〟

　その言い様に、玲音は頭を抱えそうになった。

（記録者さん……それ、俺おれらにも探せないんじゃ……？）

〝そうでもない。彼が近くにいれば私にはわかる。私はリコルドリクの神官──東洋でいえば巫み女このような、神と人とをつなぐ存在だ。リコルドリクがどんな姿で存在していようと、私達は本質的な部分でつながっている。これは比ひ喩ゆではなく、全すべての石はリコルドリクから伸びた端たん末まつのような存在だ。全ての石達は、リコルドリクから力を借りているともいえる〟

（へえ？　じゃあ、そのつながりを辿たどれば居場所がわかったりしないのか？）

〝玲音れいん、君はパソコンを持っているな。では、そのパソコンを使って世界の何ど処こかにある特定のサーバーの正確な位置を把握できるか？　他人からの情報提供は一いつ切さいなしで、だ〟

（……すんません。生意気言ってマジすんませんした……っ）

　記録者が声の質を落とした。

〝いや、君の指摘自体はもっともなものだ。ただ、そもそも三次元的な線でつながっているわけではないから、眼めでは見えないし位置関係もわからない。本来、私はそれを把握できてもいい立場なんだが……過去ならいざ知らず、肉体がない今の私にはできないことも増えてしまった。各人の能力を石の形で宝石箱に残す──それを為なすには対象への理解が必須だったはずなのに、私は「私の石」を完全には保存できなかった。結局のところ、過去の私は私自身のことを、完全には理解できていなかったのだろう〟

　存外に真剣な言葉の響ひびきが気にかかり、玲音はフォローを入れておく。

（いやー、人間、自分のことって意外によくわかんないもんなんじゃないですかね？　そうそう客観視はできないっていうか……）

〝……君がその言葉を言うと妙な説得力がある。それはさておき、リコルドリクの件だ。彼の探索は水場を中心に行えばいい。たとえ人には見えない状態であっても、私にはわかる。ここのプールもチェックしておきたいが、なんとか抜け出せないか？〟

（うーん……よし、わかった。交渉してみる）

　なるべく自然に見えるよう、玲音は慎重にクレアへ声をかけた。

「あのさ、クレア。軽くでいいから、館内を案内してくれないか？　真砂まさごさんが合流するまで、まだ時間がありそうだし──」

「あ、見学する気になってくれた？　……もしかして、冬ふゆ華かさん達が目当て？」

　一いつ瞬しゆんぱっと明るくなったクレアの微笑が、次の瞬間には微妙に固まった。

　玲音は努つとめて冷静に首を横に振る。

「そういうんじゃなくて、非常口とか、いざって時の脱出経路とか……広すぎてどこに何があるのか、よくわかってないんだ。頼む」

　案内の過程で、プールにも寄るはずだった。

　たちまちクレアがあたふたと反応する。

「あ……そ、そうだよね！　ごめん、こんな時に変なこと言ってて──あの、希き崎ざき先生。ちょっと玲音れいんを案内してきます」

「じゃ、みんなで行こう。今は単独行動を避さけたほうがいい。それに僕も、非常口とか把握できていないからね。玲音君はそういうところ、意外に堅実だ」

　素直に褒ほめられたのか、あるいは〝記録者〟の要望と察した上で協力してくれたのか、いずれにせよ玲音はスムーズに休きゆう憩けい室しつを出られた。

　インストラクターの由ゆ姫きと冬ふゆ華かが、施設を案内しながら話しかけてくる。

「うちね、曜日によってはダンス系とかスポーツチャンバラとかスカッシュとかのクラスもあるんだよ。会員は自由に参加できて、器具とかもレンタルがあるから、気軽に参加してもらえると思うけど……」

　露ろ骨こつな営業トークに、玲音は愛想笑いを返す。

「いやぁ……俺おれ、基本的に貧乏性なんで、会費とかちょっと重くて……」

「だから、玲音の分なら優待券があるってば」

　クレアが即座に呟つぶやいたが、ほぼ同時に脇わきから亜あ里り亜あが鼻を鳴らす。

「優待券どころか経営権もってるくせに、何言ってんだか……」

「もってないよ!?　私、高校生だよ!?」

　由姫が不思議そうに振り返った。

「あれ？　もってないの？　ここって、権利的にはクレアがオーナーだって文ふみ槻つき先生から聞いてるけど……」

　冬華もその隣となりで頷うなずく。

「私もそう聞いた。実際、株の五割は貴方あなたが持ってるんでしょ？　三割はメリアさんで、二割が文槻先生で……だからここで株主優待券なんて使ってるの、クレアとその友達だけよ？」

　クレアがきょとんと立ち尽くした。

「え……それ、初耳です……？」

「……怖こええー……金持ち怖えー……」

　玲音は頬ほおを引きつらせて呆あきれ返る。経済感覚がそもそも違うのだろうが、住む世界が違いすぎて目眩めまいがした。

「こ、怖くないからっ！　そもそもなんで私自身が知らないの!?」

　亜里亜がニヤニヤと笑いながら舌打ちを漏もらす。

「どうせ頭ん中がピンク色すぎて聞いてなかったんだろ。そもそもバカだし、説明受けても右から左に抜けてっただけとか」

「うぅ……亜里亜は私のこと、バカ扱いしすぎだよ……」

　それでも多少は自覚があるのか、クレアの声には自信がない。

「確か、誕生日プレゼントにここの会員証もらったって言ってたよな？」

「うん。新しくできた施設だから、好きに使っていいって……あ。〝好きに使っていい〟って、そういう……？　あれ？　そういえば会員証と一緒に、なんか分厚くて難むずかしい書類もらってたかも……？　運動するだけなら別に読まなくても大丈夫かなぁ、って思って、そのまま本棚に……」

　クレアがクエスチョンマークをまき散らして考え込む。その頭を子供扱いに撫なでながら、玲音れいんは二度三度と頷うなずいた。

「うんうん……こんな可愛かわいかったらそりゃ文ふみ槻つき先生もお袋さんも将来が不安になるよな……」

「バカな子ほど可愛いっていうもんね……クレアの可愛さの半分はバカでできてるよね……」

　亜あ里り亜あの追い打ちに鉄てつ舟しゆうの無言の頷きまで加わり、クレアが真っ赤になって反論した。

「か、かわ……！　じゃなくて、バカバカ言わないで！　バカじゃないもん！　だいたい誕生日プレゼントに施設丸ごと貰もらえるとか思わないでしょ、普通！」

　冬ふゆ華かがくすくすと笑った。

「あ、そういう感覚は普通なの？　まあ、有あり難がたくもらっときなさい。なにかあった時に生活に困らないようにっていう親心でしょ？　羨うらやましいわ」

　記録者も玲音の脳内で冷めた感想を口にする。

〝親心というか、親馬ば鹿か心というか……〟

（みなまで言うな……たぶん、文槻先生もお袋さんも、もしも自分が突然死んだら、って考えたんじゃないかな……立場が立場だし、命を狙ねらわれるってこととかもありそうだし、クレアのために、なるべく残せるものは残しておいてやろうって……）

　度は過ぎているにせよ、その親心はわかる。

　玲音がほのぼのとした気分に浸ひたっていると、脳内で記録者が嘆たん息そくした。

〝……このフィットネスクラブの隣となり、工事現場だったな。それなりの規模のホテルを建設中らしい〟

（ああ、なんか来る途中にそんな告知の看板が出てたっけな。それが？）

〝事業者の欄らんが、このフィットネスクラブの名称になっていたんだが──彼女の二十歳くらいの誕生日プレゼントになるんじゃないか？〟

（………………金持ち怖こええー……マジ怖えー……）

　さすがに寒気がした。

　やがて施設の案内がプールに差しかかる。

　まともにその様子を確認しないうちから、玲音の頭の隅すみで記録者が囁ささやいた。

〝気配が微み塵じんもない──外れだな。ここにリコルドリクはいない。駄目で元々だったが、やはりそう簡単には見つからないか〟

　長さ二十五メートルの立派なプールは長方形ではなく、かまぼこ形に近い。優雅な曲線を持つプールサイドには、休きゆう憩けい用のビーチチェアなども並び、運動用の施設というよりはリゾート地のような雰囲気もある。

　天窓から燦さん々さんと注ぐ日の光に眼めを細めつつ、玲音れいんは感かん嘆たんの息を漏もらした。

「……うちの学校のプールより、よっぽど立派だな……」

「それは当たり前だ。そもそも築ちく年ねん数すうが違う」

　油断なくあたりを見回しつつ、鉄てつ舟しゆうが応じた。

　プールの中にはのんびりと泳いでいる人間が三人、水中エクササイズをしているグループが、インストラクターを含めて四人──いずれも中年世代の女性ばかりだが、和わ気き藹あい々あいと楽しげだった。

　由ゆ姫きが玲音に説明を続ける。

「メインのプールがここで、あっちにある小さいプールがジャグジーつき。今は空すいてる時間帯だけど、夕方とか夜はけっこう混雑するんだよ。シャワールームやサウナ、浴室も向こう側にあるけど、そっちも見学したい？」

「いえ、そこまではいいです。それより、あっち……非常口ですか？」

　玲音は隅すみにある目立たない扉を指差した。白い壁かべと同色で、風景に埋没している。

　冬ふゆ華かが首を横に振った。

「ううん、あれは職員用の通路。外じゃなくてロビー側につながっていて、特に清掃の人がよく使うの。途中にボイラー室もあって──非常時には避ひ難なん通路にもできるけれど、ちょっと狭いから、避難の時も基本的にはお客さん用の通路を使ったほうがいいかな」

「あぁ、なるほど。あの向こうがロビーってことは、ちょうど一周した感じなんですね」

　プールについては収しゆう穫かくなしだったが、建物の構造はなんとなく把握できた。通うことはないだろうが、一応の好奇心は満たされる。

　玲音は世間話のつもりで冬華に話しかけた。

「それにしてもここ、もうリゾートホテルみたいですよね。なんかプールサイドでカクテルとか飲んでそうなイメージが……」

「あはは。さすがにそこまでは──」

　玲音達の視界で、不意に職員用通路の扉が開いた。

　関係者しか通らないはずのそこを通って、見覚えのある黒い巨体がのそのそと現れる。

　黄色い眼に太い四し肢し、海え老びの尻尾しつぽに──トランクスタイプの海水パンツと、巨大なサングラス。

　紅あか街まち中華街が生んだ謎なぞのマスコットキャラクターは、さして必要とも思えない特製の水着まで身につけ、玲音達を無視して手近なビーチチェアに悠々と寝そべった。

　そして手持ちのクーラーボックスからノンアルコールビールを取り出し、爪つめで器用にプルタブを開け、小粋に缶を傾かたむける。

　唐突に現れてさも当然のようにリゾート気分を満喫しはじめた珍ちん獣じゆうに、玲音達一同は呆あつ気けにとられた。

「……え。何。アレ、まさかここで飼ってるんですか……？」

「く、くろとらくん……本物……!?　本物のくろとらくんだっ……！」

　困惑を露あらわにした玲音れいんとは裏腹に、妙にはしゃいだ声がすぐ傍そばで響ひびいた。

　見れば亜あ里り亜あが、その瞳ひとみを子供のように無邪気に輝かせ、見たこともないほどの完かん璧ぺきな笑顔で感動にうちふるえている。

「……ええぇ。亜里亜さん、もしかしてアレ好きなんですか……？」

　玲音が控えめに問うと、亜里亜は気持ち悪いほど素直にこくこくと頷うなずき、両手を胸の前で組み合わせた。

「やべえええ───！　超かわいいい───っ！　おい、鉄てつ舟しゆう、見ろよ、本物だよ！　本物のくろとらくんだよ！　どうしよ、ちょっとサインもらってきていい!?　あ、ここの売店で色紙とか売ってないの!?　いやもう、なんでこんなとこにくろとらくん来てんだよ！　今日オフとか？　ちょっと私、挨あい拶さつしてくる！」

　日ひ頃ごろの彼女からは有り得ない言動にドン引きしつつ、玲音はその襟えり首くびをひっつかんだ。

「落ち着け、亜里亜！　アレは皇帝の部下の〝騎き士し〟だ！　昨日、俺おれと香か恋れんを病院からさらった奴やつ！　たぶん敵！」

「あ？　てめぇ、くろとらくんディスってんじゃねーぞ！　あんな可愛かわいいのに敵とか有り得ねえだろマジで！」

　聞く耳をもたないとはこのことだった。

「……おい、鉄さん！　クレア！　こいつ、いつもの亜里亜と違う！　なんかおかしいぞ！」

　理り不ふ尽じんすぎる逆ギレに怯おびえ、玲音は鉄舟とクレアに助け船を求めた。

　しかし鉄舟は無言で視線を逸そらし、クレアは困ったように力なく微ほほ笑えむ。

「あ……えっとね、玲音……亜里亜は、その……ゆるキャラに眼めがなくて……特にくろとらくんは最近のお気に入りで、こうなっちゃうともう、冷静な意見とか耳に入らないっていうか……」

　そこそこ付き合いが長い友人の、初めて知る意外な一面に、玲音は動揺させられた。

「まじっすか……おい、亜里亜！　時と場合を考えろ！　そんな状況じゃねーだろ！　アレがここにいるってことは……！」

「……ああ、そういうことだ。俺も来ている」

　背後で低い声が響いた。

　慌てて振り返った玲音は、廊下の少し離れた位置にワイシャツ姿の巨漢を見つける。

　水みな門と警けい備び保ほ障しようの社長、羽は矢や多た寿とし宗むね──

　玲音と香恋の後見人であり、恩人でもあるその男は、しかめ面つらに沈痛な思いを乗せて悠然と立っていた。

　玲音達との距離はまだ離れているが、巨体のせいか、さほど遠くは感じない。

「は、羽は矢や多たさん……？」

　気づけばプール側にはくろとらくんが、正面には羽矢多がいる。

　挟はさみ撃うちのこの状況に、希き崎ざきや由ゆ姫き、冬ふゆ華かも動揺を隠せない。

（羽矢多さんがどうしてこんなところに……って、俺おれらを捕まえに来たのか。あっちのくろとらくんは、逃げ道を塞ふさぐため──？）

　塞ぐ気があるのかないのか微妙なところだが、〝騎き士し〟の機動力を知る玲音れいんには充分なプレッシャーだった。

　逃げるのは難むずかしいと早々に判断して、玲音はその背にクレアを庇かばいつつ、じっと羽矢多に視線を据えた。

　敵意がないことを主張するように、羽矢多が軽く両手を上げる。

「希崎君、それにそちらの女性陣も……まずは落ち着いてくれ。俺は玲音君と話をしに来た。力ずくでどうこうという流れにはしたくないし、君らに危害を加える気もない」

　彼の声は存外に穏おだやかだった。少なくとも昨夜、張ちよう燕えんという異能者を相手にしていた時のような凄すごみはない。

　心しん弥やが由姫達と目め配くばせをする。

　さしあたっては、相手の出方をうかがいつつ時間を稼かせぐ──

　そのつもりだろうとは玲音も瞬しゆん時じに察した。

　羽矢多やくろとらくんの侵入よりも少し遅れて、ようやく館内放送が入る。

　それは火災発生により客に避ひ難なんを促うながす内容だったが、要するに虚きよ偽ぎの放送で、一般客を外に逃がすための方便なのは明らかだった。

　案内のために動く職員達の一人が、羽矢多と対たい峙じする冬華に駆かけ寄った。

「冬華さん、この人って……!?　警けい備び員いんさんが、向こうで気絶してて……」

「こっちはいいから、すぐにお客さんを避難させて。羽矢多さん……その邪じや魔ままでする気はないですよね？」

「もちろんだ。むしろ早く避難させてもらえると有あり難がたい」

　冬華の同僚らしき娘は怯おびえた様子で頷うなずき、利用客の誘ゆう導どうに回る。

　一方で、由姫と冬華は玲音達の傍そばに身構えたまま動かない。

　羽矢多を相手にして戦う力があるようには見えないが、玲音達を見捨てて逃げられる性分でもないらしい。

　彼女達に害が及ばぬようにと、玲音は亜あ里り亜あにクレアを任まかせ、自身が前へ歩み出た。

「羽矢多さん。どうも──なんか、妙なことになっちゃいましたね」

「まったくだ……君も、昨日は災難だったな」

　羽矢多が申し訳なげに頭を下げた。

　玲音はぎこちなく応じる。

「俺おれを捕まえに来たんですよね？　皓こう月げつの指示ですか？」

「そうだ。あいつに任まかせると無用の血が流れそうだから、俺に任せてもらった。玲音れいん君、君とクレアお嬢じようさんだけでいい。一緒に来てくれ。俺の指揮下にいる限り、皓月に君らへの手出しはさせない。そっちにいても、キャラバンの一部勢力が君を狙ねらうはずだ」

　羽は矢や多たの声は真しん摯しそのものだった。

　重い責任をその背に負い、潰つぶれぬようにと四し肢しを踏ふん張り、敢かん然ぜんと前を見据えている。

　その佇たたずまいは玲音の憧あこがれる大人の姿だったが──今は、おとなしく従うわけにはいかない。

「羽矢多さん。俺は香か恋れんを取り戻したら、クレアも連れて避ひ難なんします。変な争いに……巻き込まないでください」

　亜あ里り亜あや鉄てつ舟しゆう達の手前、玲音はそう告げた。

　本心はもちろん違う。

（リコルドリクを見つけて……みんなから石を取り出して、羽矢多さんも静しず枝えさんも、英えい太た郎ろうや姫ひ想そ華か達も、こんな馬ば鹿かげた騒さわぎから解放する。それまで……）

　羽矢多がびくりと震えた後、絞り出すような声を紡つむいだ。

「……玲音君。すまん。俺の石の力は……〝語かたり部べ〟なんだ」

　玲音の背筋に、ぞくりと悪お寒かんが走った。

（まずい……！　考えが全部読まれ……）

〝……どうにもならん。もう全すべてバレている。彼が語り部の宿やど主ぬしだったか……〟

　記録者も舌打ちを重ねた。

　羽矢多は眉み間けんに皺しわを寄せ、視線で鉄舟達の動きを牽けん制せいした。

「残念なすれ違いが起きていることは事実だが、君の真意は理解している。だからこそ、なおのこと……君は今、俺と一緒に来るべきだ」

　羽矢多が真まっ向こうから玲音の眼めを見据えた。

　玲音は思わず体を強こわ張ばらせる。

　遠い昔──両親の葬式の日にも、羽矢多は今と同じ表情をしていた。

　それは真摯で、切実で、誠実で──どこか罪悪感を漂ただよわせた、苦しげな顔だった。

「俺は君の味方になれる。最終的な目標は同じといってもいい。今は安全を確保して時機を待て。リコルドリクさえ見つかれば……後は君次第だ。玲音君、一緒に来てくれ──頼む」

　羽矢多が深々と頭を垂たれた。

　玲音は慌てふためく。

「ちょっ……羽矢多さん！　俺に頭なんか下げないでください！　あの、羽矢多さんの立場が見えないっていうか……羽矢多さんは、皇帝や皓月みたいに、キャラバンを倒すつもりなんじゃ……？」

　羽矢多が鼻筋を歪ゆがめた。

「俺おれは……俺には、静しず枝えちゃんや君達を、キャラバンから守る義務がある。玲音れいん君、文ふみ槻つき先生は信頼していい。しかし、文槻先生の力だけでは抑えきれない連中がいる。薄うす々うす、感づいてはいるだろうが……有う楽らく原ばらさんにも会ったんだな？」

　玲音が連想した危険な人物について、羽は矢や多たはすかさず反応した。語かたり部べの力の前で隠し事は通用しない。

　その事実を薄気味悪くは思いつつ、玲音は羽矢多への信頼感でその感情を封じ込める。

「今朝、会いました。怖そうな人だと思いましたけれど……具体的にどういう人なのかまでは知らないです」

「有楽原紀き元げんは、皓こう月げつがそのまま年をとって老ろう獪かいさを身につけたような人間だと思えばいい。玲音君、君が皓月を警けい戒かいするのは当然だが、彼女も本来はキャラバンの一員──キャラバンの中には、皓月のように危険な人材がそこそこいる。皇帝の傍そばが安全だとは言わん。しかし、キャラバン側にいれば……宿やど主ぬしになった君や私は、背中から撃うたれる可能性が高い。目的がどうあれ、君がいるべき場所はそちらではないように思う。背中を預けられない味方は──敵よりも厄やつ介かいだぞ」

　この言に亜あ里り亜あが噛かみついた。

「……言いたい放題に言ってくれますね、羽矢多さん。玲音もクレアも渡しません。いえ──渡せるわけないですよね？　キャラバンが本気で皇帝一派を殲せん滅めつする気になったら、宿主はその巻き添えを食うって羽矢多さんにもわかるはずです。殺し合いになったら、そりゃ石の宿主を引き継げる皇帝側は強いでしょうけれど……こいつらの持ってる石が他人に宿ったところで、肝心の玲音やクレアが死んじゃったら何の意味もないですから。こいつらは、こっちが責任もって避ひ難なんさせます。羽矢多さんが本当に玲音達の身を案じているなら、むしろ香か恋れんちゃんをこっちに引き渡すくらいのことはしてください」

　亜里亜の険けわしい言葉に合わせて、鉄てつ舟しゆうが玲音の前で身構えた。

　一触即発の気配を逸そらすように、羽矢多が眼めを伏せる。

　そのすぐ後ろの曲がり角から、玲音にとってまたも見慣れた顔が現れた。

「──羽矢多さん、交渉決裂っすね。玲音はともかく、亜里亜や鉄舟はそれじゃ納得しないでしょ。そいつら、割と性格キツいですよ」

「亜里亜、ごめんね。クレアもこっちで預からせてもらうから」

　宗むな方かた英えい太た郎ろうと胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華か──

　同級生の二人は、学校で会う時とさほど変わらない態度でふらりと現れた。曲がり角の陰から羽矢多の説得を聞いていたらしい。

　玲音の背にはどっと冷や汗が湧わく。

　鉄舟や亜里亜の態度からして、昨日の美術室と同様、再び争いになることは避さけられそうにない。

　しかも今回は相手側に羽は矢や多た寿とし宗むねがいる。昨夜、張ちよう燕えんという異能者を相手にした時に、玲音れいんはその強さを垣かい間ま見みた。

　人数こそ玲音達のほうが多いが、まともに戦って勝てるはずもない。逃げたところで〝騎き士し〟と〝猟犬〟には追いつかれる。

　早さつ速そくに白銀の弓を構えた姫ひ想そ華かの肩を、羽矢多がぐっと掴つかんだ。

「やめろ、弓使い。彼らは君の友人だろう。そういう真ま似ねはしなくていい」

「狙ねらうのは腕や足よ。命までは取りません」

「それでもやめろ。お前達、俺おれの指示には従うという約束だったな？」

　不満げな顔のまま、姫想華は手元から弓を消した。

「じゃ、どうするんですか？　まさかこのまま帰る気じゃないですよね？」

「……俺の勘かんが正しければ、もうじきそれどころじゃなくなる。残念だが、君らは──有楽原さんのことを、知らなすぎる」

　羽矢多の言葉から、数すう瞬しゆんを経て──

　廊下側に面した窓が一いつ斉せいに割れた。

　英えい太た郎ろうが姫想華を庇かばって、ガラスの破片をその背に受ける。

　同時に羽矢多も玲音達に叫んだ。

「全員、この場を離れろ！　来るぞ！」

　割られた窓から、筒状の物体がいくつも一緒に飛び込んでくる。

　壁かべに跳ね返って弾はずみながら、それらの筒は一斉に白い煙を噴ふきはじめた。

（ガ、ガス!?　あ、よく聞く催涙ガスとか……）

　玲音がそう判断しかけた矢先、羽矢多が更に声を荒らげる。

「すぐに離れろ！　下へ手たに吸ったら死ぬぞ！」

「まさかの致死性!?」

　玲音達は一斉にプール側へと逃げ込んだ。

　ガラス製の大きな扉を閉め、一応は煙を遮さえぎる。隙すき間まから少しずつ侵入はしてくるが、刺し激げき臭しゆうを感じる程度に抑え、その隙に冬ふゆ華かが防火シャッターのスイッチを押した。

　電動でシャッターが降りていくのを横目に、玲音達はひとまずプールサイドに固まる。

　一般客は避ひ難なんした後で既すでにいない。

「いきなり殺す気満々のガス兵器とか、何考えてんですか!?」

　震えるクレアの肩を支えつつ、玲音は声をあげた。

　羽矢多が低く唸うなる。

「おそらくは低濃のう度どの神経ガスだ。確実に殺せる威力ってわけじゃない。だが、ああいう武器を〝対象が死んでも構わない〟くらいの勢いで投入してくるのが有う楽らく原ばらさんのやり方だ。希き崎ざき君、君とインストラクターのお嬢じようさん方は向こうに降伏しろ。有楽原さんはどうせ、実験動物扱いできる〝宿やど主ぬし〟が欲しいだけだ。つまり狙ねらいは俺おれらと……玲音れいん君だな。文ふみ槻つき派の幹部候補の君には、向こうもなるべく手出しをしたくないはずだ」

「最っ低……！　キャラバンのやることって、どうしてこう荒っぽいの!?」

　姫ひ想そ華かが忌いま々いましげに呟つぶやき、英えい太た郎ろうを見た。

「英太郎、背中にガラスの破片が……取るわ。後ろ向いて」

「いや、刺さっちゃいない。かすめて切れただけだ……これでわかったろ、玲音。キャラバンの連中、見境ないぞ」

　インストラクターの二人も、露あらわな肩を弾はずませながら顔を歪ゆがめた。

「評判の良くない人だとは聞いていたけど……まさか、文槻派の商業施設にいきなりこんな奇き襲しゆうをかけてくるなんて……」

　由ゆ姫きが悔しげに呟つぶやき、冬ふゆ華かがこれに応じる。

「むしろ文槻派の施設だからこそかな。皇帝一派が先に攻め込んできたから、キャラバンとしてそれに対応しただけって名目が立つもの」

　羽は矢や多たが眼めを伏せた。

「その点は否定しない。が……俺達が来なくても、数日以内に同じことが起きたはずだ。昨日から今朝にかけて、君らの中に──有う楽らく原ばらさんの〝手術〟を受けた者がいるだろう？」

　心しん弥やと鉄てつ舟しゆうが同時に反応した。

「有楽原さんの悪い癖くせだ。事態の渦中にいる人物を治ち療りようする時、その体内に小型の発信器を仕込む──体内に仕込んだ場合にはバッテリーが切れるまでの数日間、消化器に仕込んだ場合には排はい泄せつされるまでの間しか機能を果たさないが、その間の移動は完全に把握される。君達は、せめて五日間──文槻先生の庇ひ護ご下かでおとなしくしているべきだった。もっともその場合、玲音君達の捕ほ縛ばくには俺ではなくて、皓こう月げつが乗り出していただろうが……まぁ、向こうにしてみれば、俺は撒まき餌えに食いついた馬ば鹿かな魚ってところか」

　亜あ里り亜あが壁かべへ八つ当たりの拳こぶしを叩たたきつけた。

「あの藪やぶ医者っ……！　ろくでもない真ま似ねしやがって！」

　鉄舟も額ひたいを押さえて天井を仰あおぐ。

「文槻派への恩を売りつけられただけかと、油断していたな……心弥さん、気づいてましたか？」

「いや、僕も迂う闊かつだった。何か企たくらんでいるだろうとは思っていたけれど、こういう形で関与してくるなんて……」

　心弥は悔しげに、一晩で怪け我がから完治した腕を撫なでた。

　彼の本職は絵え描かきらしい。商売道具の腕を治してもらったことに、あるいは真っ正直に感かん謝しやしていたのかもしれない。

　羽矢多がプールサイドから職員用の通路に向かう。

「連中、まだここに突入してこない──ということはつまり、ロビーで〝拳けん闘とう士し〟が敵を蹴け散ちらしているはずだ。俺おれはすぐ加勢に行く。弓使いと猟犬も来い。それから……〝騎き士し〟」

　ビーチチェアからのそりと身を起こしたくろとらくんが、サングラスを外して敬礼を返した。

「はいほー。お仕事の時間ですね！」

「ああ、お前は玲音れいん君とクレアお嬢じようさんをここから逃がす役だ。他ほかの連中は宿やど主ぬしじゃないから、有う楽らく原ばらさんの興味の外だが──二人は狙ねらわれる可能性が高い。玲音君、悩む時間はあまりない。騎士に同行するかどうか、俺達が戦っている間に決めてくれ。それから……騎士も玲音君が拒否した場合は、構わんから一人で脱出しろ。無む理り強じいしたところで、どうせ〝化け猫〟の力で逃げられる。むしろ今は──俺達が有楽原さんの包ほう囲い網もうを破れるかどうかが問題だな」

　玲音は自身の腹部に手を当てた。

　昨夜、そこから出てきた黒猫は、〝トライハルトの化け猫〟と呼ばれているらしい。

　また逃がしてくれるとは限らないし、今もまだ出てくる気配はない。

（これ、俺の意志で呼び出せるわけじゃないのかな……？）

〝本気で求めた時にだけ反応するのかもしれん。今はまだ、そういう状況ではないということか……〟

　玲音としては充分に怯おびえているつもりだったが、むしろ混乱が大きすぎて、恐怖が薄うすまっている感は否いなめない。

　もしも玲音の意志とは関係なく、〝向こう側〟の都合次第で現れるのだとしたら、あてにするにはあまりに不安定な力だった。

　羽は矢や多たは職員用通路の扉をさっさと開け、弓使いの姫ひ想そ華かと猟犬の英えい太た郎ろうもそれに続いた。

「拳けん闘とう士しは遠距離攻こう撃げきができないし……」

「俺は姫想華の背中を守らないとな。玲音、いい返事を期待してるぜ」

　戦いに向かう二人の足取りに迷いはない。その態度は完全に、他の宿主を〝仲間〟として認識しているようだった。

　選択を丸投げされた玲音は歯を食いしばる。

　傍かたわらには不安げなクレアがいる。亜あ里り亜あや鉄てつ舟しゆうも今は口を開かない。〝玲音とクレアがこの場を切り抜けるためには、どうするべきか〟──彼らもその答えに迷っている様子だった。

　心しん弥やと二人のインストラクターも、玲音の意志を尊重するつもりらしい。

　くろとらくんがそっと玲音の肩に手を置いた。

「女王様のおにーさん。おにーさんを連れて帰ると成功報酬でぼくのボーナス三割増なので、おにーさんはぜひ一緒に来るべきだと思います！　ガチで」

「……ああ、うん。もうそういう説得方法のほうが逆に清すが々すがしくていいよね……」

　この期ごに及んでなお、くろとらくんには緊きん張ちよう感かんがなかった。ただしそれは、見方によっては冷静さの証明かもしれない。

（こいつの〝中身〟、実は意外と大物なんじゃないかな……？）

〝冷夏とはいえ、夏場にずっとこんな着ぐるみを着ていられる時点で、おそらく常人じゃないだろうが……ただの馬ば鹿かという線も捨てきれない〟

　くろとらくんが巨大な頭を傾かしげた。

「で、どうする？　逃げるならそろそろ逃げちゃいたいんだけどー」

「あ……えー……いや、でも……」

　玲音れいんは短く思案する。

（……皓こう月げつの拠点に潜もぐり込んで、香か恋れんを助けるのが目的なら──拠点までこいつに道案内してもらうってのはありなんだよな……）

　今の玲音は、妹の香恋が何ど処こにいるのかすら把握していない。その意味で、目の前にいる〝騎き士し〟は貴重な手がかりでもあった。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず──そんな故事成語にならって、黒い虎とらに道案内をさせるのも悪くない。

　方策を考え込む玲音の腕を、クレアがぎゅっと握った。

（……あ。そうだ。こいつ……）

　彼女の青い眸ひとみは、不安に怯おびえる子供のようだった。

　クレアのことを第一に考えれば──たとえ一時的にせよ、皓月の元に身を寄せることなど有り得ない。もちろんクレアを連れて行く気はないが、離れれば彼女を守ることもできなくなる。

　玲音自身に大した力はないが、いざとなれば〝トライハルトの化け猫〟もいる。

「……騎士、悪いけどやっぱ無理だ。俺おれ一人なら、とか一いつ瞬しゆんだけ思ったけど……こいつのお袋さんに、こいつのこと任まかされてた。羽は矢や多たさんにも断っといてくれ。あと……香恋は絶対に取り戻すから。そっちにいる間、怪け我がさせたりするなよ」

　くろとらくんが敬礼を返した。

「あいさー。ま、予想はしてたんだけどね！　じゃ、ぼくは一匹で逃げちゃうよ。羽矢多さんにも伝えておくからー」

　くろとらくんの足下から、一瞬のうちに黒馬が湧わき上がった。

「わひゃっ!?」

　影かげの馬に驚おどろいた亜あ里り亜あが尻しり餅もちをつきかけたが、咄とつ嗟さに鉄てつ舟しゆうが後ろから支える。

「く、くろとらくん……すげー……！」

「……〝騎士〟の能力だ。落ち着け」

　友人達の様子に脱力しつつ、玲音は馬上のくろとらくんを見つめた。

「……お前、皇帝の部下にしてはちょっと雰囲気が違うよな？　いくら羽矢多さんの指示だっていっても、俺を普通に見逃すことに同意したり……皇帝とか皓月への忠誠心もあるんだかないんだか……」

　くろとらくんがエビの尻尾しつぽをパタパタと振った。

「だってぼく、虎とらだし。ついでに海え老びだし……正直ねー。皇帝とか仲間のことは好きだけど、キャラバンとかは別にどうでもいいんだー。なるべく被害とかも減らしたいんだけど、これがなかなかねー。あとリア充どもに嫉しつ妬ととか毛玉とかいろいろぶつけたいんだけど、その機会もあんまりなくてねー。ついでにぼく、将来は組織の幹部とかより海老の養よう殖しよく業者になりたいんだー。仲間を売りさばいて私利私欲を貪むさぼる死のくろとらくん……やだかっこいい……しかも収入的にも味覚的にも超美お味いしい……ぽわわ……」

　馬上で妄言を呟つぶやきながら両手で頬ほおを擦こすり上げ、くろとらくんは颯さつ爽そうと駆かけ出した。

　プールサイドから壁かべを垂直に駆け上り、あっという間に天窓を突き破って外へと出てしまう。

　呆ぼう然ぜんと見送った玲音れいんや心しん弥や達の傍かたわらで、亜あ里り亜あがぽつりと声を発した。

「……サイン、もらい損そこねた……」

「……たぶん、アレとはまた近いうちに遭そう遇ぐうする羽目になると思う。なんなんだろうな、本当に……」

　思考を切り替えたところで、玲音の耳に爆ばく発はつ音おんが重なって聞こえた。

　羽は矢や多た達の戦いが、いよいよ激はげしさを増しているらしい。

　冬ふゆ華かが玲音の肩を押さえた。

「友達のことは心配だろうけど……私達はここで待機。羽矢多さん達が勝てばその後から脱出できる。有う楽らく原ばらさんが勝てば、さっきの宿やど主ぬしの誰だれかを確保できるだろうから、貴方あなた達が狙ねらわれる必然性も薄うすれる──卑ひ怯きように思えるかもしれないけれど、戦力に乏とぼしい立場だと、そういう立ち回りも必要に……」

　その言葉の途中で、ロビーとは別方向からの騒そう音おんが響ひびいた。

　火薬による爆発物の音ではない。雷らい鳴めいに近い衝しよう撃げき音おんで、それに合わせて複数の気配が防火シャッターの向こう側に近づいてくる。

「うお……！　こっちからも来た!?」

　咄とつ嗟さに玲音は背後にクレアを庇かばう。

　鉄てつ舟しゆう達も身構える中、閉じたシャッターが数度の衝撃を受けて激しく揺れた。

「やばい……ぶち破られる……！」

「玲音、後ろにいろ。心弥さん達も少し離れ……」

　鉄舟の両腕に黒い分泌物がまとわりつき、たちまち鞭むち状に変化していく。

　玲音達の目の前でシャッターが軋きしみながら裂け、その向こう側に廊下が覗のぞいた。

　そこに現れたのは、有楽原の私兵──ではない。

　初老の警けい察さつ官かん。ゴスロリファッションの娘。

　そして彼らを左右に従えた、ドレスのようなワンピースをまとった少女──
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　彼女はうつろな眼まな差ざしに涙を溜ため、壊こわれたシャッターの境界をふらりと越えてきた。

「……お兄ちゃん。見つけた──」

　奪だつ還かんする予定だった妹、〝女王〟の石を持つ月つき代しろ香か恋れん──

　彼女の思いがけない出現に、玲音れいんは頬ほおを引きつらせ、その場に固まった。
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　フィットネスジム、アクアスみなとのロビーにて、〝拳けん闘とう士し〟たる清せい家け翼つばさはその鉄拳を存分に振り回していた。

　軽装のトレーニングウェアに古びたデザインのボクシンググローブをつけたその姿は、一見すればジムの練習生のようにも見える。

　服装に次いで、整った顔とスタイルを見れば、タレントが何かの撮さつ影えいをしているのかと判断する輩やからも多いだろうが、実際の戦闘風景はまさにＢ級映画さながらの無茶なものだった。

　火器を携けい帯たいした複数の敵に対し、フットワークだけで弾だん丸がんを避よけながら肉にく薄はくし、衝しよう撃げき波はを伴うほどのパンチを浴びせていく──

　殴られた相手は数メートル単位で吹っ飛び、ある者は壁かべや天井に体を打ちつけ、またある者は仲間ごと巻き込んでＫＯされてしまう。

「ば、化け物かっ……！」

　派閥の主あるじ、有う楽らく原ばら紀き元げんの指示で突入を敢かん行こうした戦闘部隊は、ロビーで足止めを食う羽は目めになる。

　他ほかの出入り口や窓から、神経ガスを噴ふん出しゆつさせる手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込み、ロビーにいぶしだされてきた相手を一いつ斉せいに叩たたく計画だったが、そんな目論もくろ見みは一いつ瞬しゆんで瓦が解かいした。

「面倒だ！　ガス弾を使え！」

　予備のガス弾がロビーに投げ込まれるや、翼は床を蹴けり、身を丸めて弾丸のように跳ぶ。

　そして投げ込まれたガス弾が落下するよりも早く、彼女はその円筒を真正面から捉とらえ、ストレートの一撃で屋外へと弾はじき返した。

　同様に、続けて投げ込まれた他のガス弾や通常の手榴弾も、コンビネーションの打撃で弾き返していく。

　周辺にいた有楽原の私兵達が、たちまち波のように引いて距離を取った。

　手榴弾の爆ばく発はつ音おんが周辺一帯に響ひびき渡る。

　屋外で破裂したガス弾は周辺を一時的に白く覆おおい、うっかりその煙を吸ってしまった一部の兵ががくりと膝ひざをついた。

　翼は止まらない。煙を避けつつ、敵の布陣でまずは手て薄うすな箇所を狙ねらう。

　引きしまった肢し体たいが、まるで風をまとった妖よう精せいのように流れ、その軌き跡せきの途中にいた者はことごとく強烈な一撃でもって弾き飛ばされた。

　グローブがヘルメットをへこませ、防弾チョッキを越してなお肋ろつ骨こつをへし折るほどの衝撃を生み、屈強な男達が車ではねられたようにくるくると宙を舞まう。

　鬼き神しんの如ごときその戦いぶりに、有楽原の寄よ越こした戦闘部隊はあっという間に予定の変更を迫られた。

　手て頃ごろな宿やど主ぬしを複数捕ほ獲かくして有楽原の実験室に届けるはずが、一人の捕獲すらままならず、翼一人に翻ほん弄ろうされている。

　それでも翼つばさにとって、これはまだ準備運動のようなものだった。

　遠巻きになった有う楽らく原ばらの私兵は、その多くが防ぼう弾だんベストやヘルメットで武装している。

　その中にはマシンガンを構えた者もいた。

「この女！　殺せないと思って調子に……！」

　宿やど主ぬしが死ねば、石は解き放たれて別の人間に宿る──そうした特殊事情から、殺害は宿主が切り替わるだけであまり意味がない。上からの指示も、なるべくなら生きたまま捕ほ獲かくしろという内容だと想像がつく。

　それゆえにマシンガンの使用を躊躇ためらっていた彼らだが、ことここに至って遂ついに安全装置を解除した。

　派手な炸さく裂れつ音おんを響ひびかせ、銃弾が大量に撃うち出される。

　翼は素早く、雷らい光こうに近いジグザグの軌き跡せきを残し、別の敵の背後に移動した。

　同士討うちを避さけてマシンガンが止まる。

「構わん！　撃っていい！」

　翼の周囲に、鋼鉄の装甲と鞭むちを身につけた、虫のようなシルエットの人間達が集つどった。

　鋼鉄の籠かご守もり・パナンゾロンの異能者達は、その装甲によって銃弾を弾はじく。

　翼は彼らを盾たてにして銃弾を避よけたが、脇わき腹ばらと肩をわずかにかすめられた。

　更に振るわれた鞭の先が高速でその身を狙ねらう。

　舌打ち混じりに、翼は再度、跳び退のいた。

　身構える間もなく、そこへ複数の銃口が向けられる。銃を持つ者を優先的に倒そうにも、彼らはパナンゾロン系の異能者に守られていたり、あるいは装甲をまとった者がそのまま銃を持っていたりと、容易には近づけない。

　無理をすれば突破は可能だが、生身の翼は一いち撃げきでもまともに食らえば致命傷となる。

　銃弾を避けながら機をうかがう翼の耳に、羽は矢や多た寿とし宗むねの呆あきれたような怒ど声せいが響いた。

「複数の銃器相手にボクシングをやらかすな！　その闘とう志しは買うが、こういう時は素直に退ひけ！」

　翼の視界の隅すみを光の矢がかすめた。

　羽矢多と共に戻ってきた〝弓使い〟姫ひ想そ華かの矢が、マシンガンを持っていた一人を射い貫ぬく。

　その矢に実体はないが、威力や使い勝手は通常の矢とさして変わらない。そもそもの弓使いが弓の腕に熟じゆく達たつしていたため、彼の持っていた弓矢へのイメージがそのまま能力にも反映されている。

　翼は前傾姿勢で身構えながら言い返した。

「舐なめないでください。この程度の相手に退くほど鈍なまってはいません。本気を出すのは……これからです」

　翼は握り込んだグローブに軽く口づけし、鋭するどい眼まな差ざしで戦況を確認した。

　体内に宿した植物を操あやつる羽は矢や多た寿とし宗むね──まさか〝語かたり部べ〟と前線で共きよう闘とうする日が来るとは思っていなかったが、彼は石とは関係なく強い。

　猟犬の宗むな方かた英えい太た郎ろう、弓使いの胡桃くるみ澤ざわ姫ひ想そ華かも、外見こそただの高校生だが、中身の石は仲間として頼りになる。

　騎き士しのくろとらくんは、拳けん闘とう士しにとって仲のいい友人だった。

　その外見には冷たい対応をとったが、再会が嬉うれしかったことは間違いない。

　拳闘士にとって最も大切なのは〝皇帝〟だが、仲間達の存在はそれに続く。

　ブロスペクトの時代の〝彼〟は、賭かけ試合で生計を立てていた。その腕を見込まれて〝記録者〟のボディガードをしたのが縁えんで、皇帝ブロスペクトと出会い、彼に心しん酔すいした。

　時代を経て、今また──違う身となっても皇帝のために戦えることを、清せい家け翼つばさは誇りに思っている。

　宿やど主ぬしが増えたことで、戦況は傾かたむきつつあった。

　羽矢多が放つ植物性の矢はパナンゾロンの装甲には通じないものの、それを牽けん制せいとして翼が肉にく薄はくし、装甲ごとぶち抜く勢いのパンチを見み舞まっていく。

　弓使いの矢も、通常のままでは装甲に弾はじかれるが、髪の毛を芯しんにして集中することで相手の装甲を貫通する。

　そして弓使いが集中できるよう、彼女の周囲を猟犬が的確に守っていた。猟犬が鞭むちをかわし、相手に打だ撃げきを加えて転倒させ、そこを弓使いがすかさず射い貫ぬく。

　その息の合った連れん携けいは、過去の弓使いと猟犬の間にはなかったものだった。

　羽矢多が、腕にまとった木製の盾たてで銃じゆう弾だんを防ぐ。ただの木ならば砕けて終わりだが、羽矢多の腕に生えた盾は生きている。

　盾に食い込んだ銃弾をそのまま木の中に取り込み、それらの弾たまが芯となって次の銃弾をより強固に防ぐという、いかにも厄やつ介かいな性能を発揮していた。

　その羽矢多が叫ぶ。

「拳闘士！　ここを突破する！　先行できるか？」

「当然です。そのための能力ですから」

　清家翼はグローブを口元に揃そろえ、身を低くしてダッシュした。

　正面に立つパナンゾロンの異能者三人を、左ストレート、右フック、左アッパーの三発だけで吹っ飛ばす。

　しかしその直後──

　彼女の汗ばんだ背筋に、それまでとは質の違う冷や汗が湧わいた。

　咄とつ嗟さに彼女は跳ぶ方向を変える。

　先程までいた場所に、空から降ってきた白い装しよう束ぞくの小柄な男が着地した。

　その両腕につけられた短い刃やいばは空から振ぶりに終わったが、もしも翼の反応が一いつ瞬しゆん遅れていれば首を刈り取られていた。

　羽は矢や多たが舌打ちを漏もらす。

「燕えん人じん、張ちよう燕えん……！　生きていたのか!?」

　その人物の名を、翼つばさは昨夜ゆうべ、仲間から聞いていた。

　皇帝に歯向かい、その怒りに触れたキャラバンの有力な異能者らしい。

　動きの速さと力強さもさることながら、顔につけた鳥の面がまず眼めを引いた。

　彼の飛んできた方角には、一ひと際きわ、防備の厚い集団がいた。

　白衣の老人を中心として、近代的な銃器を携たずさえた部下達が彼を守っている。

　その姿を認めるや、羽矢多が呻うめいた。

「有う楽らく原ばらさん……！　こんな前線に……張燕の怪け我がを治したのは貴方あなたか！」

　有楽原と呼ばれた老人が、にこにこと温和な笑顔で応じた。

「や、羽矢多くん、相変わらずいい戦いっぷりです。昨日の夜、うちの部下が行き倒れていた彼を拾いましてね。話を聞けば、なんでも君に負けたとか……是が非でも皓こう月げつを殺したいという彼の熱意にほだされまして、しばらく共きよう闘とうすることになりました。あぁ、君への恨みはないそうですよ。むしろ油断していた自分を戒いましめたと……彼はなかなか、人格者ですね。今日の彼は、昨夜よりも冷静です。気をつけなさい」

　声の質は世間話のように軽いが、漂ただよう凄すご味みを隠しきれていない。

　彼らの会話の間にも、張燕が翼に肉にく薄はくし刃やいばを振った。

　紙かみ一ひと重えに避よけはしたものの、翼の能力をもってしても反はん撃げきを入れる余裕がない。

（この男……強い！）

「拳けん闘とう士し！　そいつとまともに戦うな！　お前とは相性が悪い！」

　拳闘士はこの指示を無視する。

　彼女が相手にしようとしまいと、張燕という男は今、先行する翼を標的にしていた。

　このタイミングで背中を向ければかえって危うい。

　何より──強い相手との戦いは、彼女が欲してやまない刺し激げきでもあった。

（両手の刃を、まず叩たたき折る……！）

　そのつもりで、翼は自みずから彼に向けて一歩を踏ふみ込んだ。

　それを狙ねらいすましたように、張燕の突きが顔の真正面に迫る。

　すかさず、翼は刃の平たい部分を目掛けてショートアッパーを打ち込んだ。

　グローブが刃に触れた瞬しゆん間かん、発生した衝しよう撃げき波はが刃を根元から叩き折る。

　同時に、弓使いからの援えん護ご射撃が張燕の半身を襲おそった。

　その矢を弾はじいた衝撃で、張燕が持つもう片方の刃も折れてしまう。

　どうやら、刃自体はさほど質のいいものではないらしい。おそらくは昨夜、皇帝や羽矢多との戦いで使い慣れた武器を失い、急きゆう遽きよ調達したのだろう。

　相手が徒と手しゆ空くう拳けんになったことで、拳こぶしと拳の戦いになる。

「よせ！　拳けん闘とう士し、深追いするな！」

　相変わらずに心配性な羽は矢や多たの助言に辟へき易えきしつつ、翼つばさは渾こん身しんのフックを張ちよう燕えんの脇わき腹ばらにぶち込んだ。

　唸うなりをあげたグローブは抉えぐるような角度で深々とめり込み、強烈な手て応ごたえと共に張燕の身が浮く。

（仕留めた……！）

　グローブ越しに、拳へと確かな反動が伝わる。

　相手の骨を砕き、内臓を叩たたき潰つぶし、時には体を引きちぎるほどのその威力は、拳闘士自身が最もよく知っていた。

　しかし、翼は直後に眼めを疑う羽は目めになる。

　衝しよう撃げきで飛んだ燕えん人じん・張燕は、まるで何事もなかったかのように着地し、再び平然と飛びかかってきた。

　衝撃をずらされたわけではない。インパクトの瞬しゆん間かんに彼が自みずから飛んだということもない。

　翼の一撃は、これ以上はない威力で間違いなく彼に突き刺さり、そして彼はその威力に平然と耐たえた。

　羽矢多の声が飛ぶ。

「張燕にその程度の打撃は通用しない！　そいつは生身で銃じゆう弾だんすら跳ね返す。つい昨夜、皇帝の〝全力〟をまともに受けて生き残った奴やつだぞ！」

　翼の背に寒気が走った。

　昨夜──皇帝が倒す前に、羽矢多が張燕を追い詰めたとも聞いていた。

　彼に倒せる相手ならば、自分の力も通用する──何ど処こかにそんな思い込みがあったことは否定できない。

　手てつ甲こうをまとったその拳が、翼のガードを叩く。

　石の力で強化されているはずの骨が軋きしみ、翼は後ずさった。

　体勢を崩くずしたところに張燕が更に迫る。

　相手の回し蹴げりから、翼は咄とつ嗟さにグローブで首と頭を庇かばった。

　張燕の体は、そのまま一回転し──

　直後、彼女の体の真まっ芯しんを衝撃が貫つらぬいた。

　くるりと回った勢いのまま、遠心力を加えた張燕の拳けん撃げきが、翼の腹部に深々とめり込む。

　大地に張った張燕の足がみしりと音を立て、その衝撃は数瞬をかけて完かん璧ぺきに叩き込まれた。

　発はつ勁けいと思おぼしきそのダメージが翼の脳天まで突き抜け、四し肢しがびくんと跳ねた後に力を失う。

　翼は身を丸めた状態で、その場に落ちるように倒れ伏した。

「あがっ……ぐっ……!?」

　込み上げてきた血ち反へ吐どをアスファルトに吐き散らし、彼女はその場で眼めを剥むいたまま悶もん絶ぜつした。

　視界は完全に焦点を失い、相手の位置すらわからない。

　とどめを刺されるかと覚悟しかけた矢先、駆かけ込んできた羽は矢や多たが体当たりで張ちよう燕えんを弾はじき飛ばす。

「拳けん闘とう士し！　立てるか!?」

　翼つばさは答えることすらできなかった。

　心はまだ折れていない。しかし、四し肢しにどうしても力が伝わらない。喉のどから出るのはかすれた音ばかりで、呼吸すら満足にはできなかった。

「騎き士し！　近くにいるか！　拳闘士を回収しろ！」

　羽矢多が通つう信しん球きゆうに声を張る。

　たちまち、フィットネスクラブの屋根の上から、黒い獣けものがのっそりと顔を出した。

　通信球から彼の声が返ってくる。

『あちゃー……拳闘士さん、やられちゃった？　すぐ迎えにいきまーす』

　黒馬にまたがった黒い着ぐるみが、フィットネスクラブの外がい壁へきを垂直に駆け下りてくる。

　彼を銃じゆう撃げきしようとした有う楽らく原ばらの兵が、弓使いの矢によって射い貫ぬかれた。

　戦いの中、全身にかすり傷を負った猟犬が叫んだ。

「羽矢多さん！　俺おれらもそろそろ撤てつ退たいしたほうがいい！　相手の人数が多すぎる！」

「わかっている！　騎士、先に弓使いも回収しろ！　猟犬は足が速いから、一人なら撤退しやすいはずだ。俺は……なんとかする！」

　呼吸ができない翼は、その声を遠くのことのように聞いていた。

（私は……私は、負けたの……？　こんなに、あっさりと──）

　相手が強いことには気づいていた。それでも、負けるはずはないと思えるだけの自信もあった。

　しかし──皇帝のために戦って死ぬどころか、さして重要とも思えない局面で、彼女は敗北を喫した。

　もしも事前に刃やいばを叩たたき折っていなければ──間違いなく即死だった。

　嘔おう吐としながら、拳闘士は屈辱の味を噛かみしめる。

（このままじゃ……このままじゃ、終われない……！）

　グローブを地につけ、彼女は必死に力を込めて身を起こそうとした。

　そこへ、弓使いを乗せたくろとらくんが駆けつける。

　弓使いが馬上から援えん護ご射撃を続ける中、後ろからついてきた猟犬が翼の身を軽々と持ち上げ、馬上に預けた。

　張燕を相手どり防戦に追い込まれていた羽矢多が、また声を張る。

「騎き士し！　さっさと行け！　猟犬もこのまま離脱しろ！」

「いや、でも、羽は矢や多たさんだって一人じゃ逃げられねえって……！」

『そうですわ。羽矢多さんのそういうところ、可愛かわいくて好きですけれど──こんなところで貴方あなたに死なれたら、皇帝の士気にも影えい響きようします』

　羽矢多の胸の通つう信しん球きゆうから、将軍、周しゆう皓こう月げつの声が響ひびいた。

　包囲網の一角から爆ばく炎えんが上がる。

　轟ごう音おんと共に、黒い煙と真っ赤な炎を巻き上げ、有う楽らく原ばらの配下の車両が四散した。

　それは能力によるものではない。単純に、手しゆ榴りゆう弾だん等の爆発物が使用されただけである。

　有楽原の部下達が色めき立ち、楽しげに戦いを見物していた有楽原自身も、鋭するどい眼まな差ざしをその方向に向けた。

　羽矢多と戦っていた張ちよう燕えんさえもが、びくりと反応して羽矢多との距離を取る。

　馬上の清せい家け翼つばさは、ようやく回復しはじめた視界に仲間の一団を見た。

　先頭に立つは、将軍、周皓月──

　その背後には戦せん闘とう班はんに属する宿やど主ぬし達が揃そろっている。

　鉄てつ扇せんを掲げ、白いチャイナドレスの皓月が微ほほ笑えんだ。

「兵が大きく動いたと思って来てみれば、たった数人の宿主相手にこの大部隊──有楽原先生は慎重すぎませんか？」

　白衣の有楽原が、ぺちりと頭を叩たたいて気安く応じる。

「いえいえ。張燕との共闘がなければ歯が立たないところでした。その素晴らしい〝石〟の力──二、三と言わず、十か二十は手元に欲しいところでして」

「私が先に見つけた玩具おもちやですのに。年をとったら、後進の若者にいろいろと譲ゆずるものですよ？」

「生あい憎にくと、子供の心を忘れないのが若さの秘ひ訣けつだそうです。貴方もあまり老けないタイプでしょうな」

　皓月がくすくすと笑った。

「あら、お上手じようず……ありがとうございます、先生。それでは──標的は〝燕えん人じん張燕〟、そして〝神医の有楽原〟……全員、かかりなさい！」

　指揮の声に鬨ときの声が重なる。

　激げき突とつする両者を見据えながら、黒馬にかつがれた拳闘士は、力なくその唇を噛かみしめた。
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　プールサイドにて、月つき代しろ玲音れいんは妹の香か恋れんと対たい峙じしていた。

「か、香恋……？」

「お兄ちゃん……迎えに来たよ。一緒に……行こう？」

　香か恋れんが艶つやっぽく微ほほ笑えむ。

　媚こびるようなその笑顔は、どこか壊こわれかけているようにも見えた。

　クレアが玲音れいんの腕にしがみつく。

「香恋ちゃん、戻ってきて！　皇帝の傍そばになんていちゃだめ！」

　その声を聞くなり、香恋の視線が険けわしく転じた。

「貴方あなたはお兄ちゃんに近づかないで、汚けがらわしい──お兄ちゃんは私と一緒に行くの。でないと私……私……」

　香恋がカタカタと震えた。

　玲音はその傍に駆かけ寄ろうとして踏鞴たたらを踏ふむ。

　近づけば、同行している〝近この衛え兵へい〟や〝司祭〟、また他ほかの宿やど主ぬし達に捕ほ縛ばくされ、そのまま連れ去られるだろう。

　羽は矢や多たのように、玲音の意志を尊重するつもりなど彼らにはない。

　ゴスロリファッションの〝司祭〟が、優雅に微笑みながら香恋の肩を支えた。

「女王陛下は、どうしてもお兄さんを迎えに行きたいって──お兄さんがいないと何もできないって言われて、私達も困っているんです。女王陛下にもお兄さんにも、不自由な思いはさせませんわ。ぜひおいでください」

　亜あ里り亜あが彼女に睨にらみを利きかせた。

「……そっちからわざわざ妹ちゃんを連れてきてくれるなんて、助かったわ。玲音！　兄貴らしいとこ見せてやれ！」

　玲音は頬ほおを引きつらせる。

「あ。はい……ええと……か、香恋さん？　とりあえずこっち来い。いろいろ話し合う必要がありそうだし、宿主の皆さんにはちょっと待ってもらうってことで……」

　香恋が玲音を睨んだ。

「……時間稼かせぎとかもういいから。近衛兵、司祭、お兄ちゃんを捕まえて。仕立屋は要らない。人質になるっていうけど、むしろいると邪じや魔ま」

「おい!?　お前、前より性格キツくなってるぞ!?」

　玲音は叱しかったが、傍ではクレアが身を堅くしていた。他人から嫌きらわれることにあまり慣れていないせいもあるだろうが、それ以上に今は、玲音が離れることを恐れている節もある。

　警けい察さつ官かんの姿の〝近衛兵〟と、ゴスロリの〝司祭〟がプールサイドに歩を進める。

　香恋の周りにはまだ数人の宿主が控えていた。

　逃げ場はない。

「……鉄てつ舟しゆう！　仕掛けろ！」

　亜里亜が叫んだ。

　鉄てつ舟しゆうがその両手に黒い鞭むちを生やし、近づきつつあった両者を振り払う。

　同時に近この衛え兵へいの手元から、半透明の巨大な手が生まれ、その攻こう撃げきを寸前で防いだ。

　司祭の手元には古びた杖つえが現れ、そこから雷らい光こうが走る。

　電でん撃げきは玲音れいんの足下をばちりと叩たたいたが、これはわざと外された。

「おわっ!?」

「抵抗しても怪け我が人にんが増えるだけです。おとなしく……」

「するわけないでしょ！」

　インストラクターの冬ふゆ華かが、脱だつ兎との勢いで飛び出した。

　武器を何も持たない彼女は、この時まで〝ただの巻き込まれた従業員〟のふりをしていた。

　わざわざ不安そうな表情まで作っていた彼女の突然の行動に、相手側の動きも一いつ瞬しゆん遅れる。

　冬華はゴスロリの少女の腰にタックルを仕掛け、そのまま自分の体ごと、プールの中に飛び込んだ。

「司祭!?」

「ぷあっ!?」

　近衛兵が慌てたが、司祭はすぐに水面から顔を出す。

　その身を羽は交がい締じめにした冬華が、鉄舟に声を張った。

「鉄舟君！　狙ねらえるでしょ!?」

「押お忍す！」

　鉄舟の手から伸びた鞭が、まるで蛇のように司祭の首へと巻き付く。

　司祭が杖を掲げたものの、電撃は放てない。プールの中でそんな真ま似ねをすれば自身が感電してしまう。

　控えていた幾人かの宿やど主ぬしが、司祭を助けるためにプールに飛び込み、冬華を狙う。

　鉄舟が鞭を締め付けた。

「全員、動くな！　動いたら、こいつの首をへし折る！」

　敵陣に動揺が走ったものの、その中央に立つ香か恋れんは人を殺せそうな眼まな差ざしで低く呟つぶやいた。

「……鉄舟さんにはそんな残酷なことできない。構わないから、司祭を助けてあげて」

　兄の友人として、香恋は鉄舟の性格を熟じゆく知ちしていた。

　玲音は目元を歪ゆがめ、鉄舟も舌打ち混じりにもう片方の手を構える。

　プールに飛び込んだ宿主達が冬華と司祭に迫り、プールサイドでは近衛兵と他ほかの宿主達が玲音達に迫りはじめた。

　とうの玲音はもちろんとして、亜あ里り亜あと由ゆ姫きまでもが身構える。

　まごつくクレアでさえ、仕立屋の力でその服装を動きやすいジャージ姿に切り替えていた。

　それでも、人数の差からして不利は明らかである。

「香恋！　兄ちゃんはこんなことするお前は見たくない！」

「……バカ兄貴。そもそも、私のことなんてちゃんと見たことないでしょ……？　ずっと好きだったのに、妹としてしか見てくれなくて……」

「いや、そりゃ当たり前だろ!?　お前、妹！　俺おれ、兄貴！」

　人前で堂々と歪ゆがんだ恋愛話を始めた妹に、玲音れいんは慌てて反論する。

「──私は女としてお兄ちゃんが好きなの。誰だれにも渡したくない。特にそこの、媚こび媚びの金髪娘になんて……絶対、獲とられたくない──」

　亜あ里り亜あが頬ほおを引きつらせた。

「玲音さんよぅ……お前、フラグの立て方……」

「それはもう言われた！　そもそも香か恋れんはこんな性格じゃない！　石の影えい響きようでちょっと不安定になってるだけだ！」

　香恋が首をかっくんと傾かしげた。

「……違うよ？　やっと素直になれただけ。私は、子供の頃ころからずっと……」

「だ、だから、お前は、そういうことを、言うなって……！」

　心労でふらつき、途切れ途切れにぜえぜえと息をする玲音を、クレアが慌てて脇わきから支える。過呼吸か酸素不足かは自分でもわからないが、さしあたって気分はとてつもなく悪い。

　迫る宿やど主ぬし達との距離が詰まるにつれて、玲音達はじりじりと後ろへ下がった。

　鉄てつ舟しゆうもプールサイドを下がっていき、冬ふゆ華かも司祭を抱えて泳ぎながらその流れに添う。

「……もう壁かべだよ。お兄ちゃん……」

「ホラーみたいなことを言うなぁっ！」

　最後の抵抗とばかりに玲音が大声を張り上げた時、入り口付近から複数の人ひと影かげが駆かけ込んできた。

「由ゆ姫きっ！　無事か!?」

「みんな！　まだ生きてる!?」

　最初に響ひびいた青年の声には聞き覚えがない。しかし、その次の声は玲音も知っている娘のものだった。

　紅あか街まち中華街、点てん心しん華か心しんの看板娘、フローラ──

　銀髪の彼女は、さすがにメイド服ではないが、仕立てのいいブラウスとスカートの姿でこの場に駆け込んでくる。

　もう一方の青年は初めて見る顔だったが、白いワイシャツにチノパンを合わせた、どこにでもいる普通の若者だった。

　ただし、その顔色は怒りと焦あせりで揺れている。

「真砂まさご!?」

　インストラクターの由姫が、歓かん声せいに近い声をあげた。

　プールの中の冬華も安あん堵どしたように頬を緩ゆるめる。

「あんまり怪け我がさせないでね！　その子、さっき話した玲音れいんくんの妹さん！」

　駆かけ込んできた青年は冬ふゆ華かの声に頷うなずきつつ、迎げい撃げきに動いた宿やど主ぬしの一人を軽くその手で薙なぎ払った。

　宿主の男は、腕から血ち飛沫しぶきを舞まわせつつ壁かべ際ぎわにまで吹っ飛ぶ。

　彼は何も武器を持っていない。攻撃も、拳こぶしではなく掌てのひらによるものだったが、その両腕の爪つめがまるで猛もう禽きん類るいのように鋭するどく太く伸びている。

　手の甲には丸い円えん盤ばん状じようの塊かたまりがついており、その円盤から五本の指に向け、爪のような組織がつながっていた。

（あれ……榊さかき真砂まさごって人か!?）

　記録者も脳内で声を発した。

〝千界の鍛か冶じ師し・ルールーブ系の異能者か！　獣けもの並みの強固な爪で敵を打ち倒す異能者だが、あの威力は……尋じん常じようじゃない。もう一人はケーキ屋の娘だな〟

　援軍は彼らだけではなかった。まだ後続がいる。

　少し遅れつつも、兎うさぎの耳を弾はずませて駆け込んできたのは、香か恋れんの友人──翁おきな居い貴たか音ねだった。

　走りすぎて息を切らしつつ、彼女は両手を振って喚わめき立てる。

「香恋──っ！　ぜえっ……ぜえっ……ほ、吠ほえ面づらかかせてやるって言っただろー！」

「貴音……！　あれって、羽は矢や多たさんに向けて言ったんじゃないの……？」

　香恋が呆あきれたような視線を友人に送った。

　貴音はプールにいた宿主達に視線を向け、一いつ瞬しゆんだけ強く睨にらむ。

　直後、そのうちの数人が弾はじかれたように昏こん倒とうし、水面に力なく浮いた。

　対象を七割程度の確率で気絶させる精神波が、彼女の能力らしい。耐たえきった宿主が、慌てて気絶した仲間を仰あお向むけに支え、気道を確保させる。

　そうこうしている間にも、真砂という青年は凄すさまじい勢いで戦っていた。

　身のこなしこそ、拳けん闘とう士しや猟犬に劣おとっているが、格闘経験がそこそこ豊富なのか、素人しろうとの玲音から見ても駆け引きが上う手まい。

　その危なげのない戦いぶりには、フローラのサポートも効きいていた。彼女はブラウスの裾すそから植物の蔦つたを伸ばし、それを時には鞭むちのように、時には手足のように自在に扱い、相手の足下をすくったり目元を叩たたいたりと、戦いの邪じや魔まをしている。

　味方の登場に勢いを得て、鉄てつ舟しゆうもパナンゾロンの鞭を大きく振り回した。

　女王を守る近この衛え兵へいが、香恋の傍そばに駆け戻る。

「女王、ここは危険です！　撤てつ退たいを……」

「……お兄ちゃんと一緒じゃなきゃ、嫌いや」

　それはもはや指揮官ではなく、わがままな子供の声だった。

（……今だよな!?）

〝ああ、行け！　これ以上のタイミングはおそらくない〟

　仲間達の援えん護ごを受け、玲音れいんは香か恋れんの元へ駆かけた。

「香恋！　こっちに来い！」

　香恋がびくりと立ちすくむ。

「お前、俺おれと一緒にいたいんだろ!?　それなら皇帝なんかどうだっていいはずだ！　一緒に来い！」

　貴たか音ねが兎うさぎの耳を揺らして手を叩たたいた。

「香恋、そうしろ！　あんたに中二病は向いてない！」

　香恋が顔をしかめる。

「うるっさいなぁ……貴音、まだ街から出ていなかったの？　次に会ったら敵同士だって言わなかったっけ……？」

　宿やど主ぬしの一人が香恋の傍そばに歩み寄った。

　香恋はその青年の背中に手をあてる。

（ブーストか！　何の力を……）

　玲音は警けい戒かいしつつも、ここぞとばかりに香恋の元へ近づいた。

「香恋、兄ちゃんは……」

「うん。大好き……お兄ちゃん」

　玲音の頭がくらりと揺れた。

（あ……あれ？）

　意識が凍るような感覚と共に、香恋の微笑がその脳裏に張り付いた。

〝……いかん！　女王が増幅させたのは催眠術師の力か！　玲音、正気を保て！〟

（へ……？　いや、何言って……）

　思考力が急速に衰え、玲音はぼんやりと夢を見ているような心持ちで、香恋の声を聞いた。

『お兄ちゃん、大好き……私と一緒に来て、ずっと一緒にいて……他ほかのことなんて、何も考えなくていい──私はお兄ちゃんが好きで、お兄ちゃんも──〝私のことが好き〟』

「……あ……うん。そうだよな……」

　呆ほうけた頭で、玲音は返事をする。

　壁かべ数枚を隔へだてた遠くで、クレアが何かを話している気もしたが、その声は耳に入ってこない。

　頭の中にいるはずの記録者の言葉すら、今はおぼろげだった。

　ふらつく玲音を、香恋がそっと抱き寄せる。

「……お兄ちゃん……ずっと、一緒にいようね……」

　玲音は返事もできないまま、いつしかその言葉を、当然のもののように受け止めていた。
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　豪華客船の船上で、〝見張り番〟のモニカは各地の状況をつぶさに把握していた。

　湾岸に程近いフィットネスクラブに、記録者と仕立屋が潜せん伏ぷくする動きを察知し、そちらにはすぐに羽は矢や多たが向かった。

　その後、キャラバン側の動きを見張っていた諜ちよう報ほう班が、有う楽らく原ばらとその私兵に動きがある旨むねを察知し、そして──包囲された羽矢多達を救出するために、皓こう月げつが兵を率いてその現場に向かった。

　その後で届いた連絡によれば、有楽原一派は撤てつ退たいし、〝記録者〟たる月つき代しろ玲音れいんも捕らえられたらしい。

　敬愛する皓月の無事に安あん堵どしつつ、モニカはパソコンの画面を見つめ続ける。

　彼女は、自みずからの能力で把握した〝石〟の動きを、手動でそのパソコンに反映するという地味な作業を続けていた。

　見張り番の能力は便利だが、他人にもその状況を把握させるためには、手動で紙やパソコンに反映させるしかない。

　自動的に情報が反映される発信器などと比べると、利便性の面でやはり問題がある。

「うー……めんどい……百年前の力だからしょうがないけど、もうちょっとなんとかなんないかなぁ……」

　銀色のショートヘアを乱暴にかきあげ、モニカは真顔でぼやく。

　同じく情報処理業務に携たずさわる皓月の部下が、苦笑まじりにテーブルへコーヒーを置いた。

　男の部下と同様に威圧感のある黒服だが、性別は女である。

「モニカさんの一緒に出しゆつ撃げきしたいって思いは、皓月様にも伝わってますよ。今は見張り番の力が特に必要な時期です。この時期を過ぎたら、今度はモニカさんの戦せん闘とう力りよくや……皓月様への愛の力が威力を発揮するでしょう」

　冗談混じりのそんな言葉に、モニカは機き嫌げんよく身をくねらせた。

「やーん、愛の力とか……！　よくわかってるね、君！　あ、コーヒーありがと」
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　甘党のモニカのコーヒーには、ミルクと砂糖がたっぷりと入っていた。その見た目はもはやカフェオレに近い。

「それにしても姉ねえ様さま、はやく帰ってこないかなぁ……寂しい……さーびーしーいー……ね、何時頃ごろに帰ってくると思う？」

「さぁ？　くろとらくんは〝晩御飯までには帰る〟って言ってましたから、同じくらいじゃないですか」

　先せん輩ぱいのような年齢の部下から適当に受け流されつつ、モニカはパソコンに最新の石の位置情報を入力していく。

　地味な作業だが、これが皓こう月げつの立てる作戦のために役立つならば、彼女は忠実にそれを為なす。ただ、〝面倒くさい〟という感想だけはどうにも変わりそうにない。

　甘いコーヒーをすすりながら、モニカは操そう舵だ室しつの窓から眼下のプールを見下ろした。

　宿やど主ぬし達の多くが出払っているため、そこで呑のん気きに泳いでいる者は一人もいない。

　本来、待機しているはずの〝女王〟とその護ご衛えい達すら、どうしても兄に会いたいと言って出掛けてしまったため、客船の中は静まり返っていた。

　皇帝も出掛けているため、もしも今、キャラバンに船を攻められたら、おそらくはあっさりと制圧されてしまう。

　幻術師の力によって、船は外からは見えないが、特殊な視覚を持つ一部の異能者には見つけられてしまう可能性もある。

　ぼんやりとプールを見下ろすモニカの視界に、ふと光が反射して見えた。

「あれ？　もしかして風強いの？」

　プールの水面が大きく揺れたのかと思ったが、海は静かで、プールにも異変はない。

　妙な胸むな騒さわぎを覚えて、モニカは席を立った。

「ごめん、十分だけ休きゆう憩けいいい？」

「はい、了解です。何か動きがあったら通つう信しん球きゆうで呼び出しますから、ちゃんと反応してくださいね」

「了解！」

　モニカは操そう舵だ室しつを出て、プールのある甲かん板ぱんへと降りていった。

　皓こう月げつ達が不在の今──仮に、姿を消して動き回れるような異能者が船内に忍び込みでもしたら大事になる。

　ナイフの柄つかに手を添えつつ、モニカは何食わぬ顔で甲板に出た。

　船内の清掃や食事の調理等、雑務をこなす顔見知りの船員とはすれ違ったが、それ以外に人の気配はない。

　それでいて、〝何か〟の気配を感じてしまう。

　さして長くもないこれまでの人生で、モニカは人間の気配も神しん群ぐんの気配もほどほどに感じとってきた。

　そんな彼女が今、プールサイドで感じている気配は、〝神群〟のそれに近い。

　即すなわち、人間以外の〝正体不明の何か〟が近くに身を潜ひそめている。

　さほど広くないプールサイドを一周して、モニカはじっと水面を見つめた。

「……気のせいか」

　呟つぶやく声こわ音ねは、彼女が意図しないうちに少しばかり不ふ穏おんなものになった。

　口ではその言葉を発しつつも、意識の底では〝気のせい〟とは思っていない。

　モニカはブーツを脱ぎ、プールにそっと足をつけた。

　夏の陽光を吸った水は生なま温ぬるい。

　ただしその温さは、温度の問題だけではなく──皓月に抱かれている時のような、不思議な温ぬくもりを伴っているような気がした。

　じっと水面を見つめ続けるうちに──

　モニカはふと、プールで水遊びに興じる皓月の姿を思い浮かべた。

　彼女は優雅な手つきで、モニカをプールの中に招く。

　──気づけばモニカは着衣のまま、ふらふらとプールの中に入っていった。

　温かな水の中で、モニカはうっとりと眼めを閉じる。

「……皓月姉ねえ様さま……？」

　ふと鼻先に、皓月の甘やかな匂においがした。

　眼を開けたそこに、もちろん皓月の姿はない。

　しかし、彼女はその何もない空間に、視覚以外の感覚で〝何か〟を感じた。

　そっと手を広げると、体に水でも空気でもない、柔らかな感触がまとわりついた。

　不思議と気味悪くはない。むしろ心ここ地ち好よくさえある。

（貴方あなたは……何？　幽ゆう霊れい？）

〝何かがいる〟ことはもう疑わず、モニカは心の内でそう問いかけた。

　言語による返答はない。

　その代わり、懐なついた犬がそうするように、モニカの体の周囲をその〝何か〟が嬉うれしげに撫なで回した。

　はしゃいでふざけるその様子が、モニカには微ほほ笑えましい。

「あははっ……変なの。私と遊びたいの？　んー……でも、今、お仕事中だし……」

　通つう信しん球きゆうを通して、操そう舵だ室しつの部下から声が響ひびいた。

『モニカさん！　すぐに上がってきてください！　石が……石の位置が、勝手に動いています！　何も操作していないのに！』

「え？」

　モニカは我に返り、慌ててプールサイドへ這はい上がった。

「ご、ごめん！　ちょっと待っててね！」

　プールの中の〝何か〟が、肯定の意志を寄よ越こす。どうしてそれが自分にわかるのか、モニカは不思議に思いつつ、操舵室へ駆かけ上がった。

　設置したノートパソコンの画面では、部下の言うとおり、宿やど主ぬし達の位置がわずかに動いていた。

　トレースされているその動きは、モニカが〝見張り番〟の力で把握しているものとまったく変わらない。

「バグですか？　壊こわれちゃったとか……」

　心配げに問う部下へ、モニカは笑顔を返す。

「……ううん。合ってる。なんか……私の愚ぐ痴ちを聞いた神様が、贈り物をくれたみたい──」

「は？」

　呆ほうけた反応を返す部下に片目を瞑つむり、モニカは操舵室から甲かん板ぱんのプールを見下ろした。

　──そこには今、〝神様〟がいる。

　モニカの思いを受け、その思いに反応してくれる、姿の見えない素敵な神様──

「あはっ……あははははっ……」

　モニカは堪こらえきれずに笑い出す。

　皓こう月げつと初めて夜を共にした時のような高揚感を覚え、やがてその細い肩は、無意識のうちにぞくぞくと震えはじめていた。





続








　あとがき




　こんにちは、渡わた瀬せです。

　ストレンジムーン２巻、こうして無事にお届けできました。

　輪りん環かんの頃ころからその傾向はあったのですが、今回もまた「趣味に走りすぎだ！」とお叱しかりがきそうな登場人物……もとい登場獣じゆうがいまして、さてどう言い訳したものかといろいろ考えてはみたのですが、熟じゆつ考こうの末に思いついた言い訳が「信仰上の理由」だった時点で、今夜もだいぶ眠気に負けてきているようです。

　眠気と一緒に、トライハルトの眷けん属ぞくが戦利品で宴会する光景も脳裏に浮かんできているのですが、とりあえず大丈夫です。だいたいいつもそんな感じです。




　ところで先日、ネット上で、「神と和解せよ」という張り紙の字がかすれて、「ネコと和解せよ」になっている写真を見かけたのですが、神という字をネコに変えるといろいろ楽しいことになるとその時に気づきました。

　神楽かぐらはネコ楽に。神社はネコ社に。ギリシャ神話はギリシャネコ話に。神奈川県はネコ奈川県に。神経痛はネコ経痛に。迷めい宮きゆう神しん群ぐんは迷宮ネコ群になります。素晴らしいです。

　とはいえ、いくら字を変えて神経痛をネコ経痛にしたところで痛いことには変わりなく、猫への信仰心でいろいろ誤ご魔ま化かすのにも限界はあります。

　自分も今回の原稿の脱稿直後、生まれて初めて座骨神経痛というのを体験しまして、リリカさんという萌もえキャラとしか思えない名称の鎮ちん痛つう薬ざいに助けられました。

　これが少し眠くなる薬で、今もふらふらとやや意識が怪しいのですが、それをいいことに今週の平均睡眠時間が三時間ほど増えていることには気づかない方針を堅持したいです。

　神経痛の原因は「執筆中の姿勢が悪い！　猫背はダメ！」とのことで、物書きに限らず、ＰＣに向かう時間が長い仕事だと同じような経験をされている方も多そうです。猫派といえど猫背はいかんと思い知り、ただいま反省してサバンナを見張るミーアキャットみたいな姿勢を心がけているのですが、宗旨替えにまでは至っていません。

　ミーアキャットも一応はネコ目でマングースと近きん縁えんらしいのですが、もう一つネコ感が足りず、せめて黒馬を乗り回してビーチチェアでビールをあおる程度の猫っぽさが欲しいです。

　──最近、自分の中の猫観が若じやつ干かんおかしなことになってきているのですが、これも職業病というヤツなんでしょうか。何か違う気がします。




　そんな妄言はさておき──

　今回も前巻に続き、絵師の桑くわ島しま黎音れいんさんにたいへん魅み力りよく的なイラストを描かいていただきました。改めてありがとうございます！

　とにもかくにも登場人物が多いもので、デザインも含めて大変なことになっていそうなのですが、カラーも挿さし絵えも素晴らしい仕上がりで感かん激げきしきりです。

　女性陣の可愛かわいさはもちろん、くろとらくんの可愛さが尋じん常じようならざる次元で個人的にもたいへん眼福です。モフいことは良いことです。

　なお、桑島さんは今夏、『Ｐ．Ｓ．リスタート』という四コマ漫画の単行本も刊行されまして──ヒロインの元お金持ちな千ち華はなさんが超可愛いので、こちらもこっそりお勧すすめです。クールなメイドのサキさんも一押しです。




　それではまた、３巻にてお目にかかれることを祈りつつ──
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　十九世紀末、倫敦ロンドン──

　排煙に汚れた空の下、彼は杖つえを片手に人ひと気けのない道を歩いていた。

　足取りは早く、顔つきは険けわしい。

　杖をつくような年齢でもないが、それは単なる飾りではなく、彼にとっては護ご身しん用の武器だった。

　内側に仕込まれた刃やいばは過去に幾人かの血を吸っており、今も鞘さやと柄つかの留め金にはいつでも抜き放てるようにと指がかかっている。

　煉れん瓦がづくりの住居が密集した区画で、彼は立ち止まった。

　懐ふところからメモを取り出し、手て描がきの地図で場所を確認する。

　互いの壁かべと壁が密着し、相互に支え合うようなその区画には、余よ所そ者ものを警けい戒かいする独特の陰いん鬱うつな空気が漂ただよっていた。

　他家の二階窓からの視線を感じつつ、彼はある一軒の呼び鈴を鳴らそうとした。

　その矢先、目の前で扉が開く。

　アスコットタイを締しめた丸まる眼鏡めがねの老紳士が、鷹おう揚ように彼を出迎えた。

「……失礼、フェルディナン卿きようですね？　私は……」

「連絡は受けている。早く入りなさい。こんなところで東洋人は目立つ──」

　挨あい拶さつもそこそこに、彼は室内に通された。

　中は昼間でも薄うす暗ぐらく、古書のくすんだ匂においが充満している。

　ドアの内側で姿勢を正し、彼は老紳士に握手を求めた。

「翁おきな居い夢ゆめ路じです。占い師のエスハ氏からの紹介で……」

「知っている。大日本帝国、陸軍所属の諜ちよう報ほう員いんだろう？」

　老紳士は握手と同時ににやりと笑ったが、夢路は神妙に否定する。

「……いえ、もう軍人ではありません。というより──本国での私は行方ゆくえ不明、あるいは死亡扱いになっているはずです。英国に入国できたのもチェスフレンズの厚意からでした。旅券の手配や偽にせ物ものの身分証明、渡航手段まで世話になりまして──彼らは親切ですね」

　フェルディナンという老紳士は鼻で嗤わらった。

「元諜報員とは思えない甘さだな。彼らをあまり信頼しないほうがいい。金持ちで権力者には違いないが、神々に対する敬意などなく、道楽半分にその力を利用したいだけの連中だ。彼らが神しん群ぐんに向ける興味など、流は行やりの降こう霊れい術じゆつや悪あく魔ま祓ばらいに対するそれと大差ない──私は好かんね」

「はあ……手て厳きびしいですね」

　初対面での辛しん辣らつな意見にたじろぎつつ、翁居夢路は部屋の奥へ導みちびかれた。

　チェスフレンズは、欧州の貴族社会に根付いた秘密結社の名称だった。

　人数はさほど多くないらしいが、イギリスだけでなくフランスやドイツ、スペイン等に少しずつ構成員が散っており、相互に情報を交換しながらオカルト絡みの研究を続けているらしい。〝迷めい宮きゆう神しん群ぐん〟に関かかわる研究調査はあくまでその一分野にすぎず、基本的には風変わりな趣味を持つ貴族達による、交流のための組織となっていた。

　フェルディナンの言ったとおり、そのほとんどは貴族の道楽の域を出ないもので、所属する異能者達も、自身の力を魔ま術じゆつや奇跡のように捉とらえている。

　翁おきな居い夢ゆめ路じの話に興味を示したのも、そんな貴族の一人だった。

　その人物からの紹介で、夢路は〝エスハ〟と名乗るある占い師を訪ね──更にその占い師からの紹介で、彼、フェルディナン卿きようの元へと辿たどり着いた。

　フェルディナンは迷宮神群の研究者として、チェスフレンズのメンバーからも一目置かれる人材らしい。

　彼ならば──夢路の背中にいる〝何か〟について、事情を知っているかもしれない。

　狭く薄うす暗ぐらい書斎に入るなり、フェルディナンが顎あごをしゃくった。

「さっそく実物を見せてもらいたい。もしも作り物の類たぐいならそのままお帰りいただく」

「わかりました。私も世間話をしにきたわけではありません」

　夢路はその場で上着を脱ぎ、軽く畳んで机の上に置いた。

　そして、フェルディナンに背を向けシャツも脱ぐ。

　その背中に現れた異形の〝顔〟に、フェルディナンが息を呑のむ気配が伝わった。

　彼の背にあるその顔は、筋肉がそう見えるといった類の変化ではない。

　背中に大きく描かれた真円の中で、数十の眼めが縦たて横よこにずらりと並んでいる。全すべての眼は眠っているように瞑つむられ、それらの瞼まぶたの上には読めない文字が刻まれていた。

　その下で真一文字に引き結ばれた唇、上下左右にはみ出した牙きばも、彫り物や作り物などではなく、異形の生物の顔そのものだった。

　フェルディナンが唸うなった。

「封印の鬼き神しん、シャパニア……か。どうやら本物らしい。夢路といったな？　君はこれを何ど処こで手に入れた？」

　夢路は返答に迷った。

「手に入れた、という言い方は正しくありません。私はこんなものを求めていたわけではありませんし、どうして自分の背中にこんなものがいるのかすら……いえ、そもそも──」

　シャツを羽は織おりつつ、夢路は目元を押さえた。

「……フェルディナン卿。私はそもそも、死んだはずなのです。しかもこの体──頭だけは私自身ですが、この手足や体については、明らかに〝私の体〟じゃない──」

　絞り出す声はわずかに震えた。

　彼自身──自分の置かれている状況を、正確に理解しているとは言い難がたい。

「当時の記憶は混こん沌とんとしています。東南アジアで現地の調査中、豪雨で道を見失い、妙な寺院に迷い込みました。今にして思うと、あの建物はこの世のものではなかったかもしれませんが……その寺院の祭さい壇だんに、ミイラ化した首なしの死体があったのです。その死体の正面で、私はおそらく──上官に、後ろから首をはねられました」

　フェルディナンが眉まゆをひそめた。

「君、何をやらかした？」

「上官の不正の秘密を握っていました。本国に戻り次第、証拠を揃そろえて告発するつもりだったのですが、上官には気づかれていたようです。いや……それより、私はそこで死んだはずなのに……」

「なるほど。気づいた時には、目の前には首なしの〝自分の体〟があって、君の頭は祭壇に置かれていたミイラのほうと合体していた──そういう話か」

　さも当然と言いたげなフェルディナンの指摘に、夢路は眼めを剥むいた。

「こんな夢想じみた話を、信じていただけるのですか？」

「信じるも何も、文献に残る〝封印の鬼き神しんシャパニア〟とはそういう存在だ。彼は最初に寄生した人間の背から離れない。だから〝頭をすげ替える〟ことで、宿やど主ぬしは不老不死の肉体を得る代わり、文字どおり、シャパニアの手足となって生活する──いや、この解釈は違うな。むしろ今は、シャパニアの体に君の頭が〝寄生〟している状態というべきか……おめでとう、翁おきな居い夢ゆめ路じ。君は人間を越えて神の領域に入った。もっとも、神といえるのは〝その体〟だけで、君の頭は人間並みだけれどね。まぁ、これから三百年か五百年も生きれば、頭のほうもそこそこ人間離れしていくだろう」

　いかにも軽いその口調が、夢路の耳には薄うす気き味み悪く響ひびいた。

「冗談はやめてください。不老不死の肉体？　そんなものがあるわけ──」

「ああ、確かに不死は言いすぎたな。首を切り落として、その切断面を鉄板などで完全に塞ふさぎ、頭を遠くに運んでいけば〝君〟は死ねる。体のほうは、また別の頭がくっつけば生き返るだろう。これは私の知人の妄言だが……以前、かのサン・ジェルマン伯はく爵しやくもその体の上に頭を乗っけていたそうだよ」

　冗談でも言ったようにくすくすと笑う老紳士を、夢路は呆ぼう然ぜんと見つめた。

「な、何を馬ば鹿かげたことを……！」

「君、そのステッキの中身は日本刀だな」

　フェルディナンが不意に真顔へと転じた。夢路はびくりとして、立て掛けておいた杖つえを手に取る。

「私が君の話をもしも信じなかったら、その刃やいばで自身の腕を切りつけて、傷が見る見るうちに塞がっていく様を見せるつもりだったんじゃないか？　尋じん常じような手段でシャパニアの体を害することはできない。シャパニアとつながっている限りにおいて、君はほぼ不老不死だ」

　夢ゆめ路じは唇を噛かむ。

　指摘はそのとおりだったが、実のところ──彼自身が、今の現実を受け止め切れていない。

　フェルディナンが声をひそめた。

「首を切り落としたいなら、一つ注意しておこう。日本刀のような細い刃では、斬きったそばから傷口がつながってしまう。痛いだけで死ねない。確実性を求めるならギロチンがいい。大切なのは、体側の断面を板状の金属などで完全に塞ふさぐこと──これが上じよう手ずに死ぬコツだ」

　夢路は額ひたいを押さえ、ふらりとよろけた。

「……貴方あなたは、確かに博識のようです。占い師の指摘は正しかった。私はここへ行くべきだと……私はこれから、一体どう生きたらいいのですか？　こんな奇妙な体を抱えて、見み世せ物ものにでもなれと……？」

　フェルディナンがさも楽しげに笑った。

「そう悲観したものじゃない。今の君にとって、時間はたっぷりある──ありすぎるといってもいい。まぁ、見世物になるよりは、いかにして隠れるかを考えたほうがいいだろう。あとは今、私が話したことを余人に知られないことだ。頭を交換するだけで不老不死の力が手に入ると知ったら、いろんな連中が大喜びで君を殺しにくるだろう」

　夢路は身を堅くした。

「……貴方もこの力が、欲しくはないのですか？」

　フェルディナンが肩をすくめた。

「生あい憎にくと、今の境遇はそこそこ気に入っていてね。だが、一つ試してみたいことはある。ちょっといいかね？」

　フェルディナンが、しばらく夢路の眼めを覗のぞき込んだ。

　虫が這はい回るような悪お寒かんを背中に覚えつつ、夢路は目元を歪ゆがめる。

「……なんです？　私の目に何か？」

　よろけた拍子に、足下の床がみしりと軋きしんだ。

「…………いや、なんでもない。やはり鬼き神しんの加か護ごは強いか……」

　思案げによくわからないことを呟つぶやいた後で、フェルディナンは窓の外に視線を向けた。

　ちょうど一台の馬車が家の前に停とまる。

「また来客か……君はここで待っていたまえ。厄やつ介かいな相手かもしれないから、顔は出さんほうがいい」

　返事をする暇ひまも与えず、フェルディナンはさっさと玄関に向かった。

　書斎に立ち尽くしたまま、夢路は耳を澄すます。

　複数の足音。呼び鈴。そして玄関の扉が開く音──

　そうした何気ない生活音の後に、フェルディナンと訪問者達の会話が聞こえてくる。

「やあ、フェルディナン卿きよう。久しぶりだな」

　それは覇は気きに溢あふれた老人の声だった。

　フェルディナンの側は彼に陰気な舌打ちで応じる。

「ブロスペクトか……いつ英国入りした？」

「つい昨日だ。まずは君に挨あい拶さつをと思ってね。しかし、ここは相変わらず空気が悪い……よくこんなところに住んでいられるものだ」

「わざわざ海を渡って、我が大英帝国を馬ば鹿かにしにきたのかね？　帰ってくれ。私も忙しい身だ」

「そう邪険にするな。おや……来客中か」

　聞き耳を立てていた夢ゆめ路じはぎくりとした。気づかれるような行動は特にしていない。

「私以外にも、君のように偏屈な老人を訪ねてくる酔すい狂きよう者ものがいたとはな。どんな奴やつだ？」

「おい、こら！　ブロスペクト、勝手に入るな！」

　書斎に隠れる場所は見あたらない。

　観念して立ち尽くす夢路の前で、扉がゆっくりと開いた。

　扉の上部に頭をぶつけそうになりながら、大柄な老人が悠々と踏ふみ込んでくる。

　長い白髪に整った髭ひげは老人そのものだが、精せい悍かんな顔立ちと強い眼光には活力が漲みなぎっている。

「ほう！　東洋人とは珍しい。しかも若いな。何ど処この者だね？　清しんか？　日本か？」

　強い光を放つその眼めと視線が合うなり、夢路は絶句させられた。

　無意識のうちに膝ひざが震えだす。

　特に威圧されたわけではない。ブロスペクトという老人は笑顔さえ見せている。

　それにもかかわらず、夢路はこの時、相手の存在感に圧倒されていた。

　まるで飢えた人ひと喰くい虎とらに遭そう遇ぐうしたような心持ちで、彼は呆ぼう然ぜんと老人を見上げる。

「あ……あ……」

「ん？　おお、自己紹介もまだだったな。私はブロスペクト。フェルディナン卿きようの古い友人だ。この男、いくら誘っても俺おれの配下に加わらん。いっそ殺してしまおうかと思ったこともあるんだが、逃げ足だけは妙に速い。そのうち殺すのが惜しくなってきてなぁ。今はちょうどいい玩具おもちやといったところか」

　からからと笑う老人の背中を、フェルディナンが拳こぶしで叩たたいた。

「貴様のその傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度が気に喰わんのだ。いずれ本当に殺してやる」

「おお、やってみろ。ただの人間ごときに私を殺せるものか」

　険悪なやり取りながら、両者とも本気ではない。

　ただ目の前のこの老人に対し、そんな口を利きけるフェルディナンの剛胆さについて、夢路は驚おどろかされた。

　固まった夢路を眺めつつ、ブロスペクトが首を傾かしげる。

「どうした？　英語は通じないかね？」

「い、いえ──日本より来ました。翁おきな居い夢ゆめ路じと申します。フェルディナン卿きようの学識を頼って、助言をいただきたく──」

「ああ、こいつは知識だけは膨ぼう大だいだからな。若い頃ころはそうでもなかったんだが、ここ数年で急に賢かしこくなった。まるで人が変わったように──な」

　フェルディナンが鼻を鳴らす。

「それも貴様のせいだ。貴様が各地に眠る神しん群ぐんや異能者達を手当たり次第に掘り返すものだから、そのたびに研究材料が増える。まったく、玩具おもちやを欲しがる子供じゃあるまいに……」

「そうそう、そのことだ。フェルディナン卿、おもしろい神群と異能者を見つけた。外の馬車に待たせているんだが会ってみないか？　〝記録者〟とかいう、神群の記録を残してきた一族の母娘おやこだ。君と話が合いそうだぞ」

　目の前の夢路を意にも介さず、彼は自慢げに窓の外を指差した。

　その方向を見た夢路は、道に停とまった馬車の窓に幼い少女を見つける。

　銀髪のその少女は、物珍しげに窓の外を見ながら、背後にいるらしい母親へしきりに話しかけていた。

　少女は夢路と眼めが合うや、驚おどろいたようにさっと馬車の中に隠れてしまう。

　いつの間にか背後に来ていたブロスペクトが、にやりと笑いかけた。

「人見知りが激はげしくてな。君も会うかね？」

「ブロスペクト！　無関係な若者を巻き込むな！」

　フェルディナンの叱しつ責せきに、ブロスペクトが口笛を返した。

「何が無関係なものか。この青年の放つ気配──どうせこちら側の人間だろう？　だいたい、堅かた気ぎの者に君を訪ねる理由などあるはずがない。なんなら君、私の元で働いてみないか？　こんな枯かれた爺じいさんの退屈な話より、よほど刺し激げき的な経験ができるぞ」

　大きな掌てのひらで肩を叩たたかれても、夢路は何も反応できなかった。

　ブロスペクトが母娘を呼びに行く間、彼は心の奥底で震えながら、この場所を紹介した占い師の言葉を思い返す。




〝君がもし、フェルディナンの元を訪れるなら、そこで会う者達には警けい戒かいすることだ。きっと彼らと君とは──悪い意味で長い付き合いになるからね〟




　くすくすと笑うその声が、翁居夢路の脳裏で今更のように反復して響ひびいた。
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　──昔せき日じつの夢にうなされた挙あげ句く、翁居夢路はキャラバンが保有するホテルの一室で、昼過ぎに眼めを覚ました。

　昨夜ゆうべは皇帝の前から撤てつ退たいした後、明け方まで幹部会に付き合っていた。

　寝覚めの悪さに辟へき易えきしつつ、先に起きていた護ご衛えい役の青年に声をかける。

「……誠せい二じ、もう起きていたか……俺おれが寝ている間に、何か動きはあったか？」

　糸目の青年、真ま名な井い誠二が、ネクタイを締しめながら軽く応じる。

「ええ。詩し乃のさんが夢ゆめ路じさんのベッドに潜もぐり込みました」

「……ったく、親離れしねえ奴やつだな、こいつも」

　夢路のすぐ傍かたわらでは、首輪をつけた黒髪の娘が眠りこけていた。

　眠る前には隣りん室しつにいたはずだったが、彼女は基本的に夢路から離れない。昨夜、埠ふ頭とうへ皇帝を説得しに行った際には、騙だますような形で引き離したが、そのせいで少し機き嫌げんを損そこねてしまった。

　誠二が苦笑いを見せる。

「親離れも何も、詩乃さん自身はもう、夢路さんの女房気取りだと思いますが……」

「それを言うな。甘やかしすぎたって反省してるんだ……で、他ほかには何かなかったか？」

　眠気の抜け切らない頭を振りつつ、夢路は寝台から足を下ろした。

「今のところは、特に何も──というより、情報がこっちまで回ってこないんです。夢路さんが昨日、独断で出向いて説得と交渉に失敗しましたから……もう下へ手たな情報を回して横よこ槍やりを入れられたくないってのが、幹部会の思惑なんでしょう。まぁ、見た感じではまだ世界も滅亡していないみたいですから、安心していいんじゃないですか？」

「……そうか。そいつは安心した」

　護衛役の冷めた冗談が、今の夢路にはまったく笑えない。むしろ脱力して、彼は客室の窓から外を眺める。

　空は青く、街並みは静かだが、今は全すべてが不安定なものに見えてしまう。

「実権のない創設者ってのも哀れなもんだな……おい、誠二、少しは同情してるか？」

　糸目の青年はそっぽを向いて肩をすくめた。

「少しだけですけどね。若い美人ばっかりはべらせて呑のん気きに隠居生活してたら、そりゃ政治的な影えい響きよう力りよくなんてどんどんなくなっていきますよ」

「嫌いやな正論を吐くなよ……よし、俺らもリコルドリクの探索に出る。詩乃を起こしてやってくれ。俺は文ふみ槻つきに連絡してみる。あいつなら情報を流してくれるだろう」

　夢路は枕元の携けい帯たい電話を手にとった。

　ほぼ同時に着信が入る。

「おっと……！」

　かけてきた相手も確認しないままに慌てて出ると、聞き覚えのある声が耳元で響ひびいた。

『やぁ、おはよう、翁おきな居い夢路──』

　反射的に通話を切りそうになりつつ、夢ゆめ路じは辛かろうじて耐たえる。

　通話口から響ひびく占い師の声は、今日も楽しげに狂っていた。

『こんな時間の目覚めなら、朝の星占いは見逃したよね？　そんな君のために、特別に占いを用意したんだ。ええと──君、何座だっけ？　乙女座とか似合いそうだよね』

「……エスハ。用件があるなら手短に話せ。さもなくば死んでくれ」

『ふふっ……酷ひどい二択だね？　まぁ、君が無礼なのは今に始まったことじゃないか。さて、占いの内容だけれど……〝皇帝の配下、見張り番が彫金師を手に入れた〟──おめでとう、早くもチェックメイト寸前だ。君らの首筋には今、鋭するどい刃やいばが突きつけられている』

　硬直する夢路の耳元で、占い師が耳みみ障ざわりな笑い声を漏もらした。

『予想はしていたことだけれどね。リコルドリクはそもそも人間が大好きだ。特に自分の血統に連なる者に対しては極きよく端たんに甘い。過か保ほ護ごな親というべきか、懐なつきすぎた忠犬というべきか──いや、ここはこう言おうか。〝信仰に対して誠実な神さま〟と──あとそうそう、〝記録者〟も皇帝側に捕まったよ。いやまったく、君の作った組織は本当に……役に立たない烏う合ごうの衆しゆうだね？』

　心から純粋に嘲あざけるその言葉を聞いた直後、夢路は通話を打ち切った。

　鼻筋を歪ゆがめ歯を食い縛しばり、彼は自身の頭を拳こぶしで叩たたく。

　異様な空気を察して目覚めた黒髪の娘が、起き抜けに夢路の背をそっと撫なでた。

「……夢路様。いかがなさいましたか？」

「いや……俺おれはつくづく、昔から無能だと思ってな──」

　自じ嘲ちようする夢路の声は低くかすれ、深い溜ため息いきには彼の抱えた後悔が強く滲にじんでいた。
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。散歩中にふと猫の気配を感じたのですが、よく見たら動くモップでした。もっふもふでした。ところで裏表紙のくろとらくんがバカンス真っ盛りなのですが、虎はそもそも水に潜るのが得意だそうで、「虎　水中」で画像検索すると……わお。
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桑くわ島しま黎音れいん

新潟県出身、埼玉県在住。

ニーソとロングヘアが大好きな絵描き。

主人公の名前に運命を感じました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「渡瀬草一郎先生」係

「桑島黎音先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





ストレンジムーン2




月つき夜よに踊おどる獣けものの夢ゆめ








渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう





発　行　　　　2014年5月22日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 SOITIRO WATASE





※2013年11月9日発行の電撃文庫『ストレンジムーン2 月夜に踊る獣の夢』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/t001.jpg
AY
Wi o R





item/image/t003.jpg
N9

AL N





item/image/t002.jpg
g

PRER & N





item/image/p163.jpg





item/image/p283.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p312.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p344.jpg
BRLLAPRDOI L%
—ANDOILEL TR NZRA,

Okl EE Z)

TINICB &> EMKBOTEENSREBM DT &
Zg3h!

L o&HEERTTE-THY 2527

TAI PR ADIFITDAV AT T A —%
Lot g T . e IO THED
FEEE A EEL 7o CF 25,

OKMili - KARLIELL)

. HIDAENTLTET. ZOHEAMRIDNETHERLVNTT !
'CE:CC Z5VWSHFOEMTBEFRC 2 BLHS |

Le—F . BHBETI,
%oﬁ*&&b&&(zﬁﬁﬂ%o? TP E,
WIS 6754 . T\ PR3 | - T
E5S5HRZ2? Bz 7oL
WHRECLTEHZ U NLKT] I
120l W ERAIIA— T 5,

> C VLA TFE

OKMli- o ¥ 20T bei)

Z—VWSFUFUBHES. HULCP»BLTY | TH—H. HBNOTTL
BEFME BN TR—. XHFEESTSTIZRIO—ALITE, 1L
BHRBVLBVEDLS [RMOEBERZMICERY AT LADHEIZ] '.>'C
FTOEERULTT, ZDEDICVBABAMICEIA>TEARE, T
[BERVEBRZE. RORZEE3IM] 7'CL\:>74I‘UI;§$“B®?§B)§7J"
E<IE2>T [BWMIDMH] [CBoEAREDT. RIFEHDAST. RiF
ARHETE—BP. HEMKLS






item/image/p101.jpg





item/image/p343.jpg
pPES PE PO P

............ ﬁg% 5(“?0

OkMiti - fr R E 4)

(B TNIVBPYI)

B, S LI TS
XSRS Lo
EESL726 > ATLXS?
OKMli - HIREF < A)

BULMLTZDHEF. BHDORR EOFHEICBEER
VDTREBVNTUL&SH.

FELZT,
SR e TG e TR
BHIbH-oTH7H!
OKRPili - AR L)

IVVRITBE ARV YFLEZFANSNBV
BOPEROLGETICTZHBELIHHLBVET ! X
INSETAHRBBLVIETER! VPYFULTARBHZ
KUBEFNREREVELALKIREZTHITEE !

PR 2 DRI 23K 77!

Ok - F-F v o BB L)

HKICAIMRRTHHBATIN? (BER)






item/image/p342.jpg
BE—IRIzoWTCoOER7E,
TaAXRT o TR,

WA LXS5EL T2 T2
JER Dol FvIN L
ko 72 o CER IV T 5 25,
BARR 2 o8k B AR IR C.
oG CIRLN L o7,

ORI - 1< 4)

JORRT MEDOEWIE. [B5 SPREDHDOEIL U] Rekac)
EolARENE, RIAFENICE. HABTER/LT "H5" Ceny

FRDEA LS BEVHE, BROVGVLELEHNEIREVDIC. JORRT
MMEIE PR (FRHTH “BR” ZMUD S EIEB—EBBLARE
o DVTICITORANRT MER. “KEDH” &N “ANEEIEI” &
M ZOFOE/ [CHEGENS > T—ERMSITREWBERRLTIcA
RIFE, ZOBRETIWED|IEEUEEARY .. BOECHEDBL—IRE
BHRUICLUB» DY Z5V\SDHELESEKIC, WHNELTHE
BRETAD “FPINY” ZE2ES5LVK,
FICHFRIEL B> THSDEFIF. SBRICINE “FEDH" [CHEL
T, MBERNTHRBUERE U cL). EOBE UL TOEER. Z087]
DR CEEISEINTVBDARF E - F v SNV EOBNT. SETH
PEASNERBIBEVDERSE, BUNULSERESARBZDEICE
BHERITEFOTEE 212OIH LNV,

S RESFCFeeees
2 2 N L A 55,
TRLARKFE |-
SVHLTC 2725
FAOGFAEIE D WL e

OkPifi - fL R E )
FHla—o PEIRENFENDNTT A REUR— THZTOHKICEBTEN
TR HENTT &K BLDSEELTIDER LTI L 4B

.................. =S ?






item/image/p341.jpg
R HYVBVDIS %
DT LA E 2
OKMili-RihlE < 4)

wh x 2 2 2

T
R ool ¥ UT

h
I .

RBHELRAT[ TN

WED PTG

ORI/ ST 2)
FVE—. XFEETEBN! HKRETITE! h
hS5BEEELB LA ARy R EF—HKILT—
EDBFLORIBDBZHRENSARRAX ! Y—)b&
DR Sy THFFESVK !

72 21T BER Sy 2*
HERZT5E >,
OKMili- B L)

B M E WM AR IECULT® B3 S5
n .

2 UL EHTT,
AR AP HTETE
XX IR DAL DH?
iR B3 <7203 ?
ORIl - PR A)

H—o BE5OEMNIERHT R E. ARRSTA—IE. ILZAROD—E
BRI, LIZATADDSEEHELNS. ZORME >FVIISHEZEHE>
TLRENEEER, SHUEEXEBBEA> TADBTES AT E,
TOANT—F9—#RBT ULBICBR UTIIZAIRICTZ S It T\
I—FI—HRMULIE. [BIIEROZEREZREL TRRRUEH L.
B5i3H IT{EE AICDVNTITH B S 12IBHIE [FELMINTS] > TE>
EN55LWFE. BALIRKUREASILZATAZREINSTE T, KX
DFIZEIE>TIA L P BLHIBATIEDH D &Ko

P S P PEPE






item/image/p346.jpg
;AL i S QVEPY = (IVEPOTE (W
Rl TF D, Z L%,
MY Lot 777>
b4 13 EECT R 3 b b 2Y 12 G SERERRE
MO X5 1A%
—/pHiRZ A T3 25,
%2272V ToELIZNGTD
NFW72 572D 2 LANATL XS D w0 ?

Ok - HIRER £ < 4)

! 2 [BEDOVWEET] o

HOBBDBEINCETBTERZERTL—B5—
SHEINDSBROPERLSAZ
BE & BRIOBREBBUABTY | Ffeh—!

PRE e B LT<1





item/image/p345.jpg
AEEHO BB T,
SEHYHEIZLTHA B
BoSD-TFH L 23GG >S5 2,
EHHOBCF Lo THLe Al LK Y

DR FIEDLNG I BEET—
BRIZETIIRIETELL T

LA diieE N 3 L\JHGED
BT LD C o ZlEh R

BRI HoTHRDERETL 19> ?

OKMili- B fED 2 7 EL)

HFTIR! BEDES. FIEORTAEESTHITENZO2KUT
! HERRELCBERFIEZIENEFLCOTEEICRYSIELTE

O

T CIE L HERER T,
EH.BOBHR LD TR L T—
WRIEZ 5 BPAEC LB DRI S
IR L 72 TZ NEMEZ 225 72
DT A IKIKBR =1 %7
SHLOWD Z7IREMEL TRl %

HEBCHILZ L7, )
REVGERIME»HAZE L 7-0-C3 25,
[PEZE XS5 Toeeeer D% %L

BOh I FEE T 5L RV Z5CH,
AN RII LT L X5

OKMli - MEBD T Fo—F124)

~~~~~~ BLBHL. BRFTA? BREDNTABTESOTRIARFE
Sho Sho D Dfc! ERELAR! oo ZZ &, 38X Bo&

3] £Z5T9 ! HERBRTHELEHEATHRAZEDTLZDH
PolFUB &> &MV | BRFEEUNOIH—IXIE. —E. HREH
EVSHDZEEPAEMBLIEESHALNEBNET | EOREBTSL
EBY MY LATEENRTIVAT EENZABDOEHBM UK !






item/image/gaiji-kugiri.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		六　復活の皇帝



		七　神医と燕人



		八　夜の獣



		九　旧知の見知らぬ医師



		十　語り部の困惑



		十一　踏み込む妹と震える兄



		あとがき



		余章　倫敦の学者



		巻末企画『くろとらくんのＱ＆Ａコーナー』



		奥付











item/image/p340.jpg
R (HELGRAD

P& A

j——ﬂ‘——
PFE—. FELZHDIFADIERE !

KB3E5KATT,. TEDBHTT,

[E>FN] EhBofRFRAES.

B, IFEEESEDNZS THIEh>feDh
NWEVWBXRLDOMSBNLKBESKLADQ&AT—F—,
SEHR—IEZRAE D TRLTHE U,

Z? EBSRBW?

B THE—BRITY ORIRTLENIBEX D RIFREK ?
ZNTRFITRVIDOBEY —.

ceeeeey )-@‘
TS 2P Y o - ---+2

OkMiti - HREF < A)

ENRIBSFROEFFIMGERL L | ABIOFIF. —ROAE
FRCER—TEN/\R=V EPHAR—TENF E
HTEMRLT, KOFICHYBATERUORIC, 7Y

EOBIZWHH U THRATZAR ! EHSEIRIYMD
KREHEOUOBHICHEIPITVARITE, XEFH
VICHBIHNNT VMBS ICIE. —MOKXEREN SR8
R - BWBETIORIZER LY. H3LEFR16R.

RI6HT3I2BHZERI LY I BARLR ! R

SERT B ADHRENE160r320EBHICEIN 5.

ROLBEEDIEROLEERELUTITEHNBN
HleWe FHELE—!

(DHELRADPD NS> Tk % AT 2
BILEF A TF A
ORI RIS EL)

B DT E EDVRBE VT T U






item/image/k002.jpg
_Na
A
Hiko B

VI IIIIIIIIIII

£ o

FREE & 3N

VI I IIIIIII

I\ o

BB

I IIIIII JJJJJ93

BHOE [KBESADQIAT—F—] U

340 ¢

Design/#8%— (BW&H=4FF =1 %)





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg
RBELR A
@ FaE b

AV RN I H—

@ HRZEOWTF

V) D
gita

t\z/aaﬁgs&m

J* w75 ma'imr? e
kOB,

/ ‘ (b // 4 / /
[BorE T ; <~ o (SR
(;ll&gz?b _b')CJ/M O)mmv ' /7 BT KA 512 TLES?
Wk A

S\ E2d H
| QOB & F I ERE






item/image/p050.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p010.jpg
DOTHPSNYERIBUR ST TOART bD—ifk. TUT >
IDEGHICHUSNTVZDHE B EBOTHRE
Bz BLICW I AREICEVEEZ R

| EESOFEENL BEOAMESSRELTIL O OER
[FvSINY)] #@HREry T T BHBREENZNZNDNREE
BT3B EDHEBRIEHCBEOS,

£/ HHEE#

KEER
BUMOTH  KEON—RAY  ABROWZA  EEQREZ |- mcw=mm e ommsaomef oo

BROXV7 BBOISVF«7 BEOEXRR--

| I | | HERER]
]

eey N L.
HROI-FHIES RRE

TEOBIE (BE)

BE AR

i/ BEBIEERTY
& EETARBSEZORAE, H
FEDIKIIC S EOEIREBBDREEEIRT, LD ;
URAERZOBREFLASB. + [t

S0 e






item/image/p200.jpg





item/image/t005.jpg
19

an D ko 2%





item/image/t004.jpg
9
IE512 541 & 2 BBl





item/image/p248.jpg





item/image/t007.jpg





item/image/t006.jpg
I > J
PRk X B2 B 5





item/image/p009.jpg
APV b2

HEIZms B o8





